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+
目
次

+
序
詞

+

第
一
幕

+

第
（
だ
い
）
一
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。

街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

+

第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

+

第
（
だ
い
）
三
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
一

室
（
し
つ
）。

+

第
（
だ
い
）
四
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

+

第
（
だ
い
）
五
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
邸
（
て

い
）
の
廣
間
（
ひ
ろ
ま
）。



－ 3 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

+
第
二
幕

+
第
（
だ
い
）
一
場
（
じ
ゃ
う
）　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
邸
（
て
い
）
の
庭
園
（
て
い
ゑ
ん
）
の
石
垣
（
い
し
が
き
）
に
沿

（
そ
）
へ
る
小
逕
（
こ
み
ち
）。

+

第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）

の
庭
園
（
て
い
ゑ
ん
）。

+

第
（
だ
い
）
三
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
托
鉢
僧
（
た
く
は
つ
そ
う
）

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。

+

第
（
だ
い
）
四
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

+

第
（
だ
い
）
五
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
庭

園
（
て
い
ゑ
ん
）。



－ 4 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

+
第
（
だ
い
）
六
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）

の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。

+

第
三
幕

+

第
（
だ
い
）
一
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。

街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

+

第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
庭

園
（
て
い
ゑ
ん
）。

+

第
（
だ
い
）
三
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）

の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。

+

第
（
だ
い
）
四
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）

の
一
室
（
し
つ
）。



－ 5 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

+
第
（
だ
い
）
五
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
庭

園
（
て
い
ゑ
ん
）。

+

第
四
幕

+

第
（
だ
い
）
一
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。

+

第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
邸
（
て

い
）
の
一
室
（
し
つ
）。

+

第（
だ
い
）三
場（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處（
ど
う
し
ょ
）。
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
居
間（
ゐ

ま
）。

+

第
（
だ
い
）
四
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
邸
（
て

い
）
の
廣
間
（
ひ
ろ
ま
）。



－ 6 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

+
第（
だ
い
）五
場（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處（
ど
う
し
ょ
）。
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
居
間（
ゐ

ま
）。

+

第
五
幕

+

第
（
だ
い
）
一
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

マ
ン
チ
ュ
ア
。
街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

+

第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。

+

第
（
だ
い
）
三
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
墓
場
（
は
か
ば
）。（
此

裡
（
こ
の
う
ち
）
に
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）
代
々
（
だ
い
／″
＼
）
の
廟
所
（
べ

う
し
ょ
）
あ
る
體
（
て
い
））。
深
夜
（
し
ん
や
）。



－ 7 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

　
　
　
　

登
場
人
名

エ
ス
カ
ラ
ス
、
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
の
領
主
。

パ
ー
リ
ス
、
領
主
の
親
族
、
年
若
き
貴
公
子
。

キ
ャ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
┐

　
　
　
　
　
　
　
　

├
相
確
執
せ
る
二
名
族
の
長
者
。

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー　
　

┘

キ
ャ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
が
一
族
の
一
老
人
（
叔
父
）。

ロ
ー
ミ
オ
ー
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
息
。

マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
、
領
主
の
親
族
に
し
て
ロ
ー
ミ
オ
ー
の
友
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
甥
に
し



－ 8 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

て
ロ
ー
ミ
オ
ー
の
友
。

チ
ッ
バ
ル
ト
、
キ
ャ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
が
妻
の
甥
。

ロ
レ
ン
ス
法
師
、
フ
ラ
ン
シ
ス
派
の
僧
。

ヂ
ョ
ン
、
同
じ
派
の
僧
。

バ
ル
タ
ー
ザ
ー
、
ロ
ー
ミ
オ
ー
の
下
人
。

サ
ン
プ
ソ
ン
（
或
ひ
は
サ
ム
ソ
ン
）
┐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

├
キ
ャ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
の
下
人
。

グ
レ
ゴ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

┘

ピ
ー
タ
ー
、
ヂ
ュ
ー
リ
エ
ッ
ト
が
乳
母
の
下
人
。

エ
ー
ブ
ラ
ハ
ム
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
下
人
。

藥
種
屋
の
老
人
。



－ 9 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

樂
人
甲
、
乙
、
丙
。

パ
ー
リ
ス
の
侍
童
（
こ
し
ゃ
う
）。
他
の
侍
童
（
こ
し
ゃ
う
）。
警
吏
一
人
。

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
夫
人
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
妻
。

キ
ャ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
夫
人
、
キ
ャ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
妻
。

ヂ
ュ
ー
リ
エ
ッ
ト
、
キ
ャ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
女
。

ヂ
ュ
ー
リ
エ
ッ
ト
の
乳
母
。

其
他
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
の
市
民
。
兩
家
の
親
族
。
假
裝

舞
踏
者
、
門
衞
、

番
衆
、
侍
者
等
。

序
詞
役
。



－ 10 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

場
所　
　
　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。
マ
ン
チ
ュ
ア
。

（
本
文
は
、譯
詞
と
の
釣
合
ひ
上
、固
有
名
詞
の
發
音
に
手
心
を
加
へ
た
る
部
分
あ
り
。

但
し
爰
に
録
し
た
る
も
の
が
最
も
正
し
き
に
近
し
と
知
ら
れ
た
し
。）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト



－ 12 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

序
詞

序
詞
役
（
じ
ょ
し
や
く
）
出
（
で
）
る
。

序
詞
役　

威
權
（
ゐ
け
ん
）
相
如
（
あ
ひ
し
）
く
二
名
族
（
め
い
ぞ
く
）
が
、

處
（
と
こ
ろ
）
は
花
（
は
な
）
の
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
に
て
、

古
（
ふ
る
）
き
怨
恨
（
う
ら
み
）
を
又
（
ま
た
）
も
新
（
あ
ら
）
た
に
、

血
（
ち
）
で
血
（
ち
）
を
洗
（
あ
ら
）
ふ
市
内
鬪
爭
（
う
ち
わ
げ
ん
く
わ
）。

か
ゝ
る
怨
家
（
ゑ
ん
か
）
の
胎
内
（
た
い
な
い
）
よ
り
薄
運
（
は
く
う
ん
）
の
二
情

人
（
じ
ゃ
う
じ
ん
）、



－ 13 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

惡
縁
（
あ
く
え
ん
）
慘
（
む
ご
）
く
破
（
や
ぶ
）
れ
て
身
（
み
）
を
宿
怨
（
し
ゅ
く

ゑ
ん
）
と
共
（
と
も
）
に
埋
（
う
づ
）
む
。

死
（
し
）
の
影
（
か
げ
）
の
附
纒
（
つ
き
ま
と
）
ふ
危
（
あ
や
ふ
）
き
戀
（
こ
ひ
）

の
履
歴
（
り
れ
き
）、

子
等
（
こ
ら
）
が
非
業
（
ひ
ご
ふ
）
に
果
（
は
）
て
ぬ
る
ま
で
は
、

如
何
（
い
か
）
に
し
て
も
解
（
と
）
け
か
ね
し
親
々
（
お
や
／
＼
）
の
忿
（
い
か
り
）、

是
（
こ
）
れ
ぞ
今
（
い
ま
）
よ
り
二
時
間
（
じ
か
ん
）
の
吾
等
（
わ
れ
ら
）
が
演
劇

（
え
ん
げ
き
）、

御
心
（
み
こ
ゝ
ろ
）
長
（
な
が
）
く
御
覽
（
ご
ら
ん
）
ぜ
ら
れ
さ
ふ
ら
は
ゞ
、

足
（
た
ら
）
は
ぬ
所
（
と
こ
ろ
）
は
相
勵
（
あ
ひ
は
げ
）
み
て
償
（
つ
ぐ
の
）
ひ
申

（
ま
う
）
さ
ん
。



－ 14 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

序
詞
役
（
じ
ょ
し
や
く
）
入
（
は
ひ
）
る
。



－ 15 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

第
一
幕

第
（
だ
い
）
一
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。

街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）
の
下
人
（
げ
に
ん
）
サ
ン
プ
ソ
ン
と
グ
レ
ゴ
リ
ー
と
が

劍
（
け
ん
）
と
楯
（
た
て
）
と
を
持
（
も
）
っ
て
出
（
で
）
る
。

サ
ン　
　

や
い
、グ
レ
ゴ
リ
ー
、誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
ぢ
ゃ
、こ
ち
と
ら
は
石
炭
（
コ
ー

ル
）
な
ん
ぞ
は
擔
（
か
つ
）
ぐ
ま
い
ぞ
よ
、
假
（
か
り
）
に
も
。（
不
面
目
な
賤
し

い
仕
事
（
し
ご
と
）
な
ん
ぞ
は
す
ま
い
ぞ
よ
）。

グ
レ　
　

さ
う
と
も
／
＼
、
そ
ん
な
事
（
こ
と
）
を
す
り
ゃ
、
奴
隷
（
コ
ー
リ
ヤ
ー
）



－ 16 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

も
同
然
（
ど
う
ぜ
ん
）
ぢ
ゃ
わ
い
。

サ
ン　
　

い
や
さ
、俺
（
お
ら
）
が
癇
（
コ
ー
ラ
ー
）
に
障
（
さ
は
）
る
が
最
後
（
さ

い
ご
）、
す
ぐ
に
も
引
（
ひ
）
ッ
こ
拔
（
ぬ
）
い
て
く
れ
よ
う
と
い
ふ
ン
ぢ
ゃ
。

グ
レ　
　

さ
う
よ
な
ァ
、
頸
根
（
く
び
ね
）
ッ
子
（
こ
）
は
、
成
（
な
）
ろ
う
な
ら
、

頸
輪
（
コ
ラ
ー
）（
首
枷
（
く
び
か
せ
））
か
ら
引
（
ひ
）
ッ
こ
拔
（
ぬ
）
い
て
ゐ
る

が
よ
い
て
や
。（
罪
人
に
は
な
ら
ぬ
が
よ
い
て
や
）。

サ
ン　
　

俺
（
お
れ
）
が
腹
（
は
ら
）
を
立
（
た
）
っ
た
と
な
り
ゃ
、忽
（
た
ち
ま
）

ち
（
敵
手
（
あ
ひ
て
）
を
ば
）
眞
二
（
ま
っ
ぷ
た
）
つ
に
し
て
く
れ
る
。

（
以
下
、
口
合
（
パ
ン
ニ
ン
グ
）
は
邦
語
（
は
う
ご
）
に
直
譯
（
ち
ょ
く
や
く
）
し

て
は
通
（
つ
う
）
ぜ
ざ
れ
ば
、
意
（
い
）
を
取
（
と
）
り
て
義
譯
（
ぎ
や
く
）
す
。

後
段
（
こ
う
だ
ん
）
に
も
斯
（
か
）
か
る
例
（
れ
い
）
し
ば
／
＼
あ
る
べ
し
。）



－ 17 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

グ
レ　
　

と
こ
ろ
が
、其
（
そ
の
）
立
（
た
）
つ
ま
で
が
手
間
（
て
ま
）
が
取
（
と
）

れ
う
て
。

サ
ン　
　

何
（
な
ん
）
の
、
す
ぐ
立
（
た
）
つ
わ
い
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
家
（
け
）
の

飼
犬
（
か
ひ
い
ぬ
）
を
見
（
み
）
た
ゞ
け
で
も
。

グ
レ　
　

は
て
、
立
（
た
）
つ
と
言
（
い
）
へ
ば
不
動
（
ゐ
す
わ
り
）
ぢ
ゃ
が
や
。

不
動
（
ゐ
す
わ
り
）
は
立
往
生
（
た
ち
わ
う
じ
ゃ
う
）
ぢ
ゃ
。
出
向
（
で
む
か
）
う

て
往
（
ゆ
）
か
け
ん
け
り
ゃ
鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
に
ァ
な
ら
ぬ
わ
い
。

サ
ン　
　

は
て
、
飼
犬
（
い
ぬ
）
を
見
（
み
）
た
ゞ
け
で
も
向
（
む
か
）
う
て
ゆ
く

わ
い
。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
奴
等
（
や
つ
ら
）
と
見
（
み
）
り
ゃ
、
男
（
を
と
こ
）
で

も
女
（
を
ん
な
）
で
も
關
（
か
ま
）
う
た
こ
と
ァ
な
い
。

グ
レ　
　

へ
ッ
、
關
（
か
ま
）
は
い
で
放
任
（
ほ
う
）
っ
て
お
く
の
で
が
な
、
そ
れ



－ 18 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

が
汝
（
お
ぬ
し
）
の
弱
蟲
（
よ
わ
む
し
）
の
證
據
（
し
ょ
う
こ
）
ぢ
ゃ
。

サ
ン　
　

し
た
り
。
そ
こ
で
、
と
か
く
弱
蟲
（
よ
わ
む
し
）
の
女
子
（
を
な
ご
）
ば

か
り
が
玩
弄
（
か
ま
）
は
れ
ま
す
る
と
け
つ
か
る
。
い
や
、
俺
（
お
れ
）
は
、
野
郎

（
や
ら
う
）
を
ば
抛
（
は
ふ
）
り
出
（
だ
）
し
、女
郎
（
め
ら
う
）
を
ば
制
裁
（
か
ま
）

は
う
。

グ
レ　
　

鬪
戰
（
た
ゝ
き
あ
ひ
）
は
、
主
人
衆
（
だ
ん
な
し
ゅ
）
や
吾
等
（
お
れ
た

ち
）
男
共
（
を
と
こ
ど
も
）
の
す
る
こ
と
ぢ
ゃ
。

サ
ン　
　

い
ざ
鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
と
な
り
ゃ
、
そ
ん
な
斟
酌
（
し
ん
し
ゃ
く
）
は

要
（
い
）
ら
ん
こ
っ
ち
ゃ
。
男
共
（
を
と
こ
ど
も
）
を
叩
（
た
ゝ
）
き
み
じ
い
た
ら
、

女
共
（
を
ん
な
ど
も
）
を
も
や
っ
つ
け
て
く
れ
う
。

グ
レ　
　

や
っ
つ
け
る
？
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サ
ン　
　

そ
れ
、彼
奴
等
（
き
ゃ
つ
ら
）
の
「
額
（
は
ち
）」
を
打
破
（
ぶ
ち
わ
）
っ

て
く
れ
う
わ
い
。
意
味
（
い
み
）
は
如
何
樣
（
ど
の
や
う
）
に
も
取
（
と
）
ら
っ
せ

い
よ
。

グ
レ　
　

そ
れ
は
先
方
（
あ
ひ
て
）
の
感
（
か
ん
）
じ
次
第
（
し
だ
い
）
ぢ
ゃ
。

サ
ン　
　

は
て
、
身
（
み
）
に
沁
々
（
し
み
／″
＼
）
と
感
（
か
ん
）
じ
よ
う
わ
い
、

俺
（
お
れ
）
も
隨
分
（
ず
ゐ
ぶ
ん
）
と
評
判
（
ひ
ゃ
う
ば
ん
）
の
女
（
を
ん
な
）
た

ら
し
ぢ
ゃ
に
依
（
よ
）
っ
て
。

グ
レ　
　

へ
ん
、魚
（
さ
か
な
）
で
な
う
て
幸
福
（
し
あ
は
せ
）
ぢ
ゃ
わ
い
、汝
（
お

ぬ
し
）
が
魚
（
さ
か
な
）
な
ら
、
女
（
を
ん
な
）
た
ら
し
で
は
無
（
な
）
う
て
總
菜

（
そ
う
ざ
い
）
の
鹽
大
口
魚
（
し
ほ
だ
ら
）
と
來
（
き
）
て
け
つ
か
ら
う
。
…
…
（
一

方
を
見
て
）
拔
（
ぬ
）
け
よ
（
劍
を
）、モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
奴
等
（
や
つ
ら
）
が
來
（
き
）
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た
わ
い
。

此
時
（
こ
の
と
き
）
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
家
（
け
）
の
下
人
（
げ
に
ん
）、
エ
ブ
ラ
ハ
ム

と
バ
ル
タ
ー
ザ
ー
と
が
一
方
（
ぱ
う
）
へ
出
（
で
）
る
。

サ
ン　
　

さ
、
拔
（
ぬ
）
い
た
わ
、
鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
を
買
（
か
）
は
っ
せ
い
、

尻
押
（
し
り
お
し
）
を
せ
う
。

グ
レ　
　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
！　

尻
（
し
り
）
に
帆
（
ほ
）
を
掛
（
か
）
け
る
？

サ
ン　
　

心
配
（
し
ん
ぱ
い
）
す
な
い
。

グ
レ　
　

何
（
な
ん
）
の
、
汝
（
お
ぬ
し
）
を
！

サ
ン　
　

此
方
（
こ
ち
）
の
非
分
（
ひ
ぶ
ん
）
に
な
ら
ぬ
や
う
に
、先
方
（
む
か
う
）

か
ら
發
端
（
し
か
）
け
さ
せ
い
。

グ
レ　
　

行
違
（
ゆ
き
ち
が
）
ふ
途
端
（
と
た
ん
）
に
睨
（
に
ら
）
み
つ
け
て
く
れ
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う
、
如
何
（
ど
う
）
思
（
お
も
）
や
が
ら
う
と
關
（
か
ま
）
ふ
も
の
か
え
。

サ
ン　
　

う
ん
に
ゃ
、
如
何
（
ど
う
）
爲
（
し
）
や
が
ら
う
と
關
（
か
ま
）
ふ
も
の

か
え
。
俺
（
お
れ
）
は
指
（
ゆ
び
）
の
爪
（
つ
め
）
を
噛
（
か
）
ん
で
く
れ
う
、
そ

れ
で
默
（
だ
ま
）
っ
て
ゐ
り
ゃ
恥
（
は
ぢ
）
さ
ら
し
ぢ
ゃ
。

雙
方
（
さ
う
は
う
）
行
違
（
ゆ
き
ち
が
）
ふ
。
サ
ン
プ
ソ
ン
指
（
ゆ
び
）
の
爪
（
つ

め
）
を
噛
（
か
）
ん
で
見
（
み
）
す
る
。

エ
ブ
ラ　

お
手
前
（
て
ま
へ
）
は
吾
等
（
わ
れ
ら
）
に
對
（
む
か
）
う
て
指
（
ゆ
び
）

の
爪
（
つ
め
）
を
噛
（
か
）
ま
っ
し
ゃ
っ
た
な
？

サ
ン　
　

如
何
（
い
か
）
に
も
爪
（
つ
め
）
を
噛
（
か
）
み
ま
す
る
。

エ
ブ
ラ　

吾
等
（
わ
れ
ら
）
に
對
（
む
か
）
う
て
噛
（
か
）
ま
っ
し
ゃ
る
の
か
？

サ
ン　
　
（
グ
レ
ゴ
リ
ー
を
顧
み
て
）
然
（
う
ん
）
と
言
（
い
）
う
て
も
、理
分
（
り
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ぶ
ん
）
か
？

グ
レ　
　

い
ゝ
や
。

サ
ン　
　
（
エ
ブ
ラ
に
對
ひ
て
）
い
ゝ
や
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
た
ち
に
對
（
む
か
）

う
て
噛
（
か
）
み
は
せ
ん
が
、
噛
（
か
）
む
。

グ
レ　
　

こ
り
ゃ
鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
を
賣
（
う
）
ら
っ
し
ゃ
る
の
ぢ
ゃ
な
？

エ
ブ
ラ　

鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
！　

い
や
、
決
（
け
っ
）
し
て
。

サ
ン　
　

鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
な
ら
敵
手
（
あ
ひ
て
）
に
な
ら
う
。
汝
等
（
お
ぬ
し

た
ち
）
に
は
負
（
ま
）
け
ん
ぞ
。

エ
ブ
ラ　

勝
（
か
）
ち
も
す
ま
い
。

サ
ン　
　

む
ゝ
。
…
…

と
詰
（
つ
ま
）
る
。
此
時
（
こ
の
と
き
）
上
手
（
か
み
て
）
よ
り
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
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親
族
（
し
ん
ぞ
く
）
ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
出
（
で
）

る
。

グ
レ　
　
（
サ
ン
プ
ソ
ン
に
對
ひ
、小
聲
に
て
）
勝
（
か
）
つ
わ
い
と
言
（
い
）
は
っ

せ
い
。（
下
手
を
見
や
り
て
）あ
そ
こ
へ
殿（
と
の
）の
親
族（
し
ん
ぞ
く
）の
一
人（
ひ

と
り
）
が
來
（
わ
）
せ
た
。

サ
ン　
　

う
ん
に
ゃ
、
勝
（
か
）
つ
わ
い
。

エ
ブ
ラ　

※(

「
言
＋
墟
の
つ
く
り
」、
第4

水
準2-88-74)

（
う
そ
）
を
吐
（
つ
）

け
。

サ
ン　
　

拔
（
ぬ
）
け
、
男
（
を
と
こ
）
な
ら
。
グ
レ
ゴ
リ
ー
、
え
い
か
、
頼
（
た

の
）
む
ぞ
よ
、
し
っ
か
り
。

サ
ン
プ
ソ
ン
と
エ
ブ
ラ
ハ
ム
と
劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
い
て
戰
（
た
ゝ
か
）
ふ
。
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ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
此（
こ
の
）體（
て
い
）を
見（
み
）

て
駈
（
か
）
け
來
（
き
た
）
り
、
劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
き
、
割
（
わ
）
っ
て
入

（
は
ひ
）
る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

待
（
ま
）
っ
た
／
＼
！　

藏
（
を
さ
）

め
い
劍
（
け
ん
）
を
。
こ
ゝ
な
向
不
見
（
む
か
う
み
ず
）
が
。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
の
甥
（
を
ひ
）
チ
ッ
バ
ル
ト
下
手
（
し
も

て
）
よ
り
出
（
で
）
る
。

チ
ッ
バ　

や
ア
、下
司
（
げ
す
）
下
郎
（
げ
ら
う
）
を
敵
手
（
あ
ひ
て
）
に
し
て
汝
（
お

ぬ
し
）
は
劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
か
う
で
な
？　

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、

1-7-85)

ー
リ
オ
ー
、こ
ち
を
向
（
む
）
け
、命
（
い
の
ち
）
を
取
（
と
）
っ
て
く
れ
う
。

と
劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
く
。
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ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

い
や
、
こ
れ
は
和
睦
（
わ
ぼ
く
）
さ

せ
う
た
め
に
し
た
こ
と
ぢ
ゃ
。
劍
（
け
ん
）
を
藏
（
を
さ
）
め
い
、で
な
く
ば
、其
（
そ

の
）
劍
（
け
ん
）
を
以
（
も
っ
）
て
予
（
わ
し
）
と
共
（
と
も
）
に
、
こ
い
つ
ら
を

引
分
（
ひ
き
わ
）
け
て
お
く
り
ゃ
れ
。

チ
ッ
バ　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
、拔
（
ぬ
）
い
て
ゐ
な
が
ら
、和
睦
（
わ
ぼ
く
）
ぢ
ゃ
！

　

和
睦
（
わ
ぼ
く
）
と
い
ふ
語
（
こ
と
ば
）
は
大
嫌
（
だ
い
き
ら
）
ひ
ぢ
ゃ
、地
獄
（
ぢ

ご
く
）
ほ
ど
に
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
奴
等
（
や
つ
ら
）
ほ
ど
に
、
汝
（
う
ぬ
）
ほ
ど

に
ぢ
ゃ
。
卑
怯
者
（
ひ
け
ふ
も
の
）
め
、
覺
悟
（
か
く
ご
）
せ
い
！

突（
つ
）い
て
か
ゝ
る
。
ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
餘
義（
よ

ぎ
）
な
く
敵
手
（
あ
ひ
て
）
に
な
る
。
此
（
こ
の
）
途
端
（
と
た
ん
）、兩
家
（
り
ゃ

う
け
）
の
關
係
者
（
く
わ
ん
け
い
じ
ゃ
）、双
方
（
さ
う
は
う
）
よ
り
出
（
い
）
で
來
（
き
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た
）
り
、
入
亂
（
い
り
み
だ
）
れ
て
鬪
（
た
ゝ
か
）
ふ
。
市
民
（
し
み
ん
）
及
（
お

よ
）
び
警
吏
長
等
（
け
い
り
ち
ゃ
う
ら
）
棍
棒
（
ク
ラ
ッ
ブ
）
を
携
（
た
づ
さ
）
へ

て
出
（
い
）
で
來
（
き
た
）
る
。

警
吏
長　

棍
棒
組
（
こ
ん
ぼ
う
ぐ
み
）
よ
、
戟
組
（
ほ
こ
ぐ
み
）
よ
！　

打
（
う
）

て
／
＼
！　

打
据
（
う
ち
す
）
ゑ
い
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
を
！　

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
を
打

据
（
う
ち
す
）
ゑ
い
！

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
寢
衣
（
ね
ま
き
）
の
ま
ゝ
に
て
、
其
（
そ

の
）
妻
（
つ
ま
）
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
夫
人
（
ふ
じ
ん
）
は
そ
れ
を
止
（
と
ゞ
）
め
つ
ゝ
、

出
（
で
）
る
。

カ
ピ
長　

此
（
こ
の
）
騷
動
（
さ
わ
ぎ
）
は
何
事
（
な
に
ご
と
）
ぢ
ゃ
？　

や
ア
／

＼
、
予
（
よ
）
が
長
（
な
が
）
い
劍
（
け
ん
）
を
持
（
も
）
て
、
長
（
な
が
）
い
劍
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（
け
ん
）
を
。

カ
ピ
妻　

杖
（
つ
ゑ
）
を
ば
、
杖
（
つ
ゑ
）
を
ば
！　

何
（
な
ん
）
の
爲
（
た
め
）

に
長
（
な
が
）
い
劍
（
け
ん
）
を
？

カ
ピ
長　

え
い
、劍
（
け
ん
）
ぢ
ゃ
と
い
ふ
に
。
見
（
み
）
い
あ
れ
を
、モ
ン
タ
ギ
ュ
ー

の
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
め
が
來
（
き
）
を
っ
て
、
俺
（
お
れ
）
に
見
（
み
）
よ
が

し
に
刃
（
や
い
ば
）
を
揮
（
ふ
）
り
を
る
。

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
白
刃
（
し
ら
は
）
を
堤
（
さ
）
げ
、其
（
そ
の
）

妻
（
つ
ま
）
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
夫
人
（
ふ
じ
ん
）
そ
れ
を
止
（
と
ゞ
）
め
つ
ゝ
、出
（
で
）

る
。

モ
ン
長　

お
の
れ
、
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
め
！
…
…
と
め
る
な
、
放
（
は
な
）
せ
。

モ
ン
妻　

鬪
（
た
ゝ
か
）
は
う
爲
（
た
め
）
に
な
ら
、
一
歩
（
ひ
と
あ
し
）
で
も
出
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（
だ
）
さ
せ
ま
す
な
。

領
主
（
り
ゃ
う
し
ゅ
）
の
公
爵
（
こ
う
し
ゃ
く
）
エ
ス
カ
ラ
ス
、從
者
（
じ
ゅ
う
し
ゃ
）

多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
を
引
連
（
ひ
き
つ
）
れ
て
出
（
で
）
る
。

領
主　
　

や
ア
、
平
和
（
へ
い
わ
）
を
亂
（
み
だ
）
す
暴
人
（
ば
う
じ
ん
）
ど
も
、

同
胞
（
ど
う
ば
う
）
の
血
（
ち
）
を
以
（
も
っ
）
て
刃
金
（
は
が
ね
）
を
穢
（
け
が
）

す
不
埓
奴
（
ふ
ら
ち
や
つ
）
…
…
聽
（
き
）
き
を
ら
ぬ
な
？
…
…
や
ア
／
＼
、
汝
等

（
お
の
れ
ら
）、邪
（
よ
こ
し
）
ま
な
る
嗔
恚
（
し
ん
に
）
の
炎
（
ほ
の
ほ
）
を
己
（
お

の
）
が
血
管
（
け
っ
く
わ
ん
）
よ
り
流
（
な
が
）
れ
出
（
い
づ
）
る
紫
（
む
ら
さ
き
）

の
泉
（
い
づ
み
）
を
以
（
も
っ
）
て
消
（
け
）
さ
う
と
試
（
こ
ゝ
ろ
）
む
る
獸
類
（
け

だ
も
の
）
ど
も
、
嚴
罰
（
げ
ん
ば
つ
）
を
怖
（
お
そ
）
る
ゝ
な
ら
ば
、
其
（
そ
の
）

血
腥
（
ち
な
ま
ぐ
さ
）
い
手
（
て
）
か
ら
兇
暴
（
き
ょ
う
ば
う
）
の
劍
（
け
ん
）
を
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抛
（
な
げ
う
）
ち
、
怒
（
い
か
）
れ
る
領
主
（
り
ゃ
う
し
ゅ
）
が
宣
言
（
こ
と
ば
）

を
聽
（
き
）
け
。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
よ
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
よ
、
汝
等
（
な
ん
ぢ
ら
）

二
人
（
に
ん
）
の
由
（
よ
し
）
も
無
（
な
）
き
爭
論
（
あ
ら
そ
ひ
）
が
原
（
も
と
）

と
な
っ
て
、同
胞
（
ど
う
ば
う
）
の
鬪
諍
（
と
う
ぢ
ょ
う
）
既
（
す
で
）
に
三
度
（
み

た
び
）
に
及
（
お
よ
）
び
、
市
内
（
し
な
い
）
の
騷
擾
（
さ
う
ぜ
う
）
一
方
（
ひ
と

か
た
）
な
ら
ぬ
に
よ
っ
て
、
當
（
た
う
）
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー

ナ
の
故
老
共
（
こ
ら
う
ど
も
）、其
身
（
そ
の
み
）
に
ふ
さ
は
し
き
老
實
（
ら
う
じ
つ
）

の
飾
（
か
ざ
り
）
を
脱
棄
（
ぬ
ぎ
す
）
て
、何
（
な
ん
）
十
年
（
ね
ん
）
と
用
（
も
ち
）

ひ
ざ
り
し
た
め
、古（
ふ
る
）び
錆（
さ
）び
つ
い
た
る
戟
共（
ほ
こ
ど
も
）を
同（
お
な
）

じ
く
年
老
（
と
し
お
）
い
た
る
手
々
（
て
ん
で
）
に
把
（
と
）
り
、
汝
等
（
な
ん
ぢ

ら
）
が
心
（
こ
ゝ
ろ
）
に
錆
（
さ
）
び
つ
き
し
意
趣
（
い
し
ゅ
）
の
中
裁
（
ち
ゅ
う
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さ
い
）
に
力
（
ち
か
ら
）
を
費
（
つ
ひ
や
）
す
。
爾
後
（
じ
ご
）
再
（
ふ
た
ゝ
）
び

公
安
（
こ
う
あ
ん
）
を
亂
（
み
だ
）
る
に
於
（
お
い
）
て
は
汝
等
（
な
ん
ぢ
ら
）
が

命
（
い
の
ち
）
は
無
（
な
）
い
ぞ
よ
。
今
日
（
こ
ん
に
ち
）
は
餘
（
よ
）
の
者
共
（
も

の
ど
も
）
は
皆
（
み
な
）
立
退
（
た
ち
さ
）
れ
、
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
は
予
（
よ
）
に

從
（
し
た
が
）
ひ
參
（
ま
ゐ
）
れ
。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
、其
方
（
そ
ち
）
は
、此
（
こ
の
）

午
後
（
ひ
る
ご
）
に
、尚
（
な
）
ほ
申
（
ま
う
）
し
聞
（
き
）
か
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、

裁
判
所
（
さ
い
ば
ん
し
ょ
）
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
へ
參
向
（
さ
ん
か
う
）
せ
い
。
更
（
あ

ら
た
）
め
て
申
（
ま
う
）
す
ぞ
、
命
（
い
の
ち
）
が
惜
（
を
）
し
く
ば
、
皆
（
み
な
）

立
退
（
た
ち
さ
）
れ
。

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
夫
婦
（
ふ
う
ふ
）
と
ベ
ン
※(
濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー

リ
オ
ー
だ
け
殘
（
の
こ
）
り
て
皆
（
み
な
）
入
（
は
ひ
）
る
。
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モ
ン
長　

此
（
こ
の
）
舊
（
ふ
る
）
い
爭
端
（
さ
う
た
ん
）
を
ば
何
者
（
な
に
も
の
）

が
新
（
あ
た
ら
）
し
う
發
（
ひ
ら
）
き
を
っ
た
か
？　

甥
（
を
ひ
）
よ
、
お
ぬ
し
は

最
初
（
は
じ
め
）
か
ら
傍
（
そ
ば
）
に
ゐ
た
か
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

い
や
、私
（
わ
た
く
し
）
が
參
（
ま
ゐ
）
っ

た
頃
（
こ
ろ
）
に
は
、
敵
（
て
き
）
の
下
人
（
げ
に
ん
）
と
御
家
來
衆
（
ご
け
ら
い

し
ゅ
）と
が
も
う
既（
す
で
）に
戰（
た
ゝ
か
）う
て
を
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
引
分（
ひ

き
わ
）
け
う
と
て
拔
劍
（
ぬ
）
き
ま
し
た
る
途
端
（
と
た
ん
）
に
、彼
（
あ
）
の
チ
ッ

バ
ル
ト
の
我
武
者
（
が
む
し
ゃ
）
め
が
劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
い
て
駈
付
（
か
け

つ
）
け
、
鬪
戰
（
た
ゝ
か
ひ
）
を
挑
（
い
ど
）
み
、
白
刃
（
し
ら
は
）
を
揮
※(

「
廴

＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

（
ふ
り
ま
は
）
し
、
徒
（
い
た
づ
）
ら
に
虚
空
（
こ

く
う
）
を
ば
斫
（
き
）
り
ま
す
る
程
（
ほ
ど
）
に
、
風
（
か
ぜ
）
は
習
々
（
し
ふ
／
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＼
）
と
音
（
お
と
）
を
立
（
た
）
て
ゝ
彼
（
か
）
れ
が
不
覺
（
ふ
か
く
）
を
嘲
（
あ

ざ
け
）
る
風
情
（
ふ
ぜ
い
）。
か
く
て
互
（
た
が
）
ひ
に
衝
（
つ
）
い
つ
撃
（
う
）
っ

つ
の
折
（
を
り
）
か
ら
、お
ひ
／
＼
多
人
數
（
た
に
ん
ず
）
馳
加
（
は
せ
く
は
）
は
り
、

左
右
（
さ
い
ふ
）
に
別
（
わ
か
）
れ
て
戰
（
た
ゝ
か
）
ふ
處
（
と
こ
ろ
）
へ
、領
主
（
と

の
）
が
見
（
み
）
え
さ
せ
ら
れ
、
左
右
（
さ
う
）
な
く
引
別
（
ひ
き
わ
け
）
と
相
成

（
あ
ひ
な
）
り
ま
し
た
。

モ
ン
妻　

お
ゝ
、
ロ
ミ
オ
は
何
處
（
ど
こ
）
に
？
（
ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、

1-7-85)

ー
リ
オ
ー
に
）
今
日
（
け
ふ
）
そ
な
た
逢
（
あ
）
は
し
ま
し
た
か
？　

此
（
こ

の
）
騷
動
（
さ
う
ど
う
）
に
關
係
（
か
ゝ
り
あ
）
う
て
ゐ
な
ん
だ
は
、
ま
、
何
（
な

に
）
よ
り
も
喜
（
よ
ろ
こ
）
ば
し
い
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

さ
ア
、
今
朝
（
け
さ
）、
東
（
ひ
が
し
）
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の
金
（
き
ん
）
の
窓
（
ま
ど
）
か
ら
朝
日
影
（
あ
さ
ひ
か
げ
）
の
ま
だ
覗
（
の
ぞ
）

き
ま
せ
ぬ
頃
（
こ
ろ
）、胸
（
む
ね
）
の
悶
（
も
だ
へ
）
を
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
ま
せ
う
と
、

郊
外
（
か
う
ぐ
わ
い
）
に
出
（
で
）
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市
（
ま
ち
）
か
ら
は
西
（
に

し
）
に
當
（
あ
た
）
る
、と
あ
る
楓
（
か
へ
で
）
の
杜
蔭
（
も
り
か
げ
）
に
、見
（
み
）

れ
ば
、其
樣
（
そ
ん
）
な
早
朝
（
あ
さ
ま
だ
き
）
に
、御
子
息
（
ご
し
そ
く
）
が
歩
（
あ

る
）
い
て
ご
ざ
る
、近
（
ち
か
）
づ
け
ば
、そ
れ
と
見
（
み
）
て
取
（
と
）
り
、忽
（
た

ち
ま
）
ち
の
う
ち
に
杜
（
も
り
）
の
繁
（
し
げ
）
み
へ
。
人
目
（
ひ
と
め
）
を
避
（
さ
）

く
る
は
相
身
互
（
あ
ひ
み
た
が
）
ひ
、浮
世
（
う
き
よ
）
を
煩
（
う
る
さ
）
う
思
（
お

も
）
ふ
折
（
を
り
）
に
は
、身
一
（
み
ひ
と
）
つ
で
さ
へ
も
多
（
お
ほ
）
い
く
ら
ゐ
、

強
（
あ
な
が
）
ち
同
志
（
つ
れ
）
を
追
（
お
）
は
ず
と
も
と
、
只
（
た
ゞ
）
も
う
己

（
お
の
）
が
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
後
（
あ
と
）
を
の
み
追
（
お
）
う
て
、人
目
（
ひ
と
め
）
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を
避
（
さ
）
く
る
其
人
（
そ
の
ひ
と
）
を
ば
此
方
（
こ
ち
ら
）
か
ら
も
避
（
さ
）
け

ま
し
た
。

モ
ン
長　

げ
に
、幾
朝
（
い
く
あ
さ
）
も
／
＼
、未
（
ま
だ
）
乾
（
ひ
）
ぬ
露
（
つ
ゆ
）

に
涙
（
な
み
だ
）
を
置
添
（
お
き
そ
）
へ
、
雲
（
く
も
）
に
は
吐
息
（
と
い
き
）
の

雲
（
く
も
）
を
加
（
く
は
）
へ
て
、彷
徨
（
う
ろ
つ
）
い
て
ゐ
る
の
を
見
掛
（
み
か
）

け
た
と
か
。
さ
れ
ど
も
遠
（
と
ほ
）
い
東
方
（
ひ
ん
が
し
）
の
、
曙
姫
（
あ
け
ぼ
の

ひ
め
）
の
寢
所
（
ね
ど
こ
ろ
）
か
ら
、
あ
の
活
々
（
い
き
／
＼
）
し
た
太
陽
（
た
い

や
う
）
が
小
昏
（
を
ぐ
ら
）
い
帳
（
と
ば
り
）
を
開
（
あ
）
け
か
く
れ
ば
、重
（
お
も
）

い
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
倅
（
せ
が
れ
）
め
は
其
（
そ
の
）
明
（
あ
か
）
る
さ
か
ら
迯
戻

（
に
げ
も
ど
）
り
、
窓
（
ま
ど
）
を
閉
（
と
）
ぢ
、
日
（
ひ
）
を
嫌
（
き
ら
）
う
て
、

我
（
わ
）
れ
か
ら
夜
（
よ
る
）
を
ば
製
（
つ
く
）
り
を
る
。
良
（
よ
）
い
分
別
（
ふ
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ん
べ
つ
）
を
し
て
此
（
こ
の
）
病
（
や
ま
ひ
）
の
根
（
ね
）
を
絶
（
た
）
た
ね
ば
、

一
定
（
ぢ
ゃ
う
）、
忌
（
い
ま
）
は
し
い
不
祥
（
ふ
し
ゃ
う
）
の
基
（
も
と
ゐ
）。

ベ
ン
※(
濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

で
叔
父
上
（
を
ぢ
う
へ
）
に
は
其
（
そ

の
）
根
（
ね
）
を
御
（
ご
）
ぞ
ん
じ
で
ご
ざ
り
ま
す
か
？

モ
ン
長　

い
や
、
知
（
し
）
り
も
せ
ね
ば
、
知
（
し
）
ら
せ
も
せ
ぬ
わ
い
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

質
問（
き
ゝ
た
ゞ
）し
て
御
覽（
ご
ら
う
）

じ
た
こ
と
が
ご
ざ
り
ま
す
か
？

モ
ン
長　

予
（
わ
し
）
は
も
と
よ
り
、
親
（
し
た
）
し
い
誰
（
た
）
れ
彼
（
か
）
れ

に
も
探
（
さ
ぐ
）
ら
せ
た
れ
ど
も
、倅
（
せ
が
れ
）
め
は
、只
（
た
ゞ
）
も
う
其
（
そ

の
）
胸
（
む
ね
）
の
内
（
う
ち
）
に
、何
事
（
な
に
ご
と
）
を
も
祕
（
ひ
）
し
隱
（
か

く
）
し
て
、
い
っ
か
な
餘
人
（
よ
じ
ん
）
に
は
知
（
し
）
ら
せ
ぬ
ゆ
ゑ
、
探
（
さ
ぐ
）
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る
こ
と
も
發
見
（
み
い
だ
）
す
こ
と
も
出
來
（
で
き
）
ぬ
有
樣
（
あ
り
さ
ま
）
―
―

そ
れ
が
身
（
み
）
の
爲
（
た
め
）
に
な
ら
ぬ
の
は
知
（
し
）
れ
て
あ
れ
ど
―
―
可
憐

（
い
た
い
）
け
な
蕾
（
つ
ぼ
み
）
の
其
（
そ
の
）
う
る
は
し
い
花
瓣
（
は
な
び
ら
）
が
、

風
（
か
ぜ
）
に
も
開
（
ひ
ら
）
か
ず
、
日
光
（
ひ
）
に
も
ま
だ
照
映
（
て
り
は
）
え

ぬ
う
ち
に
、意
地
惡
（
い
ぢ
わ
る
）
の
螟
蛉
（
あ
を
む
し
）
め
に
あ
さ
ま
し
う
食
（
は
）

ま
れ
て
し
ま
ふ
や
う
に
。
彼
（
あ
）
れ
が
愁
歎
（
な
げ
き
）
の
源
（
も
と
）
さ
へ
知

（
し
）
れ
ゝ
ば
、直
（
す
ぐ
）
に
も
療
治
（
れ
い
ぢ
）
し
た
う
思
（
お
も
）
ふ
の
ぢ
ゃ

が
。

此
時
（
こ
の
と
き
）
ロ
ミ
オ
物
思
（
も
の
お
も
）
ひ
顏
（
が
ほ
）
に
て
一
方
（
ぱ
う
）

へ
出
（
で
）
る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

あ
れ
、
あ
そ
こ
へ
ロ
ミ
オ
ど
の
が
。
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お
避
（
は
づ
）
し
な
さ
れ
ま
せ
。
私
（
わ
た
く
し
）
が
聞
質
（
き
ゝ
た
ゞ
）
し
て
見

（
み
）
ま
せ
う
。
ど
う
し
て
も
拒
（
こ
ば
）
ま
ッ
し
ゃ
ら
う
か
も
知
（
し
）
れ
ぬ
が
。

モ
ン
長　

そ
れ
が
首
尾
（
し
ゅ
び
）
よ
う
自
白
（
う
ち
あ
）
け
さ
せ
る
役
（
や
く
）

に
立
（
た
）
て
ば
よ
い
が
。
…
…
奧
（
お
く
）、
さ
、
參
（
ま
ゐ
）
ら
う
。

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
夫
婦
（
ふ
う
ふ
）
入
（
は
ひ
）
る
。
ロ
ミ
オ
近
（
ち
か
）
づ
く
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

や
、
お
早
（
は
や
）
う
ご
ざ
る
。

ロ
ミ
オ　

そ
ん
な
に
早
（
は
や
）
う
ご
ざ
る
か
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

今
（
い
ま
）
九
時
（
じ
）
を
打
（
う
）
っ

た
ば
か
り
。

ロ
ミ
オ　

あ
ゝ
／
＼
、
味
氣
無
（
あ
ぢ
き
な
）
い
時
間
（
じ
か
ん
）
は
長
（
な
が
）

い
。
…
…
今
（
い
ま
）
急
（
い
そ
）
い
で
去
（
い
）
ん
だ
は
予
（
わ
し
）
の
父
（
ち
ゝ
）
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で
ご
ざ
っ
た
か
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

い
か
に
も
。
ど
う
い
ふ
味
氣
（
あ
ぢ
き
）

な
い
事
（
こ
と
）
が
あ
っ
て
、時
（
と
き
）
を
長
（
な
が
）
い
と
は
被
言
（
お
っ
し
ゃ
）

る
？

ロ
ミ
オ　

得
（
え
）
れ
ば
時
（
と
き
）
が
短
（
み
じ
か
）
う
な
る
が
、
其
物
（
そ
の

も
の
）
が
得
（
え
）
ら
れ
ぬ
ゆ
ゑ
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

戀
（
こ
ひ
）
ぢ
ゃ
な
？

（
此
（
こ
の
）
あ
た
り
も
、一
問
（
も
ん
）、一
答
（
た
ふ
）
こ
と
／″
＼
く
口
合
式
（
パ

ン
ニ
ン
グ
し
き
）
の
警
句
（
け
い
く
）
に
し
て
、
到
底
（
た
う
て
い
）、
原
語
通
（
げ

ん
ご
ど
ほ
）
り
に
は
譯
（
や
く
）
し
が
た
き
ゆ
ゑ
、
義
譯
（
ぎ
や
く
）
と
す
。）

ロ
ミ
オ　

人
（
ひ
と
）
の
爲
（
た
め
）
に
…
…
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ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
の
爲
（
た
め
）
に
？

ロ
ミ
オ　

戀
（
こ
）
ひ
焦
（
こ
が
）
る
ゝ
效
（
か
ひ
）
も
な
く
、其
人
（
そ
の
ひ
と
）

の
爲
（
た
め
）
に
蔑
視
（
さ
げ
す
）
ま
れ
て
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

や
れ
／
＼
、
柔
和
（
や
さ
）
し
ら
し

う
見
（
み
）
ゆ
る
彼
（
あ
）
の
戀
（
こ
ひ
）
め
が
、
そ
ん
な
酷
（
む
ご
）
い
こ
と
や

手
荒
（
て
あ
ら
）
い
こ
と
を
し
ま
す
か
？

ロ
ミ
オ　

あ
ゝ
／
＼
！　

戀
（
こ
ひ
）
め
は
始
終
（
し
ゞ
ゅ
う
）
目
隱
（
め
か
く
）

し
を
し
て
ゐ
て
、目
（
め
）
は
無
（
な
）
け
れ
ど
も
存
分
（
ぞ
ん
ぶ
ん
）
其
（
そ
の
）

的
（
ま
と
）
を
ば
射
（
い
）
と
め
を
る
！
…
…
え
、
何
處
（
ど
こ
）
で
食
事
（
し
ょ

く
じ
）
を
し
よ
う
ぞ
？
…
…
（
四
下
（
あ
た
り
）
を
見
※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水

準2-12-11)

し
て
）
あ
ゝ
／
＼
！　

こ
り
ゃ
ま
ア
何
（
な
ん
）
と
い
ふ
淺
（
あ
さ
）
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ま
し
い
騷
擾
（
さ
う
ぜ
う
）
？　

い
や
、其
（
そ
の
）
仔
細
（
し
さ
い
）
は
お
言
（
い
）

や
る
に
は
及（
お
よ
）ば
ぬ
、殘（
の
こ
）ら
ず
聞（
き
）い
た
。
是（
こ
）れ
皆（
み
な
）

憎
（
に
く
）
い
が
原
（
も
と
）
と
は
言
（
い
）
へ
、可
愛
（
か
は
ゆ
）
い
に
も
深
（
ふ

か
）
い
／
＼
縁
（
え
ん
）
が
あ
る
…
…
す
れ
ば
是
（
こ
）
り
ゃ
憎
（
に
く
）
み
な
が

ら
の
可
愛
（
か
は
ゆ
）
さ
！　

可
愛
（
か
は
ゆ
）
い
な
が
ら
の
憎
（
に
く
）
さ
と
い

ふ
も
の
！　

無
（
む
）
か
ら
出
（
で
）
た
有
（
う
）
ぢ
ゃ
！　

悲
（
か
な
）
し
い
戲

（
た
は
ぶ
）
れ
、
沈
（
し
づ
）
ん
だ
浮
氣
（
う
は
き
）、
目
易
（
め
や
す
）
い
醜
（
み

に
く
）
さ
、
重
（
お
も
）
い
羽
毛
（
は
ね
）、
白
（
し
ろ
）
い
煤
（
す
ゝ
）、
冷
（
つ

め
た
）
い
火
（
ひ
）、
健
康
（
す
こ
や
か
）
な
病
體
（
び
ゃ
う
た
い
）、
醒
（
さ
）
め

た
眠
（
ね
む
り
）
！　

あ
ゝ
、
有
（
あ
）
り
の
ま
ゝ
と
は
同
（
お
な
）
じ
で
な
い
物

（
も
の
）
！　

恰
（
ち
ょ
う
）
ど
其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
切
（
せ
つ
）
な
い
戀
（
こ
ひ
）
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を
感
（
か
ん
）
じ
な
が
ら
、
戀
（
こ
ひ
）
の
誠
（
ま
こ
と
）
を
ば
感
（
か
ん
）
ぜ
ぬ

切
（
せ
つ
）
な
さ
！
…
…
何
（
な
ん
）
で
笑
（
わ
ら
）
ふ
ン
ぢ
ゃ
？

（
斯
（
か
）
く
の
如
（
ご
と
）
き
對
照
式
（
た
い
せ
う
し
き
）
の
綺
語
（
き
ご
）
―

―
技
巧
的
（
ぎ
こ
う
て
き
）
な
比
喩
語
（
ひ
ゆ
ご
）
―
―
を
竝
（
な
ら
）
ぶ
る
こ
と

は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
の
青
年
期
（
せ
い
ね
ん
き
）
に
は
イ
ギ
リ
ス
文
壇
（
ぶ
ん
だ
ん
）

の
流
行
（
り
う
か
う
）
な
り
し
な
り
。
以
下
（
い
か
）
に
も
同
例
（
ど
う
れ
い
）
多

（
お
ほ
）
し
。）

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

何（
な
ん
）の
、泣（
な
）い
て
ゐ
る
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

泣
（
な
）
く
と
は
、
何
故
（
な
ぜ
）
に
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

そ
の
歎（
な
げ
）き
を
思（
お
も
）ひ
や
っ

て
。
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ロ
ミ
オ　

は
て
、そ
れ
は
深
切（
し
ん
せ
つ
）の
爲
過（
し
す
ご
）し
。
い
っ
そ
迷
惑（
め

い
わ
く
）。
お
の
が
心
痛（
し
ん
つ
う
）ば
か
り
で
も
心
臟（
し
ん
ざ
う
）が
痛（
い
た
）

う
な
る
の
に
、
足
下
（
き
み
）
ま
で
が
泣
（
な
）
い
て
く
り
ゃ
る
と
、
一
段
（
だ
ん
）

と
胸
（
む
ね
）
が
迫
（
せ
ま
）
る
。
足
下
（
き
み
）
の
同
情
（
ど
う
じ
ゃ
う
）
は
多

過
（
お
ほ
す
）
ぎ
る
予
（
わ
し
）
の
悲
痛
（
か
な
し
み
）
に
、只
（
た
ゞ
）
悲
痛
（
か

な
し
み
）を
添（
そ
）へ
る
ば
か
り
。
戀（
こ
ひ
）は
溜
息（
た
め
い
き
）の
蒸
氣（
ゆ
げ
）

に
立
（
た
）
つ
濃
（
こ
）
い
煙
（
け
む
り
）、激
（
げ
き
）
し
て
は
眼
（
め
）
の
裡
（
う
ち
）

に
火
花
（
ひ
ば
な
）
を
散
（
ち
）
ら
し
、
窮
（
き
う
）
し
て
は
涙
（
な
み
だ
）
の
雨

（
あ
め
）
を
以
（
も
っ
）
て
大
海
（
お
ほ
う
み
）
の
水
量
（
み
か
さ
）
を
も
増
（
ま
）

す
。
さ
て
其
外
（
そ
の
ほ
か
）
で
は
、
何
（
な
ん
）
で
あ
ら
う
か
？　

性
根
（
し
ゃ

う
ね
）
の
亂
（
み
だ
）
れ
ぬ
亂
心
（
ら
ん
し
ん
）
…
…
息
（
い
き
）
の
根
（
ね
）
を
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も
杜
（
と
）
む
る
苦
（
に
が
）
い
物
（
も
の
）。
…
…
命
（
い
の
ち
）
を
砂
糖
漬
（
さ

と
う
づ
け
）
に
す
る
程
（
ほ
ど
）
の
甘
（
あ
ま
）
い
物
（
も
の
）。
さ
ら
ば
。

ベ
ン
※(
濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

ま
っ
た
り
！　

一
し
ょ
に
行（
ゆ
）か
う
。

予
（
わ
し
）
を
棄
（
す
）
て
ゝ
行
（
ゆ
）
く
と
は
ひ
ど
い
。

ロ
ミ
オ　

と
う
に
棄（
す
）て
ゝ
し
ま
う
た
身（
み
）ぢ
ゃ
。
予（
わ
し
）は
爰（
こ
ゝ
）

に
は
ゐ
ぬ
、
こ
れ
は
ロ
ミ
オ
で
は
無
（
な
）
い
、
ロ
ミ
オ
は
何
處
（
ど
こ
）
か
他
所

（
よ
そ
）
に
ゐ
よ
う
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

い
や
、眞
實
（
し
ん
じ
つ
）
の
白
状
（
は

く
じ
ゃ
う
）
を
な
さ
れ
、
こ
な
た
が
戀
（
こ
）
ひ
慕
（
し
た
）
ふ
人
（
ひ
と
）
と
は

誰
（
た
）
れ
ぢ
ゃ
？

ロ
ミ
オ　

白
状
（
は
く
じ
ゃ
う
）
せ
い
と
は
、
予
（
わ
し
）
に
拷
問
（
が
う
も
ん
）
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の
苦
痛
（
く
る
し
み
）
を
さ
せ
う
と
て
か
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

拷
問
（
が
う
も
ん
）
！　

何
（
な
ん
）
の
、

只
（
た
ゞ
）
ま
ッ
す
ぐ
に
自
白
（
は
く
じ
ゃ
う
）
な
さ
れ
と
い
ふ
の
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

は
て
、そ
れ
は
病
人
（
び
ゃ
う
に
ん
）
の
遺
言
（
ゆ
ゐ
ご
ん
）
を
白
状
（
は

く
じ
ゃ
う
）
と
呼
（
よ
）
ぶ
や
う
な
も
の
、わ
る
い
上
（
う
へ
）
に
わ
る
い
異
名
（
い

み
ゃ
う
）
！　

が
、
白
状
（
は
く
じ
ゃ
う
）
せ
う
、
予
（
わ
し
）
に
は
戀
女
（
こ
ひ

を
ん
な
）
が
あ
る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

戀
（
こ
ひ
）
と
睨
（
に
ら
）
ん
だ
時
（
と

き
）
に
、
そ
れ
程
（
ほ
ど
）
は
見
拔
（
み
ぬ
）
い
て
ゐ
た
。

ロ
ミ
オ　

て
も
偉
（
き
つ
）
い
射
手
（
い
て
）
ぢ
ゃ
の
！　

そ
し
て
其
（
そ
の
）
女

（
お
ん
な
）
は
誰
（
た
）
れ
が
目
（
め
）
に
も
立
（
た
）
つ
美
人
（
び
じ
ん
）。
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ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

目
（
め
）
に
立
（
た
）
つ
的
（
ま
と
）

な
ら
ば
、
射
落
（
い
お
と
）
す
こ
と
は
容
易
（
た
や
す
）
か
ら
う
。

ロ
ミ
オ　

は
て
、其
（
そ
の
）
覘
（
ね
ら
ひ
）
は
外
（
は
づ
）
れ
た
。
戀
愛
神
（
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
）
の
弱
弓
（
よ
わ
ゆ
み
）
で
は
射
落
（
い
お
と
）
さ
れ
ぬ
女
（
を
ん
な
）
ぢ
ゃ
。

處
女
神
（
ダ
イ
ヤ
ナ
）
の
徳
（
と
く
）
を
具
（
そ
な
）
へ
、
貞
操
（
て
い
さ
う
）
の

鐵
（
て
つ
）
の
鎧
（
よ
ろ
ひ
）
に
身
（
み
）
を
固
（
か
た
）
め
て
、
戀
（
こ
ひ
）
の

稚
（
を
さ
な
）
い
孱
弱
矢
（
へ
ろ
／
＼
や
）
な
ぞ
で
は
些
小
（
い
さ
ゝ
か
）
の
手
創

（
て
き
ず
）
を
も
負
（
お
）
は
ぬ
女
（
を
ん
な
）。
言
寄
（
い
ひ
よ
）
る
語
（
こ
と
ば
）

に
圍
（
か
こ
）
ま
れ
て
も
、
戀
（
こ
ひ
）
す
る
眼
（
ま
な
こ
）
に
襲
（
お
そ
）
は
れ

て
も
、
い
っ
か
な
心
（
こ
ゝ
ろ
）
を
動
（
う
ご
）
か
さ
ぬ
、
賢
人
（
け
ん
じ
ん
）
を

墮
落
（
だ
ら
く
）
さ
す
る
黄
金
（
こ
が
ね
）
に
も
前
垂
（
ま
へ
だ
れ
）
を
ば
擴
（
ひ
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ろ
）
げ
ぬ
。
お
ゝ
、
限
（
か
ぎ
）
り
な
い
美
（
う
つ
く
）
し
さ
に
は
富
（
と
）
み
な

が
ら
、其
（
そ
の
）
美
（
う
つ
く
）
し
さ
は
只
（
た
ゞ
）
一
代
限
（
だ
い
か
ぎ
）
り
、

死
（
し
）
ね
ば
種
（
た
ね
）
ま
で
も
盡
（
つ
）
く
る
と
は
、
貧
乏
（
し
が
な
）
い
／

＼
運
命
（
う
ん
め
い
）
！

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

で
は
其（
そ
の
）女（
を
ん
な
）は
嫁
入（
よ

め
い
り
）
は
せ
ぬ
と
誓
（
ち
か
）
う
た
の
ぢ
ゃ
な
？

ロ
ミ
オ　

い
か
に
も
。
其
（
そ
の
）
物
吝
（
も
の
を
し
）
み
が
甚
（
い
か
）
い
損
失

（
そ
ん
し
つ
）。
折
角
（
せ
っ
か
く
）
の
美
（
う
つ
く
）
し
さ
も
、其
（
そ
の
）
偏
屈
（
へ

ん
く
つ
）
ゆ
ゑ
に
餓
死
（
う
ゑ
じ
に
）
を
し
て
、
其
（
そ
の
）
美
（
う
つ
く
）
し
さ

を
子
孫
（
し
そ
ん
）
に
は
能
（
よ
）
う
傳
（
つ
た
）
へ
ぬ
。
美
（
う
つ
く
）
し
う
て
、

賢
（
か
し
こ
）
う
て
、
予
（
わ
し
）
を
思
（
お
も
）
ひ
死
（
じ
に
）
さ
す
る
程
（
ほ
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ど
）
に
賢
過
（
か
し
こ
す
）
ぎ
た
美
人
（
び
じ
ん
）
ゆ
ゑ
、
恐
（
お
そ
）
ら
く
は
冥

利
（
み
ゃ
う
り
）
が
盡
（
つ
）
き
、
よ
も
や
天
國
（
て
ん
ご
く
）
へ
は
登
（
の
ぼ
）

れ
ま
い
。
彼
女
（
あ
れ
）
が
戀
（
こ
ひ
）
は
せ
ぬ
と
誓
（
ち
か
）
う
た
ゝ
め
、予
（
わ
し
）

は
斯
（
か
）
う
し
て
物
（
も
の
）
を
言
（
い
）
う
て
ゐ
る
も
の
ゝ
、
生
（
い
）
き
な

が
ら
死
（
し
）
ん
で
ゐ
る
の
ぢ
ゃ
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

ま
、
予
（
わ
し
）
の
言
（
い
）
ふ
こ

と
を
聽
（
き
）
い
て
、其
（
そ
の
）
女
（
を
ん
な
）
を
ば
お
忘
（
わ
す
）
れ
な
さ
れ
。

ロ
ミ
オ　

お
ゝ
！　

教
（
を
し
）
へ
て
く
れ
い
、
ど
う
し
た
ら
忘
（
わ
す
）
れ
ら
れ

る
か
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

も
ッ
と
目
（
め
）
に
自
由
（
じ
い
う
）

を
與
（
あ
た
）
へ
て
、
あ
ち
こ
ち
の
他
（
ほ
か
）
の
美
人
（
び
じ
ん
）
を
見
（
み
）
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た
ら
よ
か
ら
う
。

ロ
ミ
オ　

他
（
ほ
か
）
の
と
較
（
く
ら
）
ぶ
れ
ば
彌
※(

二
の
字
点
、1-2-22)

（
い

よ
／
＼
）
彼
女
（
あ
れ
）
を
ば
絶
美
（
ぜ
つ
び
）
ぢ
ゃ
と
言
（
い
）
は
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
に
な
る
。
美
人
（
び
じ
ん
）
の
額
（
ひ
た
ひ
）
に
觸
（
ふ
）
る
ゝ
彼
（
あ
）
の

幸
福
（
し
あ
は
せ
）
な
假
面
（
め
ん
）
ど
も
は
、孰
（
ど
）
れ
も
黒
々
（
く
ろ
／″
＼
）

と
製
（
つ
く
）
っ
て
は
あ
れ
ど
、そ
れ
が
却
（
か
へ
）
っ
て
其
（
そ
の
）
底
（
そ
こ
）

の
白
（
し
ろ
）
い
面
（
か
ほ
）
を
思
出
（
お
も
ひ
だ
）
さ
す
る
。
目
（
め
）
を
失
（
な

く
）
し
た
男
（
を
と
こ
）
が
、
其
（
そ
の
）
失
（
な
く
）
し
た
目
（
め
）
と
い
ふ
寶

（
た
か
ら
）
を
ば
忘
（
わ
す
）
れ
ぬ
例
（
た
め
し
）。
如
何
（
ど
ん
）
な
拔
群
（
ば
つ

く
ん
）
な
美
人
（
び
じ
ん
）
を
お
見
（
み
）
せ
あ
っ
て
も
、そ
れ
は
只
（
た
ゞ
）
其
（
そ

の
）
拔
群
（
ば
つ
く
ん
）
な
美
（
び
）
を
も
拔
（
ぬ
）
く
拔
群
（
ば
つ
く
ん
）
な
美
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人
（
び
じ
ん
）
を
思
出
（
お
も
ひ
だ
）
さ
す
備
忘
帳
（
お
ぼ
え
ち
ゃ
う
）
に
過
（
す
）

ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
さ
ら
ば
。
忘
（
わ
す
）
る
ゝ
法
（
は
ふ
）
を
教
（
を
し
）
ふ
る
こ

と
は
足
下
（
き
み
）
の
力
（
ち
か
ら
）
で
は
出
來
（
で
き
）
ぬ
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

教
（
を
し
）
へ
か
た
の
不
足
（
ふ
そ
く
）

は
其
中
（
そ
の
う
ち
）
に
償
（
つ
ぐ
な
）
は
う
、借
（
か
）
り
た
ま
ゝ
で
は
死
（
し
）

ぬ
ま
い
ぞ
。

二
人
（
ふ
た
り
）
と
も
に
入
（
は
ひ
）
る
。

第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
を
先
（
さ
き
）
に
、
年
若
（
と
し
わ
か
）
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き
貴
公
子
（
き
こ
う
し
）
パ
リ
ス
（
下
人
（
げ
に
ん
）
一
人
（
に
ん
）
從
（
つ
）
い

て
）
出
（
で
）
る
。

カ
ピ
長　

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
と
て
も
右
（
み
ぎ
）
同
樣
（
ど
う
や
う
）
の
懲
罰
（
お
と

が
め
）
に
て
謹
愼
（
き
ん
し
ん
）
を
仰
附
（
お
ほ
せ
つ
）
け
ら
れ
た
。
し
た
が
、吾
々

（
わ
れ
／
＼
）
老
人
（
ら
う
じ
ん
）
に
取
（
と
）
っ
て
は
、平
和
（
へ
い
わ
）
を
守
（
ま

も
）
る
こ
と
は
さ
ま
で
困
難
（
む
づ
か
）
し
う
は
あ
る
ま
い
で
ご
ざ
る
。

パ
リ
ス　

何
（
い
づ
）
れ
も
名
譽
（
め
い
よ
）
の
家
柄
（
い
へ
が
ら
）
で
あ
ら
せ
ら

る
ゝ
に
、
久
（
ひ
さ
）
し
う
確
執
（
な
か
た
が
ひ
）
を
な
さ
れ
た
は
お
氣
（
き
）
の

毒
（
ど
く
）
な
儀
（
ぎ
）
で
ご
ざ
っ
た
。
時
（
と
き
）
に
、
吾
等
（
わ
れ
ら
）
が
申

入
（
ま
う
し
い
）
れ
た
事
（
こ
と
）
の
御
返
答
（
ご
へ
ん
た
ふ
）
は
？

カ
ピ
長　

先
度
（
せ
ん
ど
）
申
（
ま
う
）
し
た
通
（
と
ほ
）
り
を
繰
返
（
く
り
か
へ
）
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す
ま
で
ゞ
ご
ざ
る
。
何
分
（
な
に
ぶ
ん
）
に
も
世
間
（
せ
け
ん
）
知
ら
ず
、
ま
だ

十
四
度
（
よ
ど
）
と
は
年
（
と
し
）
の
變
移
目
（
か
は
り
め
）
を
ば
見
（
み
）
ぬ
女

（
む
す
め
）、せ
め
て
も
う
二
夏
（
ふ
た
な
つ
）
の
榮
枯
（
わ
か
ば
お
ち
ば
）
を
見
（
み
）

せ
い
で
は
、
適
齡
（
と
し
ご
ろ
）
と
も
思
（
お
も
）
ひ
か
ね
ま
す
。

パ
リ
ス　

姫
（
ひ
め
）
よ
り
も
若
（
わ
か
）
う
て
、
見
事
（
み
ご
と
）、
母
親
（
は
ゝ

お
や
）
に
な
っ
て
ゐ
る
の
が
ご
ざ
る
の
に
。

カ
ピ
長　

い
や
、速
（
は
や
）
う
成
（
な
）
る
も
の
は
速
（
は
や
）
う
壞
（
く
づ
）
る
ゝ
。

末
（
す
ゑ
）
の
頼
（
た
の
）
み
を
皆
（
み
な
）
枯
（
か
ら
）
し
、
只
（
た
ゞ
）
一
粒

（
ひ
と
つ
ぶ
）
だ
け
殘
（
の
こ
）
っ
た
種
子
（
た
ね
）、
此
土
（
こ
の
よ
）
で
頼
（
た

の
）
も
し
い
は
彼
兒
（
あ
れ
）
ば
か
り
で
ご
ざ
る
。
さ
り
な
が
ら
、
パ
リ
ス
ど
の
、

先
（
ま
）
づ
言
寄
（
い
ひ
よ
）
っ
て
女
（
む
す
め
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
を
ば
動
（
う
ご
）
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か
し
め
さ
れ
。
彼
女
（
あ
れ
）
の
諾
否
（
い
な
や
）
が
肝
腎
（
か
ん
じ
ん
）、吾
等
（
わ

れ
ら
）
の
意
志
（
こ
ゝ
ろ
）
は
添
物
（
そ
へ
も
の
）、女
（
む
す
め
）
が
諾
（
う
け
ひ
）

く
上（
う
へ
）は
吾
等（
わ
れ
ら
）の
承
諾（
し
ょ
う
だ
く
）は
其（
そ
の
）取
捨（
し
ゅ

し
ゃ
）
の
外
（
ほ
か
）
に
は
出
（
で
）
ま
せ
ぬ
。
今
宵
（
こ
よ
ひ
）、家
例
（
か
れ
い
）

に
因
（
よ
）
り
、
宴
會
（
え
ん
く
わ
い
）
を
催
（
も
よ
ふ
）
し
ま
し
て
、
日
頃
（
ひ

ご
ろ
）
別
懇
（
べ
っ
こ
ん
）
の
方
々
（
か
た
／″
＼
）
を
多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
客
人
（
ま

ろ
う
ど
）
に
招
（
ま
ね
）
き
ま
し
た
が
、
貴
下
（
こ
な
た
）
が
其
（
そ
の
）
組
（
く

み
）
に
加
（
く
は
）
は
ら
せ
ら
る
ゝ
は
一
段
（
だ
ん
）
と
吾
家
（
わ
が
や
）
の
面
目

（
め
ん
も
く
）
に
ご
ざ
る
。
今
宵
（
こ
よ
ひ
）、
陋
屋
（
ら
う
を
く
）
に
て
、
地
（
ち
）

を
蹈
（
ふ
）
む
明
星
（
み
ょ
う
じ
ゃ
う
）
が
群
（
む
）
れ
輝
（
か
ゞ
や
）
き
、
暗
天

（
や
み
ぞ
ら
）
を
さ
へ
も
明
（
あ
か
る
）
う
照
（
て
）
ら
す
を
御
覽
（
ご
ら
ん
）
あ
れ
。
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譬
（
た
と
）
へ
ば
、緩
漫
（
な
ま
の
ろ
）
い
冬
（
ふ
ゆ
）
の
後
（
し
り
）
へ
に
華
（
は

な
や
）
か
な
春
（
は
る
）
め
が
來
（
く
）
る
の
を
見
（
み
）
て
、
血
氣
壯
（
け
っ
き

さ
か
ん
）
な
若
（
わ
か
）
い
手
合
（
て
あ
ひ
）
が
感
（
か
ん
）
ず
る
や
う
な
樂
（
た
の
）

し
さ
、愉
快
（
こ
ゝ
ろ
よ
）
さ
を
、蕾
（
つ
ぼ
み
）
の
花
（
は
な
）
の
少
女
（
を
と
め
）

ら
と
立
交
（
た
ち
ま
じ
）
ら
う
て
、今
宵
（
こ
よ
ひ
）
我
家
（
わ
が
や
）
で
領
（
り
ゃ
う
）

せ
ら
れ
ま
せ
う
ず
。
悉
（
こ
と
／″
＼
）
く
聽
（
き
）
き
、悉
（
こ
と
／″
＼
）
く
視
（
み
）

て
、さ
て
後
（
の
ち
）
に
最
（
い
っ
）
ち
價
値
（
ね
う
ち
）
の
あ
る
の
を
取
（
と
）
ら
ッ

し
ゃ
れ
。
熟
（
と
く
）
と
觀
（
み
）
ら
る
ゝ
と
、
女
（
む
す
め
）
も
其
（
そ
の
）
一

人（
ひ
と
り
）と
し
て
數（
か
ず
）に
は
入（
は
ひ
）っ
て
ゐ
て
も
、勘
定（
か
ん
ぢ
ゃ
う
）

に
は
入
（
は
ひ
）
ら
ぬ
か
も
知
（
し
）
れ
ぬ
。
さ
ゝ
、一
し
ょ
に
ご
ざ
れ
。
…
…
（
下

人
に
）や
い
、汝（
そ
ち
）は
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
中（
ぢ
ゅ
う
）
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を
駈
※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

（
か
け
ま
は
）
っ
て
（
書
附
を
渡
し
）

爰
（
こ
ゝ
）
に
名
前
（
な
ま
へ
）
の
書
（
か
）
い
て
あ
る
人
達
（
ひ
と
た
ち
）
を
見

附
（
み
つ
）
け
て
、
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
我
（
わ
が
）
邸
（
や
し
き
）
で
懇
（
ね
ん
ご

ろ
）
に
御
入
來
（
ご
じ
ゅ
ら
い
）
を
お
待
（
ま
）
ち
申
（
ま
う
）
す
と
言
（
い
）
へ
。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
と
パ
リ
ス
と
入
（
は
ひ
）
る
。

下
人　
　

こ
ゝ
に
名
前
（
な
ま
へ
）
の
書
（
か
）
い
て
あ
る
人
達
（
ひ
と
た
ち
）
を

見
附
（
み
つ
）
け
い
！　

え
ゝ
と
、靴
屋
（
く
つ
や
）
は
尺
（
も
の
さ
し
）
で
稼
（
か

せ
）
げ
か
、
裁
縫
師
（
し
た
て
や
）
は
足
型
（
あ
し
か
た
）
で
稼
（
か
せ
）
げ
、
漁

夫
（
れ
ふ
し
）
は
筆
（
ふ
で
）
で
稼
（
か
せ
）
げ
、畫
工
（
ゑ
か
き
）
は
網
（
あ
み
）

で
稼
（
か
せ
）
げ
と
書
（
か
）
い
て
あ
る
わ
い
。
こ
ゝ
に
名
前
（
な
ま
へ
）
の
書
（
か
）

い
て
あ
る
人
達
（
ひ
と
た
ち
）
を
見
附
（
み
つ
）
け
て
來
（
こ
）
い
と
言
附
（
い
ひ
つ
）
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か
っ
た
が
、書
手
（
か
き
て
）
が
如
何
樣
（
ど
の
や
う
）
な
名
前
（
な
ま
へ
）
を
書
（
か
）

き
を
っ
た
や
ら
、こ
り
ゃ
一
向
（
か
う
）
に
見
附
（
み
つ
）
か
ら
ぬ
わ
い
。
學
者
（
も

の
し
り
）
の
處
（
と
こ
ろ
）
へ
往
（
ゆ
）
か
に
ゃ
な
ら
ぬ
。
…
…
（
一
方
を
見
て
）
お
、

ち
ょ
う
ど
よ
い
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
先
（
さ
き
）
に
ロ
ミ
オ
從
（
つ
）

い
て
出
（
で
）
る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

馬
鹿
（
ば
か
）
な
！　

そ
こ
が
そ
れ
、

火
（
ひ
）
は
火
（
ひ
）
で
壓
（
お
さ
）
へ
ら
れ
、
苦
（
く
）
は
苦
（
く
）
で
減
（
げ

ん
）
ぜ
ら
れ
る
例
（
た
め
し
）
ぢ
ゃ
。
逆
（
ぎ
ゃ
く
）
に
囘
轉
（
ま
は
）
る
と
目
（
め
）

が
眩
（
ま
）
う
た
の
が
癒
（
な
ほ
）
り
、
死
（
し
）
ぬ
る
程
（
ほ
ど
）
の
哀
愁
（
か

な
し
み
）
も
別
（
べ
つ
）
の
哀
愁
（
か
な
し
み
）
が
あ
る
と
忘
（
わ
す
）
れ
ら
る
ゝ
。
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新
（
あ
た
ら
）
し
い
毒
（
ど
く
）
を
目
（
め
）
に
染
（
し
）
ま
せ
て
舊
（
ふ
る
）
い

毒
（
ど
く
）
を
拔
（
ぬ
）
く
が
よ
い
。

ロ
ミ
オ　

そ
れ
に
は
車
前
草
（
お
ん
ば
こ
）
が
一
ち
好
（
よ
）
か
ら
う
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

そ
れ
と
は
？

ロ
ミ
オ　

脛
（
す
ね
）
の
傷
（
け
が
）
に
は
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

ロ
ー
ミ
オ
ー
、貴
下（
こ
な
た
）は
氣（
き
）

が
狂
（
ち
が
）
う
た
の
か
？

ロ
ミ
オ　

氣
（
き
）
は
狂
（
ち
が
）
は
ぬ
が
、
狂
人
（
き
ち
が
ひ
）
よ
り
も
辛
（
つ

ら
）
い
境
界
（
き
ゃ
う
が
い
）
…
…
牢
獄
（
ら
う
ご
く
）
に
鎖
込
（
と
ぢ
こ
）
め
ら

れ
、
食
（
し
ょ
く
）
を
斷
（
た
）
た
れ
、
笞
（
む
ち
う
）
た
れ
、
苛
責
（
か
し
ゃ
く
）

せ
ら
れ
…
…
（
下
人
の
近
づ
い
た
の
を
見
て
）
や
、
機
嫌
（
き
げ
ん
）
よ
う
。
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下
人　
　

は
い
、
御
機
嫌
（
ご
き
げ
ん
）
よ
う
ご
ざ
り
ま
せ
。
旦
那
（
だ
ん
な
）
は

能
（
よ
）
う
讀
（
よ
）
ま
ッ
し
ゃ
り
ま
す
か
？

ロ
ミ
オ　

い
か
に
も
…
…
不
幸
（
ふ
し
あ
は
せ
）
に
逢
（
あ
）
ふ
て
、
身
（
み
）
の

不
運
（
ふ
う
ん
）
を
解
（
よ
）
む
わ
い
。

下
人　
　

は
て
、
そ
の
樣
（
や
う
）
な
事
（
こ
と
）
は
書
（
ほ
ん
）
が
無
（
な
）
く

て
も
知
（
し
）
れ
ま
し
ょ
。
い
や
、眼
（
ま
な
こ
）
で
讀
（
よ
）
む
も
の
を
ば
讀
（
よ
）

ま
ッ
し
ゃ
り
ま
す
か
と
聞
（
き
）
き
ま
す
の
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

さ
ア
、
其
（
そ
の
）
文
字
（
も
じ
）
や
其
（
そ
の
）
言
語
（
こ
と
ば
）
を

知
（
し
）
っ
て
を
れ
ば
な
う
。

下
人　
　

正
直
（
し
ゃ
う
ぢ
き
）
な
こ
と
を
言
（
い
）
は
っ
し
ゃ
る
。
御
機
嫌
（
ご

き
げ
ん
）
よ
う
ご
ざ
ら
っ
し
ゃ
り
ま
せ
！
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下
人
（
げ
に
ん
）
行
（
ゆ
）
き
か
く
る
。

ロ
ミ
オ　

ま
て
／
＼
、
讀
（
よ
）
め
る
わ
い
。

下
人
（
げ
に
ん
）
よ
り
書
附
（
か
き
つ
け
）
を
受
取
（
う
け
と
）
り
て
讀
（
よ
）
む
。

マ
ー
チ
ノ
ー
殿
（
ど
の
）、同
じ
く
夫
人
（
お
く
が
た
）
及
（
お
よ
）
び
令
孃
方
（
む

ず
め
ご
が
た
）。
ア
ン
セ
ル
ム
伯
（
は
く
）、
同
（
お
な
）
じ
く
美
（
う
つ
き
）
し
き

令
妹
達
（
い
も
と
ご
が
た
）。
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヰ
、1-7-83)

ト
ル
ー
※(

濁

点
付
き
片
仮
名
ヰ
、1-7-83)
オ
ー
殿
（
ど
の
）
後
室
（
こ
う
し
つ
）。

プ
ラ
セ
ン
シ
オ
ー
殿
（
ど
の
）、同
（
お
な
）
じ
く
可
憐
（
か
れ
ん
）
な
る
姪
御
達
（
め

ひ
ご
た
ち
）。
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
、
同
（
お
な
）
じ
く
舍
弟
（
し
ゃ
て
い
）
※(

濁

点
付
き
片
仮
名
ワ
、1-7-82)

レ
ン
タ
イ
ン
。

叔
父
御（
を
ぢ
ご
）カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
殿（
ど
の
）、同（
お
な
）じ
く
夫
人（
ふ
じ
ん
）、
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同（
お
な
）じ
く
令
孃
達（
む
す
め
ご
が
た
）。
麗（
う
る
は
）し
き
姪（
め
ひ
）の
ロ
ー

ザ
ラ
イ
ン
。
リ
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヰ
、1-7-83)

ヤ
。

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ワ
、1-7-82)

レ
ン
シ
オ
ー
殿
（
ど
の
）、
同
（
お
な
）
じ
く

令
甥
（
を
ひ
ご
）
チ
ッ
バ
ル
ト
。
リ
ュ
ー
シ
オ
ー
及
（
お
よ
）
び
快
活
（
く
わ
い
く

わ
つ
）
な
る
ヘ
レ
ナ
。

書
附
（
か
き
つ
け
）
を
下
人
（
げ
に
ん
）
に
返
（
か
へ
）
し
な
が
ら
。

美
人
揃
（
び
じ
ん
ぞ
ろ
ひ
）
ぢ
ゃ
。
何
處
（
ど
こ
）
へ
集
（
あ
つ
ま
）
る
の
ぢ
ゃ
此

（
こ
の
）
手
合
（
て
あ
ひ
）
は
？

下
人　
　

え
ゝ
、
あ
の
…
…

ロ
ミ
オ　

え
、
あ
の
夜
會
（
や
く
わ
い
）
に
か
？

下
人　
　

手
前
方
（
て
ま
へ
か
た
）
へ
。
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ロ
ミ
オ　

手
前
方
（
て
ま
へ
か
た
）
と
は
？

下
人　
　

主
人
方
（
し
ゅ
じ
ん
か
た
）
へ
。

ロ
ミ
オ　

い
か
さ
ま
、そ
れ
を
眞
先
（
ま
っ
さ
き
）
に
問
（
と
）
ふ
べ
き
で
あ
っ
た
。

下
人　
　

問
（
と
）
は
っ
し
ゃ
ら
い
で
も
申
（
ま
う
）
し
ま
せ
う
。
手
前
（
て
ま
へ
）

主
人
（
し
ゅ
じ
ん
）
は
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
で
ご
ざ
り
ま
す
。

若
（
も
）
し
貴
下
（
こ
な
た
）
が
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
家
（
け
）
の
方
（
か
た
）
で
ご
ざ

ら
っ
し
ゃ
ら
ぬ
な
ら
ば
、來
（
わ
）
せ
て
酒
杯
（
さ
か
づ
き
）
を
取
（
と
）
ら
ッ
し
ゃ

り
ま
せ
。
御
機
嫌
（
ご
き
げ
ん
）
よ
う
ご
ざ
り
ま
せ
う
！

下
人
（
げ
に
ん
）
入
（
は
ひ
）
る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

其（
そ
の
）カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
例
會（
れ

い
く
わ
い
）
に
、足
下
（
き
み
）
の
戀
（
こ
）
ひ
慕
（
し
た
）
ふ
ロ
ー
ザ
ラ
イ
ン
が
、
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此
（
こ
の
）
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
で
評
判
（
ひ
ゃ
う
ば
ん
）

の
あ
ら
ゆ
る
美
人
達
（
び
じ
ん
た
ち
）
と
同
席
（
ど
う
せ
き
）
す
る
は
良
（
よ
）
い

都
合
（
つ
が
ふ
）
ぢ
ゃ
。
そ
こ
へ
往
（
い
）
て
、
昏
（
く
ら
）
ま
ぬ
目
（
め
）
で
、

予
（
わ
し
）
が
見
（
み
）
す
る
或
（
あ
る
）
顏
（
か
ほ
）
と
ロ
ー
ザ
ラ
イ
ン
の
と
を

お
見
比
（
み
く
ら
）
べ
あ
っ
た
ら
、白
鳥
（
は
く
て
う
）
と
思
（
お
も
）
う
て
ご
ざ
っ

た
の
が
鴉
（
か
ら
す
）
の
や
う
に
も
見
（
み
）
え
う
ぞ
。

ロ
ミ
オ　

信
仰
（
し
ん
か
う
）
の
堅
（
か
た
）
い
此
（
こ
の
）
眼
（
ま
な
こ
）
に
、假
（
か

り
）
に
も
其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
不
信
心
（
ふ
し
ん
じ
ん
）
が
起
（
お
こ
）
る
な
ら

ば
、
涙
（
な
み
だ
）
は
炎
（
ほ
の
ほ
）
と
も
變
（
か
は
）
り
を
れ
！　

何
度
（
な
ん

ど
）
溺
（
お
ぼ
）
れ
て
も
死
（
し
）
に
を
ら
ぬ
此
（
こ
の
）
明
透
（
す
き
と
ほ
）
る

異
端
（
げ
だ
う
）
め
、
※(

「
言
＋
墟
の
つ
く
り
」、
第4

水
準2-88-74)

（
う
そ
）
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を
言
（
い
）
う
た
科
（
と
が
）
で
火
刑
（
ひ
あ
ぶ
り
）
に
せ
ら
れ
を
れ
！　

何
（
な
ん
）

ぢ
ゃ
、予
（
わ
し
）
の
戀
人
（
こ
ひ
び
と
）
よ
り
も
美
（
う
つ
く
）
し
い
！　

何
（
な
に
）

も
か
も
見
通
（
み
と
ほ
）
し
の
太
陽
（
た
い
や
う
）
で
も
、現
世
（
こ
の
よ
）
創
（
は

じ
ま
）
っ
て
以
來
（
こ
の
か
た
）、又
（
ま
た
）
と
は
彼
女
程
（
あ
れ
ほ
ど
）
の
女
（
を

な
ご
）
を
ば
見
（
み
）
な
ん
だ
の
ぢ
ゃ
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

さ
、傍（
わ
き
）に
誰（
た
）れ
も
居（
ゐ
）

ず
、
右
（
み
ぎ
）
の
目
（
め
）
に
も
左
（
ひ
だ
り
）
の
目
（
め
）
に
も
ロ
ー
ザ
ラ
イ

ン
ば
か
り
を
懸
較
（
か
け
く
ら
）
べ
て
お
ゐ
や
っ
た
時
（
と
き
）
に
は
、美
（
う
つ
く
）

し
う
も
見
（
み
）
え
つ
ら
う
が
、
其
（
そ
の
）
水
晶
（
す
ゐ
し
ゃ
う
）
の
秤
皿
（
は

か
り
ざ
ら
）
に
、
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
予
（
わ
し
）
が
見
（
み
）
す
る
或
（
あ
る
）
目

（
め
）
ざ
ま
し
い
美
人
（
び
じ
ん
）
を
懸
（
か
）
け
て
、さ
て
後
（
の
ち
）
に
、其
（
そ
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の
）
戀
姫
（
こ
ひ
び
め
）
ど
の
と
貫
目
（
く
わ
ん
め
）
を
較
（
く
ら
）
べ
て
御
覽
（
ご

ら
う
）
じ
た
な
ら
、
今
（
い
ま
）
は
最
（
い
っ
）
ち
善
（
よ
）
う
見
（
み
）
ゆ
る
の

が
最
早
（
も
は
や
）
善
（
よ
）
う
は
見
（
み
）
え
ま
い
ぞ
や
。

ロ
ミ
オ　

そ
れ
を
見
（
み
）
た
う
は
無
（
な
）
け
れ
ど
、
自
分
（
こ
ち
）
の
ゝ
美
麗

（
り
っ
ぱ
）
さ
を
見
（
み
）
よ
う
た
め
に
、
一
し
ょ
に
往
（
ゆ
）
か
う
。

二
人
共
（
ふ
た
り
と
も
）
入
（
は
ひ
）
る
。

第
（
だ
い
）
三
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
一
室

（
し
つ
）。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
夫
人
（
ふ
じ
ん
）
を
先
（
さ
き
）
に
、
乳
母
（
う
ば
）
從
（
つ
）
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い
て
出
（
で
）
る
。

カ
ピ
妻　

乳
母
（
う
ば
）
よ
、
女
（
む
す
め
）
は
何
處
（
ど
こ
）
に
ゐ
ま
す
？　

呼

（
よ
）
ん
で
く
り
ゃ
れ
。

乳
母　
　

は
れ
ま
、
十
二
の
年
（
と
し
）
の
清
淨
潔
白
（
し
ゃ
う
じ
ゃ
う
け
っ
ぱ

く
）
を
賭
（
か
）
け
ま
す
が
な
、ご
ざ
れ
と
善
（
よ
）
う
言
（
い
）
う
て
お
い
た
に
。

…
…
（
奧
に
向
ひ
て
）
も
し
え
、羊
兒
（
こ
ひ
つ
じ
）
さ
ん
！　

も
し
え
、姫
鳥
（
ひ

め
ど
り
）
さ
ん
！
…
…
鶴
龜
々
々
（
つ
る
か
め
／
＼
）
！
…
…
あ
の
お
兒
（
こ
）
は

何
處
（
ど
こ
）
へ
往
（
ゆ
）
か
ッ
し
ゃ
っ
た
か
！
…
…
も
し
え
、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
さ

ま
！

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
出
（
で
）
る
。

ヂ
ュ
リ　

何
（
な
に
）
え
！　

呼
（
よ
）
び
ゃ
る
の
は
誰
（
た
）
れ
ぢ
ゃ
？
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乳
母　
　

お
母
（
か
ゝ
）
さ
ま
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ　

は
い
、
母
（
は
ゝ
）
さ
ま
。
何
御
用
（
な
に
ご
よ
う
）
？

カ
ピ
妻　

用
（
よ
う
）
と
は
斯
（
か
）
う
ぢ
ゃ
。
乳
母
（
う
ば
）
や
、
ち
っ
と
の
間

（
ま
）
退
席
（
は
づ
）
し
て
た
も
、
内
密
（
な
い
し
ょ
う
）
の
話
（
は
な
し
）
ぢ
ゃ

に
よ
っ
て
。
…
…
い
や
／
＼
、
乳
母
（
う
ば
）、
戻
（
も
ど
）
り
ゃ
、
一
通
（
ひ
と
ゝ

ほ
）
り
聽
（
き
）
い
て
お
い
て
貰
（
も
ら
）
う
た
は
う
が
よ
か
っ
た
。
知
（
し
）
っ

て
の
通
（
と
ほ
）
り
、
女
（
む
す
め
）
の
齡
（
と
し
）
も
喃
（
な
う
）、
既
（
も
う
）

お
ひ
／
＼
適
齡
（
と
し
ご
ろ
）
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

は
い
／
＼
、
存
（
ぞ
ん
）
じ
て
を
り
ま
す
と
も
、
孃
（
ぢ
ゃ
う
）
さ
ま
の

年
齡
（
お
と
し
）
な
ら
、
何
時
間
（
な
ん
じ
か
ん
）
と
言
（
い
）
ふ
こ
と
ま
で
。

カ
ピ
妻　

ま
だ
眞
實
（
ほ
ん
た
う
）
の
十
四
に
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
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乳
母　
　

な
ら
っ
し
ゃ
り
ま
せ
ぬ
と
も
、此
（
こ
の
）
齒
（
は
）
を
十
四
本
（
ほ
ん
）

賭
（
か
）
け
ま
す
が
な
…
…
と
言
（
い
）
う
て
も
、
其
（
そ
の
）
十
四
本
（
ほ
ん
）

が
、
ほ
ん
に
／
＼
、
も
う
只
（
た
っ
た
）
四
本
（
ほ
ん
）
し
か
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
わ
い
。

…
…
初
穗
節
（
は
つ
ほ
ま
つ
り
）（
八
朔
）
ま
で
は
最
早
（
も
う
）
幾
日
（
い
く
か
）

で
ご
ざ
り
ま
す
え
？

カ
ピ
妻　

二
週
間
（
し
う
か
ん
）
と
零
餘
（
は
し
た
）
が
幾
（
い
く
）
ら
か
。

乳
母　
　

零
餘
（
は
し
た
）
が
如
何
（
ど
う
）
あ
ら
う
と
、
一
年
（
ね
ん
）

三
百
六
十
日
（
に
ち
）
の
中
（
う
ち
）
で
、
初
穗
節
（
は
つ
ほ
ま
つ
り
）
の
夜
（
よ

る
）
に
な
れ
ば
、
恰
（
ち
ゃ
う
）
ど
お
十
四
に
な
ら
ッ
し
ゃ
り
ま
す
。
ス
ー
ザ
ン
と

孃
（
ぢ
ゃ
う
）
と
は
…
…
南
無
（
な
む
）
あ
み
だ
ぶ
…
…
同
（
お
な
）
い
齡
（
ど
し
）

で
ご
ざ
り
ま
し
た
。
ス
ー
ザ
ン
は
神
樣
（
か
み
さ
ま
）
の
お
傍
（
そ
ば
）
に
居
（
を
）
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り
ま
す
る
、
私
（
わ
た
く
し
）
に
は
過
（
す
）
ぎ
た
奴
（
や
つ
）
で
ご
ざ
り
ま
し
た

が
。
…
…
そ
れ
は
さ
う
と
、只
今
（
た
ゞ
い
ま
）
申
（
ま
う
）
し
ま
し
た
通
（
と
ほ
）

り
、
初
穗
節
（
は
つ
ほ
ま
つ
り
）
の
夜
（
よ
る
）
に
な
る
と
、
恰
（
ち
ゃ
う
）
ど
お

十
四
に
な
ら
ッ
し
ゃ
り
ま
す
、
大
丈
夫
（
だ
い
ぢ
ゃ
う
ぶ
）
で
ご
ざ
り
ま
す
、
は
い
、

善
（
よ
）
う
記
（
お
ぼ
）
え
て
居
（
を
）
り
ま
す
る
。
地
震
（
ぢ
し
ん
）
が
あ
っ
て

か
ら
恰
（
ち
ゃ
う
）
ど
最
早
（
も
う
）
十
一
年
目
（
ね
ん
め
）
…
…
忘
（
わ
す
）
れ

も
し
ま
せ
ぬ
…
…
一
年
（
ね
ん
）
三
百
六
十
日
（
に
ち
）
の
中
（
う
ち
）
で
、は
い
、

其
日
（
そ
の
ひ
）
に
乳
離
（
ち
ば
な
）
れ
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
妾
（
わ
た
し
）
が
乳

首
（
ち
ゝ
く
び
）
へ
苦
艾
（
に
が
よ
も
ぎ
）
を
塗
（
ま
ぶ
）
っ
て
鳩
小
舍
（
は
と
ご
や
）

の
壁
際
（
か
べ
ぎ
は
）
で
日
向
（
ひ
な
た
）
ぼ
っ
こ
り
を
し
て
…
…
殿
樣
（
と
の
さ
ま
）

と
貴
下
（
こ
な
た
）
は
マ
ン
チ
ュ
ア
に
ご
ざ
ら
し
ゃ
り
ま
し
た
…
…
い
や
、
ま
だ
／
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＼
耄
（
ぼ
）
き
ゃ
し
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
は
さ
う
と
、只
今
（
た
ゞ
い
ま
）
も
申
（
ま
う
）

し
ま
し
た
通
（
と
ほ
）
り
、
妾
（
わ
た
し
）
の
乳
（
ち
ゝ
）
の
尖
所
（
さ
き
）
の
苦

艾
（
に
が
よ
も
ぎ
）
を
嘗
（
な
）
め
さ
っ
し
ゃ
る
と
、苦
（
に
が
）
い
の
で
、阿
呆
（
あ

は
う
）
ど
の
が
む
づ
か
っ
て
、
乳
（
ち
ゝ
）
を
な
ァ
憎
（
に
く
）
が
っ
て
！　

す
る

と
鳩
小
舍
（
は
と
ご
や
）
が
、
が
た
／
＼
／
＼
。
わ
し
に
出
（
で
）
て
行
（
ゆ
）
け

と
い
ふ
に
ゃ
及（
お
よ
）ば
ん
と
思（
お
も
）う
て
ゐ
た
の
に
。
…
…
そ
れ
か
ら
既（
も

う
）
十
一
年
（
ね
ん
）、其
時
（
そ
の
と
き
）
に
な
ァ
單
身
立
（
ひ
と
り
だ
ち
）
を
さ
っ

し
ゃ
り
ま
し
た
ぢ
ゃ
、い
や
、眞
（
ほ
ん
）
の
事
（
こ
と
）、彼
方
此
方
（
あ
っ
ち
こ
っ

ち
）
と
駈
※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

（
か
け
ま
は
）
ら
ッ
し
ゃ
っ
て
、

恰
（
ち
ゃ
う
）
ど
其
（
そ
の
）
前
（
ま
え
）
の
日
（
ひ
）
に
小
額
（
こ
び
た
ひ
）
に

怪
我
（
け
が
）
さ
ッ
し
ゃ
っ
て
…
…
其
時
（
そ
の
と
き
）
亡
夫
（
や
ど
）
が
…
…
南
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無
安
養
界
（
な
む
や
ん
や
う
か
い
）
！　

面
白
（
お
も
し
ろ
）
い
人
（
ひ
と
）
で
な
ァ

…
…
孃
（
ぢ
ゃ
う
）
を
抱
起
（
だ
き
お
こ
）
し
て
「
こ
れ
、
俯
向
（
う
つ
む
き
）
に

轉
倒
（
こ
ろ
）
ば
し
ゃ
っ
た
な
？　

今
（
い
ま
）
に
一
段
（
も
っ
と
）
怜
悧
者
（
り

こ
う
も
の
）
に
な
ら
ッ
し
ゃ
る
と
、仰
向
（
あ
ふ
む
け
）
に
轉
倒
（
こ
ろ
）
ば
っ
し
ゃ

ら
う
、
な
ァ
、
孃
（
い
と
）
？
」
と
言
（
い
）
ふ
と
な
、
ま
、
い
か
な
こ
と
、
此
（
こ

の
）
お
兒
（
こ
）
が
い
の
、
ふ
い
と
啼
止
（
な
き
や
ま
）
っ
し
ゃ
っ
て
、「
唯
（
あ

い
）」
ぢ
ゃ
と
い
の
。（
笑
ふ
）
戲
談
（
じ
ゃ
う
だ
ん
）
が
今
（
い
ま
）
と
な
っ
て
眞

（
ほ
ん
）
の
事
（
こ
と
）
に
な
っ
た
と
思
（
お
も
）
ふ
と
！　

ほ
ん
に
／
＼
、
千
年

（
ね
ん
）
生
（
い
）
き
た
と
て
も
、こ
れ
が
忘
（
わ
す
）
れ
ら
れ
る
こ
と
か
い
な
。「
仰

向
（
あ
ふ
む
け
）
に
轉
倒
（
こ
ろ
）
ば
っ
し
ゃ
ら
う
、な
ァ
、孃
（
い
と
）」
と
言
（
い
）

ふ
と
、
阿
呆
（
あ
は
う
）
ど
の
が
啼
止
（
な
き
だ
ま
）
っ
て
、「
唯
（
あ
い
）」
ぢ
ゃ
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と
い
の
。（
笑
ふ
）

カ
ピ
妻　

も
う
よ
う
、
も
う
よ
い
、
お
默
（
だ
ま
）
り
。

乳
母　
　

は
い
／
＼
、
默
（
だ
ま
）
り
ま
す
る
、
で
も
な
、
笑
（
わ
ら
）
は
い
で
は

を
ら
れ
ま
せ
ぬ
、啼
（
な
）
く
の
を
止
（
や
）
め
て
、「
唯
（
あ
い
）」
と
言
（
い
）
は
ッ

し
ゃ
っ
た
と
思
（
お
も
）
ふ
と
。
で
も
な
、眞
實
（
ほ
ん
た
う
）
に
小
額
（
こ
び
た
ひ
）

の
處（
と
こ
ろ
）に
雛
鷄（
ひ
よ
っ
こ
）の
お
睾
丸
程（
き
ん
た
ま
ほ
ど
）の
大（
お
ほ
）

き
な
腫
瘤
（
こ
ぶ
）
が
出
來
（
で
き
）
ま
し
た
ぞ
や
、危
（
あ
ぶ
な
）
い
こ
と
よ
の
、

そ
れ
で
甚
（
き
つ
）
う
啼
入
（
な
き
い
）
ら
ッ
し
ゃ
っ
た
。
亡
夫
（
や
ど
）
が
「
こ

れ
、
俯
向
（
う
つ
む
き
）
に
轉
倒
（
こ
ろ
）
ば
し
ゃ
っ
た
か
？　

今
（
い
ま
）
に
適

齡
（
と
し
ご
ろ
）
に
な
ら
ッ
し
ゃ
る
と
仰
向
（
あ
ふ
む
け
）
に
轉
倒
（
こ
ろ
）
ば
ッ

し
ゃ
ら
う
、な
ァ
、孃
（
い
と
）
？
」
と
い
ふ
と
な
、啼
止
（
な
き
だ
ま
）
っ
て
「
唯
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（
あ
い
）」
ぢ
ゃ
と
い
の
。（
笑
ふ
）。

ヂ
ュ
リ　

そ
し
て
汝
（
そ
な
た
）
も
默
（
だ
ま
）
り
ゃ
。
默
（
だ
ま
）
っ
て
た
も
、

と
言
（
い
）
へ
ば
。

乳
母　
　

は
い
／
＼
、
も
う
し
ま
ひ
ま
し
た
。
南
無
冥
加
（
な
む
み
ょ
う
が
）
あ
ら

せ
た
ま
へ
！　

多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
育
（
そ
だ
）
て
た
嬰
兒
（
あ
か
さ
ん
）
の
中
（
う

ち
）
で
最
（
い
っ
）
ち
可
憐
（
い
た
い
け
）
で
あ
っ
た
は
お
前
（
ま
へ
）
ぢ
ゃ
。
其

（
そ
の
）
お
前
（
ま
へ
）
の
御
婚
禮
（
ご
こ
ん
れ
い
）
を
見
（
み
）
る
こ
と
が
出
來
（
で

く
）
れ
ば
、
予
（
わ
し
）
の
本
望
（
ほ
ん
ま
う
）
で
ご
ざ
り
ま
す
。

カ
ピ
妻　

さ
、
其
（
そ
の
）
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
の
事
（
こ
と
）
を
話
（
は
な
）
さ

う
と
し
た
の
ぢ
ゃ
。
む
す
め
よ
、
そ
も
じ
は
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
が
し
た
い
か
、
ど

う
ぢ
ゃ
？
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ヂ
ュ
リ　

其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
名
譽
事
（
め
い
よ
ご
と
）
は
、わ
し
ゃ
ま
だ
夢
（
ゆ

め
）
に
も
思
（
お
も
）
ふ
て
ゐ
ぬ
。

乳
母　
　

ま
、
名
譽
事
（
め
い
よ
ご
と
）
と
い
の
！　

わ
し
ば
か
り
が
乳
（
ち
ゝ
）

を
献
（
あ
）
げ
た
の
で
無
（
な
）
か
っ
た
な
ら
、
其
（
そ
の
）
智
慧
（
ち
ゑ
）
は
乳

（
ち
ゝ
）
か
ら
入
（
は
ひ
）
っ
た
と
も
言
（
い
）
ひ
ま
せ
う
ず
に
。

カ
ピ
妻　

な
ら
ば
、
今
（
い
ま
）、
よ
う
思
（
お
も
）
ふ
て
見
（
み
）
や
、
そ
も
じ

よ
り
も
年
下
（
と
し
し
た
）
の
姫
御
前
（
ひ
め
ご
ぜ
）
で
、
と
う
に
、
此
（
こ
の
）

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)
ロ
ー
ナ
で
、母
親
（
は
ゝ
お
や
）
に
お
な
り
ゃ
っ

た
の
も
あ
る
。
わ
し
も
、
今
（
い
ま
）
思
（
お
も
）
へ
ば
、
そ
も
じ
と
同
（
お
な
）

じ
程
（
ほ
ど
）
の
年
齡
（
と
し
ご
ろ
）
に
嫁
入
（
よ
め
い
）
っ
て
、そ
も
じ
を
生
（
ま

う
）
け
ま
し
た
。
摘
（
つ
）
ま
ん
で
言
（
い
）
へ
ば
、
斯
（
か
）
う
ぢ
ゃ
、
あ
の
パ
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リ
ス
殿
（
ど
の
）
が
そ
も
じ
を
内
室
（
う
ち
か
た
）
に
し
た
い
と
い
の
。

乳
母　
　

ま
、
あ
の
よ
な
！　

姫
（
ひ
い
）
さ
ま
え
、
あ
の
よ
な
お
方
（
か
た
）、

世
界
中
（
せ
か
い
ぢ
ゅ
う
）
の
女
衆
（
を
な
ご
し
ゅ
）
が
…
…
ほ
ん
に
奇
麗
（
き
れ

い
）
な
、
蝋
細
工
（
ら
う
ざ
い
く
）
見
（
み
）
た
や
う
な
。

カ
ピ
妻　

此
（
こ
の
）
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
に
夏
（
な
つ
）

が
來
（
き
）
て
も
、
あ
の
や
う
な
花
（
は
な
）
は
咲
（
さ
）
か
ぬ
。

乳
母　
　

ほ
ん
と
に
花
（
は
な
）
ぢ
ゃ
、眞
實
（
ほ
ん
／″
＼
）
の
活
（
い
）
き
た
花
（
は

な
）
ぢ
ゃ
。

夫
人　
　

ど
う
ぞ
い
の
、あ
の
や
う
な
お
方
（
か
た
）
を
可
愛
（
い
と
）
し
い
と
思
（
お

も
）
は
ぬ
か
？　

今
宵
（
こ
よ
ひ
）
の
宴
會
（
え
ん
く
わ
い
）
に
は
彼
方
（
あ
の
か
た
）

も
見
（
み
）
ゆ
る
筈
（
は
ず
）、パ
リ
ス
殿
（
ど
の
）
の
顏
（
か
ほ
）
と
い
ふ
一
卷
（
ひ
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と
ま
き
）
の
書
（
ふ
み
）
を
善
（
よ
）
う
讀
（
よ
）
ん
で
、美
（
び
）
の
筆
（
ふ
で
）

で
物
（
も
の
）
し
て
あ
る
懷
（
な
つ
か
）
し
い
意
味
（
い
み
）
を
ば
味
（
あ
ぢ
）
は
や
。

顏
中
（
か
ほ
ぢ
ゅ
う
）
の
ど
こ
も
／
＼
釣
合
（
つ
り
あ
ひ
）
が
善
（
よ
）
う
取
（
と
）

れ
て
、
何
一
（
な
に
ひ
と
）
つ
不
足
（
ふ
そ
く
）
は
な
い
が
、
萬
（
ま
ん
）
一
に
も
、

呑
込
（
の
み
こ
）
め
ぬ
不
審
（
ふ
し
ん
）
が
あ
っ
た
ら
、
傍
註
（
わ
き
ち
ゅ
う
）
ほ

ど
に
物
（
も
の
）
を
言
（
い
）
ふ
眼
附
（
め
つ
き
）
を
見
（
み
）
や
。
し
た
が
、此
（
こ

の
）
戀
（
こ
ひ
）
の
一
卷
（
ひ
と
ま
き
）
に
只
一
（
た
ゞ
ひ
と
）
つ
足
（
た
）
ら
は

ぬ
こ
と
ゝ
い
ふ
は
、
表
紙
（
お
も
て
が
み
）
が
ま
だ
附
（
つ
）
か
ず
、
美
（
う
つ
く
）

し
う
綴
（
と
）
ぢ
て
も
無
（
な
）
い
。
魚
（
う
を
）
は
ま
だ
沖
中
（
お
き
な
か
）
に

ぢ
ゃ
。
總
（
そ
う
）
じ
て
内
（
う
ち
）
の
美
（
び
）
を
韜
（
つ
ゝ
）
む
は
外
（
ほ
か
）

の
美
（
び
）
の
身
（
み
）
の
譽
（
ほ
ま
）
れ
、
金
玉
（
き
ん
ぎ
ょ
く
）
の
物
語
（
も
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の
が
た
り
）
を
金
（
き
ん
）
の
鈎
子
（
は
さ
み
が
ね
）
に
抱
（
だ
）
か
す
れ
ば
、
誰

（
た
）
が
目
（
め
）
に
も
立
派
（
り
っ
ぱ
）
な
寶
物
（
た
か
ら
も
の
）。
彼
君
（
か
の

き
み
）
の
有
（
も
）
た
せ
ま
す
限
（
か
ぎ
）
り
の
物
（
も
の
）
が
そ
も
じ
の
と
な
る

こ
と
ゆ
ゑ
、
嫁
入
（
よ
め
い
り
）
し
や
れ
ば
と
て
、
其
方
（
そ
な
た
）
に
何
（
な
ん
）

の
損
（
そ
ん
）
も
無
（
な
）
い
の
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

損
（
そ
ん
）
ど
こ
ろ
か
い
な
！　

女
子
（
を
な
ご
）
は
男
（
を
と
こ
）
ゆ

ゑ
に
肥
（
ふ
と
）
り
ま
す
わ
い
の
。

カ
ピ
妻　

さ
、
ち
ゃ
ッ
と
言
（
い
）
や
、
パ
リ
ス
殿
（
ど
の
）
を
お
好
（
す
）
き
ゃ

る
こ
と
が
出
來
（
で
き
）
る
か
？

ヂ
ュ
リ　

さ
ア
、好
（
す
）
い
て
も
見
（
み
）
ま
せ
う
、見
（
み
）
て
好
（
す
）
か
る
ゝ

も
の
な
ら
。
と
は
い
へ
、
わ
た
し
の
目
（
め
）
の
矢
頃
（
や
ご
ろ
）
は
、
母
（
は
ゝ
）
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さ
ま
の
お
許
（
ゆ
る
）
し
を
ば
限
（
か
ぎ
）
り
に
し
て
、
そ
れ
よ
り
強
（
き
つ
）
う

は
射
込
（
い
こ
）
ま
ぬ
や
う
に
い
た
し
ま
せ
う
。

下
人
（
げ
に
ん
）
出
（
で
）
る
。

下
人　
　

お
方
（
か
た
）
さ
ま
、
お
客
人
（
き
ゃ
く
じ
ん
）
も
渡
（
わ
た
）
ら
せ
ら

れ
、御
膳
部
（
ご
ぜ
ん
ぶ
）
も
出
（
で
）
ま
し
た
、貴
下
（
こ
な
た
）
を
ば
お
召
（
め

し
）、
姫
（
ひ
い
）
さ
ま
を
ば
お
尋
（
た
づ
）
ね
、
乳
母
（
お
ん
ば
）
ど
の
は
お
庖

厨
（
だ
い
ど
こ
ろ
）
で
大
小
言
（
お
ほ
こ
ゞ
と
）、何
（
な
に
）
も
か
も
大
紛
亂
（
お

ほ
ら
ん
ち
き
）。
小
僕
（
わ
た
く
し
）
め
は
こ
れ
か
ら
お
給
仕
（
き
ふ
じ
）
に
參
（
ま

ゐ
）
ら
に
ゃ
な
り
ま
せ
ぬ
。
す
ぐ
に
い
ら
せ
ら
れ
ま
せ
い
。

カ
ピ
妻　

す
ぐ
行
（
ゆ
）
こ
。（
下
人
入
（
は
ひ
）
る
）
…
…
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
や
、さ
、

若
伯
（
わ
か
と
の
）
が
待
（
ま
）
っ
て
ぢ
ゃ
。
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乳
母　
　

さ
、
早
（
は
や
）
う
往
（
い
）
て
、
嬉
（
う
れ
）
し
い
晝
（
ひ
る
）
に
嬉

（
う
れ
）
し
い
夜
（
よ
る
）
を
ば
添
（
そ
）
へ
さ
っ
し
ゃ
れ
。

皆
々
（
み
な
／
＼
）
入
（
は
ひ
）
る
。

第
（
だ
い
）
四
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

國
巡
禮
（
く
わ
い
こ
く
じ
ゅ
ん
れ
い
）
に

假
裝
（
か
さ
う
）
し
た
る
ロ
ミ
オ
を
先
（
さ
き
）
に
、
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
、
ベ
ン

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)
ー
リ
オ
ー
、
お
の
／
＼
思
（
お
も
）
ひ
／
＼

の
假
裝
（
か
さ
う
）、
他
（
ほ
か
）
に
五
六
人
（
に
ん
）、
い
づ
れ
も
道
外
（
だ
う
け
）

た
る
假
面
（
か
め
ん
）
を
携
（
た
づ
さ
）
へ
、
炬
火
持
（
た
い
ま
つ
も
ち
）、
太
鼓
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係
等
（
た
い
こ
が
ゝ
り
と
う
）、
多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
ひ
き
つ
れ
て
出
（
で
）
る
。

ロ
ミ
オ　

何
（
な
ん
）
と
、
例
（
れ
い
）
の
通
（
と
ほ
）
り
に
斷
口
上
（
こ
と
わ
り

こ
う
じ
ゃ
う
）
を
言
（
い
）
う
て
入
場
（
は
ひ
）
っ
た
も
の
か
、
但
（
た
ゞ
）
し
は

無
（
な
）
し
に
せ
う
か
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

あ
の
や
う
な
冗
繁
（
あ
く
ど
）
い
こ

と
は
最
早
（
も
う
）
流
行
（
は
や
）
ら
ぬ
。
肩
飾
（
か
た
か
け
）
で
目
飾
（
め
か
く

し
）
を
し
た
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
に
彩
色
（
さ
い
し
き
）
し
た
韃
靼
形
（
だ
っ
た
ん
が
た
）

の
小
弓
（
こ
ゆ
み
）
を
持
（
も
）
た
せ
て
、
案
山
子
（
か
ゞ
し
）
の
や
う
に
、
娘
達

（
む
す
め
た
ち
）
を
追
※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

（
お
ひ
ま
は
）
さ
す

る
の
は
最
早
（
も
う
）
陳
（
ふ
る
）
い
。
そ
れ
か
ら
後
見
（
こ
う
け
ん
）
に
附
（
つ
）

け
て
貰
（
も
ら
）
う
て
、
覺
束
無
（
お
ぼ
つ
か
な
）
げ
に
例
（
れ
い
）
の
入
場
（
に
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ふ
ぢ
ゃ
う
）
の
長
白
（
つ
ら
ね
）
を
述
（
の
）
べ
る
の
も
嬉
（
う
れ
）
し
う
無
（
な
）
い
。

先
方
（
さ
き
）
が
如
何
（
ど
う
）
思
（
お
も
）
は
う
と
も
、
此
方
（
こ
っ
ち
）
は
此

方
（
こ
っ
ち
）
で
、
思
（
お
も
）
ふ
存
分
（
ぞ
ん
ぶ
ん
）
に
踊
（
を
ど
）
り
ぬ
い
て

還
（
か
へ
）
ら
う
。

ロ
ミ
オ　
（
炬
火
持
に
對
ひ
）
俺
（
お
れ
）
に
炬
火
（
た
い
ま
つ
）
を
與
（
く
）
れ
い
。

俺
（
お
れ
）
に
は
迚
（
と
て
）
も
浮
（
う
）
か
れ
た
眞
似
（
ま
ね
）
は
出
來
（
で
き
）

ぬ
。
餘
（
あ
ん
ま
）
り
氣
（
き
）
が
重
（
お
も
）
い
に
よ
っ
て
、
寧
（
い
っ
）
そ
明

（
あ
か
る
）
い
も
の
を
持
（
も
）
た
う
。

マ
ー
キ
ュ　

い
や
／
＼
、
ロ
ミ
オ
ど
ん
、
是
非
（
ぜ
ひ
）
と
も
足
下
（
お
ぬ
し
）
を

踊
（
を
ど
）
ら
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ロ
ミ
オ　

い
や
／
＼
、
滅
相
（
め
っ
さ
う
）
な
。
足
下
（
き
み
）
の
舞
踏
靴
（
を
ど
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り
ぐ
つ
）
の
底
（
そ
こ
）
は
輕
（
か
る
）
い
が
、
予
（
わ
し
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の

底
（
そ
こ
）
は
鉛
（
な
ま
り
）
の
や
う
に
重
（
お
も
）
い
に
よ
っ
て
、
踊
（
を
ど
）

る
こ
と
は
お
ろ
か
、
歩
（
あ
る
）
き
た
う
も
な
い
。

マ
ー
キ
ュ　

は
て
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
は
戀
人
（
こ
ひ
び
と
）
で
は
な
い
か
？　

す

れ
ば
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
翼
（
は
ね
）
で
も
借
（
か
）
り
て
、鴉
（
か
ら
す
）
や
鳶
（
と

び
）
の
や
う
に
翔
（
か
け
）
っ
た
が
よ
か
ら
う
。

ロ
ミ
オ　

彼
奴
（
あ
い
つ
）
の
箭
先
（
や
さ
き
）
か
ゝ
っ
て
ゐ
る
ゆ
ゑ
、翼
（
は
ね
）

を
借
（
か
）
り
た
と
て
も
翔
（
か
け
）
ら
れ
ぬ
わ
い
、鳶
（
と
び
）
や
鴉
（
か
ら
す
）

の
や
う
に
も
飛
（
と
）
べ
ず
、
悲
（
か
な
）
し
い
思
（
お
も
）
ひ
に
繋
（
つ
な
）
が

れ
て
ゐ
る
ゆ
ゑ
、鷹
（
た
か
）
の
や
う
に
高
（
た
か
）
う
も
飛
（
と
）
べ
ぬ
。
戀
（
こ

ひ
）
の
重
荷
（
お
も
に
）
に
壓
伏
（
お
し
つ
）
け
ら
る
ゝ
ば
か
り
ぢ
ゃ
。
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マ
ー
キ
ュ　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
、
壓
伏
（
お
し
つ
）
け
る
？　

あ
の
戀
（
こ
ひ
）
に

重
荷
（
お
も
に
）
を
？　

さ
り
と
は
温
柔
（
や
さ
）
し
い
者
（
も
の
）
を
慘
酷
（
む

ご
た
ら
）
し
う
扱
（
あ
つ
か
）
う
た
も
の
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

な
に
、
戀
（
こ
ひ
）
を
温
柔
（
や
さ
）
し
い
？　

温
柔
（
や
さ
）
し
い
ど

こ
ろ
か
、粗
暴
（
が
さ
つ
）
な
殘
忍
（
あ
ら
け
な
）
い
者
（
も
の
）
ぢ
ゃ
。
荊
棘
（
い

ば
ら
）
の
や
う
に
人
（
ひ
と
）
の
心
（
む
ね
）
を
刺
（
さ
）
す
わ
い
。

マ
ー
キ
ュ　

は
て
、戀（
こ
ひ
）め
が
殘
忍（
あ
ら
け
な
）い
こ
と
を
す
れ
ば
、此
方（
こ

ち
）
か
ら
も
殘
忍
（
あ
ら
け
な
）
う
し
た
が
よ
い
。
刺
（
さ
）
し
を
っ
た
ら
、
此
方

（
こ
っ
ち
）
か
ら
も
刺
（
さ
）
し
て
、
壓
倒
（
へ
こ
ま
）
し
た
が
よ
い
。（
從
者
を
顧

み
て
）
…
…
面
（
つ
ら
）
を
隱
（
か
く
）
す
假
面
（
め
ん
）
を
與
（
く
）
れ
。

從
者
（
じ
ゅ
う
し
ゃ
）
よ
り
假
面
（
め
ん
）
を
受
取
（
う
け
と
）
り
、
被
（
か
ぶ
）
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ら
う
と
し
て

醜
男
面
（
ひ
ょ
っ
と
こ
づ
ら
）
に
假
面
（
め
ん
）
は
無
用
（
む
よ
う
）
ぢ
ゃ
！
（
と

假
面
を
抛
出
（
な
げ
だ
）
し
な
が
ら
）
誰
（
た
）
れ
が
皿
眼
（
さ
ら
ま
な
こ
）
で
、

此
（
こ
の
）
見
（
み
）
と
も
な
い
面
（
つ
ら
）
を
見
（
み
）
や
が
ら
う
と
儘
（
ま
ゝ
）

ぢ
ゃ
！　

出
額
（
で
こ
す
け
）
が
赧
（
あ
か
）
う
な
る
ば
か
り
ぢ
ゃ
わ
い
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

さ
ア
／
＼
、敲
戸
（
た
ゝ
）
い
て
入
（
は

ひ
）
っ
た
り
。
入
（
は
ひ
）
っ
た
ら
ば
、
直
（
す
ぐ
）
一
し
ょ
に
踊
（
を
ど
）
り
出

（
だ
）
さ
う
ぞ
よ
。

ロ
ミ
オ　
（
從
者
に
む
か
ひ
）
俺
（
お
れ
）
に
は
炬
火
（
た
い
ま
つ
）
を
與
（
く
）
れ
。

氣
（
き
）
の
輕
（
か
る
）
い
陽
氣
（
や
う
き
）
な
手
合
（
て
あ
ひ
）
は
、舞
踏
靴
（
を

ど
り
ぐ
つ
）
の
踵
（
か
ゝ
と
）
で
澤
山
（
た
ん
と
）
無
感
覺
（
む
か
ん
か
く
）
な
燈
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心
草（
と
う
し
ん
ぐ
さ
）を
擽（
こ
そ
ぐ
）っ
た
が
よ
い
。
俺（
お
れ
）は
、祖
父（
ぢ
ゝ

い
）
の
訓
言
通
（
を
し
へ
ど
ほ
）
り
、蝋
燭
持
（
ら
う
そ
く
も
ち
）
を
し
て
高
見
（
た

か
み
）
の
見
物
（
け
ん
ぶ
つ
）。「
好
（
よ
）
い
目
（
め
）
が
出
（
で
）
た
時
（
と
き
）、

中
止
（
や
）
め
る
は
老
巧
者
（
く
ろ
と
）」
ぢ
ゃ
。

（
舞
踏
室
（
ぶ
た
ふ
し
つ
）
又
（
ま
た
）
は
客
室
（
き
ゃ
く
し
つ
）
の
床
上
（
ゆ
か
う
へ
）

に
刈
（
か
）
り
集
（
あ
つ
）
め
た
る
ば
か
り
の
燈
心
草
（
と
う
し
ん
ぐ
さ
）（
藺
（
ゐ
））

を
敷
（
し
）
き
し
は
當
時
（
た
う
じ
）
の
上
流
（
じ
ゃ
う
り
う
）
の
習
（
な
ら
）
は

し
な
り
。）

マ
ー
キ
ュ　

へ
ん
「
黒
（
く
ろ
）
い
鼠
（
ね
ず
み
）」
と
來
（
く
）
り
ゃ
夜
警
吏
（
よ

ま
は
り
）
の
定
文
句
（
き
ま
り
も
ん
く
）
ぢ
ゃ
が
、
も
し
も
足
下
（
き
み
）
が
「
黒

馬
（
く
ろ
う
ま
）」
な
ら
、「
沼
（
ぬ
ま
）」
か
ら
で
は
な
く
、は
て
、恐
惶
（
お
ほ
そ
れ
）
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な
が
ら
、足
下
（
き
み
）
が
首
（
く
び
）
ッ
た
け
沒
（
は
ま
）
っ
て
ゐ
る
戀
（
こ
ひ
）

の
淵
樣
（
ふ
ち
さ
ま
）
か
ら
引
上
（
ひ
き
あ
）
げ
て
も
や
ら
う
に
。
…
…
（
皆
々
に

對
ひ
）
お
い
、ど
う
し
た
？　

こ
り
ゃ
晝
（
ひ
る
）
の
炬
火
（
た
い
ま
つ
）
ぢ
ゃ
わ
。

（
む
だ
な
費
（
つ
ひ
）
え
ぢ
ゃ
。）

ロ
ミ
オ　

何
（
な
ん
）
の
其
樣
（
そ
ん
）
な
こ
と
が
。

マ
ー
キ
ュ　

は
て
、
斯
（
か
）
う
愚
圖
（
ぐ
ず
）
つ
い
て
ゐ
る
の
は
、
晝
間
（
ひ
る

ま
）
炬
火
（
た
い
ま
つ
）
を
燃
（
つ
）
け
て
ゐ
る
も
同
然
（
ど
う
ぜ
ん
）
と
言
（
い
）

ふ
の
ぢ
ゃ
。
こ
れ
、善
（
よ
）
い
意
味
（
い
み
）
に
取
（
と
）
り
ゃ
れ
。
五
智
（
ち
）

に
只
（
た
ゞ
）
一
度
（
ど
）
ッ
き
り
と
い
ふ
の
が
分
別
智
（
ふ
ん
べ
つ
ち
）
ぢ
ゃ
が
、

善
（
よ
）
い
意
味
（
い
み
）
の
事
（
こ
と
）
に
な
ら
、
分
別
智
（
ふ
ん
べ
つ
ち
）
が

常
（
つ
ね
）
に
五
度
（
ど
）
も
働
（
は
た
ら
）
く
。
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ロ
ミ
オ　

さ
ア
、
會
（
く
わ
い
）
へ
行
（
ゆ
）
か
う
と
は
わ
る
い
意
味
（
い
み
）
で

も
な
か
ら
う
、
が
、
行
（
ゆ
）
く
の
は
智
慧
者
（
ち
え
し
ゃ
）
の
所
爲
（
し
ょ
ゐ
）

で
は
な
い
。

マ
ー
キ
ュ　

と
は
何
故
（
な
ぜ
）
に
？

ロ
ミ
オ　

昨
夜
（
ゆ
う
べ
）
予
（
わ
し
）
は
夢
（
ゆ
め
）
を
見
（
み
）
た
。

マ
ー
キ
ュ　

俺
（
お
れ
）
も
見
（
み
）
た
。

ロ
ミ
オ　

そ
し
て
足
下
（
き
み
）
の
夢
（
ゆ
め
）
は
？

マ
ー
キ
ュ　

空
想
家
（
ゆ
め
を
み
る
を
と
こ
）
は
囈
言
（
ね
ご
と
）
や
空
言
（
そ
ら

ご
と
）
を
言
（
い
）
ふ
の
が
癖
（
く
せ
）
ぢ
ゃ
と
い
ふ
こ
と
を
。

ロ
ミ
オ　

囈
言
（
ね
ご
と
）
や
空
言
（
そ
ら
ご
と
）
の
中
（
う
ち
）
に
も
動
（
う
ご
）

か
ぬ
眞
理
（
ま
こ
と
）
が
籠
（
こ
も
）
っ
て
ゐ
る
。
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マ
ー
キ
ュ　

お
ゝ
、
そ
れ
な
ら
ば
、
あ
の
、
足
下
（
き
み
）
は
昨
夜
（
ゆ
う
べ
）
は

マ
ブ
媛
（
ひ
め
）（
夢
妖
精
）
と
お
臥
（
ね
）
や
っ
た
な
！　

彼
奴
（
あ
い
つ
）
は

妄
想
（
も
う
ざ
う
）
を
産
（
う
）
ま
す
る
産
婆
（
さ
ん
ば
）
ぢ
ゃ
、
町
年
寄
（
ま
ち

ど
し
よ
り
）
の
指
輪
（
ゆ
び
わ
）
に
光
（
ひ
か
）
る
瑪
瑙
玉
（
め
な
う
だ
ま
）
よ
り

も
小
（
ち
ひ
）
さ
い
姿
（
す
が
た
）
で
、
芥
子
粒
（
け
し
つ
ぶ
）
の
一
群
（
ぐ
ん
）

に
車
（
く
る
ま
）
を
牽
（
ひ
か
）
せ
て
、眠
（
ね
ぶ
）
っ
て
ゐ
る
人
間
（
に
ん
げ
ん
）

の
鼻
柱
（
は
な
ば
し
ら
）
を
横
切
（
よ
こ
ぎ
）
り
を
る
。
其
（
そ
の
）
車
（
く
る
ま
）

の
輻
（
や
）
は
手
長
蜘
蛛
（
て
な
が
ぐ
も
）
の
脛
（
す
ね
）、
天
蓋
（
て
ん
が
い
）

は
蝗
蟲
（
い
な
ご
）
の
翼
（
は
ね
）、
※
（
む
な
が
い
）［
＃
「
革
＋
引
」、40-5

］

は
姫
蜘
蛛
（
ひ
め
ぐ
も
）
の
絲
（
い
と
）、
頸
輪
（
く
び
わ
）
は
水
（
み
づ
）
の
や

う
な
月（
つ
き
）の
光
線（
ひ
か
り
）、鞭（
む
ち
）は
蟋
蟀（
こ
ほ
ろ
ぎ
）の
骨（
ほ
ね
）、
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其
（
そ
の
）
革
紐
（
か
は
ひ
も
）
は
豆
（
ま
め
）
の
薄
膜
（
う
す
か
は
）、御
者
（
ぎ
ょ

し
ゃ
）
は
懶
惰
（
ぶ
し
ゃ
う
）
な
婢
（
は
し
た
め
）
の
指
頭
（
ゆ
び
さ
き
）
か
ら
發

掘
（
ほ
じ
り
だ
）
す
彼
（
か
）
の
圓
蟲
（
ま
る
む
し
）
と
い
ふ
奴
（
や
つ
）
の
半
分
（
は

ん
ぶ
ん
）
が
た
も
無
（
な
）
い
鼠
裝
束
（
ね
ず
み
し
ゃ
う
ぞ
く
）
の
小
（
ち
ひ
）
さ

い
羽
蟲（
は
む
し
）、車
體（
し
ゃ
た
い
）は
榛（
は
し
ば
み
）の
實（
み
）の
殼（
か
ら
）、

そ
れ
を
ば
太
古
（
お
ほ
む
か
し
）
か
ら
妖
精
（
す
だ
ま
）
の
車
工
（
く
る
ま
し
）
と

定
（
き
ま
）
っ
て
ゐ
る
栗
鼠
（
り
す
）
と
※(

「
虫
＋
齊
」、
第3

水
準1-91-69)

※(

「
虫
＋
曹
」、
第3

水
準1-91-61)

（
ぢ
む
し
）
と
が
製
（
つ
く
）
り
を
っ
た
。

さ
て
、
此
樣
（
こ
の
や
う
）
な
行
裝
（
ぎ
ゃ
う
さ
う
）
で
、
彼
奴
（
き
ゃ
つ
）
が
毎

夜
々
（々
ま
い
よ
／
＼
）、戀
人
共（
こ
ひ
び
と
ど
も
）の
頭
腦（
あ
た
ま
）の
中（
な
か
）

を
馳
※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

（
か
け
ま
は
）
る
と
、
そ
れ
が
忽
（
た
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ち
ま
）
ち
種
々
（
さ
ま
／″
＼
）
の
夢
（
ゆ
め
）
と
な
る
。
廷
臣
（
て
い
し
ん
）
の

膝
（
ひ
ざ
）
を
走
（
は
し
）
れ
ば
平
身
低
頭
（
へ
い
し
ん
て
い
と
う
）
の
夢
（
ゆ
め
）

と
な
り
、
代
言
人
（
だ
い
げ
ん
に
ん
）
の
指
（
ゆ
び
）
を
走
（
は
し
）
れ
ば
忽
（
た

ち
ま
）
ち
謝
金
（
し
ゃ
き
ん
）
の
夢
（
ゆ
め
）
と
な
り
、美
人
（
び
じ
ん
）
の
唇
（
く

ち
び
る
）
を
走
（
は
し
）
れ
ば
忽
（
た
ち
ま
）
ち
接
吻
（
キ
ッ
ス
）
の
夢
（
ゆ
め
）

と
な
る
。
…
…
其
（
そ
の
）
唇
（
く
ち
び
る
）
を
、時
（
と
き
）
と
す
る
と
、マ
ブ
め
、

腹
（
は
ら
）
を
立
（
た
）
っ
て
水
腫
（
み
づ
ぶ
く
れ
）
に
爛
（
た
ゞ
）
れ
さ
せ
を
る
、

息
（
い
き
）
が
香
菓
子
（
に
ほ
ひ
ぐ
わ
し
）
で
臭
（
く
さ
）
い
か
ら
ぢ
ゃ
。
或
（
あ

る
）
ひ
は
ま
た
廷
臣
（
て
い
し
ん
）
の
鼻
（
は
な
）
の
上
（
う
へ
）
を
走
（
は
し
）
る
、

と
叙
任
（
ぢ
ょ
に
ん
）
を
嗅
出
（
か
ぎ
だ
）
す
夢
（
ゆ
め
）
を
見
（
み
）
る
、或
（
あ

る
）
ひ
は
獻
納
豚
（
を
さ
め
ぶ
た
）
の
尻
尾
（
し
っ
ぽ
）
の
毛
（
け
）
で
牧
師
（
ぼ
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く
し
）
の
鼻
（
は
な
）
を
擽
（
こ
そ
ぐ
）
る
と
、僧
（
ば
う
ず
）
め
、寺
領
（
じ
り
ゃ
う
）

が
殖
（
ふ
）
え
た
と
見
（
み
）
る
。
或
（
あ
る
）
ひ
は
兵
卒
（
へ
い
そ
つ
）
の
頸
筋

元
（
く
び
す
ぢ
も
と
）
を
駈
※(

「
廴
＋
囘
」、第4

水
準2-12-11)

（
か
け
ま
は
）
る
、

す
る
と
敵
（
て
き
）
の
首
（
く
び
）
を
取
（
と
）
る
夢
（
ゆ
め
）
や
ら
、攻
略
（
の
っ

と
り
）
や
ら
、
伏
兵
（
ふ
せ
ぜ
い
）
や
ら
、
西
班
牙
（
イ
ス
パ
ニ
ア
）
の
名
劍
（
め

い
け
ん
）
や
ら
、
底
拔
（
そ
こ
ぬ
け
）
の
祝
盃
（
し
ゅ
く
は
い
）
や
ら
、
途
端
（
と

た
ん
）
に
耳
元
（
み
ゝ
も
と
）
で
陣
太
鼓
（
ぢ
ん
だ
い
こ
）、飛
上
（
と
び
あ
が
）
る
、

目
（
め
）
を
覺
（
さ
ま
）
す
、
お
び
え
駭
（
お
ど
ろ
）
い
て
、
一
言
二
言
（
ひ
と
こ

と
ふ
た
こ
と
）
祈
（
い
の
り
）
を
す
る
、又
（
ま
た
）
就
眠
（
ね
い
）
る
。
乃
至
（
な

い
し
）
は
眞
夜
中
（
ま
よ
な
か
）
に
馬
（
う
ま
）
の
鬣
（
た
て
が
み
）
を
紛
糾
（
こ

ぐ
ら
か
）
ら
せ
、又
（
ま
た
）
は
懶
惰
女
（
ぶ
し
ゃ
う
を
ん
な
）
の
頭
髮
（
か
み
の
け
）
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を
滅
茶
滅
茶
（
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
）
に
縺
（
も
つ
）
れ
さ
せ
て
、
解
（
と
）
け
た
ら
不

幸
（
ふ
か
う
）
の
前
兆
（
ぜ
ん
て
う
）
ぢ
ゃ
、
な
ぞ
と
氣
（
き
）
を
揉
（
も
）
ま
す

る
も
マ
ブ
が
惡
戲
（
い
た
づ
ら
）。
或
（
あ
る
）
ひ
は
娘
共
（
む
す
め
ど
も
）
が
仰

向
（
あ
ふ
む
け
）
に
臥
（
ね
）
て
ゐ
る
時
分
（
じ
ぶ
ん
）
に
、
上
（
う
へ
）
か
ら
無

上
（
む
し
ゃ
う
）
に
壓
迫
（
お
さ
へ
つ
）
け
て
、つ
い
忍
耐
（
が
ま
ん
）
す
る
癖
（
く

せ
）
を
附
（
つ
）
け
、
難
（
な
ん
）
な
く
強
者
（
つ
は
も
の
）
に
し
て
の
く
る
も
彼

奴
（
き
ゃ
つ
）
の
業
（
わ
ざ
）。
乃
至
（
な
い
し
）
は
…
…

ロ
ミ
オ　

し
ッ
／
＼
、
も
う
止
（
や
）
め
た
、
止
（
や
）
め
た
！　

足
下
（
き
み
）

は
意
義
（
た
わ
い
）
も
な
い
こ
と
を
ば
か
り
お
言
（
い
）
や
る
。

マ
ー
キ
ュ　

さ
も
さ
う
ず
、
夢
（
ゆ
め
）
の
話
（
は
な
し
）
ぢ
ゃ
。
夢
（
ゆ
め
）
は

空
想
（
く
う
さ
う
）
の
兒
（
こ
）
で
、
役
（
や
く
）
に
立
（
た
）
た
ぬ
腦
（
な
う
）



か
ら
生
（
う
ま
）
る
ゝ
。
そ
も
／
＼
空
想
（
く
う
さ
う
）
は
、
空
氣
（
く
う
き
）
よ

り
も
仄
（
ほ
の
か
）
な
も
の
で
、
今
（
い
ま
）
は
北
國
（
ほ
っ
こ
く
）
の
結
氷
（
こ

ほ
り
）
に
言
寄
（
い
ひ
よ
）
る
か
と
思
（
お
も
）
へ
ば
、忽
（
た
ち
ま
）
ち
腹
（
は
ら
）

を
立（
た
）て
ゝ
吹
變（
ふ
き
か
は
）っ
て
、南（
み
な
み
）の
露（
つ
ゆ
）に
心（
こ
ゝ
ろ
）

を
寄
（
よ
）
す
る
と
い
ふ
其
（
そ
の
）
風
（
か
ぜ
）
よ
り
も
浮
氣
（
う
は
き
）
な
も

の
ぢ
ゃ
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

其
（
そ
の
）
風
（
か
ぜ
）
に
似
（
に
）

た
浮
（
う
か
）
れ
話
（
ば
な
し
）
に
、大
分
（
だ
い
ぶ
ん
）
の
時
（
と
き
）
が
潰
（
つ

ぶ
）
れ
た
。
よ
う
せ
ぬ
と
、
夜
會
（
や
く
わ
い
）
が
果
（
は
）
て
ゝ
、
時
後
（
と
き

お
く
）
れ
に
な
っ
て
し
ま
は
う
。

ロ
ミ
オ　
（
獨
語
の
や
う
に
）俺（
お
れ
）は
ま
た
早（
は
や
）ま
り
は
せ
ぬ
か
と
思（
お
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も
）
ふ
。
運
（
う
ん
）
の
星
（
ほ
し
）
に
懸
（
か
ゝ
）
っ
て
あ
る
或
（
さ
る
）
怖
（
お

そ
ろ
）
し
い
宿
命
（
し
ゅ
く
め
い
）
が
、今
宵
（
こ
よ
ひ
）
の
宴
（
え
ん
）
に
端
（
は
し
）

を
開
（
ひ
ら
）
い
て
、
世
（
よ
）
に
倦
（
う
）
み
果
（
は
）
て
た
我
（
わ
が
）
命
數

（
め
い
す
う
）
を
、
非
業
無
慚
（
ひ
ご
ふ
む
ざ
ん
）
の
最
期
（
さ
い
ご
）
に
よ
っ
て
、

絶
（
た
）
た
う
と
す
る
の
で
は
な
い
か
知
（
し
）
ら
ぬ
。
と
は
い
へ
、
一
生
（
し
ゃ

う
）
の
航
路
（
ふ
な
ぢ
）
を
ば
一
（
ひ
と
）
へ
に
神
（
か
み
）
に
任
（
ま
か
）
し
た

此
身
（
こ
の
み
）
！
…
…
（
一
同
に
對
ひ
）
さ
、さ
、元
氣
（
げ
ん
き
）
な
人
達
（
ひ

と
た
ち
）。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

打
（
う
）
て
、
太
鼓
（
た
い
こ
）
を
。

一
同
（
ど
う
）
揃
（
そ
ろ
）
う
て
入
（
は
ひ
）
る
。
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第
（
だ
い
）
五
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
邸
（
て

い
）
の
廣
間
（
ひ
ろ
ま
）。

樂
人
共（
が
く
じ
ん
ど
も
）控（
ひ
か
）へ
て
ゐ
る
。
給
仕
人
共（
き
ふ
じ
に
ん
ど
も
）、

布
巾
（
ふ
き
ん
）
を
携
（
た
づ
さ
）
へ
て
出
（
い
）
で
來
（
き
た
）
り
、
取
散
（
と

り
ち
）
ら
し
た
る
盃
盤
（
は
い
ば
ん
）
を
か
た
づ
く
る
。

甲
給
仕　

ポ
ト
パ
ン
は
何
處
（
ど
こ
）
へ
往
（
う
）
せ
た
？　

か
た
づ
け
る
手
傳
（
て

つ
だ
）
ひ
を
し
を
ら
ぬ
。
か
た
づ
け
役
（
や
く
）
の
癖
（
く
せ
）
に
！　

拭
役
（
ふ

き
や
く
）
の
癖
（
く
せ
）
に
！

乙
給
仕　

饗
應
（
も
て
な
し
）
の
式
作
法
（
し
き
さ
は
ふ
）
一
切
（
さ
い
）
を
、
一

人
（
ひ
と
り
）
や
二
人
（
ふ
た
り
）
の
、
洗
（
あ
ら
）
ひ
も
せ
ぬ
手
（
て
）
で
し
て
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の
く
る
や
う
で
は
、
穢
（
む
さ
）
い
こ
と
ぢ
ゃ
。

甲
給
仕　

疊
椅
子
（
た
ゝ
み
い
す
）
を
彼
方
（
あ
っ
ち
）
へ
、
膳
棚
（
ぜ
ん
だ
な
）

も
か
た
づ
け
て
。
よ
し
か
、
其
（
そ
の
）
皿
（
さ
ら
）
も
頼
（
た
の
）
ん
だ
。
お
い

お
い
、
杏
菓
子
（
あ
ん
ず
ぐ
わ
し
）
を
一
片
（
ひ
と
き
れ
）
だ
け
取
除
（
と
っ
と
）

い
て
く
り
ゃ
。
そ
れ
か
ら
足
下
（
お
ぬ
し
）、
深
切
（
し
ん
せ
つ
）
が
あ
る
な
ら
、

門
番
（
も
ん
ば
ん
）
に
さ
う
言
（
い
）
う
て
、
ス
ー
ザ
ン
と
ネ
ル
を
入
（
は
ひ
）
ら

せ
て
く
り
ゃ
。（
奧
に
向
つ
て
［
＃
「
向
つ
て
」
は
マ
マ
］）
…
…
ア
ン
ト
ニ
ー
！　

ポ
ト
パ
ン
！

丙
（
ポ
ト
パ
ン
）
と
丁
（
ア
ン
ト
ニ
ー
）
と
出
（
い
）
で
來
（
き
た
）
る
。

丙　
　
　

唯
（
お
う
）、
こ
ゝ
に
ゐ
る
わ
い
。

甲
給
仕　

足
下
（
お
ぬ
し
）
を
ば
、
大
廣
間
（
お
ほ
び
ろ
ま
）
で
、
最
前
（
さ
っ
き
）
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か
ら
呼
ば
っ
て
ぢ
ゃ
、
探
（
さ
が
）
し
て
ぢ
ゃ
、
尋
※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水
準

2-12-11)

（
た
づ
ね
ま
は
）
し
て
ぢ
ゃ
。

丁　
　
　

さ
う
彼
方
此
方
（
あ
ッ
ち
こ
ッ
ち
）
に
居
（
を
）
る
こ
と
は
出
來
（
で
き
）

ん
わ
。（
一
同
に
對
ひ
）さ
さ
、働（
は
た
ら
）い
た
働（
は
た
ら
）い
た
。
暫
時（
ち
っ

と
の
ま
）
ぢ
ゃ
、働
（
は
た
ら
）
い
た
／
＼
。
さ
う
し
て
長
生
（
な
が
い
き
）
す
り
ゃ

持
丸
長
者
（
も
ち
ま
る
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
ぢ
ゃ
。

一
同
（
ど
う
）
か
た
づ
け
な
が
ら
入
（
は
ひ
）
る
。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
を
先
（
さ
き
）
に
、ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
及
（
お

よ
）
び
同
族
（
ど
う
ぞ
く
）
の
者
（
も
の
）
多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
一
方
（
ぱ
う
）
よ

り
出
（
い
）
で
、
他
方
（
た
は
う
）
よ
り
出
（
い
）
で
來
（
き
た
）
る
賓
客
（
ひ
ん

き
ゃ
く
）
の
男
女
（
な
ん
に
ょ
）
及
（
お
よ
）
び
ロ
ミ
オ
、
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
等
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（
ら
）
假
裝
者
（
か
さ
う
し
ゃ
）
の
一
群
（
ぐ
ん
）
を
迎
（
む
か
）
ふ
る
。

カ
ピ
長　
（
ロ
ミ
オ
の
一
群
に
）
よ
う
こ
そ
、方
々
（
か
た
／″
＼
）
！　

肉
刺
（
ま
め
）

で
患
（
な
や
）
ん
で
居
（
を
）
ら
ん
婦
人
（
ふ
じ
ん
）
は
、何
（
い
づ
）
れ
も
喜
（
よ

ろ
こ
）
ん
で
舞
踏
敵
手
（
お
あ
ひ
て
）
に
な
り
ま
せ
う
わ
い
。
…
…
（
婦
人
連
に
對

ひ
）
あ
ァ
、は
ァ
、姫
御
前
（
ひ
め
ご
ぜ
）
た
ち
！　

舞
踏
（
を
ど
）
る
を
否
（
い
や
）

ぢ
ゃ
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
る
仁
（
ひ
と
）
が
あ
る
か
？　

品
取
（
ひ
ん
ど
）
っ
て
舞

踏
（
を
ど
）
ら
ッ
し
ゃ
ら
ぬ
仁
（
ひ
と
）
は
、
誓
文
（
せ
い
も
ん
）、
肉
刺
（
ま
め
）

が
出
來
（
で
き
）
て
ゐ
る
ン
ぢ
ゃ
ら
う
。
何
（
な
ん
）
と
圖
星
（
づ
ぼ
し
）
で
あ
ら

う
が
？
…
…
（
ロ
ミ
オ
ら
に
對
ひ
）
よ
う
こ
そ
！　

吾
等
（
わ
れ
ら
）
と
て
も
假
面

（
め
ん
）
を
被
（
つ
）
け
て
、美
人
（
び
じ
ん
）
の
耳
（
み
み
）
へ
氣
（
き
）
に
入
（
い
）

り
さ
う
な
話
（
は
な
し
）
を
囁
（
さ
ゝ
や
）
い
た
こ
と
も
ご
ざ
っ
た
が
、
あ
ゝ
、
そ
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れ
は
既
（
も
）
う
過
去
（
む
か
し
）
ぢ
ゃ
、遠
（
と
ほ
）
い
／
＼
過
去
（
む
か
し
）
ぢ
ゃ
。

…
…
方
々
（
か
た
／″
＼
）、よ
う
こ
そ
來
（
わ
）
せ
ら
れ
た
…
…
（
樂
人
を
顧
み
て
）

さ
ゝ
、樂
人
共
（
が
く
じ
ん
ど
も
）、は
じ
め
い
。
…
…
（
一
同
に
對
ひ
）
開
（
ひ
ら
）

い
た
／
＼
！　

つ
ゝ
と
開
（
ひ
ら
）
い
て
、
さ
ゝ
、
舞
踏
（
を
ど
）
っ
た
り
、
娘
達

（
む
す
め
た
ち
）。

樂
（
が
く
）
を
奏
（
そ
う
）
し
は
じ
む
る
。
男
女
（
な
ん
に
ょ
）
手
（
て
）
を
取
（
と
）

り
あ
う
て
舞
踏
（
を
ど
）
る
。

も
っ
と
燭
火
（
あ
か
し
）
を
持
（
も
）
て
、家
來
共
（
け
ら
い
ど
も
）
！　

食
卓
（
テ
ー

ブ
ル
）
を
疊
（
た
ゝ
）
ん
で
し
ま
う
て
、
爐
（
ろ
）
の
火
（
ひ
）
を
消
（
け
）
せ
、

餘
（
あ
ま
）
り
室
内
（
ざ
し
き
）
が
熱
（
あ
つ
）
う
な
っ
た
わ
。
…
…
あ
ゝ
、こ
り
ゃ

思
（
お
も
）
ひ
が
け
ん
好
（
よ
）
い
慰
樂
（
な
ぐ
さ
み
）
で
あ
っ
た
わ
い
。
…
…
（
同
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族
の
一
老
人
に
對
ひ
て
）
い
や
、
叔
父
御
（
を
ぢ
ご
）、
ま
ま
腰
（
こ
し
）
を
下
（
お

ろ
）
し
め
さ
れ
、貴
下
（
こ
な
た
）
も
予
（
わ
し
）
も
最
早
（
も
う
）
舞
踏
時
代
（
ダ

ン
ス
じ
だ
い
）
を
過
（
す
ご
）
し
て
し
ま
う
た
。
お
互
（
た
が
）
ひ
に
假
面
（
め
ん
）

を
着
（
つ
）
け
て
以
來
（
こ
の
か
た
）、も
う
何
年
（
な
ん
ね
ん
）
に
な
ら
う
か
の
？

カ
ピ
叔　

大
丈
夫
（
だ
い
ぢ
ゃ
う
ぶ
）、
三
十
年
（
ね
ん
）
ぢ
ゃ
。

カ
ピ
長　

何
（
な
ん
）
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
る
！　

ま
さ
か
に
然
程
（
さ
ほ
ど
）
で

は
な
い
、ま
さ
か
に
。
リ
ュ
ー
セ
ン
シ
オ
ー
の
婚
禮
以
來
（
こ
ん
れ
い
い
ら
い
）
ぢ
ゃ

に
よ
っ
て
、す
ぐ
鼻
（
は
な
）
の
先
（
さ
き
）
に
ペ
ン
テ
コ
ス
ト
（
祭
日
）
が
來
（
き
）

た
と
し
て
、二
十
五
年
（
ね
ん
）、あ
の
時
（
を
り
）
に
被
假
面
（
か
ぶ
）
っ
た
の
ぢ
ゃ
。

カ
ピ
叔　

い
や
、
も
そ
っ
と
經
（
た
）
つ
、
も
そ
っ
と
。
彼
（
あ
）
れ
の
倅
（
せ
が

れ
）
が
も
そ
っ
と
年
（
と
し
）
を
取
（
と
）
っ
て
を
る
。
も
う
三
十
ぢ
ゃ
。
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カ
ピ
長　

確
（
し
か
）
と
さ
や
う
か
？　

あ
の
倅
（
せ
が
れ
）
に
は
、
つ
い
二
年
程

前
（
ね
ん
ほ
ど
ま
へ
）
か
た
ま
で
は
、
後
見
人
（
こ
う
け
ん
に
ん
）
が
附
（
つ
）
い

て
を
っ
た
。

此
間
（
こ
の
あ
ひ
だ
）
ロ
ミ
オ
は
道
外
假
面
（
だ
う
け
め
ん
）
を
被
（
か
ぶ
）
っ
た

る
ま
ゝ
獨
（
ひ
と
）
り
離
（
は
な
）
れ
て
見
（
み
）
て
ゐ
る
。
其
中
（
そ
の
う
ち
）
ヂ
ュ

リ
エ
ッ
ト
と
一
武
官
（
ナ
イ
ト
）
と
手
（
て
）
を
取
（
と
）
り
あ
う
て
舞
踏
（
を
ど
）

り
は
じ
む
る
。

ロ
ミ
オ　
（
傍
の
給
仕
に
對
ひ
て
）
あ
の
武
家
（
ぶ
け
）
と
手
（
て
）
を
取
（
と
）

り
あ
う
て
ご
ざ
る
彼
（
あ
の
）
姫
（
ひ
め
）
は
何
誰
（
ど
な
た
）
ぢ
ゃ
？

給
仕　
　

小
僕
（
わ
た
く
し
）
は
存
（
ぞ
ん
）
じ
ま
せ
ぬ
。

ロ
ミ
オ　

お
ゝ
、
あ
の
姫
（
ひ
め
）
の
美
麗
（
あ
て
や
か
）
さ
で
、
輝
（
か
ゞ
や
）
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く
燭
火
（
と
も
し
び
）
が
又
（
ま
た
）
一
段
（
だ
ん
）
と
輝
（
か
ゞ
や
）
く
わ
い
！

　

夜
（
よ
る
）
の
頬
（
ほ
ゝ
）
に
照
映
（
て
り
は
）
ゆ
る
彼
（
あ
）
の
姫
（
ひ
め
）

が
風
情
（
ふ
ぜ
い
）
は
、宛
然
（
さ
な
が
ら
）
黒
人
種
（
エ
シ
オ
ツ
プ
）
の
耳
元
（
み
ゝ

も
と
）
に
希
代
（
き
た
い
）
の
寶
玉
（
は
う
ぎ
ょ
く
）
が
懸
（
か
ゝ
）
っ
た
や
う
、

使
（
つ
か
）
は
う
に
は
餘
（
あ
ま
）
り
勿
體
無
（
も
っ
た
い
な
）
く
、下
界
（
げ
か
い
）

の
物
（
も
の
）
と
し
て
は
餘
（
あ
ま
）
り
靈
妙
（
い
み
）
じ
い
！　

あ
ゝ
、あ
の
姫
（
ひ

め
）
が
餘
（
よ
）
の
女
共
（
を
ん
な
ど
も
）
に
立
交
（
た
ち
ま
じ
）
ら
う
て
ゐ
る
の

は
、雪
（
ゆ
き
）
は
づ
か
し
い
白
鳩
（
し
ら
は
と
）
が
鴉
（
か
ら
す
）
の
群
（
む
れ
）

に
降
（
お
）
り
た
や
う
。
此
（
こ
の
）
一
舞
踏
（
ひ
と
を
ど
り
）
が
濟
（
す
）
ん
だ

な
ら
、姫
（
ひ
め
）
の
居
處
（
ゐ
ど
こ
ろ
）
に
目
（
め
）
を
着
（
つ
）
け
、此
（
こ
の
）

賤
（
い
や
）
し
い
手
（
て
）
を
、彼
（
あ
）
の
君
（
き
み
）
の
玉
手
（
ぎ
ょ
く
し
ゅ
）
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に
觸
（
ふ
）
れ
、
せ
め
て
も
の
男
冥
利
（
を
と
こ
み
ゃ
う
り
）
に
せ
う
。
あ
ゝ
、
俺

（
お
れ
）
は
今
（
い
ま
）
ま
で
に
戀
（
こ
ひ
）
を
し
た
か
？　

や
い
、
眼
（
ま
な
こ
）

よ
、せ
な
ん
だ
と
誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
せ
い
！　

今
夜
（
こ
ん
や
）
と
い
ふ
今
夜
（
こ

ん
や
）
ま
で
は
、眞
（
ま
こ
と
）
の
美
人
（
び
じ
ん
）
を
ば
見
（
み
）
な
ん
だ
わ
い
。

此
中
（
こ
の
う
ち
）
來
賓
中
（
ら
い
ひ
ん
ち
ゅ
う
）
の
チ
ッ
バ
ル
ト
此
（
こ
の
）
聲
（
こ

ゑ
）
を
聞
咎
（
き
ゝ
と
が
）
め
た
る
思
入
（
お
も
ひ
い
れ
）
に
て
前
（
ま
へ
）
に
進

（
す
ゝ
）
む
。

チ
ッ
バ　

あ
の
聲
音（
こ
わ
ね
）は
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
家（
け
）の
奴（
や
つ
）に
相
違（
さ

う
ゐ
）
な
い
。
…
…
（
從
者
に
對
ひ
）
予
（
よ
）
が
細
刃
劍
（
ほ
そ
み
）
を
持
（
も
）

て
。
…
…
何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
？　

下
司
奴
（
げ
す
や
っ
こ
）
め
が
、
道
外
假
面
（
だ

う
け
め
ん
）
に
面
（
お
も
て
）
を
隱
（
か
く
）
し
て
、
此
（
こ
の
）
祝
典
（
し
ゅ
く
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て
ん
）
を
蹈
附
（
ふ
み
つ
け
）
に
し
よ
う
と
は
不
埓
（
ふ
ら
ち
）
ぢ
ゃ
！　

カ
ピ
ュ
ー

レ
ッ
ト
の
正
統
（
し
ゃ
う
と
う
）
た
る
權
利
（
け
ん
り
）
を
以
（
も
っ
）
て
、
彼
奴

（
き
ゃ
つ
）
め
を
ば
打
殺
（
ぶ
ち
こ
ろ
）
し
て
も
、俺
（
お
れ
）
ゃ
罪
惡
（
ざ
い
あ
く
）

と
は
思
（
お
も
）
は
ぬ
わ
い
。

カ
ピ
長　

は
て
、
甥
（
を
ひ
）
よ
、
何
（
な
ん
）
と
し
た
の
ぢ
ゃ
！　

お
ぬ
し
は
何

（
な
ん
）
で
其
樣
（
そ
の
や
う
）
に
息
卷
（
い
き
ま
）
く
の
ぢ
ゃ
？

チ
ッ
バ　

叔
父
上
（
を
ぢ
う
へ
）、
あ
れ
は
敵
方
（
て
き
が
た
）
の
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー

で
ご
ざ
る
。
今
夜
（
こ
ん
や
）
の
祝
典
（
し
ゅ
く
て
ん
）
を
辱
（
は
づ
か
し
）
め
ん

惡
意
（
あ
く
い
）
を
抱
（
い
だ
）
い
て
來
（
き
）
を
っ
た
の
で
ご
ざ
る
。

カ
ピ
長　

年
若
（
と
し
わ
か
）
の
ロ
ミ
オ
で
は
な
い
か
？

チ
ッ
バ　

で
ご
ざ
る
、
そ
の
ロ
ミ
オ
奴
（
め
）
で
ご
ざ
る
。
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カ
ピ
長　

ま
ゝ
、
堪
忍
（
か
ん
に
ん
）
し
て
、
放
任
（
う
ち
す
）
て
ゝ
お
き
ゃ
れ
、

立
派
（
り
っ
ぱ
）
な
紳
士
（
し
ん
し
）
ら
し
う
立
振
舞
（
た
ち
ふ
る
ま
）
う
て
を
る

上
（
う
へ
）
に
、
實
（
じ
つ
）
を
言
（
い
）
へ
ば
、
日
頃
（
ひ
ご
ろ
）
※(

濁
点
付

き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
が
、
徳
（
と
く
）
も
あ
り
行
状
（
ぎ
ゃ
う
じ
ゃ
う
）

も
よ
い
若
者
（
わ
か
も
の
）
と
自
慢
（
じ
ま
ん
）
の
種
（
た
ね
）
に
し
て
ゐ
る
ロ
ミ

オ
ぢ
ゃ
。
全
市
（
ぜ
ん
し
）
の
富
（
と
み
）
に
易
（
か
）
へ
て
も
、我
家
（
わ
が
や
）

で
危
害
（
き
が
い
）
を
加
（
く
は
）
へ
た
う
な
い
。
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、
堪
忍
（
か
ん

に
ん
）
し
て
見
（
み
）
ぬ
介
（
ふ
り
）
を
し
て
ゐ
や
れ
。
こ
れ
は
予
（
よ
）
の
意
志

（
い
し
）
ぢ
ゃ
、予
（
よ
）
を
重
（
お
も
）
ん
じ
て
お
く
り
ゃ
ら
ば
、顏
色
（
が
ん
し
ょ

く
）
を
麗
（
う
る
は
）
し
う
し
、其
（
そ
の
）
む
づ
か
し
い
貌
（
か
ほ
）
を
止
（
や
）

め
て
お
く
り
ゃ
れ
。
祝
宴
最
中
（
い
は
ひ
も
な
か
）
に
不
似
合
（
ふ
に
あ
ひ
）
ぢ
ゃ
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わ
い
。

チ
ッ
バ　

い
や
、
不
似
合
（
ふ
に
あ
ひ
）
で
ご
ざ
ら
ん
、
あ
ん
な
奴
（
や
つ
）
が
居

（
ゐ
）
る
か
ら
は
。
堪
忍
（
か
ん
に
ん
）
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

カ
ピ
長　

は
て
、
堪
忍
（
か
ん
に
ん
）
せ
に
ゃ
な
り
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
さ
、
ど
う
し
た

も
の
！　

せ
に
ゃ
な
ら
ぬ
と
い
ふ
に
。
こ
れ
さ
／
＼
、
こ
ゝ
の
主
長
（
あ
る
じ
）
は

乃
公
（
お
れ
）
で
は
無
（
な
）
い
か
？　

汝
（
お
ぬ
し
）
か
？　

さ
ゝ
ゝ
。
汝
（
お

ぬ
し
）
が
堪
忍
（
か
ん
に
ん
）
な
ら
ん
！　

は
れ
や
れ
、
汝
（
お
ぬ
し
）
は
來
賓
中

（
ら
い
ひ
ん
ち
ゅ
う
）
に
大
鬪
爭
（
お
ほ
げ
ん
く
わ
）
を
起
（
お
こ
）
さ
せ
う
ぞ
よ
！

　

大
騷
動
（
お
ほ
さ
う
ど
う
）
を
爲
出
來
（
し
で
か
）
さ
う
わ
い
！　

え
ゝ
、汝
（
お

ぬ
し
）
の
や
う
な
の
が
、
そ
の
！

チ
ッ
バ　

で
も
、
こ
れ
は
耻
辱
（
ち
じ
ょ
く
）
で
ご
ざ
る
。
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カ
ピ
長　

さ
ゝ
ゝ
、
沒
分
曉
漢
（
わ
か
ら
ん
を
と
こ
）
ぢ
ゃ
。
確
（
し
か
）
と
然
樣

（
さ
や
う
）
か
？　

其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
こ
と
を
す
れ
ば
身
爲
（
み
だ
め
）
に
な

る
ま
い
。
…
…
す
れ
ば
、
何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
な
、
で
は
乃
公
（
お
れ
）
の
命
令
（
い

ふ
こ
と
）
を
聽
（
き
）
か
ぬ
！　

は
て
、
今
（
い
ま
）
が
時
（
と
き
）
ぢ
ゃ
。
…
…

（
來
賓
の
方
に
向
ひ
て
）
よ
う
／
＼
、出
來
（
で
き
）
た
！
（
又
チ
ッ
バ
ル
ト
に
對
ひ
）

向
不
見
（
む
か
う
み
ず
）
に
も
程
（
ほ
ど
）
が
あ
る
わ
さ
、さ
ゝ
。
は
て
、靜
（
し
づ
）

か
に
、若
（
も
）
し
…
…
（
從
者
を
顧
み
て
）
も
そ
っ
と
燭
火
（
あ
か
し
）
を
持
（
も
）

て
、燭
火
（
あ
か
し
）
を
！
…
…
（
又
チ
ッ
バ
ル
ト
に
對
ひ
）
ど
う
し
た
も
の
ぢ
ゃ
！

　

是
非
（
ぜ
ひ
）
と
も
靜
（
し
づ
）
か
に
し
て
貰
（
も
ら
）
は
う
。
…
…
（
來
賓
（
ら

い
ひ
ん
）
に
對
（
む
か
）
ひ
）
陽
氣
（
や
う
き
）
に
／
＼
！

チ
ッ
バ　

無
理
往
生（
む
り
わ
う
じ
ゃ
う
）の
堪
忍（
か
ん
に
ん
）と
持
前（
も
ち
ま
へ
）
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の
癇
癪
（
か
ん
し
ゃ
く
）
と
の
出
逢
（
で
あ
）
ひ
が
し
ら
で
、
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）

の
反
（
そ
り
）
が
合
（
あ
は
）
ぬ
ゆ
ゑ
、
肉
體
中
（
か
ら
だ
ぢ
ゅ
う
）
が
顫
動
（
ふ

る
へ
）
る
わ
い
。
引
退
（
ひ
き
さ
が
）
ら
う
。
併
（
し
か
）
し
今
（
い
ま
）
こ
そ
甘

（
あ
ま
）
っ
た
る
う
見
（
み
）
え
て
を
る
汝
（
う
ぬ
）
が
今
夜
（
こ
ん
や
）
の
推
參
（
す

ゐ
さ
ん
）
に
、
や
が
て
苦
（
に
が
）
い
味
（
あ
ぢ
）
を
見
（
み
）
せ
て
く
れ
う
ぞ
。

チ
ッ
バ
ル
ト
入
（
は
ひ
）
る
。

此
間
（
こ
の
あ
ひ
だ
）
に
ロ
ミ
オ
は
假
面
（
か
め
ん
）
の
ま
ゝ
、
巡
禮
姿
（
じ
ゅ
ん

れ
い
す
が
た
）
の
ま
ゝ
に
て
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に
近
（
ち
か
）
づ
き
、
膝
（
ひ
ざ
）
ま

づ
き
て
恭
（
う
や
／
＼
）
し
く
其
（
そ
の
）
手
（
て
）
を
取
（
と
）
る
。

ロ
ミ
オ　

此
（
こ
の
）
賤
（
い
や
）
し
い
手
（
て
）
で
尊
（
た
ふ
と
）
い
御
堂
（
み

だ
う
）
を
汚
（
け
が
）
し
た
を
罪
（
つ
み
）
と
あ
ら
ば
、面
（
か
ほ
）
を
赧
（
あ
か
）
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う
し
た
二
人
（
ふ
た
り
）
の
巡
禮
（
じ
ゅ
ん
れ
い
）、
此
（
こ
の
）
唇
（
く
ち
び
る
）

め
の
接
觸
（
キ
ッ
ス
）
を
以
（
も
っ
）
て
、粗
（
あ
ら
）
い
手
（
て
）
の
穢
（
よ
ご
）

し
た
痕
（
あ
と
）
を
滑
（
な
め
ら
）
か
に
淨
（
き
よ
）
め
ま
せ
う
。

ヂ
ュ
リ　

巡
禮
（
じ
ゅ
ん
れ
い
）
ど
の
、作
法
（
さ
は
ふ
）
に
善
（
よ
）
う
合
（
か
な
）

う
た
御
信
仰
（
ご
し
ん
か
う
）
ぢ
ゃ
に
、其
樣
（
そ
の
や
う
）
に
お
ッ
し
ゃ
ッ
て
は
、

其
（
そ
の
）
お
手
（
て
）
に
甚
（
い
か
）
ァ
い
氣
（
き
）
の
毒
（
ど
く
）。
聖
者
（
せ

い
じ
ゃ
）
が
た
に
も
御
手
（
み
て
）
は
あ
る
、其
（
そ
の
）
御
手
（
み
て
）
に
觸
（
ふ
）

る
ゝ
の
が
巡
禮
（
じ
ゅ
ん
れ
い
）
の
接
吻
禮
（
キ
ッ
ス
）
と
や
ら
。

ロ
ミ
オ　

で
も
聖
者
（
せ
い
じ
ゃ
）
に
も
唇
（
く
ち
び
る
）
が
あ
り
、
巡
禮
（
じ
ゅ

ん
れ
い
）
に
も
唇
（
く
ち
び
る
）
が
ご
ざ
り
ま
す
る
。

ヂ
ュ
リ　

さ
ア
、
そ
れ
は
お
祈
願
（
い
の
り
）
だ
け
に
用
（
も
ち
）
ふ
る
も
の
。
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此
（
こ
の
）
問
答
（
も
ん
だ
ふ
）
の
う
ち
に
、
二
人
（
ふ
た
り
）
は
や
ゝ
群
衆
（
ぐ

ん
し
ゅ
う
）
と
離
（
は
な
）
る
ゝ
。

ロ
ミ
オ　

お
ゝ
、
い
で
さ
ら
ば
、
我
（
わ
が
）
聖
者
（
せ
い
じ
ゃ
）
よ
、
手
（
て
）

の
爲
（
な
）
す
所
爲
（
わ
ざ
）
を
唇
（
く
ち
び
る
）
に
爲
（
な
）
さ
し
め
た
ま
へ
。

唇
（
く
ち
び
る
）
が
祈
（
い
の
）
り
ま
す
る
、聽
（
ゆ
る
）
し
た
ま
へ
、さ
も
な
く
ば
、

信
心
（
し
ん
じ
ん
）
も
破
（
や
ぶ
）
れ
、心
（
こ
ゝ
ろ
）
も
亂
（
み
だ
）
れ
ま
す
る
。

ヂ
ュ
リ　

切
（
せ
つ
）
な
る
祈
願
（
い
の
り
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
は
酌
（
く
）
ん
で

も
、
動
（
う
ご
）
か
ぬ
の
が
聖
者
（
せ
い
じ
ゃ
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）。

ロ
ミ
オ　

で
は
、
お
動
（
う
ご
）
き
な
さ
れ
な
、
祈
願
（
い
の
り
）
の
御
報
（
お
む

く
い
）
を
い
た
ゞ
き
ま
す
。

と
接
吻
（
キ
ッ
ス
）
す
る
。



－ 109 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

斯
（
か
）
う
し
て
貴
孃
（
あ
な
た
）
の
お
唇
（
く
ち
び
る
）
で
、
私
（
わ
た
し
）
の

罪
（
つ
み
）
が
此
（
こ
の
）
唇
（
く
ち
び
る
）
か
ら
清
（
き
よ
）
め
ら
れ
、
拭
（
ぬ

ぐ
）
は
れ
ま
し
た
。

ヂ
ュ
リ　

で
は
、
其
（
そ
の
）
罪
（
つ
み
）
は
妾
（
わ
た
し
）
の
唇
（
く
ち
び
る
）

へ
移
（
う
つ
）
り
ま
し
た
の
か
え
？

ロ
ミ
オ　

何
（
な
に
）、わ
た
し
の
罪
（
つ
み
）
が
移
（
う
つ
）
っ
た
？　

お
ゝ
、嬉
（
う

れ
）
し
う
も
お
咎
（
と
が
）
め
な
さ
れ
た
！　

で
は
、
其
（
そ
の
）
罪
（
つ
み
）
を

戻
（
も
ど
）
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。

と
又
（
ま
た
）
接
吻
（
キ
ッ
ス
）
す
る
。

ヂ
ュ
リ　

て
も
、
ま
ア
、
御
均
等
（
ご
き
ん
と
う
）
な
。

乳
母
（
う
ば
）
出
（
で
）
る
。
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乳
母　
　

姫
（
ひ
い
）
さ
ま
、
お
母
（
か
ゝ
）
さ
ま
が
お
話
（
は
な
し
）
が
あ
り
ま

す
と
い
な
。

こ
れ
に
て
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
離
（
は
な
）
る
ゝ
。

ロ
ミ
オ　

あ
の
方
（
か
た
）
の
母
御
（
は
ゝ
ご
）
と
は
、
何
誰
（
ど
な
た
）
ぢ
ゃ
？

乳
母　
　

は
て
、お
若
（
わ
か
）
い
方
（
か
た
）、母
御
樣
（
は
ゝ
ご
さ
ま
）
は
此
（
こ

の
）
お
邸
（
や
し
き
）
の
内
室
（
お
か
た
）
さ
ま
ぢ
ゃ
が
な
、よ
い
お
仁
（
ひ
と
）
で
、

御
發
明
（
ご
は
つ
め
い
）
な
、
御
貞
節
（
ご
て
い
せ
つ
）
な
。
わ
し
は
、
今
（
い
ま
）

貴
下
（
こ
な
た
）
が
話
（
は
な
）
し
て
ご
ざ
ら
し
ゃ
っ
た
孃
（
ぢ
ゃ
う
）
さ
ま
を
育

（
そ
だ
）
て
ま
し
た
。
も
し
え
、あ
の
子
（
こ
）
を
手
（
て
）
に
入
（
い
）
れ
さ
ッ
し
ゃ

る
お
仁
（
ひ
と
）
は
、
澤
山
々
々
（
た
ん
と
／
＼
）
貨
幣
（
ち
ん
か
ら
）
に
あ
り
つ

き
ま
す
ぞ
や
。
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乳
母
（
う
ば
）
離
（
は
な
）
る
ゝ
。

ロ
ミ
オ　

で
は
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
女
（
む
す
め
）
か
？　

お
ゝ
、
怖
（
お
そ
ろ
）

し
い
勘
定
狂
（
か
ん
ぢ
ゃ
う
く
る
）
は
せ
！　

俺
（
お
れ
）
の
命
（
い
の
ち
）
は
こ

り
ゃ
も
う
敵
（
か
た
き
）
か
ら
の
借
物
（
か
り
も
の
）
ぢ
ゃ
わ
。

此
時
（
こ
の
と
き
）、ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
近
寄
（
ち

か
よ
）
り
て

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

さ
ア
、歸（
か
へ
）ら
う
／
＼
。
娯
樂（
た

の
し
み
）
は
も
う
頂
點
（
ち
ゃ
う
て
ん
）
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

な
る
ほ
ど
、
さ
う
ら
し
い
。（
獨
語
の
や
う
に
）
な
り
ゃ
こ
そ
彌
※(

二

の
字
点
、1-2-22)

（
い
よ
／
＼
）
心
（
こ
ゝ
ろ
）
が
不
安
（
ふ
あ
ん
）
に
な
る
。

賓
客
等
（
ひ
ん
き
ゃ
く
ら
）
お
ひ
／
＼
歸
（
か
へ
）
り
支
度
（
じ
た
く
）
を
す
る
。
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カ
ピ
長　

あ
、
い
や
、
方
々
（
か
た
／″
＼
）、
お
歸
（
か
へ
）
り
支
度
（
じ
た
く
）

を
な
さ
れ
な
。
粗
末
（
そ
ま
つ
）
な
點
心
（
ご
だ
ん
）
な
が
ら
、只
今
（
た
ゞ
い
ま
）

準
備
中
（
よ
う
い
ち
ゅ
う
）
で
ご
ざ
る
。（
皆
々
代
る
／″
＼
長
者
に
近
づ
き
て
、
小

聲
に
挨
拶
し
て
歸
り
ゆ
く
）
…
…
で
ご
ざ
る
か
？　

は
て
、
然
（
し
か
）
ら
ば
、
何

（
い
づ
）
れ
も
忝
（
か
た
じ
け
）
な
う
ご
ざ
っ
た
。
か
た
じ
け
な
う
ご
ざ
る
。
御
機

嫌
（
ご
き
げ
ん
）
よ
う
ご
ざ
り
ま
せ
。
…
…
（
從
者
に
向
ひ
）
も
そ
っ
と
燭
火
（
あ

か
し
）
を
持
（
も
）
て
、
こ
ゝ
へ
！
…
…
（
賓
客
を
送
り
果
て
ゝ
、
家
人
の
方
に
向

ひ
）
さ
ゝ
、
此
上
（
こ
の
う
へ
）
は
、
寢
（
ね
）
や
う
／
＼
。
あ
ゝ
、
こ
り
ゃ
、
と

ん
と
夜
（
よ
）
が
更
（
ふ
）
け
た
わ
。
ど
り
ゃ
俺
（
お
れ
）
も
休
（
や
す
）
ま
う
。

一
同
（
い
ち
ど
う
）
次
第
（
し
だ
い
）
に
入
（
は
ひ
）
る
。
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
乳
母
（
う

ば
）
と
殘
（
の
こ
）
り
て
、出
行
（
い
で
ゆ
）
く
客
（
き
ゃ
く
）
を
見
送
（
み
お
く
）
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る
。

ヂ
ュ
リ　

乳
母
（
う
ば
）、
こ
ゝ
へ
來
（
き
）
や
。
あ
の
お
方
（
か
た
）
は
誰
（
だ
）

れ
？

乳
母　
　

タ
イ
ビ
リ
オ
ー
さ
ま
の
お
嗣
子
（
あ
と
ゝ
り
）
で
ご
ざ
り
ま
す
。

ヂ
ュ
リ　

今
（
い
ま
）
戸
口
（
と
ぐ
ち
）
か
ら
出
（
で
）
て
ゆ
か
う
と
し
て
ゐ
る
の

は
誰
（
だ
）
れ
？

乳
母　
　

さ
い
な
、ペ
ト
ル
ー
チ
オ
ー
さ
ま
の
若
樣（
わ
か
さ
ま
）で
ご
ざ
り
ま
し
ょ
。

ヂ
ュ
リ　

あ
の
方
（
か
た
）
は
、
あ
り
ゃ
誰
（
だ
）
れ
？　

そ
の
後
（
あ
と
）
か
ら

行
（
ゆ
）
か
ッ
し
ゃ
る
…
…
あ
り
ゃ
踊
（
を
ど
）
ら
な
ん
だ
人
（
ひ
と
）
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

存
（
ぞ
ん
）
じ
ま
せ
ぬ
。

ヂ
ュ
リ　

さ
、
往
（
い
）
て
、
問
（
と
）
う
て
來
（
き
）
や
。
…
…
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乳
母
（
う
ば
）
離
（
は
な
）
る
ゝ
。

も
し
も
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
が
濟
（
す
）
ん
だ
お
方
（
か
た
）
な
ら
、
墓
（
は
か
）

が
予
（
わ
し
）
の
新
床
（
に
ひ
ど
こ
）
と
な
ら
う
も
知
（
し
）
れ
ぬ
。

乳
母
（
う
ば
）
戻
（
も
ど
）
り
來
（
き
た
）
る
。

乳
母　
　

名
（
な
）
は
ロ
ミ
オ
と
言
（
い
）
う
て
、
お
邸
（
う
ち
）
と
は
敵
（
か
た

き
）
ど
う
し
の
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
家
（
け
）
の
若
（
わ
か
）
ぢ
ゃ
と
い
な
。

ヂ
ュ
リ　
（
獨
語
的
に
）
類
無
（
た
ぐ
ひ
な
）
い
わ
が
戀
（
こ
ひ
）
が
、
類
（
た
ぐ

ひ
）
な
い
わ
が
憎
怨
（
に
く
し
み
）
か
ら
生
（
う
ま
）
れ
る
と
は
！　

と
も
知
（
し
）

ら
で
早
（
は
や
）
う
見
知
（
み
し
）
り
、然
（
さ
）
う
と
知
（
し
）
っ
た
時
（
と
き
）

は
も
う
晩
蒔
（
お
そ
ま
き
）
！　

あ
さ
ま
し
い
因
果
（
い
ん
ぐ
わ
）
な
戀
（
こ
ひ
）、

憎
（
に
く
）
い
敵
（
か
た
き
）
を
ば
可
愛
（
か
は
ゆ
）
い
と
思
（
お
も
）
は
に
ゃ
な
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ら
ぬ
。

乳
母　
　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
い
な
、
そ
れ
は
？　

何
（
な
に
）
を
言
（
い
）
う
て
ご

ざ
る
？

ヂ
ュ
リ　

歌
（
う
た
）
ぢ
ゃ
…
…
今
（
い
ま
）
が
た
一
し
ょ
に
舞
踏
（
を
ど
）
っ
た

人
（
ひ
と
）
に
教
（
を
し
）
へ
て
貰
（
も
ら
）
う
た
歌
（
う
た
）
ぢ
ゃ
。

奧
（
お
く
）
に
て
「
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
と
呼
（
よ
）
ぶ
。

乳
母　
　

は
い
／
＼
、
只
今
（
た
ゞ
い
ま
）
！
…
…
さ
ゝ
、
參
（
ま
ゐ
）
り
ま
し
ょ
。

お
客
人
（
き
ゃ
く
じ
ん
）
は
皆
（
み
な
）
も
う
歸
（
か
へ
）
っ
て
し
ま
は
ッ
し
ゃ
れ
た
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
促
（
う
な
が
）
し
て
入
（
は
ひ
）
る
。
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第
二
幕

序
詞
役
（
じ
ょ
し
や
く
）
出
（
で
）
る
。

序
詞
役　

扨
（
さ
て
）
も
老
（
お
）
い
に
た
る
情
慾
（
じ
ゃ
う
よ
く
）
は
方
（
ま
さ
）

に
最
期
（
い
ま
は
）
の
床
（
と
こ
）
に
眠
（
ね
ぶ
）
り
て
、

う
ら
若
（
わ
か
）
き
戀
情
（
れ
ん
じ
ゃ
う
）
が
其
跡
（
そ
の
あ
と
）
を
襲
（
つ
）
ぐ

べ
く
起
出
（
お
き
い
）
づ
る
。

曾
（
か
つ
）
て
は
憧
（
あ
こ
が
）
れ
て
、
爲
（
た
め
）
に
死
（
し
）
な
ん
と
ま
で
呻

（
う
め
）
き
つ
る
其
（
そ
の
）
美
女
（
び
ぢ
ょ
）
も

今
（
い
ま
）
の
目
（
め
）
に
は
美
（
う
つ
く
）
し
と
も
見
（
み
）
え
ず
、ヂ
ュ
リ
エ
ッ

ト
姫
（
ひ
め
）
に
比
（
く
ら
）
べ
て
は
。
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か
く
て
戀
（
こ
）
ひ
つ
戀
（
こ
）
は
れ
つ
、
二
人
（
ふ
た
り
）
は
一
樣
（
や
う
）
に

色
（
い
ろ
）
に
迷
（
ま
よ
）
へ
り
、

然
（
し
か
）
は
あ
れ
ど
、
歎
顏
（
か
こ
ち
が
ほ
）
に
、
敵
（
か
た
き
）
の
子
（
こ
）

に
言
寄
（
い
ひ
よ
）
る
辛
（
つ
ら
）
さ
、

女
（
を
ん
な
）
も
ま
た
鉤
（
つ
り
ば
り
）
よ
り
戀
（
こ
ひ
）
の
甘
餌
（
あ
ま
ゑ
さ
）

を
盜
（
ぬ
す
）
む
怖
（
お
そ
ろ
）
し
さ
。

敵
（
か
た
き
）
ど
し
な
れ
ば
誓
約
（
か
ね
ご
と
）
を
も
世
（
よ
）
の
人
並
（
ひ
と
な

み
）
に
は
告
（
つ
）
げ
が
た
く
、

姫
（
ひ
め
）
も
同
（
お
な
）
じ
思
（
お
も
）
ひ
な
が
ら
、逢
（
あ
）
ふ
べ
き
傳
手
（
つ

て
）
は
更
（
さ
ら
）
に
少
（
す
く
）
な
し
。

さ
も
あ
れ
、情
火
（
じ
ゃ
う
く
わ
）
は
力
（
ち
か
ら
）
を
、時
（
と
き
）
は
便
宜
（
び
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ん
ぎ
）
を
與
（
あ
た
）
へ
け
れ
ば
、

限
（
か
ぎ
り
）
な
き
危
（
あ
や
ふ
）
さ
の
中
（
う
ち
）
に
、
二
人
（
ふ
た
り
）
は
限

（
か
ぎ
り
）
な
く
嬉
（
う
れ
）
し
く
逢
（
あ
）
へ
り
。

序
詞
役
（
じ
ょ
し
や
く
）
入
（
は
ひ
）
る
。

第
（
だ
い
）
一
場
（
じ
ゃ
う
）　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。
カ

ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
邸
（
て
い
）
の
庭
園
（
て
い
ゑ
ん
）
の
石
垣
（
い
し
が
き
）
に
沿
（
そ
）

へ
る
小
逕
（
こ
み
ち
）。

ロ
ミ
オ
出
（
で
）
る
。
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ロ
ミ
オ　

心
臟（
し
ん
ざ
う
）が
此
處（
こ
ゝ
）に
殘（
の
こ
）っ
て
ゐ
る
の
に
、何（
な

ん
）
で
歸
（
か
へ
）
る
こ
と
が
出
來
（
で
き
）
よ
う
ぞ
い
？　

鈍
（
ど
ん
）
な
土
塊

（
つ
ち
く
れ
）
め
、引
返
（
ひ
ッ
か
へ
）
し
て
、お
の
が
中
心
（
た
ま
し
ひ
）
を
搜
（
さ

が
）
し
を
れ
。

石
垣
（
い
し
が
き
）
を
攀
（
よ
）
ぢ
て
庭
内
（
て
い
な
い
）
へ
飛
下
（
と
び
お
）
り
る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
と
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
と
出

る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

ロ
ー
ミ
オ
ー
！　

ロ
ミ
オ
ど
の
！　

ロ
ー
ミ
オ
ー
！

マ
ー
キ
ュ　

彼
奴
（
あ
い
つ
）
め
は
怜
悧
者
（
り
こ
う
も
の
）
ぢ
ゃ
、
一
定
（
て
っ

き
り
）
と
う
に
拔
駈
（
ぬ
け
が
け
）
し
て
、今
頃
（
い
ま
ご
ろ
）
は
（
家
（
う
ち
）
に
）
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臥
（
ね
）
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

い
や
／
＼
、此
方
（
こ
っ
ち
）
へ
走
（
は

し
）
っ
て
來
（
き
）
て
、
此
（
こ
の
）
石
垣
（
い
し
が
き
）
を
飛
越
（
と
び
こ
）
え

た
。
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
ど
の
、
呼
（
よ
）
ん
で
見
（
み
）
さ
っ
し
ゃ
い
。

マ
ー
キ
ュ　

い
や
、
序
（
つ
い
で
）
に
祈
（
い
の
）
り
出
（
だ
）
し
て
見
（
み
）
よ

う
。
…
…
（
呪
文
の
口
眞
似
に
て
）
ロ
ー
ミ
オ
ー
よ
！　

浮
氣
（
う
は
き
）
よ
！　

狂
人
（
き
ゃ
う
じ
ん
）
よ
！　

煩
惱
（
ぼ
ん
な
う
）
よ
！　

戀
人
（
こ
ひ
び
と
）
よ
！

　

溜
息
（
た
め
い
き
）
の
姿
（
す
が
た
）
に
て
出
現
（
し
ゅ
つ
げ
ん
）
め
さ
れ
。
た
ッ

た
一
句
（
く
）
を
で
も
宣
言
（
お
ほ
）
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
小
生
（
そ
れ
が
し
）
は

滿
足（
ま
ん
ぞ
く
）い
た
す
。
只（
た
ゞ
）「
嗚
呼（
あ
ゝ
）」と
だ
け
叫（
さ
け
）ば
っ
し
ゃ

い
、た
ッ
た
一
言
（
ひ
と
こ
と
）、戀
（
ラ
ヴ
）
と
か
、鳩
（
ダ
ヴ
）
と
か
宣
言
（
お
ほ
）
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せ
ら
れ
い
。
此
方
（
こ
ち
）
の
昔
馴
染
（
む
か
し
な
じ
み
）
の
※(

濁
点
付
き
片
仮

名
ヰ
、1-7-83)

ー
ナ
ス
殿
（
ど
の
）
を
美
（
ほ
）
め
さ
っ
し
ゃ
い
、乃
至
（
な
い
し
）

は
盲
目
（
め
ん
な
い
）
の
息
子
殿
（
む
す
こ
ど
の
）、例
（
れ
い
）
の
コ
ー
フ
ェ
ー
チ
ュ

ア
の
王
（
わ
う
）
さ
ん
が
乞
食
娘
（
こ
じ
き
む
す
め
）
に
惚
（
ほ
）
れ
た
時
分
（
じ

ぶ
ん
）
に
、
見
事
（
み
ご
と
）
圖
星
（
づ
ぼ
し
）
を
射
中
（
い
あ
）
て
た
と
い
ふ
彼

（
あ
）
の
弓
取
（
ゆ
み
と
）
り
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
に
何
（
な
ん
）
と
か
綽
號
（
あ
だ

な
）
で
も
附
（
つ
）
け
さ
っ
し
ゃ
い
。
…
…
聞
（
き
こ
）
え
ぬ
な
、
動
（
う
ご
）
か

ぬ
な
、
出
（
で
）
て
來
（
こ
）
ぬ
な
。
は
て
、
お
猿
（
さ
る
）
ど
の
は
亡
（
な
）
く

な
ら
れ
た
さ
う
な
。
こ
り
ゃ
彌
※(

二
の
字
点
、1-2-22)

（
い
よ
／
＼
）
祈
（
い
の
）

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
（
又
祈
祷
の
口
眞
似
）
あ
は
れ
、ロ
ー
ザ
ラ
イ
ン
の
彼
（
あ
）

の
星
（
ほ
し
）
の
や
う
な
眼
附
（
ま
み
つ
き
）、
あ
の
高
々
（
た
か
／″
＼
）
と
し
た
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額
（
ひ
た
ひ
）、あ
の
眞
紅
（
ま
っ
く
れ
な
ゐ
）
の
唇
（
く
ち
び
る
）、あ
の
可
憐
（
か

は
ゆ
ら
）
し
い
足
（
あ
し
）、
あ
の
眞
直
（
ま
っ
す
ぐ
）
な
脛
（
す
ね
）、
あ
の
ぶ
る

／
＼
と
顫
（
ふ
る
）
へ
る
太
股
（
ふ
と
も
ゝ
）
乃
至
（
な
い
し
）
其
（
そ
の
）
近
邊

（
ち
か
ま
）
に
あ
る
處
々
（
と
こ
ろ
／″
＼
）
に
掛
（
か
）
け
て
祈
（
い
の
）
り
ま
す

る
ぞ
。
速
（
す
み
や
）
か
に
御
正
體
（
ご
し
ゃ
う
た
い
）
を
現
（
あ
ら
は
）
せ
ら
れ
い
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

聞（
き
こ
）え
た
ら
、腹（
は
ら
）を
立（
た
）

た
う
ぞ
。

マ
ー
キ
ュ　

何
（
な
ん
）
の
腹
（
は
ら
）
を
立
（
た
）
た
う
。
若
（
も
）
し
戀
女
（
こ

ひ
を
ん
な
）
の
魔
（
ま
）
の
輪
近
（
わ
ぢ
か
）
く
へ
奇
異
（
お
つ
り
き
）
な
魔
物
（
ま

も
の
）
を
祈
（
い
の
）
り
出
（
だ
）
し
て
、彼
女
（
お
て
き
）
が
調
伏
（
て
う
ぶ
く
）

し
て
し
ま
ふ
ま
で
、
そ
れ
を
突
立
（
つ
ッ
た
）
た
せ
て
お
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
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惡
戲
（
て
ん
ご
う
）
で
も
あ
ら
う
け
れ
ど
、
今
（
い
ま
）
の
は
正
直
正
當
（
し
ゃ
う

ぢ
き
し
ゃ
う
た
う
）
な
呪
文
（
じ
ゅ
も
ん
）
ぢ
ゃ
、
彼
女
（
お
て
き
）
の
名
（
な
）

を
借
（
か
）
り
て
、
ロ
ミ
オ
め
を
祈
（
い
の
）
り
出
（
だ
）
さ
う
と
し
た
ま
で
の
事

（
こ
と
）
ぢ
ゃ
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

こ
り
ゃ
何
（
な
ん
）
で
も
、
木
（
こ
）

の
間
（
ま
）
に
隱
（
か
く
）
れ
て
、夜
露
（
よ
つ
ゆ
）
と
濡
（
ぬ
）
れ
の
幕
（
ま
く
）

と
い
う
洒
落
（
し
ゃ
れ
）
で
あ
ら
う
。
戀
（
こ
ひ
）
は
盲
（
め
く
ら
）
と
い
ふ
か
ら
、

闇
（
や
み
）
は
恰
（
ち
ょ
う
）
ど
お
誂
（
あ
つ
ら
）
へ
ぢ
ゃ
。

マ
ー
キ
ュ　

は
て
、戀
（
こ
ひ
）
が
盲
（
め
く
ら
）
な
ら
的
（
ま
と
）
を
射
中
（
い
あ
）

て
る
こ
と
は
出
來
（
で
き
）
ま
い
。
今
頃
（
い
ま
ご
ろ
）
は
ロ
ミ
オ
め
、
枇
杷
（
び

わ
）
の
木
蔭
（
こ
か
げ
）
に
蹲
踞
（
し
ゃ
が
）
ん
で
、
あ
ゝ
、
予
（
わ
し
）
の
戀
人
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（
お
て
き
）
が
、
あ
の
娘
共
（
む
す
め
ど
も
）
が
内
密
（
な
い
し
ょ
）
で
笑
（
わ
ら
）

ふ
此
（
こ
の
）
枇
杷
（
び
は
）
の
や
う
な
ら
ば
、何
（
な
ん
）
の
か
の
と
念
（
ね
ん
）

じ
て
居
（
ゐ
）
よ
う
。
お
ゝ
、ロ
ミ
オ
、若
（
も
）
し
足
下
（
お
ぬ
し
）
の
戀
人
（
お

て
き
）
が
、
な
、
そ
れ
、
開
放
（
あ
け
っ
ぱ
な
）
し
の
何
（
な
に
）
と
や
ら
で
、
そ

し
て
足
下
（
お
ぬ
し
）
が
彼
女
（
あ
れ
）
の
細
長
林
檎
（
ほ
そ
な
が
り
ん
ご
）
で
あ

つ
た
な
ら
！
［
＃
「
あ
つ
た
な
ら
！
」
は
マ
マ
］　

ロ
ミ
オ
、
さ
ら
ば
。
野
天
（
の

て
ん
）
の
床
（
と
こ
）
で
は
寒
（
さ
ぶ
）
う
て
寢
（
ね
）
ら
れ
ぬ
、
下
司
床
（
げ
す

ど
こ
）
で
臥
（
ね
）
よ
う
。
さ
、
往
（
ゆ
）
か
う
か
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

で
は
、去
（
い
な
）
う
。
見
附
（
み
つ
）

け
ら
れ
ま
い
と
爲
（
し
）
て
ゐ
る
も
の
を
搜
（
さ
が
）
す
の
は
無
要
（
む
だ
）
ぢ
ゃ
。

二
人
（
ふ
た
り
）
と
も
入
（
は
ひ
）
る
。
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第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）

の
庭
園
（
て
い
ゑ
ん
）。

ロ
ミ
オ
前
（
ま
へ
）
に
出
（
で
）
る
。

ロ
ミ
オ　

人
（
ひ
と
）
の
痛
手
（
い
た
で
）
を
嘲
（
あ
ざ
け
）
り
を
る
、自
身
（
じ
し
ん
）

で
創
（
き
ず
）
を
負
（
お
）
う
た
こ
と
の
無
（
な
）
い
奴
（
や
つ
）
は
。
…
…

此
時
（
こ
の
と
き
）
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
二
階
（
か
い
）
の
窓
（
ま
ど
）
に
現
（
あ
ら
は
）

る
ゝ
。

や
、
待
（
ま
）
て
よ
！　

あ
の
窓
（
ま
ど
）
か
ら
洩
（
も
）
る
ゝ
光
明
（
あ
か
り
）

は
？　

あ
れ
は
、
東
方
（
ひ
が
し
）、
な
れ
ば
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
太
陽
（
た
い
や
う
）
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ぢ
ゃ
！
…
…
あ
ゝ
、
昇
（
の
ぼ
）
れ
、
麗
（
う
る
は
）
し
い
太
陽
（
た
い
や
う
）
よ
、

そ
し
て
嫉
妬
深
（
り
ん
き
ぶ
か
）
い
月
（
つ
き
）
を
殺
（
こ
ろ
）
せ
、彼
奴
（
あ
い
つ
）

は
腰
元
（
こ
し
も
と
）
の
卿
（
そ
も
じ
）
の
方
（
は
う
）
が
美
（
う
つ
く
）
し
い
の

を
恨
（
く
や
）
し
が
っ
て
、あ
の
通
（
と
ほ
）
り
、蒼
（
あ
を
）
ざ
め
て
居
（
ゐ
）
る
。

あ
の
嫉
妬
家
（
や
き
も
ち
や
き
）
に
奉
公
（
ほ
う
こ
う
）
す
る
の
は
よ
し
ゃ
れ
。
彼

奴
（
あ
い
つ
）
の
制
服
（
し
き
せ
）
は
青
白
（
あ
を
じ
ろ
）
い
可
嫌
（
い
や
）
な
色

（
い
ろ
）
ぢ
ゃ
ゆ
ゑ
、
阿
呆
（
あ
は
う
）
の
外
（
ほ
か
）
は
誰
（
た
）
れ
も
着
（
き
）

ぬ
、
脱
（
ぬ
）
い
で
し
ま
や
。
…
…
お
ゝ
、
あ
り
ゃ
姫
（
ひ
め
）
ぢ
ゃ
。
戀
人
（
こ

ひ
び
と
）
ぢ
ゃ
！　

あ
ゝ
、
此
（
こ
の
）
情
（
こ
ゝ
ろ
）
を
知
（
し
）
ら
せ
た
い
な

ア
！
…
…
何
（
な
に
）
や
ら
言
（
い
）
う
て
ゐ
る
。
い
や
、何
（
な
に
）
も
言
（
い
）

う
て
は
ゐ
ぬ
。
言
（
い
）
は
い
で
も
か
ま
は
ぬ
、
あ
の
目
（
め
）
が
物
（
も
の
）
を
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言
（
い
）
ふ
。
あ
の
目
（
め
）
へ
返
答
（
へ
ん
た
ふ
）
を
せ
ふ
。
…
…
あ
ゝ
、こ
り
ゃ

あ
ん
ま
り
厚
顏
（
あ
つ
か
ま
）
し
か
っ
た
。
俺
（
お
れ
）
に
言
（
い
）
う
て
ゐ
る
の

で
は
無
（
な
）
い
。
大
空
中
（
お
ほ
ぞ
ら
ぢ
ゅ
う
）
で
最
（
い
っ
）
ち
美
（
う
つ
く
）

し
い
二
箇
（
ふ
た
つ
）
の
星
（
ほ
し
）
が
、
何
（
な
に
）
か
用
（
よ
う
）
が
あ
っ
て

餘
所
（
よ
そ
）
へ
行
（
ゆ
）
く
と
て
、其
間
（
そ
の
あ
ひ
だ
）
代
（
か
は
）
っ
て
光
（
ひ

か
）
っ
て
く
れ
と
姫
（
ひ
め
）
の
眼
（
め
）
に
頼
（
た
の
）
ん
だ
の
ぢ
ゃ
な
。
若
（
も
）

し
眼
（
め
）
が
星
（
ほ
し
）
の
座
（
ざ
）
に
直
（
な
ほ
）
り
、星
（
ほ
し
）
が
姫
（
ひ
め
）

の
頭
（
つ
む
り
）
に
宿
（
や
ど
）
っ
た
ら
、何
（
な
ん
）
と
あ
ら
う
！　

姫
（
ひ
め
）

の
頬
（
ほ
ゝ
）
の
美
（
う
つ
く
）
し
さ
に
は
星
（
ほ
し
）
も
羞
耻
（
は
に
か
）
ま
う

ぞ
、日
光
（
に
っ
く
わ
う
）
の
前
（
ま
へ
）
の
燈
（
ラ
ン
プ
）
の
や
う
に
。
然
（
し
か
）

る
に
天
（
て
ん
）
へ
上
（
の
ぼ
）
っ
た
姫
（
ひ
め
）
の
眼
（
め
）
は
、
大
空
中
（
お
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ほ
ぞ
ら
ぢ
ゅ
う
）
を
殘
（
の
こ
）
る
隈
（
く
ま
）
も
な
う
照
（
て
）
ら
さ
う
に
よ
っ
て
、

鳥
（
と
り
）
ど
も
が
晝
（
ひ
る
）
か
と
思
（
お
も
）
う
て
、
嘸
（
さ
ぞ
）
啼
立
（
な

き
た
）
つ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
あ
れ
、
頬
（
ほ
ゝ
）
を
掌
（
て
の
ひ
ら
）
へ
も
た
せ

て
ゐ
る
！　

お
ゝ
、あ
の
頬
（
ほ
ゝ
）
に
觸
（
ふ
）
れ
よ
う
た
め
に
、あ
の
手
袋
（
て

ぶ
く
ろ
）
に
な
り
た
い
な
ア
！

ヂ
ュ
リ　

あ
ゝ
／
＼
！

ロ
ミ
オ　

物
（
も
の
）
を
言
（
い
）
う
た
。
お
ゝ
、今
（
い
ま
）
一
度
（
ど
）
物
（
も
の
）

言
（
い
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、天
人
（
て
ん
に
ん
）
ど
の
！　

さ
う
し
て
高
（
た

か
）
い
處
（
と
こ
ろ
）
に
光
（
ひ
か
）
り
輝
（
か
ゞ
や
）
い
て
お
ゐ
や
る
姿
（
す
が

た
）
は
、驚
（
お
ど
ろ
）
き
異
（
あ
や
し
）
ん
で
、後
（
あ
と
）
へ
退
（
さ
が
）
っ
て
、

目
（
め
）
を
白
（
し
ろ
）
う
し
て
見
上
（
み
あ
）
げ
て
ゐ
る
人
間
共
（
に
ん
げ
ん
ど
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も
）
の
頭
上
（
と
う
じ
ゃ
う
）
を
、
翼
（
は
ね
）
の
あ
る
天
（
て
ん
）
の
使
（
つ
か

ひ
）
が
、
徐
（
し
づ
）
か
に
漂
（
た
ゞ
よ
）
ふ
雲
（
く
も
）
に
騎
（
の
）
っ
て
、
虚

空
（
こ
く
う
）
の
中
心
（
た
ゞ
な
か
）
を
渡
（
わ
た
）
っ
て
ゐ
る
や
う
！

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、
ロ
ミ
オ
、
ロ
ミ
オ
！　

何
故
（
な
ぜ
）
卿
（
お
ま
へ
）
は
ロ
ミ
オ

ぢ
ゃ
！　

父
御
（
て
ゝ
ご
）
を
も
、自
身
（
じ
し
ん
）
の
名
（
な
）
を
も
棄
（
す
）
て
ゝ

し
ま
や
。
そ
れ
が
否
（
い
や
）
な
ら
ば
、
せ
め
て
も
予
（
わ
し
）
の
戀
人
（
こ
ひ
ゞ

と
）
ぢ
ゃ
と
誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
す
れ
ば
、予
（
わ
し
）
ゃ

最
早
（
も
う
）
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
で
は
な
い
。

ロ
ミ
オ　
（
傍
を
向
き
て
）も
っ
と
聞（
き
）か
う
か
？　

す
ぐ
物（
も
の
）を
言（
い
）

は
う
か
？

ヂ
ュ
リ　

名
前
（
な
ま
へ
）
だ
け
が
予
（
わ
し
）
の
敵
（
か
た
き
）
ぢ
ゃ
。
モ
ン
タ
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ギ
ュ
ー
で
な
う
て
も
立
派（
り
っ
ぱ
）な
卿（
お
ま
へ
）。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
が
何（
な
ん
）

ぢ
ゃ
！　

手
（
て
）
で
も
、
足
（
あ
し
）
で
も
、
腕
（
か
ひ
な
）
で
も
、
面
（
か
ほ
）

で
も
無
（
な
）
い
、
人
（
ひ
と
）
の
身
（
み
）
に
附
（
つ
）
い
た
物
（
も
の
）
で
は

な
い
。
お
ゝ
、何
（
な
に
）
か
他
（
ほ
か
）
の
名
前
（
な
ま
へ
）
に
し
や
。
名
（
な
）

が
何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
？　

薔
薇
（
ば
ら
）
の
花
（
は
な
）
は
、他
（
ほ
か
）
の
名
（
な
）

で
呼
（
よ
）
ん
で
も
、
同
（
お
な
）
じ
や
う
に
善
（
よ
）
い
香
（
か
）
が
す
る
。
ロ

ミ
オ
と
て
も
其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り
、
ロ
ミ
オ
で
な
う
て
も
、
名
（
な
）
は
棄
（
す
）

て
ゝ
も
、其
（
そ
の
）
持
前
（
も
ち
ま
へ
）
の
い
み
じ
い
、貴
（
た
ふ
と
）
い
徳
（
と
く
）

は
殘
（
の
こ
）
ら
う
。
…
…
ロ
ミ
オ
ど
の
、お
の
が
有
（
も
の
）
で
も
な
い
名
（
な
）

を
棄
（
す
）
て
ゝ
、
其
代
（
そ
の
か
は
）
り
に
、
予
（
わ
し
）
の
身
（
み
）
を
も
、

心
（
こ
ゝ
ろ
）
を
も
取
（
と
）
っ
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
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ロ
ミ
オ　
（
前
へ
進
み
て
）お
ゝ
、取（
と
）り
ま
せ
う
。
言
葉（
こ
と
ば
）を
其
儘（
そ

の
ま
ゝ
）。
一
言
（
ひ
と
こ
と
）、戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
ぢ
ゃ
と
言
（
い
）
う
て
下
（
く

だ
）
さ
れ
、
直
（
す
ぐ
）
に
も
洗
禮
（
せ
ん
れ
い
）
を
受
（
う
）
け
ま
せ
う
。
今
日

（
け
ふ
）
か
ら
は
最
早
（
も
う
）
ロ
ミ
オ
で
無
（
な
）
い
。

ヂ
ュ
リ　

や
、
誰
（
た
）
れ
ぢ
ゃ
、
夜
（
よ
る
）
の
闇
（
や
み
）
に
包
（
つ
ゝ
）
ま

れ
て
、内
密
事
（
な
い
し
ょ
う
ご
と
）
を
聞
（
き
）
き
ゃ
っ
た
其
方
（
そ
な
た
）
は
？

ロ
ミ
オ　

名
（
な
）
は
何
（
な
ん
）
と
言
（
い
）
う
た
も
の
か
予
（
わ
し
）
は
知
（
し
）

ら
ぬ
。
な
う
、
我
（
わ
が
）
聖
者
（
せ
い
じ
ゃ
）
よ
、
わ
が
名
（
な
）
は
君
（
き
み
）

の
敵
（
か
た
き
）
ぢ
ゃ
と
あ
る
ゆ
ゑ
、
自
分
（
じ
ぶ
ん
）
な
が
ら
憎
（
に
く
）
う
て

／
＼
、
紙
（
か
み
）
に
書
（
か
）
い
て
あ
る
も
の
な
ら
、
引
破
（
ひ
き
や
ぶ
）
っ
て

し
ま
ひ
た
い
。
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ヂ
ュ
リ　

お
前
（
ま
へ
）
の
言
葉
（
こ
と
ば
）
は
ま
だ
百
言
（
こ
と
）
と
は
聞
（
き
）

か
な
ん
だ
が
、
其
（
そ
の
）
聲
（
こ
ゑ
）
に
は
記
憶
（
お
ぼ
え
）
が
あ
る
。
ロ
ミ
オ

ど
の
で
は
無
（
な
）
い
か
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
？

ロ
ミ
オ　

孰
（
ど
ち
）
ら
で
も
な
い
、
卿
（
そ
も
じ
）
が
嫌
（
き
ら
）
ひ
ぢ
ゃ
と
言

（
い
）
や
る
な
ら
ば
。

ヂ
ュ
リ　

ま
、ど
う
し
て
此
處
（
こ
ゝ
）
へ
？　

し
て
、ま
ア
何
（
な
ん
）
の
爲
（
た

め
）
に
？　

あ
の
石
垣
（
い
し
が
き
）
は
高
（
た
か
）
い
ゆ
ゑ
容
易
（
た
や
す
）
う

は
攀
（
の
ぼ
）
ら
れ
ぬ
に
、そ
れ
に
お
前
（
ま
へ
）
の
身
分
（
み
ぶ
ん
）
は
、若
（
も
）

し
家
（
う
ち
）
の
者
（
も
の
）
が
見
附
（
み
つ
）
く
れ
ば
、
忽
（
た
ち
ま
）
ち
お
命

（
い
の
ち
）
が
無
（
な
）
か
ら
う
ず
に
。

ロ
ミ
オ　

あ
の
石
垣
（
い
し
が
き
）
は
、
戀
（
こ
ひ
）
の
輕
（
か
る
）
い
翼
（
つ
ば



－ 133 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

さ
）
で
踰
（
こ
）
え
た
。
如
何
（
い
か
）
な
鐵
壁
（
て
っ
ぺ
き
）
も
戀
（
こ
ひ
）
を

遮
（
さ
へ
ぎ
）
る
こ
と
は
出
來
（
で
き
）
ぬ
。
戀
（
こ
ひ
）
は
欲
（
ほ
っ
）
す
れ
ば

如
何
樣
（
ど
の
や
う
）
な
事
（
こ
と
）
を
も
敢
（
あ
へ
）
て
す
る
も
の
。
卿
（
そ
も

じ
）
の
家
（
う
ち
）
の
人
達
（
ひ
と
た
ち
）
と
て
も
予
（
わ
し
）
を
止
（
と
ゞ
）
む

る
力
（
ち
か
ら
）
は
有
（
も
）
た
ぬ
。

ヂ
ュ
リ　

で
も
見
附
（
み
つ
）
く
れ
ば
殺
（
こ
ろ
）
し
ま
せ
う
ぞ
え
。

ロ
ミ
オ　

あ
ゝ
、彼
等
（
か
れ
ら
）
十
人
（
に
ん
）、二
十
人
（
に
ん
）
の
劍
（
け
ん
）

よ
り
も
、
そ
れ
、
そ
の
卿
（
そ
も
じ
）
の
眼
（
ま
な
こ
）
に
こ
そ
人
（
ひ
と
）
を
殺

（
こ
ろ
）
す
力
（
ち
か
ら
）
は
あ
れ
。
唯
（
た
ゞ
）
も
う
可
愛
（
か
は
ゆ
）
い
目
（
め
）

を
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、彼
等
（
か
れ
ら
）
に
憎
（
に
く
）
ま
れ
う
と
何
（
な
ん
）

の
厭
（
い
と
）
は
う
。
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ヂ
ュ
リ　

予
（
わ
し
）
ゃ
何
樣
（
ど
の
や
う
）
な
事
（
こ
と
）
が
あ
っ
て
も
、
お
前

（
ま
へ
）
を
ば
見
附
（
み
つ
）
け
さ
せ
た
う
な
い
。

ロ
ミ
オ　

幸
（
さ
い
は
）
ひ
夜
（
よ
る
）
の
衣
（
こ
ろ
も
）
を
被
（
き
）
て
ゐ
る
、

見
附
（
み
つ
）
け
ら
る
ゝ
筈
（
は
ず
）
は
な
い
。
と
は
い
へ
卿
（
そ
も
じ
）
に
愛
（
あ

い
）
せ
ら
れ
ず
ば
、
立
地
（
た
ち
ど
こ
ろ
）
に
見
附
（
み
つ
）
け
ら
れ
、
憎
（
に
く
）

ま
れ
て
、殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
た
い
、愛
（
あ
い
）
さ
れ
ぬ
苦
（
く
る
し
）
み
を
延
（
の

ば
）
さ
う
よ
り
。

ヂ
ュ
リ　

誰
（
た
）
が
案
内
（
し
る
べ
）
を
し
て
お
い
で
な
さ
れ
た
？

ロ
ミ
オ　

戀
（
こ
ひ
）
が
案
内
（
し
る
べ
）
ぢ
ゃ
。
尋
（
た
づ
）
ね
て
見
（
み
）
い
、

と
眞
先
（
ま
っ
さ
き
）
に
促
進
（
す
ゝ
）
め
た
も
戀
（
こ
ひ
）
な
れ
ば
、
智
慧
（
ち

ゑ
）
を
借
（
か
）
し
た
も
戀
（
こ
ひ
）、目
（
め
）
を
借
（
か
）
し
た
も
戀
（
こ
ひ
）、
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予
（
わ
し
）
は
舵
取
（
か
ぢ
と
り
）
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
此
樣
（
こ
の
や
う
）
な

貨
（
た
か
ら
）
を
得
（
え
）
よ
う
た
め
な
ら
、千
里
（
り
）
萬
里
（
り
）
の
荒
海
（
あ

ら
う
み
）
の
、
其
先
（
そ
の
さ
き
）
の
濱
（
は
ま
）
へ
で
も
冐
險
（
ば
う
け
ん
）
し

よ
う
。

ヂ
ュ
リ　

夜
（
よ
る
）
と
い
ふ
假
面
（
め
ん
）
を
附
（
つ
）
け
て
ゐ
れ
ば
こ
そ
、
で

な
く
ば
恥
（
は
づ
）
か
し
さ
に
此
（
こ
の
）
頬
（
ほ
ゝ
）
が
眞
赤
（
ま
っ
か
）
に
な

ら
う
、
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
言
（
い
）
う
た
こ
と
を
つ
い
お
前
（
ま
へ
）
に
聽
（
き
）

か
れ
た
ゆ
ゑ
。
予
（
わ
し
）
と
て
も
、
體
裁
（
て
い
さ
い
）
つ
く
り
、
そ
な
こ
と
を

言
（
い
）
ひ
は
せ
ぬ
、と
言
（
い
）
ひ
た
い
は
山
々
（
や
ま
／
＼
）
な
れ
ど
、式
（
し

き
）
や
作
法
（
さ
は
ふ
）
は
、も
う
お
さ
ら
ば
！　

も
し
、予
（
わ
し
）
を
可
愛
（
い

と
）
し
う
思
（
お
も
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
る
か
？
「
唯
（
う
ん
）」
と
被
言
（
お
ッ
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し
ゃ
）
る
で
あ
ら
う
が
な
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ま
た
實
（
ま
こ
と
）
と
思
（
お
も
）

は
う
。
で
も
誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
な
ど
な
さ
れ
る
と
（
却
（
か
へ
）
っ
て
）
心
元
（
こ
ゝ

ろ
も
と
）
な
い
、
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
が
誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
を
破
（
や
ぶ
）
る
の

は
ヂ
ョ
ー
ヴ
神
（
じ
ん
）
も
只
（
た
ゞ
）
笑
（
わ
ら
）
う
て
お
濟
（
す
）
ま
し
な
さ

る
と
い
ふ
ゆ
ゑ
。
お
ゝ
、
ロ
ミ
オ
ど
の
、
可
愛
（
い
と
）
し
う
思
（
お
も
）
う
て
下

（
く
だ
）
さ
る
が
實
（
ま
こ
と
）
な
ら
、
其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り
誠
實
（
せ
い
じ
つ
）

に
言
（
い
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
そ
れ
と
も
、餘
（
あ
）
ま
り
手
輕
（
て
が
る
）

う
手
（
て
）
に
入
（
い
）
っ
た
と
お
思
（
お
も
）
ひ
な
さ
る
や
う
な
ら
ば
、故
（
わ
ざ
）

と
怖
（
こ
は
）
い
貌
（
か
ほ
）
を
し
て
、憎
（
に
く
）
さ
う
に
否
（
い
や
）
と
言
（
い
）

は
う
、た
と
ひ
お
言
寄
（
い
ひ
よ
）
り
な
さ
れ
て
も
。
さ
も
な
く
ば
、世
界
（
せ
か
い
）

か
け
て
否
（
い
や
）
と
は
言
（
い
）
は
ぬ
。
あ
ゝ
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
ど
の
、
こ
の
や
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う
に
愚
（
お
ろ
）
か
ら
し
う
言
（
い
）
う
た
な
ら
、
わ
し
を
蓮
葉
（
は
す
は
）
な
と

も
お
思
（
お
も
）
ひ
な
さ
ら
う
が
、巧
妙
（
じ
ゃ
う
ず
）
に
餘
所
々
々
（
よ
そ
／
＼
）

し
う
作
（
つ
く
）
り
す
ま
す
人
達
（
ひ
と
た
ち
）
よ
り
、も
そ
ッ
と
眞
實
（
し
ん
じ
つ
）

な
女
子
（
を
な
ご
）
に
な
っ
て
見
（
み
）
せ
う
。
い
ゝ
え
、
わ
し
と
て
も
、
若
（
も
）

し
戀
（
こ
ひ
）
の
祕
密
（
な
い
し
ょ
う
）
を
聽
（
き
）
か
れ
な
ん
だ
ら
、
も
ッ
と
餘

所
々
々
（
よ
そ
／
＼
）
し
う
し
た
で
あ
ら
う
。
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、
お
恕
（
ゆ
る
）
し

な
さ
れ
、
斯
（
か
）
う
速
（
は
や
）
う
靡
（
な
び
）
い
た
を
ば
浮
氣
（
う
は
き
）
ゆ

ゑ
と
思
（
お
も
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
る
な
、
夜
（
よ
る
）
の
暗
（
や
み
）
に
油
斷

（
ゆ
だ
ん
）
し
て
、
つ
い
下
心
（
し
た
ご
ゝ
ろ
）
を
知
（
し
）
ら
れ
た
ゝ
め
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

姫
（
ひ
め
）
よ
、
あ
の
實
（
み
）
を
結
（
む
す
）
ぶ
樹
々
（
き
ゞ
）
の
梢

（
こ
ず
ゑ
）
の
尖
々
（
さ
き
／″
＼
）
を
ば
白
銀
色
（
し
ろ
が
ね
い
ろ
）
に
彩
（
い
ろ
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ど
）
っ
て
ゐ
る
あ
の
月
（
つ
き
）
を
誓
語
（
ち
か
ひ
）
に
懸
（
か
）
け
…
…

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、※(

「
廴
＋
囘
」、第4

水
準2-12-11)

（
ま
は
）
る
夜
毎
（
よ
ご
と
）

に
位
置
（
ゐ
ち
）
の
變
（
か
は
）
る
不
貞
節
（
ふ
て
い
せ
つ
）
な
月
（
つ
き
）
な
ん

ぞ
を
誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
に
お
懸
（
か
）
け
な
さ
る
な
。
お
前
（
ま
へ
）
の
心
（
こ
ゝ

ろ
）
が
月
（
つ
き
）
の
や
う
に
變
（
か
は
）
る
と
わ
る
い
。

ロ
ミ
オ　

で
は
、
何
（
な
に
）
を
誓
語
（
ち
か
ひ
）
に
懸
（
か
）
け
よ
う
？

ヂ
ュ
リ　

誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
に
は
及
（
お
よ
）
び
ま
せ
ぬ
。
若
（
も
）
し
又
（
ま

た
）、誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
な
さ
る
な
ら
、わ
た
し
が
神
樣
（
か
み
さ
ま
）
と
も
思
（
お

も
）
ふ
お
前
（
ま
へ
）
の
身
（
み
）
を
お
懸
（
か
）
け
な
さ
れ
、す
れ
ば
お
言
葉
（
こ

と
ば
）
を
信
（
し
ん
）
じ
ま
せ
う
。

ロ
ミ
オ　

予
（
わ
し
）
の
眞
心
（
こ
ゝ
ろ
）
が
眞
實
（
し
ん
じ
つ
）
戀
（
こ
）
ひ
慕
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（
し
た
）
ふ
…
…

ヂ
ュ
リ　

あ
ゝ
、
も
し
、
誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
は
、
お
よ
し
な
さ
れ
。
嬉
（
う
れ
）

し
い
と
は
思
（
お
も
）
へ
ど
も
、
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
す
ぐ
に
約
束
（
や
く
そ
く
）
す

る
の
は
、粗
忽
（
そ
こ
つ
）
ら
し
う
て
、無
分
別
（
む
ぶ
ん
べ
つ
）
で
、早
急
（
さ
っ

き
ふ
）
で
、あ
ッ
と
い
ふ
間
（
ま
）
に
消
（
き
）
え
る
稻
妻
（
い
な
づ
ま
）
の
や
う
で
、

嬉
（
う
れ
）
し
う
な
い
。
戀
（
こ
ひ
）
し
い
お
人
（
ひ
と
）、さ
よ
な
ら
！　

此
（
こ

の
）
戀
（
こ
ひ
）
の
莟
（
つ
ぼ
み
）
は
、皐
月
（
さ
つ
き
）
の
風
（
か
ぜ
）
に
育
（
そ

だ
）
て
ら
れ
て
、又
（
ま
た
）
逢
（
あ
）
ふ
ま
で
に
は
美
（
う
つ
く
）
し
う
咲
（
さ
）

く
で
あ
ら
う
。
さ
よ
な
ら
／
＼
！　

お
前
（
ま
へ
）
の
胸
（
む
ね
）
に
も
予
（
わ
し
）

の
胸
（
む
ね
）
に
も
、
な
つ
か
し
い
安
息
（
あ
ん
そ
く
）
の
宿
（
や
ど
）
り
ま
す
や

う
！
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ロ
ミ
オ　

す
り
ゃ
、
こ
れ
ぎ
り
で
別
（
わ
か
）
れ
よ
う
と
い
ふ
の
か
？

ヂ
ュ
リ　

で
は
、
ど
う
せ
い
と
被
言
（
お
ッ
し
ゃ
）
る
の
ぢ
ゃ
？

ロ
ミ
オ　

予
（
わ
し
）
の
誓
言
（
ち
か
ひ
）
と
取
換
（
と
り
か
へ
）
に
、
卿
（
そ
な

た
）
の
眞
實
（
し
ん
じ
つ
）
の
誓
言
（
ち
か
ひ
）
が
聽
（
き
）
き
た
い
。

ヂ
ュ
リ　

わ
し
の
誓
言
（
ち
か
ひ
）
は
、
さ
う
言
（
い
）
は
れ
ぬ
前
（
さ
き
）
に
、

献
（
あ
）
げ
て
し
ま
う
た
。
も
う
一
度
（
ど
）
献
（
あ
）
げ
ら
る
ゝ
や
う
で
あ
っ
て

欲
（
ほ
）
し
い
。

ロ
ミ
オ　

で
は
、取
戻
（
と
り
も
ど
）
し
た
い
か
？　

何
（
な
ん
）
の
爲
（
た
め
）
に
？

ヂ
ュ
リ　

有
（
あ
）
る
限
（
か
ぎ
）
り
を
改
（
あ
ら
た
）
め
て
獻
（
あ
）
げ
う
た
め

に
。
と
は
い
へ
、
そ
れ
も
、
畢
竟
（
ひ
っ
き
ゃ
う
）
は
、
戀
（
こ
ひ
）
し
い
か
ら
の

こ
と
、
献
（
あ
）
げ
た
い
と
思
（
お
も
）
ふ
心
（
こ
ゝ
ろ
）
も
海
（
う
み
）、
戀
（
こ
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ひ
）
し
い
と
思
（
お
も
）
ふ
心
（
こ
ゝ
ろ
）
も
海
（
う
み
）
の
、其
（
そ
の
）
底
（
そ

こ
）
は
測
（
は
か
）
り
知
（
し
）
ら
れ
ぬ
。
献
（
あ
）
ぐ
れ
ば
献
（
あ
）
ぐ
る
程
（
ほ

ど
）、尚
（
な
ほ
）
戀
（
こ
ひ
）
し
さ
の
増
（
ま
）
す
ば
か
り
で
、ど
ち
ら
に
も
限
（
か

ぎ
り
）
は
無
（
な
）
い
。

此
時
（
こ
の
と
き
）、奧
（
お
く
）
に
て
乳
母
（
う
ば
）
の
聲
（
こ
ゑ
）
に
て
呼
（
よ
）

ぶ
。

奧
（
お
く
）
で
何
（
な
に
）
や
ら
、か
し
ま
し
い
聲
（
こ
ゑ
）
が
す
る
。
戀
（
こ
ひ
）

し
い
お
方
（
か
た
）、
さ
よ
な
ら
…
…
あ
い
あ
い
、
乳
母
（
う
ば
）、
今
（
い
ま
）
す

ぐ
に
！
…
…
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
ど
の
、
必
（
か
な
ら
）
ず
渝
（
か
は
）
ら
ず
。
ち
ょ
と

待
（
ま
）
っ
て
ゝ
下
（
く
だ
）
さ
れ
、す
ぐ
又
（
ま
た
）
戻
（
も
ど
）
っ
て
來
（
こ
）

う
。
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ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
入
（
は
ひ
）
る
。

ロ
ミ
オ　

お
ゝ
、
有
難
（
あ
り
が
た
）
い
、
か
た
じ
け
な
い
、
何
（
な
ん
）
と
い
ふ

嬉
（
う
れ
）
し
い
夜
（
よ
る
）
！　

が
、夜
（
よ
る
）
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、も
し
や
夢
（
ゆ

め
）
で
は
な
い
か
知
（
し
）
ら
ぬ
。
現
（
う
つ
ゝ
）
に
し
て
は
、
餘
（
あ
ん
ま
）
り

嬉
（
う
れ
）
し
過
（
す
）
ぎ
て
※(

「
言
＋
墟
の
つ
く
り
」、第4

水
準2-88-74)

（
う

そ
）
ら
し
い
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
再
（
ふ
た
ゝ
）
び
階
上
（
か
い
じ
ゃ
う
）
に
現
（
あ
ら
）
は
る
ゝ
。

ヂ
ュ
リ　

ロ
ミ
オ
ど
の
、
も
う
三
言
（
み
こ
と
）
だ
け
、
そ
れ
で
今
宵
（
こ
よ
ひ
）

は
別
（
わ
か
）
れ
ま
せ
う
。
こ
れ
、
お
前
（
ま
へ
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
に
虚
僞
（
い

つ
は
り
）
が
な
く
、ま
こ
と
夫
婦
（
め
を
と
）
に
な
ら
う
氣
（
き
）
な
ら
、明
日
（
あ

す
）
才
覺
（
さ
い
か
く
）
し
て
使
者
（
つ
か
ひ
）
を
ば
上
（
あ
）
げ
ま
せ
う
ほ
ど
に
、



何
日
（
い
つ
）、何
處
（
ど
こ
）
で
式
（
し
き
）
を
擧
（
あ
）
ぐ
る
と
い
ふ
返
辭
（
へ

ん
じ
）
を
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、す
れ
ば
、一
生
（
し
ゃ
う
）
の
運
命
（
う
ん
め
い
）

を
ば
お
前
（
ま
へ
）
の
足
下
（
あ
し
も
と
）
に
抛
出
（
な
げ
だ
）
し
て
、
世
界
（
せ

か
い
）
の
如
何
（
ど
ん
）
な
端
（
は
て
）
ま
で
も
、
わ
し
の
殿
御
（
と
の
ご
）
と
し

て
隨
（
つ
）
い
て
ゆ
き
ま
せ
う
。

乳
母　
　
（
奧
に
て
）
姫
（
ひ
い
）
さ
ま
！

ヂ
ュ
リ　

あ
い
、今
（
い
ま
）
す
ぐ
に
。
…
…
し
た
が
、萬
（
ま
ん
）
一
に
も
正
（
た
ゞ
）

し
う
な
い
お
心
（
こ
ゝ
ろ
）
を
有
（
も
）
っ
て
ご
ざ
ら
ば
、
ど
う
ぞ
…
…

乳
母　
　
（
奧
に
て
）
姫
（
ひ
い
）
さ
ま
！

ヂ
ュ
リ　

今
（
い
ま
）
す
ぐ
に
行
（
ゆ
）
く
わ
い
の
。
…
…
縁
談
（
え
ん
だ
ん
）
を

斷
然
（
ふ
っ
ゝ
り
）
止
（
や
）
め
、予
（
わ
し
）
を
ば
勝
手
（
か
っ
て
）
に
泣
（
な
）
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か
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
明
日
（
あ
す
）
使
（
つ
か
）
ひ
を
送
（
あ
）
げ
ま
せ
う
ぞ
。

ロ
ミ
オ　

後
（
の
ち
）
の
生
（
よ
）
を
も
誓
言
（
ち
か
ひ
）
に
か
け
て
…
…

ヂ
ュ
リ　

千
（
せ
ん
）
た
び
も
萬
（
ま
ん
）
た
び
も
御
機
嫌
（
ご
き
げ
ん
）
よ
う
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
入
（
は
ひ
）
る
。

ロ
ミ
オ　

千
（
せ
ん
）
た
び
も
萬
（
ま
ん
）
た
び
も
俺
（
お
れ
）
は
機
嫌
（
き
げ
ん
）

が
わ
る
う
な
っ
た
わ
、
卿
（
そ
も
じ
）
と
い
ふ
光
明
（
ひ
か
り
）
が
消
（
き
）
え
た

に
よ
っ
て
。
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
に
逢
（
あ
）
ふ
嬉
（
う
れ
）
し
さ
は
、寺
子
共
（
て

ら
こ
ど
も
）
が
書
物
（
し
ょ
も
つ
）
に
離
（
は
な
）
る
ゝ
心
持
（
こ
ゝ
ろ
も
ち
）
と

同
（
お
な
）
じ
ぢ
ゃ
が
、
別
（
わ
か
）
る
ゝ
時
（
と
き
）
の
切
（
せ
つ
）
な
さ
は
、

澁
面
（
じ
ふ
め
ん
）
つ
く
る
寺
屋
通
（
て
ら
や
が
よ
）
ひ
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ
そ
ろ
／
＼
と
退
（
さ
が
）
る
。
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ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
又
（
ま
た
）
階
上
（
か
い
ぢ
ゃ
う
）
に
現
（
あ
ら
は
）
れ
て
、窃
（
そ
っ
）

と
口
笛
（
く
ち
ぶ
え
）
を
鳴
（
な
）
ら
す
。

ヂ
ュ
リ　

hist

（
ヒ
ス
ト
）
！　

ロ
ー
ミ
オ
ー
！　

hist

（
ヒ
ス
ト
）
！
…
…
お
ゝ
、

こ
ち
の
雄
鷹（
を
た
か
）を
ば
呼
返（
よ
び
か
へ
）す
鷹
匠（
た
か
じ
ゃ
う
）の
聲（
こ
ゑ
）

が
欲
（
ほ
）
し
い
な
ア
、
囚
人
（
と
ら
は
れ
）
の
身
（
み
）
ゆ
ゑ
聲
（
こ
ゑ
）
が
嗄

（
し
ゃ
が
）
れ
て
、
高
々
（
た
か
／″
＼
）
と
は
能
（
よ
）
う
呼
（
よ
）
ば
ぬ
。
さ
も

な
か
っ
た
な
ら
、
木
魂
姫
（
こ
だ
ま
ひ
め
）
が
臥
（
ね
）
て
ゐ
る
其
（
そ
の
）
洞
穴

（
ほ
ら
あ
な
）
が
裂
（
さ
）
く
る
程
（
ほ
ど
）
に
、ま
た
、あ
の
姫
（
ひ
め
）
の
空
（
う

つ
ろ
）
な
聲
（
こ
ゑ
）
が
予
（
わ
し
）
の
聲
（
こ
ゑ
）
よ
り
も
嗄
（
し
ゃ
が
）
る
ゝ

程
（
ほ
ど
）
に
、
ロ
ミ
オ
／
＼
と
呼
（
よ
）
ば
う
も
の
を
。

ロ
ミ
オ　

や
、俺
（
お
れ
）
の
名
（
な
）
を
呼
（
よ
）
ぶ
は
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
ぢ
ゃ
。
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あ
ゝ
、
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
の
夜
（
よ
る
）
の
聲
音
（
こ
わ
ね
）
は
、
白
銀
（
し
ろ

が
ね
）
の
鈴
（
す
ゞ
）
の
や
う
に
や
さ
し
う
て
、
聞
（
き
）
け
ば
聞
（
き
）
く
ほ
ど

な
つ
か
し
い
！

ヂ
ュ
リ　

ロ
ー
ミ
オ
ー
！

ロ
ミ
オ　

戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
か
？

ヂ
ュ
リ　

明
日
（
あ
す
）、
何
時
頃
（
な
ん
じ
ご
ろ
）
に
使
（
つ
か
）
ひ
を
送
（
あ
）

げ
う
ぞ
？

ロ
ミ
オ　

九
時
（
じ
）
に
。

ヂ
ュ
リ　

あ
い
、
ち
が
へ
は
せ
ぬ
。
あ
ゝ
、
そ
の
時
（
と
き
）
ま
で
が
二
十
年
（
ね

ん
）
！　

あ
れ
、
忘
（
わ
す
）
れ
た
、
何
（
な
ん
）
で
お
前
（
ま
へ
）
を
呼
返
（
よ

び
か
へ
）
し
た
の
や
ら
？
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ロ
ミ
オ　

思
（
お
も
）
ひ
出
（
だ
）
し
な
さ
る
ま
で
、斯
（
か
）
う
し
て
此
處
（
こ
ゝ
）

に
立
（
た
）
っ
て
ゐ
よ
う
。

ヂ
ュ
リ　

さ
う
し
て
ゐ
て
欲
（
ほ
）
し
い
か
ら
、わ
た
し
ゃ
尚
（
な
ほ
）
と
忘
（
わ
す
）

れ
ま
せ
う
。
一
し
ょ
に
ゐ
た
い
、と
い
ふ
事
（
こ
と
）
ば
か
り
は
忘
（
わ
す
）
れ
ず
に
。

ロ
ミ
オ　

予
（
わ
し
）
は
又
（
ま
た
）
い
つ
ま
で
も
斯
（
か
）
う
し
て
此
處
（
こ
ゝ
）

に
立
（
た
）
っ
て
ゐ
よ
う
、
卿
（
そ
も
じ
）
に
も
忘
（
わ
す
）
れ
さ
せ
、
自
分
（
じ

ぶ
ん
）
も
此
家
（
こ
ゝ
）
の
事
（
こ
と
）
の
外
（
ほ
か
）
は
皆
（
み
ん
な
）
忘
（
わ

す
）
れ
て
。

ヂ
ュ
リ　

も
う
夜
（
よ
）
が
明
（
あ
）
く
る
。
往
（
い
）
ん
で
欲
（
ほ
）
し
い
と
は

思
（
お
も
）
へ
ど
も
、
小
鳥
（
こ
と
り
）
の
脚
（
あ
し
）
に
、
氣
儘
少
女
（
き
ま
ゝ

む
す
め
）
が
、囚
人
（
め
し
う
ど
）
の
鎖
（
く
さ
り
）
の
や
う
に
絲
（
い
と
）
を
附
（
つ
）
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け
て
、
ち
ょ
と
放
（
は
な
）
し
て
は
引
戻
（
ひ
き
も
ど
）
し
、
又
（
ま
た
）
飛
（
と
）

ば
し
て
は
引
戻
（
ひ
き
も
ど
）
す
が
や
う
に
、
お
前
（
ま
へ
）
を
往
（
い
）
な
し
た

う
も
あ
る
が
、
惜
（
を
）
し
う
も
あ
る
。

ロ
ミ
オ　

卿
（
そ
も
じ
）
の
小
鳥
（
こ
と
り
）
に
な
り
た
い
な
ア
！

ヂ
ュ
リ　

お
前
（
ま
へ
）
を
小
鳥
（
こ
と
り
）
に
し
た
い
な
ア
！　

し
た
が
、餘
（
あ

ん
ま
）
り
可
愛
（
か
は
ゆ
）
が
っ
て
、
つ
い
殺
（
こ
ろ
）
し
て
は
な
ら
ぬ
ゆ
ゑ
、
も

う
こ
れ
で
、
さ
よ
な
ら
！　

さ
よ
な
ら
！　

あ
ゝ
、
別
（
わ
か
）
れ
と
い
ふ
も
の
は

悲
（
か
な
）
し
懷
（
な
つ
か
）
し
い
も
の
ぢ
ゃ
。
夜
（
よ
）
が
明
（
あ
）
く
る
ま
で
、

斯
（
か
）
う
し
て
さ
よ
な
ら
を
言
（
い
）
う
て
ゐ
た
い
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
入
（
は
ひ
）
る
。

ロ
ミ
オ　

卿
（
そ
も
じ
）
の
目
（
め
）
に
は
安
眠
（
あ
ん
み
ん
）
が
、卿
（
そ
も
じ
）
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の
胸
（
む
ね
）
に
は
安
心
（
あ
ん
し
ん
）
の
宿
（
や
ど
）
る
や
う
！　

あ
ゝ
、其
（
そ

の
）
安
眠
（
あ
ん
み
ん
）
と
も
安
心
（
あ
ん
し
ん
）
と
も
な
っ
て
、
君
（
き
み
）
の

美
（
う
つ
く
）
し
い
胸
（
む
ね
）
や
目
（
め
）
に
宿
（
や
ど
）
り
た
い
な
ア
！
…
…

こ
れ
か
ら
上
人
（
し
ゃ
う
に
ん
）
の
庵
（
い
ほ
り
）
へ
往
（
い
）
て
、今
宵
（
こ
よ
ひ
）

の
仕
合
（
し
あ
は
）
せ
を
話
（
は
な
）
し
た
上
（
う
へ
）、何
（
な
に
）
か
と
助
力
（
ぢ
ょ

り
ょ
く
）
を
求
（
も
と
）
め
よ
う
。

ロ
ミ
オ
入
（
は
ひ
）
る
。

第
（
だ
い
）
三
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
托
鉢
僧
（
た
く
は
つ
そ
う
）

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。
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ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
提
籃
（
さ
げ
か
ご
）
を
携
（
た
づ
さ
）
へ
て
出
（
で
）
る
。

ロ
レ　
　

灰
色
目
（
は
ひ
い
ろ
め
）
の
旦
（
あ
し
た
）
が
顰
縮
面
（
し
か
め
つ
ら
）

の
夜
（
よ
る
）
に
對
（
む
か
）
う
て
笑
（
ゑ
）
め
ば
、光
明
（
ひ
か
り
）
の
縞
（
し
ま
）

が
東
方
（
と
う
ば
う
）
の
雲
（
く
も
）
を
彩
（
い
ろ
ど
）
り
、
剥
（
は
）
げ
か
ゝ
る

暗
（
や
み
）
は
、日
（
ひ
）
の
神
（
か
み
）
の
火
（
ひ
）
の
輪
（
わ
）
の
前
（
ま
へ
）

に
、
さ
な
が
ら
醉
人
（
ゑ
ひ
ど
れ
）
の
や
う
に
蹣
跚
（
よ
ろ
め
）
く
。
ど
り
ゃ
、
太

陽
（
ひ
）
が
其
（
そ
の
）
燃
（
も
）
ゆ
る
や
う
な
眼
（
ま
な
こ
）
を
擧
（
あ
）
げ
て

今
日
（
け
ふ
）
の
晝
（
ひ
る
）
を
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
、昨
夜
（
さ
く
や
）
の
濕
氣
（
し
っ

き
）
を
乾
（
か
わ
か
）
す
前
（
ま
へ
）
に
、毒
（
ど
く
）
あ
る
草
（
く
さ
）
や
貴
（
た

ふ
と
）
い
液
（
し
る
）
を
出
（
だ
）
す
花
（
は
な
）
ど
も
を
摘
（
つ
）
ん
で
、吾
等
（
わ

れ
ら
）
の
此
（
こ
の
）
籃
（
か
ご
）
を
一
杯
（
ぱ
い
）
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
萬
有
（
ば
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ん
い
う
）
の
母
（
は
ゝ
）
た
る
大
地
（
だ
い
ぢ
）
は
其
（
そ
の
）
墓
所
（
は
か
ど
こ

ろ
）
で
も
あ
り
、
又
（
ま
た
）
其
（
そ
の
）
埋
葬
地
（
ま
い
さ
う
ち
）
た
る
も
の
が

其
（
そ
の
）
子
宮
（
こ
ぶ
く
ろ
）
で
も
あ
る
、さ
て
其
（
そ
の
）
子
宮
（
こ
ぶ
く
ろ
）

よ
り
千
差
（
さ
）
萬
別
（
べ
つ
）
の
兒
供
（
こ
ど
も
）
が
生
（
う
ま
）
れ
、其
（
そ
の
）

胸
（
む
ね
）
を
ま
さ
ぐ
り
て
乳
（
ち
）
を
吸
（
す
）
ふ
や
う
に
、更
（
さ
ら
）
に
何
（
な

に
）
か
一
種
宛
（
ひ
と
く
さ
づ
ゝ
）
靈
妙
（
い
み
）
じ
い
殊
（
こ
と
）
な
る
效
能
（
か

う
の
う
）
の
あ
る
千
種
（
し
ゅ
）
萬
種
（
し
ゅ
）
を
吸
出
（
す
ひ
い
）
だ
す
。
あ
ゝ
、

夥
（
お
び
た
ゞ
）
し
い
は
草
（
く
さ
）
や
木
（
き
）
や
金
石
（
き
ん
せ
き
）
ど
も
の

其
（
そ
の
）
本
質
（
ほ
ん
し
つ
）
に
籠
（
こ
も
）
れ
る
奇
特
（
き
ど
く
）
ぢ
ゃ
。
地

上
（
ち
じ
ゃ
う
）
に
存
（
そ
ん
）
す
る
物
（
も
の
）
た
る
限
（
か
ぎ
）
り
、如
何
（
い

か
）
な
惡
（
あ
）
し
い
品
（
し
な
）
も
何
等
（
な
に
ら
）
か
の
益
（
え
き
）
を
供
（
き
ょ
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う
）
せ
ざ
る
は
無
（
な
）
く
、
又
（
ま
た
）
如
何
（
い
か
）
な
善
（
よ
）
い
も
の
も

用
法
（
よ
う
は
ふ
）
正
（
た
ゞ
）
し
か
ら
ざ
れ
ば
其
（
そ
の
）
性
（
せ
い
）
に
悖
（
も

と
）
り
、圖
（
は
か
）
ら
ざ
る
弊
（
へ
い
）
を
生
（
し
ゃ
う
）
ず
る
習
（
な
ら
）
ひ
。

美
徳
（
び
と
く
）
も
法
（
は
ふ
）
を
誤
（
あ
や
ま
）
れ
ば
惡
徳
（
あ
く
と
く
）
と
化

（
く
わ
）
し
、惡
徳
（
あ
く
と
く
）
も
用
處
（
よ
う
し
ょ
）
を
得
（
え
）
て
威
嚴
（
ゐ

げ
ん
）
を
生
（
し
ゃ
う
）
ず
。
此
（
こ
の
）
孱
弱
（
か
よ
わ
）
い
、幼
稚
（
い
と
け
な
）

い
蕚
（
は
な
ぶ
さ
）
の
裡
（
う
ち
）
に
毒
（
ど
く
）
も
宿
（
よ
ど
）
れ
ば
藥
力
（
や

く
り
き
）
も
あ
る
、嗅
（
か
）
い
で
は
身
體
中
（
か
ら
だ
ぢ
ゅ
う
）
を
慰
（
な
ぐ
さ
）

む
れ
ど
も
、嘗
（
な
）
む
る
と
き
は
心
臟
（
し
ん
ざ
う
）
と
共
（
と
も
）
に
五
官
（
く

わ
ん
）
を
殺
（
こ
ろ
）
す
。
か
ゝ
る
敵
（
か
た
き
）
が
、植
物
界
（
し
ょ
く
ぶ
つ
か
い
）

に
も
、
人
間
界
（
に
ん
げ
ん
か
い
）
に
も
、
常
（
つ
ね
）
に
陣
（
ぢ
ん
）
ど
っ
て
相
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鬪
（
あ
ひ
た
ゝ
か
）
ふ
…
…
仁
心
（
じ
ん
し
ん
）
と
害
心
（
が
い
し
ん
）
と
が
…
…

而
（
し
か
う
）
し
て
惡
（
あ
）
し
い
方
（
か
た
）
が
勝
（
か
）
つ
と
き
は
、
忽
（
た

ち
ま
）
ち
毒
蟲
（
ど
く
む
し
）
に
取
附
（
と
り
つ
）
か
れ
て
、其
（
そ
の
）
植
物
（
し
ょ

く
ぶ
つ
）
は
枯
果
（
か
れ
は
）
つ
る
。

ロ
ミ
オ
出
（
で
）
る
。

ロ
ミ
オ　

お
早
（
は
や
）
う
ご
ざ
り
ま
す
。

ロ
レ　
　

冥
加
（
み
ゃ
う
が
）
あ
ら
せ
た
ま
へ
！　

誰
（
た
）
れ
ぢ
ゃ
、此
（
こ
の
）

早
朝
（
さ
う
て
う
）
に
、な
つ
か
し
い
其
（
そ
の
）
聲
音
（
こ
わ
ね
）
は
？　

ほ
う
、

若
（
わ
か
）
い
癖
（
く
せ
）
に
早
起
（
は
や
お
き
）
は
、心
（
こ
ゝ
ろ
）
に
煩
悶
（
わ

づ
ら
ひ
）
の
あ
る
證
據
（
し
ょ
う
こ
）
ぢ
ゃ
。
老
（
お
い
）
の
目
（
め
）
は
苦
勞
（
く

ら
う
）
に
覺
（
さ
）
め
勝
（
が
）
ち
、
苦
勞
（
く
ら
う
）
の
宿
（
や
ど
）
る
處
（
と
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こ
ろ
）
に
は
兎
角
（
と
か
く
）
睡
眠
（
す
ゐ
み
ん
）
の
宿
（
や
ど
）
ら
ぬ
も
の
ぢ
ゃ
が
、

心
（
こ
ゝ
ろ
）
に
創
（
き
ず
）
が
無
（
な
）
く
腦
（
な
う
）
に
蟠
（
わ
だ
か
ま
）
り

の
な
い
若
（
わ
か
）
い
者
（
も
の
）
は
、
手
足
（
て
あ
し
）
を
横
（
よ
こ
）
に
す
る

や
否
（
い
な
）
や
、
好
（
よ
）
い
心
持
（
こ
ゝ
ろ
も
ち
）
に
眠
（
ね
む
）
ら
る
ゝ
筈

（
は
ず
）
ぢ
ゃ
に
、か
う
早
（
は
や
）
う
起
（
お
）
き
さ
し
ゃ
っ
た
は
、こ
り
ゃ
何
（
な

に
）
か
煩
悶
（
わ
づ
ら
ひ
）
が
無
（
な
）
う
て
は
な
ら
ぬ
。
さ
う
で
な
く
ば
、
こ
ち

の
ロ
ミ
オ
は
、昨
夜
（
ゆ
う
べ
）
は
床
（
と
こ
）
に
就
（
つ
）
か
な
ん
だ
の
ぢ
ゃ
な
。

ロ
ミ
オ　

其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り
で
ご
ざ
る
、
眠
（
ね
）
な
ん
だ
故
（
ゆ
ゑ
）
に
こ

そ
嬉
（
う
れ
）
し
い
安
心
（
あ
ん
し
ん
）。

ロ
レ　
　

神
（
か
み
）
よ
、
罪
（
つ
み
）
を
赦
（
ゆ
る
）
さ
せ
ら
れ
い
！　

さ
て
は

ロ
ー
ザ
ラ
イ
ン
と
一
し
ょ
ぢ
ゃ
な
！
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ロ
ミ
オ　

ロ
ー
ザ
ラ
イ
ン
と
一
し
ょ
ぢ
ゃ
と
被
言
（
お
ッ
し
ゃ
）
る
か
？　

其
（
そ

の
）
名
前
（
な
ま
へ
）
も
、
其
（
そ
の
）
名
前
（
な
ま
へ
）
に
伴
（
と
も
な
）
ふ
悲

痛
（
か
な
し
み
）
も
、
予
（
わ
し
）
ゃ
最
早
（
も
う
）
み
ん
な
忘
（
わ
す
）
れ
て
し

ま
う
た
。

ロ
レ　
　

そ
れ
で
こ
そ
好
（
よ
）
い
子
（
こ
）
ぢ
ゃ
。
す
れ
ば
、
何
處
（
ど
こ
）
に

お
ゐ
や
っ
た
の
ぢ
ゃ
？

ロ
ミ
オ　

二
度
（
ど
）
と
問
（
と
）
は
れ
い
で
も
話
（
は
な
）
し
ま
せ
う
。
仇
敵
（
か

た
き
）
の
家
（
い
へ
）
で
酒
宴
（
し
ゅ
え
ん
）
の
最
中
（
さ
い
ち
ゅ
う
）、だ
ま
し
撃
（
う

ち
）
に
予
（
わ
し
）
に
創
（
き
ず
）
を
負
（
お
）
は
し
た
者
（
も
の
）
が
あ
っ
た
を
、

此
方
（
こ
ち
）
か
ら
も
手
（
て
）
を
負
（
お
）
は
し
た
。
二
人
（
ふ
た
り
）
の
受
（
う
）

け
た
創
（
き
ず
）
は
貴
僧
（
こ
な
た
）
の
藥
力
（
や
く
り
き
）
を
借
（
か
）
れ
ば
治
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（
な
ほ
）
る
。
な
う
、上
人
（
し
ゃ
う
に
ん
）、予
（
わ
し
）
は
其
（
そ
の
）
敵
（
て
き
）

を
憎
（
に
く
）
み
は
せ
ぬ
、か
う
し
て
頼
（
た
の
）
み
に
來
（
き
）
た
の
も
、互
（
た

が
）
ひ
の
身
（
み
）
の
爲
（
た
め
）
を
思
（
お
も
）
ふ
か
ら
ぢ
ゃ
。

ロ
レ　
　

は
て
、明
白
（
は
っ
き
り
）
と
素
直
（
す
な
ほ
）
に
被
言
（
お
ッ
し
ゃ
）
れ
。

懺
悔
（
ざ
ん
げ
）
が
謎
（
な
ぞ
）
の
や
う
で
あ
る
と
、赦
免
（
み
ゆ
る
し
）
も
謎
（
な

ぞ
）
の
や
う
な
こ
と
に
な
ら
う
。

ロ
ミ
オ　

さ
れ
ば
明
白
（
は
っ
き
り
）
と
言
（
い
）
は
う
が
、予
（
わ
し
）
は
カ
ピ
ュ
ー

レ
ッ
ト
家
（
け
）
の
あ
の
美
（
う
つ
く
）
し
い
娘
（
む
す
め
）
を
又
（
ま
た
）
と
無

（
な
）
い
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
と
定
（
き
）
め
て
し
ま
う
た
。
予
（
わ
し
）
が
定
（
き
）

め
た
れ
ば
先
方
（
む
か
う
）
も
ま
た
其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り
に
定
（
き
）
め
た
の
で

ご
ざ
る
。
手
筈
（
て
は
ず
）
は
皆
（
み
な
）
濟
（
す
）
ん
だ
、
殘
（
の
こ
）
る
は
貴
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僧
（
こ
な
た
）
に
行
（
お
こ
な
）
う
て
貰
（
も
ら
）
ふ
神
聖
（
し
ん
せ
い
）
な
式
（
し

き
）
ば
か
り
。
何
時
（
い
つ
）、
何
處
（
ど
こ
）
で
、
如
何
（
ど
う
）
し
て
逢
（
あ
）

う
て
、
如
何
（
ど
う
）
言
寄
（
い
ひ
よ
）
っ
て
、
如
何
（
ど
ん
）
な
誓
言
（
せ
い
ご

ん
）
を
し
た
か
は
、歩
（
あ
る
）
き
な
が
ら
話
（
は
な
）
し
ま
せ
う
ほ
ど
に
、先
（
ま
）

づ
承
引
（
し
ょ
う
い
ん
）
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、
今
日
（
け
ふ
）
婚
禮
（
こ
ん
れ

い
）
さ
す
る
こ
と
を
。

ロ
レ　
　

祖
師
（
そ
し
）
フ
ラ
ン
シ
ス
上
人
（
し
ゃ
う
に
ん
）
！　

こ
り
ゃ
ま
た
何

（
な
ん
）
た
る
變
（
か
は
）
り
や
う
ぢ
ゃ
！　

あ
れ
ほ
ど
に
戀
（
こ
）
ひ
焦
（
こ
が
）

れ
て
お
ゐ
や
つ
た
［
＃
「
お
ゐ
や
つ
た
」
は
マ
マ
］
ロ
ー
ザ
ラ
イ
ン
を
最
早
（
も
う
）

棄
（
す
）
て
ゝ
お
し
ま
や
っ
た
か
？　

さ
れ
ば
若
（
わ
か
）
い
手
合
（
て
あ
ひ
）
の

戀
（
こ
ひ
）
は
其
（
そ
の
）
心
（
こ
ゝ
ろ
）
に
は
宿
（
や
ど
）
ら
い
で
其
（
そ
の
）
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眼
中
（
が
ん
ち
ゅ
う
）
に
宿
（
や
ど
）
る
と
見
（
み
）
え
た
。Jesu

（
ヂ
ェ
シ
ュ
ー
）

　

M
aria

（
マ
リ
ヤ
）
！　

ど
れ
ほ
ど
苦
（
に
が
）
い
水
（
み
づ
）
が
其
（
そ
の
）

蒼
白
（
あ
を
じ
ろ
）
い
頬
（
ほ
ゝ
）
を
ロ
ー
ザ
ラ
イ
ン
の
爲
（
た
め
）
に
洗
（
あ
ら
）

う
た
こ
と
や
ら
？　

幾
何
（
ど
れ
ほ
ど
）
の
鹽
辛
水
（
し
ほ
か
ら
み
づ
）
を
無
用
（
む

だ
）
に
し
た
こ
と
や
ら
、今
（
い
ま
）
は
餘
波
（
な
ご
り
）
さ
へ
も
な
い
其
（
そ
の
）

戀
（
こ
ひ
）
を
味
（
あ
ぢ
）
つ
け
う
た
め
に
！　

卿
（
そ
な
た
）
の
溜
息
（
た
め
い
き
）

は
ま
だ
大
空
（
お
ほ
ぞ
ら
）
に
湯
氣
（
ゆ
げ
）
と
立
昇
（
た
ち
の
ぼ
）
り
、
卿
（
そ

な
た
）
の
先
頃
（
さ
き
ご
ろ
）
の
呻
吟
聲
（
う
な
り
ご
ゑ
）
は
ま
だ
此
（
こ
の
）
老

（
お
い
）
の
耳
（
み
ゝ
）
に
鳴
（
な
）
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
、ま
だ
其
（
そ
の
）
頬
（
ほ
ゝ
）

に
古
（
ふ
る
）
い
涙
（
な
み
だ
）
の
汚
（
よ
ご
）
れ
が
拭
（
ぬ
ぐ
）
は
れ
い
で
殘
（
の

こ
）
っ
て
あ
る
。
卿
（
そ
な
た
）
は
や
は
り
卿
（
そ
な
た
）
で
、あ
の
愁
歎
（
な
げ
き
）
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は
卿
（
そ
な
た
）
の
愁
歎
（
な
げ
き
）
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
皆
（
み
な
）
ロ
ー

ザ
ラ
イ
ン
の
爲
（
た
め
）
で
あ
っ
た
に
、
な
り
ゃ
、
其
（
そ
の
）
心
（
こ
ゝ
ろ
）
が

變
（
か
は
）
っ
た
か
？　

す
れ
ば
、
此
（
こ
の
）
一
語
（
ご
）
を
唱
（
と
な
）
へ
し

め
…
…
女
（
を
ん
な
）
は
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
移
（
う
つ
）
る
筈
（
は
ず
）、男
心
（
を

と
こ
ご
こ
ろ
）
さ
へ
も
堅
固
（
け
ん
ご
）
に
あ
ら
ず
。

ロ
ミ
オ　

貴
僧（
こ
な
た
）は
ロ
ー
ザ
ラ
イ
ン
に
戀（
こ
ひ
）を
す
な
と
い
う
て
、幾（
い

く
）
た
び
も
お
叱
（
し
か
）
り
ゃ
っ
た
ぞ
よ
。

ロ
レ　
　

戀
（
こ
ひ
）
を
す
な
で
は
な
い
、
溺
（
お
ぼ
）
る
な
と
言
（
い
）
う
た
の

ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

そ
し
て
戀
（
こ
ひ
）
を
葬
（
ほ
う
む
）
れ
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
っ
た
ぞ
よ
。

ロ
レ　
　

前
（
ま
へ
）
の
を
墓
（
は
か
）
に
葬
（
ほ
う
む
）
っ
て
、
別
（
べ
つ
）
の
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を
掘
出
（
ほ
り
だ
）
せ
と
は
曾
（
つ
ひ
）
ぞ
言
（
い
）
は
ぬ
。

ロ
ミ
オ　

な
う
、
叱
（
し
か
）
っ
て
下
（
く
だ
）
さ
る
な
。
此
度
（
こ
ん
ど
）
の
女

（
を
ん
な
）
は
、
此
方
（
こ
ち
）
で
思
（
お
も
）
へ
ば
、
彼
方
（
あ
ち
）
で
も
思
（
お

も
）
ひ
、此
方
（
こ
ち
）
で
慕
（
し
た
）
へ
ば
、彼
方
（
あ
ち
）
で
も
慕
（
し
た
）
ふ
。

以
前
（
さ
き
）
の
は
さ
う
で
無
（
な
）
か
っ
た
。

ロ
レ　
　

お
ゝ
、
そ
れ
は
、
卿
（
そ
な
た
）
の
戀
（
こ
ひ
）
を
ば
、
能
（
よ
）
う
會

得
（
ゑ
と
く
）
し
て
も
ゐ
ぬ
こ
と
を
、只
（
た
ゞ
）
口
頭
（
く
ち
さ
き
）
で
誦
（
よ
）

む
類
（
た
ぐ
ひ
）
ぢ
ゃ
と
見
拔
（
み
ぬ
）
い
て
ゐ
た
爲
（
た
め
）
で
も
あ
ら
う
。
し

た
が
、
こ
ゝ
な
浮
氣
者
（
う
は
き
も
の
）、
ま
、
予
（
わ
し
）
と
一
し
ょ
に
來
（
き
）

や
れ
、
仔
細
（
し
さ
い
）
あ
っ
て
助
力
（
ぢ
ょ
り
き
）
せ
う
、
…
…
此
（
こ
の
）
縁

組
（
え
ん
ぐ
み
）
が
原
（
も
と
）
で
兩
家
（
り
ゃ
う
け
）
の
確
執
（
か
く
し
つ
）
を



－ 161 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

和
睦
（
わ
ぼ
く
）
に
變
（
か
）
へ
ま
い
も
の
で
も
な
い
。

ロ
ミ
オ　

お
ゝ
、
速
（
は
や
）
う
。
早
急
（
さ
っ
き
ふ
）
に
濟
（
す
）
ま
さ
に
ゃ
な

ら
ぬ
。

ロ
レ　
　

い
や
、
賢
（
か
し
こ
）
う
徐
（
ゆ
る
）
う
ぢ
ゃ
。
馳
出
（
か
け
だ
）
す
者

（
も
の
）
は
蹉
躓
（
け
つ
ま
づ
）
く
わ
い
。

ロ
レ
ン
ス
先
（
さ
き
）
に
、
ロ
ミ
オ
從
（
つ
）
ひ
て
入
（
は
ひ
）
る
。

第
（
だ
い
）
四
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)
ー
リ
オ
ー
と
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
と
出

（
で
）
る
。
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マ
ー
キ
ュ　

ロ
ミ
オ
め
は
何
處
（
ど
こ
）
へ
往
（
ゆ
）
き
を
っ
た
か
？　

歸
（
か
へ
）

ら
な
ん
だ
か
昨
夜
（
ゆ
う
べ
）
は
？

ベ
ン
※(
濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

う
ん
、
父
者
（
て
ゝ
ぢ
ゃ
）
の
家
（
い

へ
）
へ
は
。
家
來
（
け
ら
い
）
に
逢
（
あ
）
う
て
聞
（
き
）
い
た
。

マ
ー
キ
ュ　

は
て
、
あ
の
蒼
白
（
あ
を
じ
ろ
）
い
情
無
（
じ
ゃ
う
な
）
し
女
（
を
ん

な
）
の
ロ
ー
ザ
ラ
イ
ン
め
が
散
々
（
さ
ん
／″
＼
）
に
奴
（
や
つ
）
を
苦
（
く
る
し
）

め
る
に
よ
っ
て
、
果
（
は
て
）
は
狂
人
（
き
ち
が
ひ
）
に
も
な
り
か
ね
ま
い
わ
い
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
一
族
（
ぞ
く
）

の
チ
ッ
バ
ル
ト
が
、ロ
ミ
オ
が
父
者
（
て
ゝ
ぢ
ゃ
）
へ
宛
（
あ
）
て
ゝ
、書
面
（
し
ょ

め
ん
）
を
ば
送
（
お
く
）
っ
た
さ
う
な
。

マ
ー
キ
ュ　

誓
文
（
せ
い
も
ん
）、
決
鬪
状
（
け
っ
と
う
じ
ゃ
う
）
で
あ
ら
う
。
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ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

ロ
ミ
オ
は
返
事
（
へ
ん
じ
）
を
や
る

で
あ
ら
う
。

マ
ー
キ
ュ　

字
（
じ
）
の
書
（
か
）
け
る
程
（
ほ
ど
）
の
者
（
も
の
）
な
ら
、
返
事

（
へ
ん
じ
）
を
せ
い
で
か
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

い
や
、し
か
け
ら
れ
た
か
ら
は
、立
合（
た

ち
あ
）
は
う
と
返
事
（
へ
ん
じ
）
を
せ
う
。

マ
ー
キ
ュ　

あ
ゝ
、ロ
ミ
オ
の
奴
（
や
つ
）
め
、奴
（
や
つ
）
は
最
早
（
も
う
）
死
（
し
）

ん
で
ゐ
る
わ
い
！　

あ
の
眞
白
（
ま
ッ
し
ろ
）
な
小
婦
（
あ
ま
ッ
ち
ょ
）
の
黒
（
く

ろ
）
い
目
（
め
）
で
し
て
や
ら
れ
た
、耳
（
み
ゝ
）
は
戀
歌
（
こ
ひ
か
）
で
射
貫
（
い

と
ほ
）
さ
れ
る
、心
臟
（
し
ん
ざ
う
）
の
眞
中
央
（
ま
ッ
た
ゞ
な
か
）
は
例
（
れ
い
）

の
盲
小
僧
（
め
く
ら
こ
ぞ
う
）
の
彼
（
あ
）
の
稽
古
矢
（
け
い
こ
や
）
で
打
碎
（
ぶ
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ち
く
た
）
か
れ
る
。
何
（
ど
う
）
し
て
、
あ
の
チ
ッ
バ
ル
ト
と
立
合
（
た
ち
あ
）
ふ

こ
と
な
ぞ
が
出
來
（
で
け
）
う
ぞ
い
。

ベ
ン
※(
濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

え
、如
何
（
ど
ん
）
な
男
（
や
つ
）
ぢ
ゃ

チ
ッ
バ
ル
ト
は
？

マ
ー
キ
ュ　

昔
話
（
む
か
し
ば
な
し
）
の
猫
王
（
チ
ッ
バ
ル
ト
）
ぢ
ゃ
と
思
（
お
も
）

う
た
ら
當
（
あ
て
）
が
違
（
ち
が
）
は
う
。
見
事
（
み
ご
と
）
武
士
道
（
ぶ
し
だ
う
）

の
式
作
法
（
し
き
さ
は
ふ
）
に
精
通
（
せ
い
つ
う
）
遊
（
あ
そ
）
ば
し
た
お
達
人
（
た

つ
じ
ん
）
さ
ま
ぢ
ゃ
。
譜
本
（
ふ
ほ
ん
）
で
歌
（
う
た
）
を
唱
（
う
た
）
ふ
や
う
に
、

時
（
ま
）
も
距
離
（
き
ょ
り
）
も
釣
合
（
つ
り
あ
ひ
）
も
違
（
ち
が
）
へ
ず
、一
（
ひ
い
）、

二
（
ふ
う
）
と
間
（
ま
）
を
置
（
お
）
い
て
、
三
（
み
ッ
）
つ
と
言
（
い
）
ふ
途
端

（
と
た
ん
）
に
敵
手
（
あ
ひ
て
）
の
胸
元
（
む
な
も
と
）
へ
貫
通
（
ず
ぶ
り
）、絹
鈕
（
き
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ぬ
ぼ
た
ん
）を
も
芋
刺（
い
も
ざ
し
）に
し
よ
う
と
い
ふ
決
鬪
師（
け
っ
と
う
し
）ぢ
ゃ
。

例
（
れ
い
）
の
第
（
だ
い
）
一
條
（
で
う
）、第
（
だ
い
）
二
條
（
で
う
）
を
口
癖
（
く

ち
ぐ
せ
）
に
す
る
決
鬪
師
（
け
っ
と
う
し
）
の
嫡
々
（
ち
ゃ
き
／
＼
）
ぢ
ゃ
。
あ
ゝ
、

百
發
（
ぱ
つ
）
百
中
（
ち
ゅ
う
）
の
進
（
す
ゝ
）
み
突
（
づ
き
）
と
ご
ざ
い
！　

次

（
つ
ぎ
）
は
逆
突
（
ぎ
ゃ
く
づ
き
）
？　

參
（
ま
ゐ
）
っ
た
か
突
（
づ
き
）
と
ご
ざ
る
！

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

え
、
何
突
（
な
に
づ
き
）
？

マ
ー
キ
ュ　

白
癩
（
び
ゃ
く
ら
い
）、
あ
の
や
う
な
變
妙
來
（
へ
ん
め
う
ら
い
）
な
、

異
樣
（
お
つ
）
に
氣
取
（
き
ど
）
っ
た
口
吻
（
も
の
い
ひ
）
を
し
を
る
奴
（
や
つ
）

は
斃
（
く
た
ば
）
り
を
れ
、
陳
奮
漢
（
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
）
め
！　
「
イ
エ
ス
も
照
覽

（
せ
う
ら
ん
）
あ
れ
、拔
群
（
ば
っ
く
ん
）
な
劍
士
（
け
ん
し
）
で
ご
ざ
る
！　

い
や
、

拔
群
（
ば
っ
く
ん
）
な
丈
夫
（
ま
す
ら
を
）
で
ご
ざ
る
！
」　

へ
ん
、拔
群
（
ば
っ
く
ん
）
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な
淫
婦
（
す
べ
た
）
で
ご
ざ
る
が
聞
（
き
）
い
て
呆
（
あ
き
）
れ
る
わ
い
。
何
（
な
ん
）

と
、
お
祖
父
（
ぢ
い
）
さ
ん
、
情
無
（
な
さ
け
な
）
い
世
（
よ
）
の
中
（
な
か
）
と

な
っ
た
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
、朝
（
あ
さ
）
か
ら
晩
（
ば
ん
）
ま
で
流
行
（
り
う
か
う
）

を
仕
入
※(
「
廴
＋
囘
」、第4

水
準2-12-11)

（
し
い
れ
ま
は
）
っ
て
、口
（
く
ち
）

さ
へ
開
（
あ
）
け
ば pardonnez

（
パ
ル
ド
ン
ネ
）-m

ois

（
モ
ア
）, pardonnez

（
パ

ル
ド
ン
ネ
）-m

ois

（
モ
ア
）!　

新
型
（
し
ん
が
た
）
の
細
袴
（
ず
ぼ
ん
）
を
穿
（
は
）

か
ね
ば
、
半
時
（
は
ん
と
き
）、
片
時
（
へ
ん
し
）
も
立
（
た
）
っ
て
を
ら
れ
ぬ
如

是
（
あ
ゝ
い
ふ
）
※(

「
亡
／
（
虫
＋
虫
）」、第3

水
準1-91-58)

共
（
あ
ぶ
ど
も
）

に
惱
（
な
や
ま
）
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
？　

お
ゝ
、又
（
ま
た
）
し
て
も bon

（
ぼ

ん
）! bon

（
ぼ
ん
）!　

ぶ
ん
／
＼
！

ロ
ミ
オ
出
る
。
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ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

ロ
ミ
オ
が
來
（
わ
）
せ
た
、ロ
ミ
オ
が
。

マ
ー
キ
ュ　

※(

「
魚
＋
而
」、
第3

水
準1-94-40)

（
は
ら
ら
ご
）
を
拔
（
ぬ
）

か
れ
た
鯡
（
に
し
ん
）
の
干
物
（
ひ
も
の
）
と
い
ふ
面
附
（
つ
ら
つ
き
）
ぢ
ゃ
。
お
ゝ
、

に
し
は
、
に
し
は
、
て
も
ま
ア
憫
然
（
あ
さ
ま
）
し
い
魚
類
（
ぎ
ょ
る
ゐ
）
と
は
な

ら
れ
た
な
！　

こ
り
ゃ
最
早
（
も
う
）
ペ
ト
ラ
ー
ク
が
得
意
（
と
く
い
）
の
戀
歌
（
こ

ひ
か
）
を
お
手
（
て
）
の
物
（
も
の
）
と
も
ご
ざ
ら
う
。
ロ
ー
ラ
な
ど
は
ロ
ミ
オ
が

愛
姫
（
ひ
め
）
に
比
（
く
ら
）
べ
て
は
山
出
（
や
ま
だ
）
し
の
下
婢
（
は
し
た
め
）

ぢ
ゃ
、
も
っ
と
も
、
歌
（
う
た
）
だ
け
は
ロ
ー
ラ
が
遙
（
は
る
）
か
に
上
等
（
じ
ゃ

う
と
う
）
の
を
作
（
つ
く
）
っ
て
貰
（
も
ら
）
う
た
。
は
て
、
ダ
イ
ド
ー
は
自
墮
落

女
（
じ
だ
ら
く
を
ん
な
）
で
、ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
赤
面
（
あ
か
つ
ら
）
の
乞
食
女
（
こ

じ
き
を
ん
な
）、ヘ
レ
ン
や
ヒ
ー
ロ
ー
は
賣
女
（
ば
い
ぢ
ょ
）、賤
女
（
せ
ん
ぢ
ょ
）
で
、
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シ
ス
ビ
は
碧
瞳
（
あ
を
め
だ
ま
）
ぢ
ゃ
何
（
な
ん
）
の
か
の
と
申
（
ま
う
）
せ
ど
も
、

所
詮
（
し
ょ
せ
ん
）
は
取
（
と
）
る
に
足
（
た
）
ら
ぬ
。
…
…
な
う
な
う
、
ロ
ミ
オ

の
君
（
き
み
）、え
へ
ん
、bonjour

（
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
）!　

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
式
（
し

き
）
の
細
袴
（
ほ
そ
ず
ぼ
ん
）
に
對
（
た
い
）
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
式
（
し
き
）
の
御

挨
拶
（
ご
あ
い
さ
つ
）
で
ご
ざ
る
。
昨
夜
（
ゆ
う
べ
）
は
、
よ
う
も
巧
々
（
う
ま
／

＼
）
と
贋
金
（
に
せ
が
ね
）
を
掴
（
つ
か
）
ま
せ
や
っ
た
の
。

ロ
ミ
オ　

二
人
（
ふ
た
り
）
と
も
お
早
（
は
や
）
う
ご
ざ
る
。
な
に
、
贋
金
（
に
せ

が
ね
）
と
は
？

マ
ー
キ
ュ　

吾
々
（
わ
れ
／
＼
）
の
目
（
め
）
を
お
拔
（
ぬ
）
き
ゃ
っ
て
。
後
（
あ

と
）
は
言
（
い
）
は
い
で
も
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
ど
の
、恕
（
ゆ
る
）
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、實
（
じ
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つ
）
は
是
非
（
ぜ
ひ
）
な
い
所
用
（
し
ょ
よ
う
）
が
あ
っ
た
か
ら
ぢ
ゃ
。
あ
ん
な
際

（
を
り
）
に
は
、
つ
い
、
そ
の
、
禮
（
れ
い
）
を
曲
（
ま
）
ぐ
る
こ
と
が
あ
る
習
（
な

ら
）
ひ
ぢ
ゃ
。

マ
ー
キ
ュ　

ふ
ん
、
あ
ん
な
際
（
を
り
）
に
は
、
足
腰
（
あ
し
こ
し
）
の
曲
（
ま
）

げ
方
（
か
た
）
が
異
（
ち
が
）
ふ
と
い
ふ
の
ぢ
ゃ
な
？

ロ
ミ
オ　

と
い
ふ
の
は
、
慇
懃
（
ね
ん
ご
ろ
）
に
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）
す
る
た
め
と

い
ふ
意
（
こ
ゝ
ろ
）
か
？

マ
ー
キ
ュ　

其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り
、御
深
切
（
ご
ね
ん
ご
ろ
）
な
解
釋
（
か
い
し
ゃ

く
）
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

こ
れ
は
ま
た
御
丁
寧
（
ご
て
い
ね
い
）
な
お
言
葉
（
こ
と
ば
）
ぢ
ゃ
。

マ
ー
キ
ュ　

は
て
、
禮
法
（
れ
い
は
ふ
）
に
か
け
て
は
一
代
（
だ
い
）
の
精
華
（
ピ
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ン
ク
）
と
も
崇
（
あ
が
）
め
ら
れ
て
ゐ
る
乃
公
（
お
れ
）
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

精
華
（
ピ
ン
ク
）
と
は
名
譽
（
め
い
よ
）
の
異
名
（
い
み
ゃ
う
）
か
？

マ
ー
キ
ュ　

い
か
に
も
。

ロ
ミ
オ　

で
は
、
予
（
わ
し
）
の
舞
踏
靴
（
ぶ
た
ふ
ぐ
つ
）
は
名
譽
（
め
い
よ
）
な

も
の
ぢ
ゃ
、
此
通
（
こ
の
と
ほ
）
り
孔
（
ピ
ン
ク
）
だ
ら
け
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
。

マ
ー
キ
ュ　

出
來
（
で
き
）
た
。
此
上
（
こ
の
う
へ
）
は
洒
落
競
（
し
ゃ
れ
く
ら
）

べ
ぢ
ゃ
ぞ
。
こ
れ
、足
下
（
お
ぬ
し
）
の
其
（
そ
の
）
薄
（
う
す
）
っ
ぺ
ら
な
靴
（
く
つ
）

の
底
（
そ
こ
）
は
、今
（
い
ま
）
に
悉
（
こ
と
／″
＼
）
く
磨
（
す
）
り
減
（
へ
）
っ
て
、

果
（
は
て
）
は
見
苦
（
み
ぐ
る
）
し
い
眞
（
ま
）
ッ
赤
（
か
）
な
足
（
あ
し
）
を
出

（
だ
）
し
ゃ
ら
う
ぞ
よ
。

ロ
ミ
オ　

は
て
、
見
（
み
）
ぐ
る
し
い
眞
（
ま
）
ッ
赤
（
か
）
な
恥
（
は
ぢ
）
を
駄
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洒
落
（
だ
じ
ゃ
）
る
と
は
足
下
（
お
ぬ
し
）
の
こ
と
。
そ
れ
、も
う
、薄
（
う
す
）
っ

ぺ
ら
な
智
慧
（
ち
ゑ
）
の
底
（
そ
こ
）
が
見
（
み
）
え
る
わ
！

マ
ー
キ
ュ　

お
い
、
應
援
（
た
す
）
け
て
く
れ
、
ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、

1-7-85)

ー
リ
オ
ー
。
智
慧
（
ち
ゑ
）
の
息
（
い
き
）
が
切
（
き
）
れ
る
わ
。

ロ
ミ
オ　

鞭
（
む
ち
）
を
加
（
あ
）
て
い
、
鞭
（
む
ち
）
を
、
も
っ
と
／
＼
。
さ
う

で
無
（
な
）
い
と
「
勝
（
か
）
っ
た
」
と
呼
（
よ
）
ぶ
ぞ
よ
。

マ
ー
キ
ュ　

い
や
、こ
ん
な
阿
呆
（
あ
ほ
）
ら
し
い
拔
駈
（
ぬ
け
が
け
）
の
競
爭
（
き
ゃ

う
さ
う
）
は
最
早
（
も
う
）
中
止
（
や
め
）
ぢ
ゃ
。
何
故
（
な
ぜ
）
と
言
（
い
）
へ
、

足
下
（
お
ぬ
し
）
は
最
初
（
は
じ
め
）
か
ら
ぬ
け
て
ゐ
る
わ
。
何
（
な
ん
）
と
、
頭

拔
（
づ
ぬ
）
け
た
洒
落
（
し
ゃ
れ
）
で
あ
ら
う
が
。

ロ
ミ
オ　

成
程（
な
る
ほ
ど
）、愚
鈍
者
事（
ぬ
け
さ
く
ご
と
）に
か
け
て
は
、足
下（
お



－ 172 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

ぬ
し
）
は
生
得
（
う
ま
れ
つ
き
）
頭
拔
（
づ
ぬ
）
け
て
ゐ
る
。

マ
ー
キ
ュ　

巧
（
う
ま
）
く
脱
（
ぬ
）
け
を
っ
た
な
、
咬
（
か
）
む
ぞ
よ
。

ロ
ミ
オ　

は
て「
咬（
か
）ん
で
た
も
る
な
、阿
呆
鳥（
あ
は
う
ど
り
）ど
の
よ
」ぢ
ゃ
。

マ
ー
キ
ュ　

足
下
（
お
ぬ
し
）
の
洒
落
（
し
ゃ
れ
）
は
橙
々
酢
（
だ
い
／
＼
ず
）
と

い
ふ
格
（
か
く
）
ぢ
ゃ
、
藥
味
（
や
く
み
）
に
し
た
ら
酸
（
す
ッ
）
ぱ
か
ら
う
。

ロ
ミ
オ　

ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、
か
う
し
た
味
（
あ
ぢ
）
の
脱
（
ぬ
）
け
た
代
物
（
し
ろ

も
の
）
に
撒
布
（
ふ
り
か
）
け
て
ゐ
る
の
ぢ
ゃ
。

マ
ー
キ
ュ　

お
ゝ
、
て
も
善
（
よ
）
う
※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

（
ま

は
）
る
わ
、
寸
（
す
ん
）
か
ら
尺
（
し
ゃ
く
）
に
伸
（
の
）
び
る
莫
大
小
口
（
め
り

や
す
ぐ
ち
）
と
は
足
下
（
お
ぬ
し
）
の
口
（
く
ち
）
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

は
て
、伸
（
の
）
び
る
と
言
（
い
）
へ
ば
、そ
の
伸
（
の
）
び
る
と
は
足
下
（
き
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み
）
の
鼻
（
は
な
）
の
下
（
し
た
）
ぢ
ゃ
、今
（
い
ま
）
天
下
（
て
ん
か
）
に
並
（
な

ら
）
び
も
な
い
拔
作
（
ぬ
け
さ
く
）
ど
の
と
は
足
下
（
き
み
）
の
こ
と
ぢ
ゃ
。

マ
ー
キ
ュ　
（
笑
っ
て
）
何
（
な
ん
）
と
、
か
う
洒
落
（
し
ゃ
）
れ
の
め
し
て
ゐ
る

は
う
が
、
惚
（
ほ
）
れ
た
の
、
腫
（
は
）
れ
た
の
と
呻
吟
（
う
め
）
い
て
ゐ
る
よ
り

は
優
（
ま
し
）
で
あ
ら
う
が
？　

今
日
（
け
ふ
）
こ
そ
は
、
つ
ッ
と
も
う
人
好
（
ひ

と
ず
き
）
の
す
る
立
派
（
り
っ
ぱ
）
な
ロ
ミ
オ
ぢ
ゃ
、
今
日
（
け
ふ
）
こ
そ
は
正
面

（
し
ゃ
う
め
ん
）、側
面（
そ
く
め
ん
）、何
處（
ど
こ
）か
ら
見（
み
）て
も
正（
し
ゃ
う
）

め
ん
贋
無
（
ま
が
ひ
な
）
し
の
ロ
ミ
オ
ぢ
ゃ
。
女
（
を
ん
な
）
の
事
（
こ
と
）
で
愁

言
（
な
き
ご
と
）
言
（
い
）
ふ
は
、
例
（
た
と
）
へ
ば
、
彼
（
あ
）
の
弄
僕
（
あ
は

う
）
め
が
、見
（
み
）
と
も
な
い
面
（
つ
ら
）
を
し
て
、例
（
れ
い
）
の
棒
切
（
ボ
ー

ブ
ル
）
を
お
っ
た
て
ゝ
…
…
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ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

も
う
止（
や
）め
た
、も
う
止（
や
）め
た
。

マ
ー
キ
ュ　

し
か
け
た
一
件
（
け
ん
）
を
、止
（
や
）
め
い
と
は
如
何
（
ど
う
）
ぢ
ゃ
？

ベ
ン
※(
濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

默
（
だ
ま
）
っ
て
ゐ
た
ら
、
尚
（
な
）

ほ
其
上
（
そ
の
う
へ
）
に
、
何
（
な
に
）
を
爲
出
（
し
い
だ
）
さ
う
も
知
（
し
）
れ

ぬ
わ
い
。

マ
ー
キ
ュ　

大
（
お
ほ
）
ち
が
ひ
ぢ
ゃ
、何
（
な
に
）
を
し
よ
う
ぞ
い
。
事
（
こ
と
）

は
と
う
に
終
（
す
）
ん
だ
わ
。
も
う
何
（
な
に
）
も
す
る
氣
（
き
）
は
無
（
な
）
い
。

ロ
ミ
オ　

や
れ
／
＼
、
お
上
品
（
じ
ゃ
う
ひ
ん
）
な
問
答
（
も
ん
だ
ふ
）
！

（
此
（
こ
の
）
原
詞
（
げ
ん
し
）
は
“H

ere's goodly gear.

”
此
（
こ
の
）
意
味
（
い

み
）
不
分
明
（
ふ
ふ
ん
め
い
）。
乳
母
（
う
ば
）
と
ピ
ー
タ
ー
と
の
來
（
き
た
）
る

を
見
附
（
み
つ
）
け
て
の
評
語
（
ひ
ゃ
う
ご
）
と
も
、
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
と
ベ
ン
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※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
の
猥
雜
（
わ
い
ざ
つ
）
な
問
答
（
も

ん
だ
ふ
）
を
反
語
的
（
は
ん
ご
て
き
）
に
評
（
ひ
ゃ
う
）
し
た
る
も
の
と
解
（
か
い
）

せ
ら
る
。
こ
ゝ
に
は
後
者
（
こ
う
し
ゃ
）
を
正
（
た
ゞ
）
し
と
見
（
み
）
て
、
其
義

（
そ
の
ぎ
）
に
譯
（
や
く
）
し
て
お
き
た
り
。）

乳
母
（
う
ば
）
が
先
（
さ
き
）
に
、
下
人
（
げ
に
ん
）
ピ
ー
タ
ー
大
（
お
ほ
）
き
な

扇
子
（
せ
ん
す
）
を
持
（
も
）
ち
て
從
（
つ
）
い
て
出
（
で
）
る
。

マ
ー
キ
ュ　

船
（
ふ
ね
）
ぢ
ゃ
／
＼
！

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

二
艘（
さ
う
）々

（々
／
＼
）。
男
襦
袢（
を

す
）
と
女
襦
袢
（
め
す
）
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

ピ
ー
タ
ー
！

ピ
ー
タ　

あ
い
／
＼
！



－ 176 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

乳
母　
　

予
（
わ
し
）
の
扇
子
（
せ
ん
す
）
を
。

マ
ー
キ
ュ　

ピ
ー
タ
ー
ど
ん
や
、
扇
子
（
せ
ん
す
）
で
面
（
つ
ら
）
を
隱
（
か
く
）

さ
う
ち
ふ
の
ぢ
ゃ
、
扇
子
（
せ
ん
す
）
の
方
（
は
う
）
が
美
（
う
つ
く
）
し
い
か
ら

な
う
。

乳
母　
　

殿
方
（
と
の
が
た
）、
お
早
（
は
や
）
う
ご
ざ
り
ま
す
。

マ
ー
キ
ュ　

御
婦
人
（
ご
ふ
じ
ん
）、
お
晩
（
お
そ
）
う
ご
ざ
り
ま
す
。

乳
母　
　

え
、
晩
（
お
そ
）
う
ご
ざ
り
ま
す
と
え
。

マ
ー
キ
ュ　

い
か
に
も
。
そ
れ
、そ
の
日
時
計
（
ひ
ど
け
い
）
の
淫
亂
（
す
け
べ
い
）

な
手
（
て
）
が
午
過
（
ひ
る
す
ぎ
）
の
標
（
し
る
し
）
に
達
（
と
ゞ
）
い
て
ゐ
る
わ
さ
。

乳
母　
　

は
れ
ま
、此
人
（
こ
の
ひ
と
）
は
！　

何
（
な
ん
）
た
る
お
人
（
ひ
と
）
ぢ
ゃ

お
前
（
ま
へ
）
は
？
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ロ
ミ
オ　

御
婦
人
（
ご
ふ
じ
ん
）、
こ
れ
は
事
壞
（
こ
と
こ
は
）
し
の
爲
（
た
め
）

に
神
樣
（
か
み
さ
ま
）
が
造
（
つ
く
）
ら
せ
ら
れ
た
男
（
を
と
こ
）
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

ほ
ん
に
、
巧
（
う
ま
）
い
こ
と
を
被
言
（
お
っ
し
ゃ
）
る
。
事
壞
（
こ
と

こ
は
）
し
の
爲
（
た
め
）
に
出
來
（
で
き
）
た
人
（
ひ
と
）
ぢ
ゃ
と
い
の
！　

あ
の
、

殿
方
（
と
の
が
た
）
え
、
ロ
ミ
オ
の
若
樣
（
わ
か
さ
ま
）
に
は
何
處
（
ど
こ
）
へ
ゐ

た
ら
逢
（
あ
）
は
れ
う
か
の
、
御
存
（
ご
ぞ
ん
）
じ
な
ら
教
（
を
し
）
へ
て
下
（
く

だ
）
さ
れ
。

ロ
ミ
オ　

予
（
わ
し
）
が
教
（
を
し
）
へ
う
。
し
た
が
、其
（
そ
の
）
若
樣
（
わ
か
さ
ま
）

は
彌
※(

二
の
字
点
、1-2-22)

（
い
よ
／
＼
）
逢
（
あ
）
は
ッ
し
ゃ
る
時
分
（
じ
ぶ
ん
）

に
は
、尋
（
た
づ
）
ね
て
ご
ざ
る
今
（
い
ま
）
よ
り
は
老
（
ふ
）
け
て
ゐ
ま
せ
う
ぞ
。

は
て
、
最
（
い
っ
）
ち
年
少
（
と
し
わ
か
）
の
ロ
ミ
オ
は
予
（
わ
し
）
ぢ
ゃ
。
こ
れ
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よ
り
粗
（
ま
づ
）
い
の
は
今
（
い
ま
）
は
な
い
。

乳
母　
　

て
も
ま
、
巧
（
う
ま
）
い
こ
と
を
被
言
（
お
っ
し
ゃ
）
る
。

マ
ー
キ
ュ　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
、最
（
い
っ
）
ち
粗
（
ま
づ
）
い
の
を
ば
甘
美
（
う
ま
）

い
？　

は
て
、
巧
（
う
ま
）
い
意
味
（
い
み
）
の
取
（
と
）
り
や
う
ぢ
ゃ
の
。
賢
女

（
け
ん
ぢ
ょ
）
々
々
。

乳
母　
　

貴
下
（
こ
な
た
）
が
ロ
ミ
オ
さ
ま
な
ら
、
何
處
（
ど
こ
）
ぞ
で
改
（
あ
ら

た
）
め
て
御
密
會
（
ご
み
っ
く
わ
い
）（
御
面
會
）
が
お
願
（
ね
が
）
ひ
申
（
ま
う
）

し
た
う
ご
ざ
り
ま
す
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　
（
笑
っ
て
）
今
（
い
ま
）
に
、
優
待
と

い
ふ
積
（
つ
も
）
り
で
、
誘
惑
を
は
じ
め
か
ね
ま
い
。

マ
ー
キ
ュ　

慶
庵
婆
（
ぜ
げ
ん
）
だ
／
＼
！　

來
（
き
）
た
／
＼
！
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ロ
ミ
オ　

來
（
き
）
た
と
は
何
（
な
に
）
が
？

マ
ー
キ
ュ　

は
て
、兎
（
う
さ
ぎ
）
で
は
な
い
、兎
（
う
さ
ぎ
）
に
し
て
も
脂
肪
（
あ

ぶ
ら
）
の
滿
（
の
）
っ
た
奴
（
や
つ
）
で
は
な
う
て
、
節
肉
祭
式
（
レ
ン
ト
し
き
）

の
肉
饅
頭
（
に
く
ま
ん
ぢ
う
）、食
（
く
）
は
ぬ
う
ち
か
ら
、陳
（
ふ
る
）
び
て
、萎
（
し

な
）
び
て
…
…

（
歌
ふ
）。
や
ん
れ
、
黴
（
か
び
）
の
生
（
は
）
え
た
雌
兎
（
め
す
う
さ
ぎ
）、

　

や
ん
れ
、
黴
（
か
び
）
の
生
（
は
）
え
た
雌
兎
（
め
す
う
さ
ぎ
）、

レ
ン
ト
祭
（
さ
い
）
に
は
相
應
（
さ
う
お
う
）
な
れ
ど

　

黴
（
か
）
び
た
兎
（
う
さ
ぎ
）
ぢ
ゃ
二
十
人
（
に
ん
）
で
も
食
（
く
）
へ
ぬ
、

食
（
く
）
は
ぬ
う
ち
か
ら
黴
（
か
）
び
た
と
聞
（
き
）
け
ば
…
…

ロ
ミ
オ
、
父
御
（
て
ゝ
ご
）
の
館
（
う
ち
）
へ
お
ぢ
ゃ
れ
。
あ
そ
こ
で
飮
（
の
）
ま
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う
ぞ
。

ロ
ミ
オ　

後
（
あ
と
）
か
ら
行
（
ゆ
）
か
う
。

マ
ー
キ
ュ　

お
媼
（
ば
ゝ
）
ど
ん
、
さ
ら
ば
。
さ
ら
ば
／
＼
。

「
姫
（
ひ
め
）
さ
ん
／
＼
／
＼
…
…
」

流
行
（
り
う
か
う
）
の
小
唄
（
こ
う
た
）
を
唱
（
う
た
）
ひ
な
が
ら
ベ
ン
※(

濁
点

付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)
ー
リ
オ
ー
と
共
（
と
も
）
に
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
入
（
は

ひ
）
る
。

乳
母　
　

は
い
、
御
機
嫌
（
ご
き
げ
ん
）
よ
う
。
…
…
も
し
／
＼
、
あ
の
人
（
ひ
と
）

は
、
ま
、
何
（
な
ん
）
と
い
ふ
無
作
法
（
ぶ
さ
は
ふ
）
な
若
（
わ
か
）
い
衆
（
し
ゅ
）

で
ご
ざ
る
ぞ
？　

あ
く
た
い
も
く
た
い
ば
か
り
言
（
い
）
う
て
。

ロ
ミ
オ　

あ
れ
は
自
分
（
じ
ぶ
ん
）
の
饒
舌
（
し
ゃ
べ
）
る
の
を
聽
（
き
）
く
こ
と
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の
好
（
す
）
き
な
男
（
を
と
こ
）、
一
月
（
ひ
と
つ
き
）
か
ゝ
っ
て
も
や
り
切
（
き
）

れ
ぬ
や
う
な
事
（
こ
と
）
を
、一
分
間
（
ぶ
ん
か
ん
）
で
饒
舌
（
し
ゃ
べ
）
り
立
（
た
）

て
よ
う
と
い
ふ
男
（
を
と
こ
）
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

お
の
れ
、わ
し
の
事
（
こ
と
）
を
何
（
な
ん
）
と
で
も
言
（
い
）
う
て
見
（
み
）

を
れ
、
目
（
め
）
に
物
（
も
の
）
を
見
（
み
）
せ
う
ぞ
い
。
よ
し
ん
ば
見
（
み
）
か

け
よ
り
強
（
つ
よ
）
か
ら
う
と
、
あ
ん
な
奴
（
や
つ
）
が
ま
だ
別
（
べ
つ
）
に
二
十

人
（
に
ん
）
あ
ら
う
と
、大
事
（
だ
い
じ
）
な
い
。
自
力
（
じ
り
き
）
で
敵
（
か
な
）

は
ぬ
な
ら
、人
（
ひ
と
）
を
頼
（
た
の
）
む
わ
い
の
。
碌
（
ろ
く
）
で
な
し
の
和
郎
（
わ

ろ
）
め
！　

彼
奴
（
あ
い
つ
）
ら
に
阿
呆
（
あ
は
う
）
に
さ
れ
て
堪
（
た
ま
）
る
か

い
の
。
彼
奴
（
あ
い
つ
）
ら
の
無
頼
仲
間
（
ご
ろ
つ
き
な
か
ま
）
ぢ
ゃ
あ
り
ゃ
せ
ぬ

わ
い
。
…
…
（
下
人
に
對
ひ
て
）
汝
（
お
の
し
）
も
傍
（
そ
ば
）
に
立
（
た
）
っ
て
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ゐ
な
が
ら
、
予
（
わ
し
）
が
隨
意
的
（
え
い
や
う
）
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
、
見
（
み
）

て
ゐ
る
と
は
何
（
な
ん
）
の
事
（
こ
ッ
）
ち
ゃ
い
。

ピ
ー
タ　

誰
（
た
）
れ
も
お
前
（
ま
へ
）
を
隨
意
的
（
え
い
や
う
）
に
は
爲
（
し
）

や
せ
ぬ
が
や
。
若
（
も
）
し
も
其
樣
（
そ
な
い
）
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
此
（
こ
の
）

利
劍
（
わ
ざ
も
の
）
を
引
拔
（
ひ
き
ぬ
）
か
い
で
か
い
の
。
こ
り
ゃ
拔
（
ぬ
）
か
ん

け
れ
ば
な
ら
ん
場
合
（
ば
あ
ひ
）
ぢ
ゃ
と
さ
へ
思
（
お
も
）
う
た
ら
、わ
し
ゃ
人
（
ひ

と
）
に
負
（
ま
）
く
る
こ
っ
ち
ゃ
な
い
。

乳
母　
　

え
ゝ
、ほ
ん
に
／
＼
、悔（
く
や
）し
う
て
／
＼
、身
體
中（
か
ら
だ
ぢ
ゅ
う
）

が
顫
（
ふ
る
）
へ
る
わ
い
の
。
碌
（
ろ
く
）
で
な
し
の
和
郎
（
わ
ろ
）
め
が
！
…
…

（
ロ
ミ
オ
に
對
ひ
て
）
も
し
／
＼
、
貴
下
（
こ
な
た
）
さ
ま
え
、
最
前
（
さ
い
ぜ
ん
）

も
申
（
ま
う
）
し
ま
し
た
が
、妾
（
わ
し
）
の
姫
（
ひ
い
）
さ
ま
が
、貴
下
（
こ
な
た
）
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を
搜
（
さ
が
）
し
て
來
（
こ
）
い
と
の
吩
咐
（
い
ひ
つ
け
）
で
な
、
其
（
そ
の
）
仔

細
（
わ
け
）
は
後
（
あ
と
）
に
し
て
、
先
（
ま
）
づ
言
（
い
）
う
て
置
（
お
）
く
こ

と
が
ご
ざ
り
ま
す
、若
（
も
）
し
も
貴
下
（
こ
な
た
）
が
、世
間
（
せ
け
ん
）
で
言
（
い
）

ふ
や
う
に
、阿
呆
（
あ
は
う
）
の
極
樂
（
ご
く
ら
く
）
へ
姫
（
ひ
い
）
さ
ま
を
伴
（
つ
）

れ
て
行
（
ゆ
）
か
っ
し
ゃ
る
や
う
な
ら
ば
、
ほ
ん
に
／
＼
、
世
間
（
せ
け
ん
）
で
言

（
い
）
ふ
通
（
と
ほ
）
り
、
不
埓
（
ふ
ら
ち
）
な
事
（
こ
と
）
ぢ
ゃ
。
何
故
（
な
ぜ
）

と
被
言
（
お
ッ
し
ゃ
）
り
ま
せ
、
姫
（
ひ
い
）
さ
ま
は
ま
だ
齡
（
と
し
）
が
ゆ
か
ッ

し
ゃ
ら
ぬ
に
よ
っ
て
、
騙
（
だ
ま
）
さ
ッ
し
ゃ
る
や
う
で
あ
れ
ば
、
ほ
ん
に
そ
れ
は

惡
（
わ
る
）
い
こ
っ
ち
ゃ
、
御
婦
人
（
ご
ふ
じ
ん
）
を
騙
（
だ
ま
）
さ
ッ
し
ゃ
る
は

卑
怯
（
ひ
け
ふ
）
ぢ
ゃ
、
非
道
（
ひ
だ
う
）
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

お
乳
母
（
う
ば
）
ど
の
、
お
ぬ
し
の
お
姫
（
ひ
い
）
さ
ん
へ
慇
懃
（
ね
ん
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ご
ろ
）
に
傳
（
つ
た
）
へ
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
予
（
わ
し
）
は
飽
迄
（
あ
く
ま
で
）

も
言
（
い
）
う
て
お
く
…
…

乳
母　
　

は
れ
、
善
（
よ
）
い
お
仁
（
ひ
と
）
や
、
ほ
ん
に
其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り

申
（
ま
う
）
し
ま
し
ょ
わ
い
な
。
ほ
ん
に
、
ま
、
何
樣
（
ど
の
や
う
）
に
喜
（
よ
ろ

こ
）
ば
ッ
し
ゃ
ら
う
。

ロ
ミ
オ　

其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り
に
と
は
、
何
（
な
に
）
を
？　

ま
だ
何
（
な
に
）

も
言
（
い
）
や
せ
ぬ
の
に
。

乳
母　
　

飽
迄
（
あ
く
ま
で
）
も
言
（
い
）
う
て
置
（
お
）
く
、
と
お
ッ
し
ゃ
っ
た

と
言
（
い
）
や
、そ
れ
が
立
派
（
り
っ
ぱ
）
な
お
言
傳
手
（
こ
と
づ
て
）
ぢ
ゃ
が
な
。

ロ
ミ
オ　

な
う
、
姫
（
ひ
め
）
に
勸
（
す
ゝ
）
め
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、
此
（
こ
の
）

晝
過
（
ひ
る
す
ぎ
）
に
、
何
（
な
ん
）
と
か
才
覺
（
さ
い
か
く
）
し
て
懺
悔
式
（
ざ
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ん
げ
し
き
）
に
來
（
こ
）
ら
る
ゝ
や
う
。
あ
の
ロ
レ
ン
ス
殿
（
ど
の
）
の
庵
室
（
あ

ん
じ
つ
）
で
、
懺
悔
（
ざ
ん
げ
）
の
式
（
し
き
）
を
濟
（
す
）
ま
し
て
婚
禮
（
こ
ん

れ
い
）
す
る
心
（
こ
ゝ
ろ
）
な
れ
ば
。
こ
り
ゃ
骨
折
賃
（
ほ
ね
を
り
ち
ん
）
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

い
え
、
め
っ
さ
う
な
。
一
錢
（
せ
ん
）
も
戴
（
い
た
ゞ
）
き
ま
せ
ぬ
。

ロ
ミ
オ　

ま
ゝ
、
是
非
（
ぜ
ひ
）
と
も
。

乳
母　
　

で
は
、
此
（
こ
の
）
晝
過
（
ひ
る
す
ぎ
）
に
？　

む
、
む
、
其
樣
（
そ
の

や
う
）
に
い
た
し
ま
し
ょ
。

乳
母
（
う
ば
）
行
（
ゆ
）
き
か
く
る
。

ロ
ミ
オ　

あ
、
こ
れ
、
お
待
（
ま
）
ち
。
や
が
て
、
あ
の
寺
（
て
ら
）
の
塀
外
（
へ

い
そ
と
）
へ
、
お
ぬ
し
に
渡
（
わ
た
）
す
爲
（
た
め
）
に
、
繩
梯
子
（
な
は
ば
し
ご
）

の
や
う
に
編
（
あ
）
み
合
（
あ
は
）
せ
た
も
の
を
家
來
（
け
ら
い
）
に
持
（
も
）
た
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せ
て
遣
（
や
）
り
ま
せ
う
。
そ
れ
こ
そ
は
忍
（
し
の
）
ぶ
夜
半
（
や
は
）
に
嬉
（
う

れ
）
し
い
事
（
こ
と
）
の
頂
點
（
ち
ゃ
う
て
ん
）
へ
此
身
（
こ
の
み
）
を
運
（
は
こ
）

ぶ
縁
（
え
ん
）
の
綱
（
つ
な
）。
…
…
さ
よ
な
ら
。
眞
實
（
し
ん
じ
つ
）
を
盡
（
つ
く
）

し
て
お
く
り
ゃ
れ
、
き
っ
と
骨
折
（
ほ
ね
を
り
）
の
報
（
む
く
ひ
）
は
せ
う
。
さ
ら

ば
。
姫
（
ひ
め
）
へ
宜
（
よ
ろ
）
し
う
傳
（
つ
た
）
へ
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。

乳
母　
　

御
機
嫌
（
ご
き
げ
ん
）
や
う
い
ら
せ
ら
れ
ま
せ
い
！
…
…
あ
、も
し
／
＼
。

ロ
ミ
オ　

何
（
な
ん
）
と
か
お
言
（
い
）
や
っ
た
か
？

乳
母　
　

御
家
來
（
ご
け
ら
い
）
は
口
（
く
ち
）
の
堅
（
か
た
）
い
お
人
（
ひ
と
）

か
い
な
？　

二
人
（
ふ
た
り
）
ぎ
り
の
祕
密
（
ひ
み
つ
）
は
洩
（
も
）
れ
ぬ
、
三
人

目
（
に
ん
め
）
が
居
（
を
）
ら
ね
ば
、
と
言
（
い
）
ひ
ま
す
ぞ
や
。

ロ
ミ
オ　

大
丈
夫
（
だ
い
ぢ
ゃ
う
ぶ
）
ぢ
ゃ
、
鋼
鐡
（
は
が
ね
）
の
や
う
に
堅
（
か
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た
）
い
男
（
を
と
こ
）
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

そ
れ
な
ら
ば
。
こ
ち
の
姫
（
ひ
い
）
さ
ま
は
な
、
そ
れ
は
／
＼
憐
（
し
ほ

ら
）
し
う
て
…
…
ほ
ん
に
、
ほ
ん
に
、
ま
だ
幼
（
ち
ひ
さ
）
う
て
、
分
別
（
た
わ
い
）

も
な
い
こ
と
を
言
（
い
）
う
て
ゞ
あ
っ
た
時
分
（
じ
ぶ
ん
）
は
…
…
お
、
あ
の
な
、

パ
リ
ス
樣
（
さ
ま
）
と
言
（
い
）
う
て
、お
立
派
（
り
っ
ぱ
）
な
方
（
か
た
）
が
な
、

ど
う
ぞ
し
て
物
（
も
の
）
に
せ
う
と
氣
（
き
）
を
揉
（
も
）
ま
っ
し
ゃ
る
の
ぢ
ゃ
が
、

あ
の
よ
な
人
（
ひ
と
）
に
逢
（
あ
）
ふ
よ
り
は
、
予
（
わ
し
）
ゃ
蟾
蜍
（
ひ
き
が
へ

る
）
に
逢
（
あ
）
う
た
は
う
が
優
（
ま
し
）
ぢ
ゃ
、
と
言
（
い
）
う
て
な
、
あ
の
蟾

蜍
（
ひ
き
が
へ
る
）
に
。
予
（
わ
し
）
も
折
々
（
を
り
／
＼
）
は
腹
（
は
ら
）
を
立

（
た
）
っ
て
も
見
（
み
）
ま
す
の
ぢ
ゃ
、
パ
リ
ス
ど
の
ゝ
方
（
は
う
）
が
、
ず
っ
と

好
（
よ
）
い
男
（
を
と
こ
）
ぢ
ゃ
と
言
（
い
）
う
て
な
。
す
る
と
、
眞
（
ほ
ん
）
の
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事
（
こ
と
）
ぢ
ゃ
、孃
（
ぢ
ゃ
う
）
は
眞
蒼
（
ま
っ
さ
を
）
な
顏
（
か
ほ
）
に
な
ら
っ

し
ゃ
る
、
圖
無
（
づ
な
）
い
白
布
（
し
ろ
ぬ
の
）
の
や
う
に
。
え
、
ロ
ミ
オ
と
萬
迭

香
（
ロ
ー
ヅ
メ
リ
）
と
は
、
頭
字
（
か
し
ら
じ
）
が
同
（
お
な
）
じ
か
い
な
？

ロ
ミ
オ　

い
か
に
も
。
そ
れ
が
、何
（
な
ん
）
と
し
た
ぞ
？　

兩
方
（
り
ゃ
う
は
う
）

と
も
Ｒ
（
ア
ー
ル
）
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

は
れ
ま
、
人
（
ひ
と
）
を
！　

そ
り
ゃ
、
犬
（
い
ぬ
）
の
名
（
な
）
ぢ
ゃ

が
な
。
Ｒ
（
ア
ー
ル
）
が
お
前
（
ま
へ
）
の
…
…
い
や
い
や
、何
（
な
に
）
か
他
（
ほ
か
）

の
字
（
じ
）
に
相
違
（
さ
う
ゐ
）
な
い
わ
い
の
。
…
…
何
（
な
ん
）
で
も
な
、
貴
下

（
こ
な
た
）
と
萬
迭
香
（
ロ
ー
ズ
メ
リ
）
と
が
如
何
（
ど
う
）
と
や
ら
し
た
と
い
ふ
、

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
知
（
し
）
ら
ん
が
、面
白
（
お
も
し
ろ
）
さ
う
な
額
言
（
が
く
げ
ん
）

（
格
言
）
と
や
ら
を
作
（
つ
く
）
ら
し
ゃ
っ
て
ぢ
ゃ
、
貴
下
（
こ
な
た
）
が
聞
（
き
）
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か
ッ
し
ゃ
れ
ば
喜
（
よ
ろ
こ
）
ば
ッ
し
ゃ
ら
う
や
う
な
。

ロ
ミ
オ　

姫
（
ひ
め
）
に
宜
（
よ
ろ
）
し
う
言
（
い
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。

ロ
ミ
オ
入
る
。

乳
母　
　

は
い
／
＼
、
申
（
ま
う
）
し
ま
し
ょ
と
も
。
…
…
ピ
ー
タ
ー
！

ピ
ー
タ　

あ
い
／
＼
！

乳
母　
　

先
（
さ
き
）
へ
、
そ
し
て
急
歩
的
（
と
っ
と
）
と
。

乳
母
（
う
ば
）
と
ピ
ー
タ
ー
と
入
（
は
ひ
）
る
。

第
（
だ
い
）
五
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
庭
園

（
て
い
ゑ
ん
）。
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ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
出
る
。

ヂ
ュ
リ　

乳
母
（
う
ば
）
を
出
（
だ
）
し
て
や
っ
た
時
（
と
き
）、
時
計
（
と
け
い
）

は
九
（
こ
ゝ
の
）
つ
を
打
（
う
）
っ
て
ゐ
た
。
半
時
間
（
は
ん
じ
か
ん
）
で
歸
（
か
へ
）

る
と
い
ふ
約
束
（
や
く
そ
く
）。
若
（
も
）
し
や
逢
（
あ
）
へ
な
ん
だ
か
も
知
（
し
）

れ
ぬ
。
い
や
／
＼
、さ
う
で
は
無
（
な
）
い
。
え
ゝ
も
、乳
母
（
う
ば
）
め
は
跛
足
（
ち

ん
ば
）
ぢ
ゃ
！　

戀
（
こ
ひ
）
の
使
者
（
つ
か
ひ
）
に
は
思
念
（
お
も
ひ
）
を
こ
そ
、

思
念
（
お
も
ひ
）
は
殘
（
の
こ
）
る
夜
（
よ
る
）
の
影
（
か
げ
）
を
遠
山
蔭
（
と
ほ

や
ま
か
げ
）
に
追
退
（
お
ひ
の
）
け
る
旭
光
（
あ
さ
ひ
）
の
速
（
は
や
）
さ
よ
り
も

十
倍
（
ば
い
）
も
速
（
は
や
）
い
と
い
ふ
。
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、戀
（
こ
ひ
）
の
神
（
か
み
）

の
御
輦
（
み
く
る
ま
）
は
翼
輕
（
は
ね
が
る
）
の
鳩
（
は
と
）
が
牽
（
ひ
）
き
、
風

（
か
ぜ
）
の
や
う
に
速
（
は
や
）
い
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
に
も
双
（
ふ
た
）
つ
の
翼
（
は
ね
）
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が
あ
る
。
あ
れ
、
も
う
太
陽
（
た
い
や
う
）
は
、
今
日
（
け
ふ
）
の
旅
路
（
た
び
ぢ
）

の
峠
（
た
う
げ
）
ま
で
も
達
（
と
ゞ
）
い
て
ゐ
る
。
九
時
（
じ
）
か
ら
十
二
時
（
じ
）

ま
で
の
長
（
な
が
）
い
／
＼
三
時
間
（
じ
か
ん
）、そ
れ
ぢ
ゃ
の
に
、ま
だ
歸
（
か
へ
）
っ

て
來
（
こ
）
ぬ
。
乳
母
（
う
ば
）
め
に
、情
（
じ
ゃ
う
）
が
燃
（
も
）
え
て
ゐ
た
ら
、

若
（
わ
か
）
い
温
（
あ
た
ゝ
）
か
い
血
（
ち
）
が
あ
っ
た
ら
、テ
ニ
ス
の
球
（
た
ま
）

の
や
う
に
、予
（
わ
し
）
が
吩
咐
（
い
ひ
つ
）
く
る
や
否
（
い
な
）
や
戀
人
（
こ
ひ
ゞ

と
）
の
許
（
と
こ
）
へ
飛
（
と
）
ん
で
行
（
ゆ
）
き
、
ま
た
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
の

返
辭
（
へ
ん
じ
）
と
共
（
と
も
）
に
予
（
わ
し
）
の
手
元
（
て
も
と
）
へ
飛
返
（
と

び
か
へ
）
っ
て
來
（
き
）
つ
ら
う
も
の
。
…
…
あ
ゝ
、
老
人
（
ら
う
じ
ん
）
と
い
ふ

も
の
は
、
死
（
し
）
ん
で
ゞ
も
ゐ
る
か
の
や
う
に
、
太
儀
（
た
い
ぎ
）
さ
う
に
緩
漫

（
の
ろ
／
＼
）
と
、重
（
お
も
）
く
る
し
う
、蒼
白
（
あ
を
じ
ろ
）
う
、鉛
（
な
ま
り
）
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の
や
う
に
…
…

乳
母
（
う
ば
）
が
ピ
ー
タ
ー
を
從
（
つ
）
れ
て
出
る
。

お
ゝ
、
嬉
（
う
れ
）
し
や
、
歸
（
か
へ
）
っ
て
來
（
き
）
た
。
…
…
な
う
乳
母
（
う

ば
）
い
の
、
如
何
（
ど
う
）
ぞ
い
の
？　

あ
の
方
（
か
た
）
に
逢
（
あ
）
や
っ
た
か

や
？
…
…
侶
（
と
も
）
は
彼
方
（
あ
ち
）
へ
。

乳
母　
　

ピ
ー
タ
ー
。
…
…
入
口
（
い
り
く
ち
）
に
控
（
ひ
か
）
へ
て
ゐ
や
。

ピ
ー
タ
ー
入
る
。

ヂ
ュ
リ　

さ
、
乳
母
（
う
ば
）
い
の
。
…
…
ま
、
何
（
な
ん
）
で
其
樣
（
そ
の
や
う
）

な
情
（
な
さ
け
）
な
い
顏
（
か
ほ
）
し
て
ゐ
や
る
？　

悲
（
か
な
）
し
い
消
息
（
し

ら
せ
）
で
あ
ら
う
と
も
、
せ
め
て
嬉
（
う
れ
）
し
さ
う
に
言
（
い
）
う
て
た
も
。
若

（
も
）
し
嬉
（
う
れ
）
し
い
消
息
（
し
ら
せ
）
な
ら
、そ
れ
を
其
樣
（
そ
ん
）
な
顏
（
か
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ほ
）
を
し
て
彈
（
ひ
）
き
ゃ
る
の
は
、
床
（
ゆ
か
）
し
い
知
（
し
）
ら
せ
の
琴
（
こ

と
）
の
調
（
し
ら
）
べ
を
臺
無
（
だ
い
な
）
し
に
し
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
も
の
。

乳
母　
　

お
ゝ
、
辛
度
（
し
ん
ど
）
！　

暫
時
（
ち
い
と
）
ま
ァ
休
（
や
す
）
ま
し

て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
あ
ゝ
／
＼
、骨
々
（
ほ
ね
／″
＼
）
が
痛
（
い
た
）
う
て
痛
（
い

た
）
う
て
！　

ま
、
ど
の
位
（
く
ら
ゐ
）
ほ
ッ
つ
き
ま
は
っ
た
こ
と
や
ら
！

ヂ
ュ
リ　

予
（
わ
し
）
の
骨
々
（
ほ
ね
／″
＼
）
を
其
方
（
そ
な
た
）
に
與
（
や
）
っ

て
も
、速
（
は
や
）
う
其
（
そ
の
）
消
息
（
し
ら
せ
）
が
此
方
（
こ
っ
ち
）
へ
欲
（
ほ
）

し
い
。
こ
れ
、
ど
う
ぞ
聞
（
き
）
か
し
て
た
も
。
な
う
、
乳
母
（
う
ば
）
や
、
乳
母

（
う
ば
）
い
な
う
、
如
何
（
ど
う
）
ぢ
ゃ
ぞ
い
の
？

乳
母　
　

ま
、氣
忙
（
き
ぜ
は
）
し
い
！　

暫
時
（
ち
い
と
）
の
間
（
ま
）
が
待
（
ま
）

て
ぬ
か
い
な
？　

息
（
い
き
）
が
切
（
き
）
れ
て
物
（
も
の
）
が
言
（
い
）
は
れ
ぬ



－ 194 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

で
は
な
い
か
い
な
？

ヂ
ュ
リ　

息
（
い
き
）
が
切
（
き
）
れ
て
言
（
い
）
は
れ
ぬ
と
言
（
い
）
や
る
程
（
ほ
ど
）

な
ら
、
息
（
い
き
）
は
切
（
き
）
れ
て
ゐ
ぬ
筈
（
は
ず
）
ぢ
ゃ
。
何
（
な
ん
）
の
か

の
と
言
譯
（
い
ひ
わ
け
）
し
て
ゐ
や
る
の
が
肝
腎
（
か
ん
じ
ん
）
の
一
言
（
ひ
と
こ

と
）
よ
り
長
（
な
が
）
い
わ
い
の
。
こ
れ
、
吉
（
き
つ
）
か
、
凶
（
き
ょ
う
）
か
？

　

速
（
は
や
）
う
言
（
い
）
や
。
そ
れ
さ
へ
言
（
い
）
う
て
た
も
っ
た
ら
、
詳
細
事

（
く
は
し
い
こ
と
）
は
後
（
あ
と
）
で
も
よ
い
。
速
（
は
や
）
う
安
心
（
あ
ん
し
ん
）

さ
し
て
た
も
、
吉
（
き
つ
）
か
、
凶
（
き
ょ
う
）
か
？

乳
母　
　

は
て
、
お
前
（
ま
へ
）
は
阿
呆
（
あ
ほ
）
ら
し
い
お
人
（
ひ
と
）
ぢ
ゃ
、

あ
の
や
う
な
男
（
を
と
こ
）
を
選
（
え
ら
）
ば
ッ
し
ゃ
る
と
は
目
（
め
）
が
無
（
な
）

い
の
ぢ
ゃ
。
ロ
ミ
オ
！　

あ
り
ゃ
不
可
（
い
け
）
ん
わ
い
の
。
面
附
（
つ
ら
つ
き
）
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こ
そ
は
誰
（
た
）
れ
よ
り
も
見
（
み
）
よ
け
れ
、脛
附
（
す
ね
つ
き
）
が
十
人
並
（
に

ん
な
み
）
以
上
（
い
じ
ゃ
う
）
ぢ
ゃ
、そ
れ
か
ら
手
（
て
）
や
足
（
あ
し
）
や
胴
（
ど

う
）
や
は
彼
（
か
）
れ
此
（
こ
）
れ
言
（
い
）
ふ
が
程
（
ほ
ど
）
も
無
（
な
）
い
が
、

外
（
ほ
か
）
に
は
、
ま
、
類
（
る
ゐ
）
が
無
（
な
）
い
。
行
儀
作
法
（
ぎ
ゃ
う
ぎ
さ

は
ふ
）
の
生
粹
（
き
っ
す
ゐ
）
ぢ
ゃ
あ
り
や
せ
ん
［
＃
「
あ
り
や
せ
ん
」
は
マ
マ
］、

で
も
眞
（
ほ
ん
）
の
事
（
こ
と
）、仔
羊
（
こ
ひ
つ
じ
）
の
や
う
に
、温
和
（
お
と
な
）

し
い
人
（
ひ
と
）
ぢ
ゃ
。
さ
ァ
／
＼
／
＼
、
小
女
（
い
と
）
よ
、
信
心
（
し
ん
じ
ん
）

さ
っ
し
ゃ
れ
。
…
…
え
、
も
う
終
（
す
）
み
ま
し
た
か
え
、
お
晝
（
ひ
る
）
の
食
事

（
し
ょ
く
じ
）
は
？

ヂ
ュ
リ　

い
ゝ
え
／
＼
。
其
樣
（
そ
ん
）
な
事
（
こ
と
）
は
、
も
う
夙
（
と
う
）
に

知
（
し
）
っ
て
ゐ
る
。
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
の
事
（
こ
と
）
を
ば
何
（
な
ん
）
と
言
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（
い
）
う
て
ぢ
ゃ
？　

さ
、
そ
れ
を
。

乳
母　
　

は
れ
、
頭
痛
（
づ
つ
う
）
が
す
る
！　

あ
ゝ
、
何
（
な
ん
）
と
い
ふ
頭
痛

（
づ
つ
う
）
で
あ
ら
う
！　

頭
（
あ
た
ま
）
が
粉
※(

「
く
さ
か
ん
む
り
／
韲
」、
第

4

水
準2-87-23)
（
こ
な
／″
＼
）
に
碎
（
く
だ
）
け
て
し
ま
ひ
さ
う
に
疼
（
う
づ
）

く
わ
い
の
。
脊
中
（
せ
な
か
）
ぢ
ゃ
。
…
…
そ
っ
ち
／
＼
。
…
…
お
ゝ
、
脊
中
（
せ

な
か
）
が
、
脊
中
（
せ
な
か
）
が
！　

ほ
ん
に
貴
孃
（
こ
な
た
）
が
怨
（
う
ら
）
め

し
い
わ
い
の
、
遠
（
と
ほ
）
い
遠
（
と
ほ
）
い
處
（
と
こ
ろ
）
へ
太
儀
（
た
い
ぎ
）

な
使
者
（
つ
か
ひ
）
に
出
（
だ
）
さ
ッ
し
や
っ
て
［
＃
「
出
（
だ
）
さ
ッ
し
や
っ
て
」

は
マ
マ
］、如
是
（
こ
ん
）
な
死
（
し
）
ぬ
る
や
う
な
思
（
お
も
）
ひ
を
さ
す
と
は
！

ヂ
ュ
リ　

ほ
ん
に
氣
（
き
）
の
毒
（
ど
く
）
ぢ
ゃ
、氣
分
（
き
ぶ
ん
）
が
惡
（
わ
る
）

う
て
は
な
ァ
。
し
た
が
、乳
母
（
う
ば
）、乳
母
（
う
ば
）
や
、乳
母
（
う
ば
）
い
な
う
、
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何
卒
（
ど
う
ぞ
）
言
（
い
）
う
て
た
も
、
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
が
何
（
な
ん
）
と
被

言
（
お
ッ
し
ゃ
）
っ
た
？

乳
母　
　

さ
い
な
、あ
の
方
（
か
た
）
の
言
（
い
）
は
ッ
し
ゃ
る
に
は
、行
儀
（
ぎ
ゃ

う
ぎ
）
も
よ
け
れ
ば
深
切
（
し
ん
せ
つ
）
で
も
あ
り
、
男
振
（
を
と
こ
ぶ
り
）
は
よ

し
、
器
量
人
（
き
り
ゃ
う
じ
ん
）
で
も
あ
り
、
流
石
（
さ
す
が
）
に
身
分
（
み
ぶ
ん
）

の
あ
る
殿
方
（
と
の
が
た
）
ら
し
う
…
…
お
母
（
か
ゝ
）
さ
ま
は
何
處
（
ど
こ
）
に

ぢ
ゃ
？

ヂ
ュ
リ　

母
（
は
ゝ
）
さ
ま
は
何
處
（
ど
こ
）
に
ぢ
ゃ
？　

母
樣
（
は
ゝ
さ
ま
）
は

家
（
う
ち
）
に
ぢ
ゃ
。
何
處
（
ど
こ
）
に
行
（
ゆ
）
か
し
ゃ
ら
う
ぞ
？　

何
（
な
に
）

を
言
（
い
）
や
る
ぞ
い
！
「
あ
の
方
（
か
た
）
が
被
言
（
お
ッ
し
ゃ
）
る
に
は
、
身

分
（
み
ぶ
ん
）
の
あ
る
殿
方
（
と
の
が
た
）
ら
し
う
、
お
母
樣
（
か
ゝ
さ
ま
）
は
何
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處
（
ど
こ
）
に
ぢ
ゃ
？
」

乳
母　
　

は
れ
、
ま
ア
！　

そ
の
や
う
に
熱
（
あ
つ
）
く
な
ら
ッ
し
ゃ
る
な
。
こ
れ

さ
、ま
ァ
、ほ
ん
に
／
＼
。
そ
れ
が
痛
（
い
た
）
む
節
々
（
ふ
し
／″
＼
）
の
塗
藥
（
ぬ

り
ぐ
す
り
）
に
な
り
ま
す
か
い
の
？　

こ
れ
か
ら
は
自
分
（
じ
ぶ
ん
）
で
使
（
つ
か
）

ひ
歩
（
あ
る
）
き
を
ば
さ
っ
し
ゃ
っ
た
が
よ
い
。

ヂ
ュ
リ　

ま
ァ
、
仰
山
（
ぎ
ゃ
う
さ
ん
）
な
騷
（
さ
わ
）
ぎ
ぢ
ゃ
！
…
…
こ
れ
の
、

ロ
ミ
オ
が
何
（
な
ん
）
と
被
言
（
お
ッ
し
ゃ
）
っ
た
？

乳
母　
　

お
前
（
ま
へ
）
今
日
（
け
ふ
）
は
お
參
詣
（
ま
ゐ
り
）
に
往
（
い
）
て
も

可
（
よ
）
い
と
い
ふ
お
許
可
（
ゆ
る
し
）
が
出
（
で
）
ま
し
た
か
え
？

ヂ
ュ
リ　

あ
い
の
。

乳
母　
　

で
は
、
な
う
、
急
（
い
そ
）
い
で
ロ
レ
ン
ス
樣
（
さ
ま
）
の
庵
室
（
あ
ん



－ 199 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

じ
つ
）
ま
で
往
（
ゆ
）
か
っ
し
ゃ
れ
。
あ
そ
こ
で
お
前
（
ま
へ
）
を
内
室
（
う
ち
か
た
）

に
な
さ
る
ゝ
人
（
ひ
と
）
が
待
（
ま
）
っ
て
ぢ
ゃ
。
そ
り
ゃ
こ
そ
頬
邊
（
ほ
っ
ぺ
た
）

へ
放
埓
（
み
だ
ら
）
な
血
（
ち
）
め
が
上
（
の
ぼ
）
る
わ
、所
詮
（
つ
ま
り
）
は
何
（
な

に
）
を
聞
（
き
）
い
て
も
直
（
す
ぐ
）
に
眞
赤
（
ま
っ
か
）
に
な
ら
ッ
し
ゃ
ら
う
ぢ
ゃ

ま
で
。
速
（
は
や
）
う
お
寺
（
て
ら
）
へ
。
予
（
わ
し
）
は
ま
た
別
（
べ
つ
）
の
方

（
は
う
）
へ
往
（
い
）
て
梯
子
（
は
し
ご
）
を
取
（
と
）
っ
て
來
（
こ
）
ね
ば
な
ら
ぬ
、

其
（
そ
の
）
梯
子
（
は
し
ご
）
で
お
前
（
ま
へ
）
の
戀
人
（
こ
ひ
び
と
）
が
、
今
宵

（
こ
よ
ひ
）
暗
（
く
ら
）
う
な
る
が
最
後
（
さ
い
ご
）、
鳥
（
と
り
）
の
巣
（
す
）
へ

登
（
の
ぼ
）
ら
ッ
し
ゃ
る
の
ぢ
ゃ
。
予
（
わ
し
）
は
只
（
た
ゞ
）
も
う
齷
齬
（
あ
く

せ
く
）
と
お
前
（
ま
へ
）
を
喜
（
よ
ろ
こ
）
ば
さ
う
と
念
（
お
も
）
う
て
。
し
た
が
、

や
が
て
夜
（
よ
る
）
に
な
る
と
、
お
前
（
ま
へ
）
も
骨
（
ほ
ね
）
が
折
（
を
）
れ
う
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ぞ
や
。
さ
、
予
（
わ
し
）
は
食
事
（
し
ょ
く
じ
）
を
せ
う
。
貴
孃
（
こ
な
た
）
は
庵

室
（
あ
ん
じ
つ
）
へ
速
（
は
や
）
う
ゆ
か
し
ゃ
れ
。

ヂ
ュ
リ　

速
（
は
や
）
う
其
（
そ
の
）
幸
福
（
し
あ
は
せ
）
に
！
…
…
乳
母
（
う
ば
）

や
、
き
げ
ん
よ
う
。

二
人
（
ふ
た
り
）
と
も
入
る
。

第
（
だ
い
）
六
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）

の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
が
先
（
さ
き
）
に
、
ロ
ミ
オ
從
（
つ
）
い
て
出
る
。

ロ
レ　
　

諸
天
善
神
（
し
ょ
て
ん
ぜ
ん
じ
ん
）、
願
（
ね
が
）
は
く
は
此
（
こ
の
）
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神
聖
（
し
ん
せ
い
）
な
る
式
（
し
き
）
に
笑
（
ゑ
）
ま
せ
ら
れ
ま
せ
い
、
ゆ
め
後
日

（
ご
じ
つ
）
悲
哀
（
か
な
し
み
）
を
降
（
く
だ
）
さ
し
ま
し
て
御
譴
責
（
ご
け
ん
せ
き
）

遊
（
あ
そ
）
ば
さ
れ
ま
す
な
。

ロ
ミ
オ　

ア
ー
メ
ン
、ア
ー
メ
ン
！　

如
何（
ど
ん
）な
悲
哀（
か
な
し
み
）が
來（
こ
）

よ
う
と
も
、姫
（
ひ
め
）
の
顏
（
か
ほ
）
を
見
（
み
）
る
嬉
（
う
れ
）
し
さ
の
其
（
そ

の
）
刹
那
（
せ
つ
な
）
に
は
易
（
か
へ
）
ら
れ
な
い
。
神
聖
（
た
ふ
と
）
い
語
（
こ

と
ば
）
で
二
人
（
ふ
た
り
）
の
手
（
て
）
を
結
（
む
す
）
び
合
（
あ
）
は
し
て
下
（
く

だ
）
さ
れ
ば
、
戀
（
こ
ひ
）
を
亡
（
ほ
ろ
ぼ
）
す
死
（
し
）
の
爲
（
た
め
）
に
此
身

（
こ
の
み
）
が
如
何
樣
（
ど
の
や
う
）
に
な
ら
う
と
ま
ゝ
。
妻
（
つ
ま
）
と
呼
（
よ
）

ぶ
こ
と
さ
へ
叶
（
か
な
）
へ
ば
、
心
殘
（
こ
ゝ
ろ
の
こ
）
り
は
な
い
。

ロ
レ　
　

さ
う
し
た
過
激
（
く
わ
げ
き
）
の
歡
樂
（
く
わ
ん
ら
く
）
は
、
と
か
く
過
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激
（
く
わ
げ
き
）
の
終
（
を
は
り
）
を
遂
（
と
）
ぐ
る
。
火
（
ひ
）
と
煙
硝
（
え
ん

せ
う
）
と
が
抱
合
（
だ
き
あ
）
へ
ば
忽
（
た
ち
ま
）
ち
爆
發
（
ば
く
は
つ
）
す
る
が

や
う
に
、勝
誇
（
か
ち
ほ
こ
）
る
最
中
（
さ
な
か
）
に
で
も
滅
（
ほ
ろ
）
び
失
（
う
）

せ
る
。
上
（
う
へ
）
な
う
甘
（
あ
ま
）
い
蜂
蜜
（
は
ち
み
つ
）
は
旨
過
（
う
ま
す
）

ぎ
て
厭
（
い
や
）
ら
し
く
、食
（
く
）
う
て
見
（
み
）
よ
う
と
い
ふ
氣
（
き
）
が
鈍
（
に

ぶ
）
る
。
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、
戀
（
こ
ひ
）
も
程
（
ほ
ど
）
よ
う
。
程
（
ほ
ど
）
よ
い

戀
（
こ
ひ
）
は
長
（
な
が
）
う
續
（
つ
ゞ
）
く
、
速
（
は
や
）
き
に
過
（
す
）
ぐ
る

は
猶
（
な
ほ
）
遲
（
お
そ
）
き
に
過
（
す
）
ぐ
る
が
如
（
ご
と
）
し
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
出
る
。

そ
れ
、姫
（
ひ
め
）
が
來
（
わ
）
せ
た
。
お
ゝ
、あ
の
や
う
な
輕
（
か
る
）
い
足
（
あ

し
）
で
は
、
い
つ
ま
で
蹈
（
ふ
）
む
と
も
、
堅
（
か
た
）
い
石
道
（
い
し
み
ち
）
は
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磨
（
へ
）
る
ま
い
わ
い
。
戀
人
（
こ
ひ
び
と
）
は
、
夏
（
な
つ
）
の
風
（
か
ぜ
）
に

戲
（
た
は
む
）
れ
遊
（
あ
そ
）
ぶ
あ
の
埓
（
ら
ち
）
も
な
い
絲
遊
（
か
げ
ろ
ふ
）
に

騎
（
の
ッ
）
か
っ
て
も
、
落
（
お
）
ち
ぬ
で
あ
ら
う
。
さ
ほ
ど
に
輕
（
か
る
）
い
も

の
が
空
（
あ
だ
）
な
歡
樂
（
た
の
し
み
）
！

ヂ
ュ
リ　
（
ロ
レ
ン
ス
を
抱
き
て
）
教
父
（
け
ふ
ふ
）
さ
ま
、ご
き
げ
ん
よ
ろ
し
う
！

ロ
レ　
　

其
（
そ
の
）
お
返
禮
（
か
へ
し
）
は
、
二
人
分
（
ふ
た
り
ぶ
ん
）、
ロ
ミ

オ
の
口
（
く
ち
）
か
ら
。

ヂ
ュ
リ　
（
ロ
ミ
オ
を
抱
き
て
）
で
は
ロ
ミ
オ
に
も
。
で
な
い
と
お
返
禮
（
か
へ
し
）

が
多
過
（
お
ほ
す
ぎ
）
よ
う
。

ロ
ミ
オ　

あ
ゝ
、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
今
日
（
け
ふ
）
を
嬉
（
う
れ
）
し
い
、
か
た
じ

け
な
い
と
思
（
お
も
）
ふ
心
（
こ
ゝ
ろ
）
が
予
（
わ
し
）
と
同
（
お
な
）
じ
に
滿
腔
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（
い
っ
ぱ
い
）
な
ら
、し
か
も
そ
れ
を
現
（
あ
ら
は
）
す
力
（
ち
か
ら
）
が
予
（
わ
し
）

よ
り
も
多
（
お
ほ
）
い
な
ら
、
今
日
（
け
ふ
）
の
出
會
（
で
あ
ひ
）
で
二
人
（
ふ
た

り
）
が
感
（
か
ん
）
ず
る
此
（
こ
の
）
夢
（
ゆ
め
）
の
や
う
な
嬉
（
う
れ
）
し
さ
を
、

床
（
ゆ
か
）
し
い
天
樂
（
て
ん
が
く
）
の
や
う
な
卿
（
そ
も
じ
）
の
聲
（
こ
ゑ
）
で
、

四
邊
（
あ
た
り
）
の
空
氣
（
く
う
き
）
も
融
解
（
と
ろ
）
く
る
ば
か
り
に
、
な
つ
か

し
う
奏
（
か
な
）
で
ゝ
下
（
く
だ
）
さ
れ
。

ヂ
ュ
リ　

内
實
（
な
か
み
）
の
十
分
（
ぶ
ん
）
な
思
想
（
し
さ
う
）
は
、
言
葉
（
こ

と
ば
）
の
花
（
は
な
）
で
飾
（
か
ざ
）
る
に
は
及
（
お
よ
）
ば
ぬ
。
算
（
か
ぞ
）
へ

ら
る
ゝ
身
代
（
し
ん
だ
い
）
は
貧
（
ま
づ
）
し
い
の
ぢ
ゃ
。
妾
（
わ
し
）
の
戀
（
こ

ひ
）
は
、分
量
（
ぶ
ん
り
ゃ
う
）
が
大
（
お
ほ
）
き
う
／
＼
な
っ
た
ゆ
ゑ
に
、今
（
い

ま
）
は
其
（
そ
の
）
半
分
（
は
ん
ぶ
ん
）
を
も
計
算
（
か
ん
ぢ
ゃ
う
）
す
る
こ
と
が
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出
來
（
で
き
）
ぬ
わ
い
の
。

ロ
レ　
　

さ
ゝ
、
予
（
わ
し
）
と
一
し
ょ
に
ご
ざ
れ
。
速
（
は
や
）
う
濟
（
す
ま
）

し
て
の
け
う
。
慮
外
（
り
ょ
ぐ
わ
い
）
な
が
ら
、
尊
（
た
ふ
と
）
い
教
會
（
け
う
く

わ
い
）
が
二
人
（
ふ
た
り
）
を
一
人
（
ひ
と
り
）
に
合
體
（
が
っ
た
い
）
さ
す
る
ま

で
は
、
さ
し
對
（
む
か
）
ひ
で
ゐ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
の
ぢ
ゃ
。

ロ
レ
ン
ス
に
從
（
つ
）
い
て
二
人
（
ふ
た
り
）
と
も
入
る
。
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第
三
幕

第
（
だ
い
）
一
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。

街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
先
（
さ
き
）
に
、
ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-

85)

ー
リ
オ
ー
、侍
童
（
こ
わ
ら
は
）、下
人
等
（
し
も
べ
ら
）
從
（
つ
）
い
て
出
（
で
）

る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
ど
の
、も
う
歸
（
か

へ
）
ら
う
。
暑
（
あ
つ
）
く
は
あ
る
、
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）
の
奴
等
（
や
つ

ら
）
が
出
歩
（
で
あ
る
）
い
て
も
ゐ
る
、
出
會
（
で
っ
く
は
）
し
た
が
最
後
（
さ
い
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ご
）、鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
を
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
か
う
い
ふ
暑
（
あ
つ
）
い
日
（
ひ
）

に
は
、
え
て
氣
（
き
）
ち
が
ひ
め
い
た
血
（
ち
）
が
騷
（
さ
わ
）
ぐ
も
の
ぢ
ゃ
。

マ
ー
キ
ュ　

お
い
、酒
亭
（
さ
か
や
）
へ
入
（
は
ひ
）
っ
た
當
座
（
た
う
ざ
）
に
は
、

劍（
け
ん
）を
食
卓（
テ
ー
ブ
ル
）の
下（
し
た
）へ
叩（
た
ゝ
）き
つ
け
て「
神（
か
み
）

よ
、
願
（
ね
が
）
は
く
は
此
奴
（
こ
い
つ
）
に
必
要
（
ひ
つ
え
う
）
あ
ら
し
め
た
ま

ふ
な
」
な
ぞ
と
い
っ
て
ゐ
な
が
ら
、忽
（
た
ち
ま
）
ち
二
杯
目
（
は
い
め
）
の
酒
（
さ

け
）
が
利
（
き
）
い
て
、何
（
な
ん
）
の
必
要
（
ひ
つ
え
う
）
も
無
（
な
）
い
の
に
、

給
仕
人
（
き
ふ
じ
に
ん
）
を
敵
手
（
あ
ひ
て
）
に
引
（
ひ
）
っ
こ
ぬ
く
手
合
（
て
あ

ひ
）
が
あ
る
が
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
が
其
（
そ
の
）
仲
間
（
な
か
ま
）
ぢ
ゃ
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

予
（
わ
し
）
が
そ
ん
な
仲
間
（
な
か
ま
）

か
？
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マ
ー
キ
ュ　

さ
ゝ
、足
下
（
お
ぬ
し
）
は
イ
タ
リ
ー
で
誰
（
た
）
れ
に
も
負
（
ひ
け
）

を
取
（
と
）
ら
ぬ
易
怒
男
（
お
こ
り
む
し
）
ぢ
ゃ
、
直
（
ぢ
き
）
に
怒
（
お
こ
）
る

や
う
に
仕
向
（
し
む
）
け
ら
れ
る
、仕
向
（
し
む
）
け
ら
る
れ
ば
直
（
す
ぐ
）
怒
（
お

こ
）
る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

し
て
何
（
な
ん
）
に
す
る
ん
ぢ
ゃ
？

（
此
（
こ
の
）
原
詞
（
げ
ん
し
）
は
“And w

hat to?

”
「
し
て
何
（
な
ん
）
の
爲

（
た
め
）
に
？
」
と
い
ふ
義
（
ぎ
）。
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
は
そ
れ
を
わ
ざ
と
“And 

w
hat tw

o?

”
の
意
味
（
い
み
）
に
取
（
と
）
り
て
例
（
れ
い
）
の
駄
洒
落
（
だ
じ
ゃ

れ
）
の
キ
ッ
カ
ケ
と
す
る
。）

マ
ー
キ
ュ　

何
人
（
な
ん
に
ん
）
？　

い
や
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
の
や
う
な
の
が
二

人
（
ふ
た
り
）
と
ゐ
た
ら
、忽
（
た
ち
ま
）
ち
殺
（
こ
ろ
）
し
あ
う
て
し
ま
は
う
か
ら
、
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二
人
（
ふ
た
り
）
と
も
ゐ
な
く
な
ら
う
。
は
て
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
な
ぞ
は
髭
（
ひ

げ
）
の
毛
（
け
）
一
筋
（
す
ぢ
）
の
多
（
お
ほ
）
い
少
（
す
く
）
な
い
が
原
（
も
と
）

で
も
叩
（
た
ゝ
）
き
合
（
あ
）
ふ
。
或
（
あ
る
）
ひ
は
足
下
（
お
ぬ
し
）
の
目
（
め
）

の
色
（
い
ろ
）
が
榛
色
（
は
し
ば
み
い
ろ
）
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、そ
こ
で
相
手
（
あ
ひ
て
）

が
榛
（
は
し
ば
み
）
の
實
（
み
）
を
噛
割
（
か
み
わ
）
っ
た
と
言
（
い
）
ふ
だ
け
の

事
（
こ
と
）
で
、鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
を
買
（
か
）
ひ
か
ね
ぬ
。
そ
の
眼
（
ま
な
こ
）

で
な
う
て
、そ
ん
な
鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
を
買
（
か
）
ふ
眼
（
ま
な
こ
）
が
何
處
（
ど
こ
）

に
あ
ら
う
？　

足
下
（
お
ぬ
し
）
の
頭
（
あ
た
ま
）
に
は
鷄
卵
（
た
ま
ご
）
に
黄
蛋

（
き
み
）
が
充
實
（
つ
ま
）
っ
て
ゐ
る
や
う
に
、鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
が
充
滿
（
い
っ

ぱ
い
）
ぢ
ゃ
、し
か
も
度
々
（
た
び
／″
＼
）
打
撲
（
ど
や
）
さ
れ
た
の
で
、少
許
（
ち
っ

と
）
腐
爛
氣
味
（
く
さ
れ
ぎ
み
）
ぢ
ゃ
わ
い
。
足
下
（
お
ぬ
し
）
は
、
街
中
（
ま
ち
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な
か
）
で
咳
（
せ
き
）
を
し
て
足
下
（
お
ぬ
し
）
の
飼
犬
（
か
ひ
い
ぬ
）
の
日
向
（
ひ

な
た
）
ぼ
こ
り
を
驚
（
お
ど
ろ
）
か
し
た
と
言
（
い
）
う
て
、
或
（
あ
る
）
男
（
を

と
こ
）
と
鬪
爭
（
け
ん
く
わ
）
を
し
た
。
復
活
祭
前
（
イ
ー
ス
タ
ー
ま
へ
）
に
新
調

胴
衣
（
し
た
て
お
ろ
し
）
を
着
（
き
）
た
と
言
（
い
）
う
て
、或
（
あ
る
）
裁
縫
師
（
し

た
て
や
）
と
掴
（
つ
か
）
み
合
（
あ
）
ひ
、新
（
あ
た
ら
）
し
い
靴
（
く
つ
）
に
古
（
ふ

る
）
い
紐
（
ひ
も
）
を
附
（
つ
）
け
を
っ
た
と
言
（
い
）
う
て
、誰
某
（
た
れ
や
ら
）

と
も
爭
論
（
い
が
）
み
合
（
あ
）
う
た
。
そ
れ
で
ゐ
て
俺
（
お
れ
）
に
鬪
爭
（
け
ん

く
わ
）
を
す
ま
い
ぞ
と
異
見
（
い
け
ん
）
め
い
た
こ
と
を
被
言
（
お
し
）
ゃ
る
の
か
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

予
（
わ
し
）
が
足
下
（
き
み
）
ほ
ど

鬪
爭
好
（
け
ん
く
わ
ず
き
）
と
言
（
い
）
ふ
こ
と
が
實
（
ぢ
ゃ
う
）
な
ら
、無
條
件
（
ろ

は
）
で
此
（
こ
の
）
命
（
い
の
ち
）
を
一
時
間
位
（
じ
か
ん
ぐ
ら
ゐ
）
は
賣
（
う
）
っ
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て
や
っ
て
も
よ
い
わ
い
。

マ
ー
キ
ュ　

ろ
は
ぢ
ゃ
！　

ろ
ッ
は
ッ
は
！　

ろ
ッ
は
ッ
は
！
（
と
笑
ふ
）。

チ
ッ
バ
ル
ト
を
先
（
さ
き
）
に
、
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
黨
人
（
た
う
じ
ん
）
出
る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

や
、
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
や
つ
ら
が

來
（
き
）
を
っ
た
。

マ
ー
キ
ュ　

へ
ん
、
か
ま
ふ
も
の
か
え
。

チ
ッ
バ　

俺
（
お
れ
）
に
附
着
（
く
ッ
つ
）
い
て
來
（
こ
）
う
、
彼
奴
等
（
き
ゃ
つ

ら
）
と
談
（
だ
ん
）
じ
て
く
れ
う
。
…
…
（
ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-

85)

ー
リ
オ
ー
ら
に
）
諸
氏
（
か
た
／″
＼
）、機
嫌
（
き
げ
ん
）
よ
う
。
一
言
（
ご
ん
）

申
（
ま
う
）
し
た
う
ご
ざ
る
。

マ
ー
キ
ュ　

た
だ
一
言
（
ご
ん
）
で
ご
ざ
る
か
？　

何
（
な
に
）
か
お
添
（
そ
）
へ
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な
さ
い
。
一
言
（
ご
ん
）
兼
（
け
ん
）
一
撃
（
げ
き
）
と
し
た
ら
如
何
（
ど
う
）
ぢ
ゃ
？

チ
ッ
バ　

機
會
（
き
っ
か
け
）
さ
へ
與
（
お
こ
）
し
ゃ
ら
ば
、
何
時
（
い
つ
）
で
も

敵
手
（
あ
ひ
て
）
に
な
り
申
（
ま
う
）
さ
う
。

マ
ー
キ
ュ　

此
方
（
こ
ち
）
か
ら
與
（
お
こ
）
さ
ね
ば
、
其
方
（
そ
ち
）
で
は
機
會

（
き
っ
か
け
）
が
出
來
（
で
き
）
ぬ
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
る
か
？

チ
ッ
バ　

マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
は
平
生
（
ふ
だ
ん
）
あ
の
ロ
ミ

オ
と
調
子
（
て
う
し
）
を
合
（
あ
は
）
せ
て
…
…

マ
ー
キ
ュ　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
、調
子
（
て
う
し
）
を
合
（
あ
は
）
せ
て
？　

吾
等
（
わ

れ
ら
）
を
樂
人
扱
（
が
く
に
ん
あ
つ
か
）
ひ
に
す
る
の
か
？　

樂
人
扱
（
が
く
に
ん

あ
つ
か
）
ひ
に
爲
（
す
）
り
ゃ
、
耳
（
み
ゝ
）
を
顛
覆
（
で
ん
ぐ
り
か
へ
）
ら
す
る

音
樂（
お
ん
が
く
）を
聞（
き
か
）す
。
準
備（
よ
う
い
）せ
い
。（
劍
に
手
を
掛
け
て
）
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乃
公
（
お
れ
）
の
胡
弓
（
こ
き
う
）
は
此
劍
（
こ
れ
）
ぢ
ゃ
、
今
（
い
ま
）
に
足
下

（
お
ぬ
し
）
を
踊
（
を
ど
）
ら
せ
て
見
（
み
）
せ
う
。
畜
生
（
ち
く
し
ゃ
う
）、
調
子

（
て
う
し
）
を
合
（
あ
は
）
す
！

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

こ
ゝ
は
往
來
（
わ
う
ら
い
）
ぢ
ゃ
、

ど
う
ぞ
閑
寂
（
ひ
そ
か
）
な
處
（
と
こ
ろ
）
で
冷
靜
（
し
づ
か
）
に
談
判
（
だ
ん
ぱ

ん
）
を
す
る
か
、さ
も
な
く
ば
別
（
わ
か
）
れ
た
が
よ
い
。
衆
人
（
ひ
と
）
が
見
（
み
）

る
わ
。

マ
ー
キ
ュ　

見
（
み
）
る
爲
（
た
め
）
の
眼
（
ま
な
こ
）
ぢ
ゃ
、
見
（
み
）
る
が
え

い
わ
。
他
（
ひ
と
）
が
如
何
（
ど
う
）
思
（
お
も
）
は
う
と
介
意
（
か
ま
）
ふ
も
の

か
え
。

ロ
ミ
オ
出
る
。
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チ
ッ
バ　

足
下
（
お
ぬ
し
）
と
は
中
直
（
な
か
な
ほ
）
り
ぢ
ゃ
。
あ
そ
こ
へ
奴
（
や

つ
）
が
來
（
き
）
を
っ
た
。

マ
ー
キ
ュ　

奴
（
や
つ
）
ぢ
ゃ
？　

へ
ん
、ロ
ミ
オ
が
足
下
（
お
ぬ
し
）
の
奴
（
や
っ

こ
）
な
も
の
か
？　

何
時
（
い
つ
）
足
下
（
お
ぬ
し
）
が
給
服
（
し
き
せ
）
を
着
（
き
）

せ
た
？　

は
て
、先
（
さ
き
）
に
立
（
た
）
っ
て
決
鬪
場
（
ば
し
ょ
）
へ
行
（
ゆ
）
き
ゃ

れ
、
ロ
ミ
オ
も
隨
行
（
と
も
）
を
せ
う
。
そ
れ
が
奴
（
や
っ
こ
）
の
役
（
や
く
）
な

ら
、
ロ
ミ
オ
は
足
下
樣
（
お
ぬ
し
さ
ま
）
の
お
抱
奴
（
か
ゝ
へ
や
っ
こ
）
ぢ
ゃ
。

チ
ッ
バ　
（
ロ
ミ
オ
に
對
ひ
て
）
や
い
、
ロ
ミ
オ
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
に
對
（
た
い
）

す
る
俺
（
お
れ
）
が
情
合
（
じ
ゃ
う
あ
ひ
）
か
ら
は
是
限
（
こ
れ
ぎ
り
）
し
か
言
（
い
）

へ
ぬ
。
…
…
汝
（
お
の
れ
）
は
惡
漢
（
あ
く
た
う
）
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

チ
ッ
バ
ル
ト
、足
下
（
き
み
）
を
愛
（
あ
い
）
す
る
仔
細
（
し
さ
い
）
が
あ
っ
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て
、
怒
（
い
か
）
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
其
（
そ
の
）
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）
を
も
わ
る
う
は

取
（
と
）
ら
ぬ
。
予
（
わ
し
）
は
惡
漢
（
あ
く
た
う
）
で
は
な
い
。
さ
ら
ば
、
足
下

（
き
み
）
は
予
（
わ
し
）
を
知
（
し
）
ら
ぬ
の
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ
行
（
ゆ
）
き
か
く
る
。

チ
ッ
バ　

小
僧
（
わ
っ
ぱ
）
め
、
そ
れ
が
無
禮
（
ぶ
れ
い
）
の
辨
解
（
い
ひ
わ
け
）

に
は
な
ら
ぬ
ぞ
。
戻
（
も
ど
）
っ
て
拔
劍
（
ぬ
）
け
。

ロ
ミ
オ　

予
（
わ
し
）
は
無
禮
（
ぶ
れ
い
）
を
し
た
覺
（
お
ぼ
）
え
は
な
い
、い
や
、

其
（
そ
の
）
仔
細
（
し
さ
い
）
の
分
（
わ
か
）
る
ま
で
は
迚
（
と
て
）
も
會
得
（
ゑ

と
く
）
の
ゆ
か
ぬ
程
（
ほ
ど
）
に
予
（
わ
し
）
は
足
下
（
き
み
）
を
愛
（
あ
い
）
し

て
ゐ
る
の
ぢ
ゃ
。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
ど
の
、
予
（
わ
し
）
は
今
（
い
ま
）
カ
ピ
ュ
ー

レ
ッ
ト
と
い
ふ
其
（
そ
の
）
名
前
（
な
ま
へ
）
を
我
名
（
わ
が
な
）
も
同
樣
（
ど
う
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や
う
）
に
大
切
（
た
い
せ
つ
）
に
思
（
お
も
）
う
て
ゐ
る
、
ま
ゝ
、
堪
忍
（
か
ん
に

ん
）
さ
っ
し
ゃ
れ
。

マ
ー
キ
ュ　

お
ゝ
、柔
弱
（
て
ぬ
る
）
い
、不
面
目
（
ふ
め
ん
も
く
）
な
、卑
劣
（
ひ

れ
つ
）
な
降
參
（
か
う
さ
ん
）
！　

此
上
（
こ
の
う
へ
）
は
劍
（
け
ん
）
あ
る
の
み

ぢ
ゃ
。（
劍
を
拔
く
）。
チ
ッ
バ
ル
ト
、
い
や
さ
、
猫
王
（
ね
こ
ま
た
）
ど
の
、
お
往

（
ゆ
）
き
ゃ
ら
う
か
？

チ
ッ
バ　

何
（
な
ん
）
ぞ
俺
（
お
れ
）
に
用
（
よ
う
）
が
あ
る
か
？

マ
ー
キ
ュ　

猫
王
（
ね
こ
ま
た
）
ど
の
、九
箇
（
こ
ゝ
の
つ
）
あ
る
と
い
ふ
足
下
（
お

ぬ
し
）
の
命
（
い
の
ち
）
が
只
（
た
ッ
た
）
一
（
ひ
と
）
つ
だ
け
所
望
（
し
ょ
も
う
）

し
た
い
が
、其
後
（
そ
の
の
ち
）
の
擧
動
次
第
（
し
こ
な
し
し
だ
い
）
で
殘
（
の
こ
）

る
八
箇（
や
ッ
つ
）も
叩（
た
ゝ
）き
挫（
み
じ
）く
ま
い
も
の
で
も
な
い
。
耳
形（
み
ゝ
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が
た
）
の
※(

「
木
＋
覊
」
の
「
馬
」
に
代
え
て
「
月
」、第4

水
準2-15-85)

（
つ

か
）
を
掴
（
つ
か
）
ん
で
其
（
そ
の
）
劍
（
け
ん
）
を
お
拔
（
ぬ
）
き
ゃ
れ
、速
（
は

や
）
う
せ
ぬ
と
乃
公
（
お
れ
）
の
劍
（
け
ん
）
が
足
下
（
お
ぬ
し
）
の
耳
元
（
み
ゝ

も
と
）
へ
お
見
舞
（
み
ま
）
ひ
申
（
ま
う
）
す
ぞ
。

チ
ッ
バ　

合
點
（
が
っ
て
ん
）
だ
。

劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
く
。

ロ
ミ
オ　

マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
君
（
く
ん
）、
ま
ア
／
＼
、
劍
（
け
ん
）
を
。

マ
ー
キ
ュ　

さ
、
突
（
つ
）
い
て
來
（
こ
）
い
。

チ
ッ
バ
ル
ト
と
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
と
鬪
（
た
ゝ
か
）
ふ
。

ロ
ミ
オ　

拔
劍
（
ぬ
）
け
、
ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
、

二
人
（
ふ
た
り
）
の
武
器
（
え
も
の
）
を
叩
（
た
ゝ
）
き
落
（
お
と
）
さ
う
。
こ
れ
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さ
／
＼
、
恥
（
は
ぢ
）
ぢ
ゃ
／
＼
、
亂
暴
（
ら
ん
ば
う
）
を
す
な
？　

チ
ッ
バ
ル
ト
、

マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
、領
主
（
と
の
）
の
嚴
命
（
げ
ん
め
い
）
で
は
無
（
な
）
い
か
、

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
の
街
頭
（
ま
ち
な
か
）
で
鬪
諍
（
た
ゝ

か
ひ
）を
し
て
は
な
ら
ぬ
筈（
は
ず
）ぢ
ゃ
。
こ
れ
さ
、チ
ッ
バ
ル
ト
！　

マ
ー
キ
ュ
ー

シ
オ
ー
！

此
（
こ
の
）
立
※(

「
廴
＋
囘
」、第4

水
準2-12-11)

（
た
ち
ま
は
）
り
の
間
（
あ

ひ
だ
）
に
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
は
チ
ッ
バ
ル
ト
に
突
か
る
ゝ
。

チ
ッ
バ
ル
ト
及
（
お
よ
）
び
其
（
そ
の
）
黨
人
（
た
う
じ
ん
）
入
る
。

マ
ー
キ
ュ　

や
ら
れ
た
！　

畜
生（
ち
く
し
ゃ
う
）、兩
方（
り
ゃ
う
は
う
）の
奴
等（
や

つ
ら
）
め
！　

や
ら
れ
た
わ
い
。
去
（
い
）
に
を
っ
た
か
、
彼
奴
（
き
ゃ
つ
）
め
無

創
（
む
き
ず
）
で
？



－ 219 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

や
、手（
て
）を
負（
お
）う
た
か
足
下（
き

み
）
は
？

マ
ー
キ
ュ　

唯
（
う
ん
）、
唯
（
う
ん
）、
引
掻
（
ひ
っ
か
）
か
れ
た
／
＼
。
は
て
、

こ
れ
で
十
分
（
ぶ
ん
）
ぢ
ゃ
。
侍
童
（
こ
や
っ
こ
）
め
は
何
處
（
ど
こ
）
に
を
る
？

　

小
奴
（
や
っ
こ
）、は
よ
往
（
い
）
っ
て
下
科
醫
者
（
げ
く
わ
い
し
ゃ
）
を
呼
（
よ
）

ん
で
來
（
こ
）
い
。

ロ
ミ
オ　

こ
れ
、氣
（
き
）
を
確
（
た
し
か
）
に
。
手
傷
（
て
き
ず
）
は
決
（
け
っ
）

し
て
重
（
お
も
）
う
は
な
い
。

マ
ー
キ
ュ　

さ
う
ぢ
ゃ
。
井
戸
（
ゐ
ど
）
ほ
ど
に
深
（
ふ
か
）
く
も
無
（
な
）
け
れ
ば
、

教
會
（
け
う
く
わ
い
）
の
入
口
程
（
い
り
ぐ
ち
ほ
ど
）
に
は
廣
（
ひ
ろ
）
く
も
な
い
、

が
十
分
（
ぶ
ん
）
ぢ
ゃ
、
役
（
や
く
）
に
は
立
（
た
）
つ
。
明
日
（
あ
す
）
訪
（
た
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づ
）
ね
て
く
れ
い
、す
れ
ば
墓
（
は
か
）
の
中
（
な
か
）
か
ら
御
挨
拶
（
ご
あ
い
さ
つ
）

ぢ
ゃ
。
先
（
ま
）
づ
乃
公
（
お
れ
）
の
一
生
（
し
ゃ
う
）
も
、
誓
文
（
せ
い
も
ん
）、

總
仕
舞
（
そ
う
じ
ま
ひ
）
が
澄
（
す
）
ん
で
し
ま
う
た
。
…
…
畜
生
（
ち
く
し
ゃ
う
）、

兩
方
（
り
ゃ
う
は
う
）
の
奴
等
（
や
つ
ら
）
め
！
…
…
う
ぬ
！　

犬
（
い
ぬ
）、
鼠

（
ね
ず
み
）、※(
「
鼬
」
の
「
由
」
に
代
え
て
「
奚
」、第4

水
準2-94-69)

鼠
（
は

つ
か
ね
ず
み
）、
猫
股
（
ね
こ
ま
た
）、
人
間
（
に
ん
げ
ん
）
を
引
掻
（
ひ
っ
か
）
い

て
殺
（
こ
ろ
）
し
を
る
！　

一
二
三
（
ひ
ふ
う
み
い
）
で
劍
（
け
ん
）
を
使
（
つ
か
）

ふ
駄
法
螺
吹
家（
だ
ぼ
ら
ふ
き
）め
！　

破
落
戸（
ご
ろ
つ
き
）、惡
黨（
あ
く
た
う
）！

　

何
（
な
ん
）
で
眞
中
（
ま
ん
な
か
）
へ
飛
込
（
と
び
こ
）
ん
だ
ん
ぢ
ゃ
足
下
（
お

ぬ
し
）
は
！　

足
下
（
お
ぬ
し
）
の
腕
（
う
で
）
の
下
（
し
た
）
で
や
ら
れ
た
。

ロ
ミ
オ　

み
ん
な
爲
（
た
め
）
を
思
（
お
も
）
う
て
し
た
の
ぢ
ゃ
。
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マ
ー
キ
ュ　

お
い
、ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
、何
處
（
ど

こ
）
ぞ
家
（
う
ち
）
の
中
（
な
か
）
へ
伴
（
つ
）
れ
て
行
（
い
）
っ
て
く
れ
、速
（
は

や
）
う
せ
ぬ
と
氣
絶
（
き
ぜ
つ
）
し
さ
う
ぢ
ゃ
。
畜
生
（
ち
く
し
ゃ
う
）、兩
方
（
り
ょ

う
は
う
）
の
奴
等
（
や
つ
ら
）
！　

と
う
／
＼
俺
（
お
れ
）
を
蛆
蟲
（
う
じ
む
し
）

の
餌
食
（
ゑ
じ
き
）
に
し
て
し
ま
ひ
を
っ
た
。
參
（
ま
ゐ
）
っ
た
、し
っ
か
り
參
（
ま

ゐ
）
っ
た
。
畜
生
（
ち
く
し
ゃ
う
）、兩
方
（
り
ゃ
う
は
う
）
の
奴
等
（
や
つ
ら
）
！

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
に
介
抱
（
か
い
は
う
）
せ
ら

れ
て
、
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
入
（
は
ひ
）
る
。

ロ
ミ
オ　

領
主
（
り
ゃ
う
し
ゅ
）
に
は
近
親
（
き
ん
し
ん
）
た
る
信
友
（
し
ん
い
う
）

の
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
が
俺
故
（
お
れ
ゆ
ゑ
）
あ
の
や
う
な
重
傷
（
ふ
か
で
）
を
負

（
お
）
ひ
、俺
（
お
れ
）
は
ま
た
只
（
た
ゞ
）
一
時
程
（
と
き
ほ
ど
）
縁
者
（
え
ん
じ
ゃ
）
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と
な
っ
た
あ
の
チ
ッ
バ
ル
ト
故（
ゆ
ゑ
）に
汚
名（
を
め
い
）を
受（
う
）け
た
。
お
ゝ
、

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
卿
（
お
ま
ひ
）
の
艶
麗
（
あ
て
や
か
）
さ
が
俺
（
お
れ
）
を
柔
弱

（
に
う
じ
ゃ
く
）
に
な
ら
せ
て
、日
頃
（
ひ
ご
ろ
）
鍛
（
き
た
）
う
て
お
い
た
勇
氣
（
ゆ

う
き
）
の
鋒
（
き
っ
さ
き
）
が
鈍
（
に
ぶ
）
っ
て
し
ま
う
た
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
又
（
ま
た
）
出
る
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

お
ゝ
、
ロ
ミ
オ
／
＼
、
マ
ー
キ
ュ
ー

シ
オ
ー
は
お
死
（
し
）
に
ゃ
っ
た
ぞ
よ
！　

あ
の
勇
敢
（
ゆ
う
か
ん
）
な
魂
（
た
ま

し
ひ
）
は
氣
短
（
き
み
じ
か
）
に
此
世
（
こ
の
よ
）
を
厭
（
い
と
）
う
て
、
雲
（
く

も
）
の
上
（
う
へ
）
へ
昇
（
の
ぼ
）
っ
て
し
ま
う
た
。

ロ
ミ
オ　

け
ふ
の
此
（
こ
の
）
惡
運
（
あ
く
う
ん
）
は
此
儘
（
こ
の
ま
ゝ
）
で
は
濟

（
す
）
む
ま
い
。
こ
れ
は
只
（
た
ゞ
）
不
幸
（
ふ
し
あ
は
せ
）
の
手
始
（
て
は
じ
め
）、



つ
ゞ
く
不
幸
（
ふ
か
う
）
が
此
（
こ
の
）
結
局
（
し
ま
つ
）
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

チ
ッ
バ
ル
ト
又
（
ま
た
）
出
る
。

ベ
ン
※(
濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

我
武
者
（
が
む
し
ゃ
）
の
チ
ッ
バ
ル

ト
め
が
又
（
ま
た
）
來
（
き
）
を
っ
た
。

ロ
ミ
オ　

な
に
、
無
事
（
ぶ
じ
）
で
、
勝
誇
（
か
ち
ほ
こ
）
っ
て
？　

マ
ー
キ
ュ
ー

シ
オ
ー
が
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
た
の
に
！　

此
上
（
こ
の
う
へ
）
は
禮
儀
（
れ
い
ぎ
）

も
寛
大
（
く
わ
ん
だ
い
）
も
天
外
（
て
ん
ぐ
わ
い
）
に
抛
（
な
げ
う
）
っ
た
。
※(

「
陷

の
つ
く
り
＋
炎
」、第3

水
準1-87-64)
（
ほ
の
ほ
）
を
眼
（
ま
な
こ
）
の
忿
怨
神
（
い

か
り
の
か
み
）
よ
、
案
内
者
（
あ
ん
な
い
じ
ゃ
）
と
な
っ
て
く
れ
い
！
…
…
（
チ
ッ

バ
ル
ト
に
對
ひ
）
や
い
、
チ
ッ
バ
ル
ト
、
先
刻
（
せ
ん
こ
く
）
足
下
（
お
ぬ
し
）
が

俺
（
お
れ
）
に
く
れ
た
「
惡
漢
（
あ
く
た
う
）」
の
名
（
な
）
は
今
（
い
ま
）
返
（
か
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へ
）
す
、
受
取
（
う
け
と
）
れ
。
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
の
魂
（
た
ま
し
ひ
）
が
つ
い

頭
上
（
と
う
じ
ゃ
う
）
に
立
迷
（
た
ち
ま
よ
）
う
て
同
伴
者
（
ど
う
ば
ん
じ
ゃ
）
を

求
（
も
と
）
め
て
ゐ
る
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
か
、
俺
（
お
れ
）
か
、
兩
人
（
ふ
た
り
）

な
が
ら
か
、
同
伴
（
ど
う
ば
ん
）
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ぞ
。

チ
ッ
バ　

青
（
あ
を
）
二
才
（
さ
い
）
ど
の
、最
初
（
さ
い
し
ょ
）
同
伴
（
つ
れ
だ
）
っ

て
來
（
き
）
た
足
下
（
お
ぬ
し
）
ぢ
ゃ
、冥
土
（
あ
の
よ
）
へ
行
（
ゆ
）
く
も
一
し
ょ

に
お
往
（
ゆ
）
き
ゃ
れ
。

ロ
ミ
オ　

そ
れ
は
此
劍
（
こ
れ
）
が
決
（
き
）
め
る
わ
。

二
人
（
ふ
た
り
）
鬪
（
た
ゝ
か
）
ふ
。
チ
ッ
バ
ル
ト
倒
（
た
ふ
）
る
ゝ
。

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

ロ
ミ
オ
、
速
（
は
や
）
う
！　

速
（
は

や
）
う
迯
（
に
）
げ
た
！　

あ
れ
、
市
人
（
ま
ち
び
と
）
が
騷
（
さ
わ
）
ぎ
は
じ
む
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る
。
チ
ッ
バ
ル
ト
は
落
命
（
ら
く
め
い
）
ぢ
ゃ
。
狼
狽
（
う
ろ
た
）
へ
て
ゐ
る
と
こ

ろ
で
な
い
。
捕
（
と
ら
）
へ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
領
主
（
り
ゃ
う
し
ゅ
）
は
死
罪
（
し

ざ
い
）
を
宣
告
（
せ
ん
こ
く
）
せ
う
。
速
（
は
や
）
う
落
（
お
）
ち
た
、速
（
は
や
）

う
／
＼
！

ロ
ミ
オ　

お
ゝ
、俺
（
お
れ
）
ゃ
運
命
（
う
ん
め
い
）
の
玩
弄
物
（
も
て
あ
そ
び
）
ぢ
ゃ

わ
い
！

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

お
い
、何（
な
に
）を
し
て
ゐ
る
の
ぢ
ゃ
？

ロ
ミ
オ
入
る
。

市
人
等
（
ま
ち
び
と
ら
）
出
る
。

甲
市
人　

マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
を
殺
（
こ
ろ
）
し
た
奴
（
や
つ
）
は
何
方
（
ど
ち
ら
）

へ
逃
（
に
）
げ
ま
し
た
？　

人
殺
（
ひ
と
ご
ろ
）
し
の
チ
ッ
バ
ル
ト
は
何
方
（
ど
っ



－ 226 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

ち
）
へ
逃
（
に
）
げ
ま
し
た
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

そ
こ
に
ゐ
る
の
が
チ
ッ
バ
ル
ト
で
ご

ざ
る
。

甲
市
人　

ご
ざ
れ
、
吾
等
（
わ
れ
ら
）
と
一
し
ょ
に
。
御
領
主
（
ご
り
ゃ
う
し
ゅ
）

の
命
（
お
ほ
せ
）
で
ご
ざ
る
、
ご
ざ
れ
。

此
時
（
こ
の
と
き
）、領
主
（
り
ゃ
う
し
ゅ
）
公
爵
（
こ
う
し
ゃ
く
）、多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）

の
從
者
（
じ
ゅ
う
し
ゃ
）
を
引
連
（
ひ
き
つ
）
れ
て
出
る
。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
長
者
夫

婦
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
ふ
う
ふ
）、カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
夫
婦
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
ふ
う
ふ
）、

其
他
（
そ
の
た
）
多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
出
る
。

領
主　
　

そ
の
不
埓
（
ふ
ら
ち
）
な
爭
鬪
（
さ
う
と
う
）
を
始
（
は
じ
）
め
た
者
共

（
も
の
ど
も
）
は
何
方
（
い
づ
れ
）
に
を
る
？
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ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

憚
（
は
ゞ
か
）
り
な
が
ら
、此
（
こ
の
）

不
運
（
ふ
う
ん
）
な
る
騷
擾
（
さ
う
ぜ
う
）
の
あ
さ
ま
し
き
經
緯
（
ゆ
く
た
て
）
は

手
前
（
て
ま
へ
）
が
言
上
（
ご
ん
じ
ゃ
う
）
い
た
し
ま
せ
う
。
そ
れ
に
倒
（
た
ふ
）

れ
を
り
ま
す
る
男
（
を
と
こ
）
が
御
親
戚
（
ご
し
ん
せ
き
）
の
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー

ど
の
を
殺
害
（
せ
つ
が
い
）
し
ま
し
た
る
を
ロ
ミ
オ
と
申
（
ま
う
）
す
若
人
（
わ
か

う
ど
）
が
討
取
（
う
ち
と
）
っ
て
ご
ざ
り
ま
す
。

カ
ピ
妻　

な
に
、
チ
ッ
バ
ル
ト
！　

お
ゝ
、
わ
し
の
甥
（
を
ひ
）
の
、
弟
（
お
と
う

と
）
の
子
（
こ
）
の
！　

お
ゝ
、
御
領
主
（
と
の
さ
ま
）
！　

お
ゝ
、
甥
（
を
ひ
）

よ
！　

わ
が
夫
（
つ
ま
）
！　

お
ゝ
、
大
事
（
だ
い
じ
）
の
／
＼
、
親
族
（
う
か
ら
）

の
血
汐
（
ち
し
ほ
）
が
流
（
な
が
）
さ
れ
て
ゐ
る
！　

公
平
（
こ
う
へ
い
）
な
御
領

主
（
ご
り
ゃ
う
し
ゅ
）
さ
ま
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
血
（
ち
）
を
流
（
な
が
）
し
て
吾
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等
（
わ
れ
ら
）
の
を
償
（
つ
ぐ
な
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
り
ま
せ
い
。
お
ゝ
、甥
（
を

ひ
）
よ
／
＼
！

領
主　
　

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)

ー
リ
オ
ー
よ
、
此
（
こ
の
）

無
慚
（
む
ざ
ん
）
な
鬪
諍
（
と
う
じ
ゃ
う
）
を
始
（
は
じ
）
め
た
の
は
誰
（
た
）
れ

ぢ
ゃ
？

ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)　

チ
ッ
バ
ル
ト
に
ご
ざ
り
ま
す
、
ロ
ミ

オ
に
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
た
ま
し
た
る
。
ロ
ミ
オ
は
言
葉
（
こ
と
ば
）
穩
（
お
だ
や
）

か
に
、此
（
こ
の
）
爭
端
（
さ
う
た
ん
）
の
取
（
と
る
）
に
足
（
た
）
ら
ぬ
由
（
よ
し
）

を
反
省
（
は
ん
せ
い
）
さ
せ
、二
（
ふ
た
）
つ
に
は
殿
（
と
の
）
の
お
怒
（
い
か
り
）

を
思
（
お
も
）
ひ
や
れ
、と
聲
色
（
せ
い
し
ょ
く
）
を
和
（
や
は
）
ら
げ
、膝
（
ひ
ざ
）

を
曲
（
ま
）
げ
て
、
さ
ま
／″
＼
に
申
（
ま
う
）
し
ま
し
た
な
れ
ど
も
、
中
裁
（
ち
ゅ
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う
さ
い
）
に
は
耳
（
み
ゝ
）
を
假
（
か
）
し
ま
せ
ぬ
チ
ッ
バ
ル
ト
、
理
不
盡
（
り
ふ

じ
ん
）
な
る
怒
（
い
か
り
）
の
切
先
（
き
っ
さ
き
）、
只
（
た
ゞ
）
一
突
（
ひ
と
つ

き
）
に
と
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
殿
（
ど
の
）
の
胸
元
（
む
な
も
と
）
を
め
が
け
て
突

（
つ
）
い
て
か
ゝ
り
ま
す
る
、
此
方
（
こ
な
た
）
も
同
（
お
な
）
じ
く
血
氣
（
け
っ

き
）
の
勇
士
（
ゆ
う
し
）、な
に
を
小
才
覺
（
ち
ょ
こ
ざ
い
）
な
と
立
向
（
た
ち
む
か
）

ひ
、
氷
（
こ
ほ
り
）
の
死
（
し
）
の
手
（
て
）
を
ば
引
外
（
ひ
ッ
ぱ
づ
）
し
て
右
手

（
め
て
）
に
附
入
（
つ
け
い
）
り
ま
す
る
手
練
（
し
ゅ
れ
ん
）
の
切
先
（
き
っ
さ
き
）、

そ
れ
を
撥
反
（
は
ね
か
へ
）
す
チ
ッ
バ
ル
ト
。
ロ
ミ
オ
は
其
時
（
そ
の
と
き
）
聲
（
こ

ゑ
）
高
（
た
か
）
く
「
お
待
（
ま
）
ち
ゃ
れ
、
兩
氏
（
か
た
／″
＼
）
！　

退
（
ひ
）

い
た
／
＼
！
」
と
い
ふ
よ
り
速
（
は
や
）
く
劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
い
て
、
そ
の

怖
（
お
そ
）
ろ
し
い
切
先
（
き
っ
さ
き
）
を
ば
、
叩
伏
（
た
ゝ
き
ふ
）
せ
／
＼
、
二
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人
（
に
ん
）
が
間
（
あ
ひ
だ
）
に
割
（
わ
）
っ
て
入
（
い
）
る
、
腕
（
か
ひ
な
）
の

下
（
し
た
）
よ
り
チ
ッ
バ
ル
ト
が
突
出
（
つ
き
だ
）
し
ま
し
た
る
毒
刃
（
ど
く
じ
ん
）

に
、マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
ど
の
は
敢
無
（
あ
へ
な
）
い
最
期
（
さ
い
ご
）。
さ
て
、チ
ッ

バ
ル
ト
は
其
儘
（
そ
の
ま
ゝ
）
一
旦
（
た
ん
）
逃
去
（
に
げ
さ
）
り
ま
し
た
が
、
や

が
て
又
（
ま
た
）
取
（
と
）
っ
て
返
（
か
へ
）
す
を
、
今
（
い
ま
）
や
復
讐
（
ふ
く

し
う
）
の
念
（
ね
ん
）
に
滿
（
み
）
ち
た
る
ロ
ミ
オ
が
見
（
み
）
る
よ
り
も
、電
光
（
で

ん
く
わ
う
）
の
如
（
ご
と
）
く
切
（
き
）
っ
て
か
ゝ
り
、
引
分
（
ひ
き
わ
）
け
ま
す

る
間
（
ひ
ま
）
さ
へ
も
ご
ざ
ら
ぬ
う
ち
に
、チ
ッ
バ
ル
ト
は
突
殺
（
つ
き
こ
ろ
）
さ
れ
、

倒
（
た
ふ
）
る
ゝ
途
端
（
と
た
ん
）
に
身
（
み
）
を
飜
（
ひ
る
が
へ
）
し
、
ロ
ミ
オ

は
逃
去
（
に
げ
さ
）
っ
て
ご
ざ
り
ま
す
る
。
此
儀
（
こ
の
ぎ
）
相
違
（
さ
う
ゐ
）
あ

ら
ば
、
ベ
ン
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヲ
、1-7-85)
ー
リ
オ
ー
が
命
（
い
の
ち
）
を
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召
（
め
）
さ
れ
ま
せ
う
。

カ
ピ
妻　

此
（
こ
の
）
仁
（
じ
ん
）
は
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
親
戚
（
し
ん
せ
き
）
ゆ
ゑ
、

贔
屓
心
（
ひ
い
き
ご
ゝ
ろ
）
が
さ
も
な
い
事
（
こ
と
）
を
申
（
ま
う
）
さ
せ
ま
す
る
。

此
（
こ
の
）
不
正
（
ふ
せ
い
）
な
爭
鬪
（
た
ゝ
か
ひ
）
に
は
二
十
人
餘
（
に
ん
よ
）

も
關
係
（
か
ゝ
づ
ら
）
う
て
只
（
た
ん
だ
）
一
人
（
ひ
と
り
）
を
殺
（
こ
ろ
）
し
た

に
相
違
（
さ
う
ゐ
）
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
殿
（
と
の
）
さ
ま
に
願
（
ね
が
）
ひ
ま
す
る
、

是
非
（
ぜ
ひ
）
と
も
お
成
敗
（
せ
い
ば
い
）
の
下
（
く
だ
）
さ
り
ま
せ
い
。
ロ
ミ
オ

は
チ
ッ
バ
ル
ト
を
殺
（
こ
ろ
）
し
た
か
ら
は
、生
（
い
か
）
し
て
は
お
か
れ
ま
せ
ぬ
。

領
主　
　

ロ
ミ
オ
は
チ
ッ
バ
ル
ト
を
、チ
ッ
バ
ル
ト
は
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
を
殺（
こ

ろ
）
し
た
と
す
れ
ば
、
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
の
血
（
ち
）
を
償
（
つ
ぐ
な
）
ふ
べ
き

者
（
も
の
）
は
誰
（
た
）
れ
ぢ
ゃ
？



－ 232 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

モ
ン
長　

そ
れ
は
ロ
ミ
オ
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
、彼
（
か
）
れ
は
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー

ど
の
ゝ
親
友
（
し
ん
い
う
）
で
ご
ざ
る
。
倅
（
せ
が
れ
）
が
曲
事
（
き
ょ
く
じ
）
は

國
法
（
こ
く
は
ふ
）
に
よ
っ
て
絶
（
た
）
た
る
べ
き
チ
ッ
バ
ル
ト
の
命
（
い
の
ち
）

を
絶
（
た
）
っ
た
ま
で
ゝ
ご
ざ
り
ま
す
。

領
主　
　

其
（
そ
の
）
曲
事
（
き
ょ
く
じ
）
ゆ
ゑ
に
、即
刻
（
そ
っ
こ
く
）
追
放
（
つ

ゐ
は
う
）
を
申
附
（
ま
う
し
つ
）
く
る
。
汝
等
（
な
ん
ぢ
ら
）
の
偏
執
（
へ
ん
し
ふ
）

に
予
等
（
わ
れ
ら
）
ま
で
も
卷
込
（
ま
き
こ
）
ま
れ
、其
（
そ
の
）
粗
暴
（
そ
ば
う
）

の
鬪
諍
（
と
う
じ
ゃ
う
）
に
よ
っ
て
我
（
わ
が
）
血
族
（
け
つ
ぞ
く
）
の
血
汐
（
ち

し
ほ
）
を
流
（
な
が
）
し
た
。
わ
が
此
（
こ
の
）
不
幸
（
ふ
か
う
）
を
汝
等
（
な
ん

ぢ
ら
）
に
も
悔
（
く
や
）
ま
す
爲
（
た
め
）、
き
び
し
い
科
料
（
く
わ
れ
う
）
を
課

（
く
わ
）
さ
う
ず
る
わ
。
陳
辯
（
い
ひ
わ
け
）
も
分
※(
「
足
へ
ん
＋
流
の
つ
く
り
」、
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第4

水
準2-89-31)

（
ぶ
ん
そ
）
も
聽
（
き
）
か
ぬ
。
涙
（
な
み
だ
）
も
祈
祷
（
き

と
う
）
も
罪
（
つ
み
）
を
ば
贖
（
あ
が
な
）
は
ぬ
ぞ
よ
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
何
（
な
に
）

も
申
（
ま
う
）
す
な
。
急
（
い
そ
）
ぎ
ロ
ミ
オ
を
退
去
（
た
ち
さ
）
ら
せ
い
。
さ
も

な
う
て
見
附
（
み
つ
）
け
ら
れ
な
ば
、
其
時
（
そ
の
と
き
）
が
即
（
や
が
）
て
最
期

（
さ
い
ご
）
ぢ
ゃ
。
此
（
こ
の
）
死
骸
（
し
が
い
）
を
荷
（
に
な
）
ひ
ゆ
き
て
、予
（
よ
）

が
命
（
め
い
）
を
待
（
ま
）
て
。
人
殺
（
ひ
と
ご
ろ
）
し
を
憫
（
あ
は
れ
）
む
は
人

（
ひ
と
）
を
殺
（
こ
ろ
）
す
に
ひ
と
し
い
わ
い
。

第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
庭
園

（
て
い
ゑ
ん
）。
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ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
出
る
。

ヂ
ュ
リ　

驅
（
か
）
け
よ
速
（
は
や
）
う
、
火
（
ひ
）
の
脚
（
あ
し
）
の
若
駒
（
わ

か
ご
ま
）
よ
、
日
（
ひ
）
の
神
（
か
み
）
の
宿
（
や
ど
）
り
ま
す
今
宵
（
こ
よ
ひ
）

の
宿
（
や
ど
）
へ
。
フ
ェ
ー
ト
ン
の
や
う
な
御
者
（
ぎ
ょ
し
ゃ
）
が
ゐ
た
な
ら
、西
（
に

し
）
へ
／
＼
と
鞭
（
む
ち
）
を
あ
て
ゝ
、
す
ぐ
に
も
夜
（
よ
る
）
を
將
（
つ
）
れ
て

來
（
こ
）
う
も
の
、
曇
（
く
も
）
っ
た
夜
（
よ
る
）
を
。
隙
間
（
す
き
ま
）
も
な
う

黒
（
く
ろ
）
い
帳
（
と
ば
り
）
を
引
渡
（
ひ
き
わ
た
）
せ
、戀
（
こ
ひ
）
を
助
（
た
す
）

く
る
夜
（
よ
る
）
の
闇
（
や
み
）、其
（
そ
の
）
闇
（
や
み
）
に
町
（
ま
ち
）
の
者
（
も
の
）

の
目
（
め
）
も
閉
（
ふ
さ
）
が
れ
て
、ロ
ミ
オ
が
、見
（
み
）
ら
れ
も
せ
ず
、噂
（
う

は
さ
）
も
さ
れ
ず
、
予
（
わ
し
）
の
此
（
こ
の
）
腕
（
か
ひ
な
）
の
中
（
な
か
）
へ

飛
込
（
と
び
こ
）
ん
で
ご
ざ
ら
う
や
う
に
。
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
は
其
（
そ
の
）
麗
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（
う
る
は
）
し
い
身
（
み
）
の
光
明
（
ひ
か
り
）
で
、戀
路
（
こ
ひ
ぢ
）
の
闇
（
や
み
）

を
も
照
（
て
）
ら
す
と
い
ふ
。
若
（
も
）
し
又
（
ま
た
）
戀
（
こ
ひ
）
が
盲
（
め
く

ら
）
な
ら
ば
、夜
（
よ
る
）
こ
そ
戀
（
こ
ひ
）
に
は
一
段
（
だ
ん
）
と
似
合
（
に
あ
）

ふ
筈
（
は
ず
）。
さ
ア
、
來
（
き
）
や
れ
、
夜
（
よ
る
）
よ
、
黒
（
く
ろ
）
づ
く
め

の
服
（
き
も
の
）
を
被
（
き
）
た
、
見
（
み
）
る
か
ら
眞
面
目
（
ま
じ
め
）
な
、
嚴

格
（
い
か
め
）
し
い
老
女
（
ら
う
ぢ
ょ
）
ど
の
、速
（
は
や
）
う
來
（
き
）
て
教
（
を

し
）
へ
て
た
も
、清
淨
無
垢
（
し
ゃ
う
じ
ゃ
う
む
く
）
の
操
（
み
さ
を
）
を
二
（
ふ
た
）

つ
賭
（
か
）
け
た
此
（
こ
の
）
勝
負
（
し
ょ
う
ぶ
）
に
負
（
ま
）
け
る
工
夫
（
く
ふ

う
）
を
教
（
を
し
）
へ
て
た
も
。
汝
（
そ
な
た
）
の
黒
（
く
ろ
）
い
外
套
（
マ
ン
ト

ル
）
で
頬
（
ほ
ゝ
）
に
羽
（
は
）
ば
た
く
初
心
（
う
ぶ
）
な
血
（
ち
）
を
す
ッ
ぽ
り

と
包
（
つ
ゝ
）
ん
で
た
も
、す
れ
ば
臆
病
（
お
く
び
ゃ
う
）
な
此
（
こ
の
）
心
（
こ
ゝ
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ろ
）
も
、見
（
み
）
ぬ
ゆ
ゑ
に
強
（
き
つ
）
う
な
っ
て
、何
（
な
に
）
す
る
も
戀
（
こ

ひ
）
の
自
然
（
し
ぜ
ん
）
と
思
（
お
も
）
ふ
で
あ
ら
う
。
夜
（
よ
る
）
よ
、來
（
き
）

や
れ
、
速
（
は
や
）
う
來
（
き
）
や
れ
、
ロ
ー
ミ
オ
ー
！　

あ
ゝ
、
夜
（
よ
る
）
の

晝
（
ひ
る
）
と
は
お
前
（
ま
へ
）
の
事
（
こ
と
）
ぢ
ゃ
。
夜
（
よ
る
）
の
翼
（
つ
ば

さ
）
に
降
（
お
）
り
た
お
前
（
ま
へ
）
は
、鴉
（
か
ら
す
）
の
背
（
せ
）
に
今
（
い
ま
）

降
（
ふ
）
り
か
ゝ
る
其
（
そ
の
）
雪
（
ゆ
き
）
の
白
（
し
ろ
）
う
見
（
み
）
ゆ
る
よ

り
も
白
（
し
ろ
）
い
で
あ
ら
う
。
速
（
は
や
）
う
來
（
こ
）
い
、や
さ
し
い
、懷
（
な

つ
か
）
し
い
夜
（
よ
る
）
の
闇
（
や
み
）、
さ
、
予
（
わ
し
）
の
ロ
ミ
オ
を
賜
（
た
）

も
れ
。
ロ
ミ
オ
が
お
死
（
し
）
に
ゃ
れ
ば
、汝
（
そ
ち
）
に
遣
（
や
）
ら
う
程
（
ほ
ど
）

に
、
細
截
（
き
り
こ
ま
ざ
）
い
て
星
（
ほ
し
）
に
せ
い
、
し
た
ら
大
空
（
お
ほ
ぞ
ら
）

が
見
（
み
）
か
は
す
ば
か
り
美
（
う
つ
く
）
し
う
な
っ
て
、世
界
中
（
せ
か
い
ぢ
ゅ
う
）
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の
者
（
も
の
）
が
夜
（
よ
る
）
に
惚
（
ほ
）
れ
、も
う
誰
（
た
）
れ
も
あ
の
爛
々
（
ぎ

ら
／
＼
）
し
た
太
陽
（
た
い
や
う
）
を
拜
（
を
が
）
ま
ぬ
や
う
に
も
な
る
で
あ
ら
う
。

お
ゝ
、戀
（
こ
ひ
）
の
屋
敷
（
や
し
き
）
は
買
（
か
）
う
た
れ
ど
、お
の
が
住
居
（
す

ま
ひ
）
に
は
ま
だ
な
ら
ぬ
、
身
（
み
）
は
人
（
ひ
と
）
に
賣
（
う
）
っ
た
れ
ど
、
ま

だ
賞
翫
（
し
ゃ
う
く
わ
ん
）
は
し
て
貰
（
も
ら
）
へ
ぬ
。
あ
ゝ
、待
（
ま
）
つ
間
（
ま
）

が
も
ど
か
し
い
、
祭
（
ま
つ
り
）
の
前
（
ま
へ
）
の
晩
（
ば
ん
）
に
氣
（
き
）
を
い

ら
つ
子
供
（
こ
ど
も
）
の
や
う
に
、製
（
こ
し
ら
）
へ
て
貰
（
も
ら
）
う
た
晴
着
（
は

れ
ぎ
）
は
あ
っ
て
も
、
被
（
き
）
る
こ
と
が
成
（
な
）
ら
ぬ
の
で
。
…
…
お
ゝ
、
あ

れ
、
乳
母
（
う
ば
）
が
。
き
っ
と
消
息
（
し
ら
せ
）
ぢ
ゃ
。
ロ
ミ
オ
の
名
（
な
）
を

で
も
告
（
つ
）
ぐ
る
舌
（
し
た
）
は
天
人
（
て
ん
に
ん
）
の
聲
（
こ
ゑ
）
と
聞
（
き

こ
）
ゆ
る
。
…
…
こ
れ
、
乳
母
（
う
ば
）、
何
（
な
ん
）
の
消
息
（
し
ら
せ
）
ぢ
ゃ
？
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持
（
も
）
っ
て
ゐ
や
る
は
何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
？　

ロ
ミ
オ
が
取
（
と
）
っ
て
來
（
こ
）

い
と
言
（
い
）
や
っ
た
綱
（
つ
な
）
か
や
？

乳
母　
　

あ
い
／
＼
、
綱
（
つ
な
）
ぢ
ゃ
。

綱
（
つ
な
）
を
抛
出
（
は
ふ
り
だ
）
す
。

ヂ
ュ
リ　

あ
ゝ
、
ま
ア
！　

何
事
（
な
に
ご
と
）
が
起
（
お
こ
）
っ
た
の
ぢ
ゃ
？　

何
（
な
ん
）
で
其
方
（
そ
な
た
）
は
手
（
て
）
を
絞
（
し
ぼ
）
る
の
ぢ
ゃ
？

乳
母　
　

あ
ゝ
、
か
な
し
や
！　

死
（
し
）
な
し
ゃ
っ
た
／
＼
／
＼
！　

も
う
無
效

（
だ
め
）
で
ご
ざ
り
ま
す
、も
う
無
效
（
だ
め
）
で
ご
ざ
り
ま
す
。
あ
ゝ
、か
な
し
や
！

…
…
逝
（
い
）
な
し
ゃ
っ
た
、殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
さ
っ
し
ゃ
っ
た
、死
（
し
）
な
し
ゃ
っ

た
！

ヂ
ュ
リ　

え
、
そ
れ
ほ
ど
に
天
（
て
ん
）
が
無
慈
悲
（
む
じ
ひ
）
か
！



－ 239 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

乳
母　
　

天
（
て
ん
）
は
如
何
（
ど
う
）
あ
ら
う
と
、ロ
ミ
オ
は
無
慈
悲
（
む
じ
ひ
）

ぢ
ゃ
。
お
ゝ
、
ロ
ミ
オ
ど
の
が
、
ロ
ミ
オ
ど
の
が
！　

…
…
誰
（
た
）
れ
が
思
（
お

も
）
ひ
が
け
う
ぞ
い
？　

ロ
ミ
オ
ど
の
が
！

ヂ
ュ
リ　

何
（
な
ん
）
で
予
（
わ
し
）
に
氣
（
き
）
を
揉
（
も
ま
）
す
の
ぢ
ゃ
？　

其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
唸
（
う
な
）
り
聲
（
ご
ゑ
）
は
地
獄
（
ぢ

ご
く
）
で
な
う
て
は
聞
（
き
）
か
れ
ぬ
筈
（
は
ず
）
ぢ
ゃ
。
ロ
ミ
オ
が
自
害
（
じ
が
い
）

で
も
な
さ
れ
た
か
？　

こ
れ
、
唯
（
あ
い
）
と
言
（
い
）
っ
て
見
（
み
）
や
、
そ
の

唯
（
あ
い
）
と
い
ふ
一
言
（
ひ
と
こ
と
）
が
、
只
（
た
ゞ
）
一
目
（
ひ
と
め
）
で
人

（
ひ
と
）
を
殺
（
こ
ろ
）
す
毒
龍
（
コ
カ
ト
リ
ス
）
の
目
（
め
）
に
も
ま
し
て
、怖
（
お

そ
ろ
）
し
い
憂
目
（
う
き
め
）
を
見
（
み
）
す
る
。
其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
羽
目
（
は

め
）
と
な
ら
ば
、予
（
わ
し
）
の
身
（
み
）
は
最
早
（
も
う
）
駄
目
（
だ
め
）
ぢ
ゃ
。
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こ
れ
、
お
死
（
し
）
に
ゃ
っ
た
が
實
（
ぢ
ゃ
う
）
な
ら
ば
、
唯
（
あ
い
）
と
言
（
い
）

や
。
さ
う
で
な
く
ば
否
（
い
な
）
と
言
（
い
）
や
。
た
っ
た
一
言
（
ひ
と
こ
と
）
二

言
（
ふ
た
こ
と
）
で
此
身
（
こ
の
み
）
の
生
死
（
し
ゃ
う
し
）
が
決
（
き
ま
）
る
の

ぢ
や
［
＃
「
決
（
き
ま
）
る
の
ぢ
や
」
は
マ
マ
］。

乳
母　
　

其（
そ
の
）創（
き
ず
）を
見（
み
）ま
し
た
が
、此
眼（
こ
の
め
）で
見（
み
）

ま
し
た
が
…
…
南
無（
な
む
）さ
ん
ぼ
う
！
…
…
ち
ょ
う
ど
此（
こ
の
）お
立
派（
り
っ

ぱ
）
な
胸
元
（
む
な
も
と
）
に
。
い
た
／
＼
し
い
、
無
慚
（
む
ざ
ん
）
な
、
い
た
／

＼
し
い
死
顏
（
し
に
が
ほ
）。
蒼
白
（
あ
を
じ
ろ
）
う
、
灰
（
は
ひ
）
の
や
う
に
蒼

白
（
あ
を
じ
ろ
）
う
な
っ
て
、血
（
ち
）
み
ど
ろ
に
な
っ
て
、ど
こ
も
ど
こ
も
血
（
ち
）

が
凝
（
こ
ご
）
り
つ
い
て
。
見
（
み
）
る
と
其
儘
（
そ
の
ま
ゝ
）、
わ
し
ゃ
氣
（
き
）

を
失
（
う
し
）
な
う
て
し
ま
ひ
ま
し
た
わ
い
の
。
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ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、
裂
（
さ
）
け
よ
！　

此
（
こ
の
）
胸
（
む
ね
）
よ
！　

破
産
（
は

さ
ん
）
し
た
不
幸
（
み
じ
め
）
な
心
（
こ
ゝ
ろ
）
よ
、
一
思
（
ひ
と
お
も
）
ひ
に
裂

（
さ
）
け
て
し
ま
う
て
く
れ
い
！　

目
（
め
）
も
此
上
（
こ
の
う
へ
）
は
牢
（
ら
う
）

へ
入
（
は
ひ
）
れ
、も
う
自
由
（
じ
い
う
）
を
見
（
み
）
る
な
！　

穢
（
け
が
ら
は
）

し
い
塵
芥
（
ち
り
あ
く
た
）
め
、元
（
も
と
）
の
土
塊
（
つ
ち
く
れ
）
へ
歸
（
か
へ
）

り
を
れ
、
活
（
い
）
き
て
働
（
は
た
ら
）
く
に
は
及
（
お
よ
）
ば
ぬ
わ
い
、
ロ
ミ
オ

と
一
し
ょ
に
同
（
お
な
）
じ
柩
車
（
ひ
つ
ぎ
）
の
積
荷
（
つ
み
に
）
と
な
り
を
れ
！

乳
母　
　

お
ゝ
、
チ
ッ
バ
ル
ト
ど
の
、
チ
ッ
バ
ル
ト
ど
の
、
此
上
（
こ
の
う
へ
）
も

な
い
頼
（
た
の
）
も
し
い
お
方
（
か
た
）
で
あ
っ
た
に
！　

お
ゝ
、
お
懇
（
ね
ん
ご

ろ
）
な
チ
ッ
バ
ル
ト
ど
の
！　

お
立
派
（
り
っ
ぱ
）
な
お
方
（
か
た
）
！　

お
前
（
ま

へ
）
が
亡
（
な
）
く
な
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
生
（
い
）
き
て
ゐ
て
見
（
み
）
よ
う
と
は
！
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ヂ
ュ
リ　

や
、こ
り
ゃ
、風
向
（
か
ざ
む
き
）
が
變
（
ち
が
）
う
た
わ
、如
何
（
ど
う
）

し
た
暴
風
雨
（
あ
ら
し
）
ぢ
ゃ
？　

ロ
ミ
オ
が
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
て
、
そ
し
て
チ
ッ

バ
ル
ト
も
お
死
（
し
）
に
ゃ
っ
た
か
？　

大
事
（
だ
い
じ
）
な
從
兄
（
い
と
こ
）
も
、

尚
（
な
）
ほ
大
事
（
だ
い
じ
）
な
ロ
ミ
オ
ど
の
も
？　

も
し
さ
う
な
ら
ば
、
大
審
判

日
（
お
ほ
さ
ば
き
の
ひ
）
の
喇
叭
手
（
ら
っ
ぱ
し
ゅ
）
よ
、
世
（
よ
）
は
最
早
（
も

う
）
絶
滅
（
を
は
り
）
ぢ
ゃ
と
宣
告
（
せ
ん
こ
く
）
せ
い
！　

あ
の
二
人
（
ふ
た
り
）

が
逝
（
い
）
に
ゃ
っ
た
な
ら
、
生
（
い
）
き
て
ゐ
る
甲
斐
（
か
ひ
）
は
な
い
！

乳
母　
　

チ
ッ
バ
ル
ト
ど
の
は
お
死
（
し
）
に
ゃ
っ
て
、
ロ
ミ
オ
ど
の
は
追
放
（
つ

ゐ
は
う
）
ぢ
ゃ
。
下
手
人
（
げ
し
ゅ
に
ん
）
の
ロ
ミ
オ
ど
の
は
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）

に
な
ら
ッ
し
ゃ
っ
た
の
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
／
＼
！
…
…
あ
の
ロ
ミ
オ
の
手
（
て
）
で
チ
ッ
バ
ル
ト
を
？
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乳
母　
　

さ
よ
ぢ
ゃ
／
＼
。
あ
ゝ
／
＼
、
さ
よ
ぢ
ゃ
わ
い
の
！

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、
花
（
は
な
）
の
顏
（
か
ほ
）
に
潛
（
ひ
そ
）
む
蝮
（
ま
む
し
）
の

心
（
こ
ゝ
ろ
）
！　

あ
ん
な
奇
麗
（
き
れ
い
）
な
洞
穴
（
ほ
ら
あ
な
）
に
も
毒
龍
（
ど

く
り
う
）は
棲（
す
ま
）ふ
も
の
か
？　

面（
か
ほ
）は
天
使（
て
ん
し
）、心（
こ
ゝ
ろ
）

は
夜
叉（
や
し
ゃ
）！　

美（
う
つ
く
）し
い
虐
君（
ぎ
ゃ
く
ゝ
ん
）ぢ
ゃ
！　

鳩（
は
と
）

の
翼
（
は
ね
）
被
（
き
）
た
鴉
（
か
ら
す
）
ぢ
ゃ
！　

狼
根
性
（
お
ほ
か
み
こ
ん
じ
ゃ

う
）
の
仔
羊
（
こ
ひ
つ
じ
）
ぢ
ゃ
！　

見
（
み
）
た
目
（
め
）
は
神
々
（
か
う
／″
＼
）

し
う
て
心
（
こ
ゝ
ろ
）
は
卑
（
さ
も
）
し
い
！　

外
面
（
う
は
べ
）
と
は
裏
表
（
う

ら
う
へ
）！　

い
や
し
い
聖
僧（
ひ
じ
り
）、氣
高（
け
た
か
）い
惡
黨（
あ
く
た
う
）！

　

お
ゝ
、
造
化
主
（
ざ
う
く
わ
し
ゅ
）
よ
、
あ
の
や
う
な
可
憐
（
い
と
）
し
ら
し
い

人
間
（
に
ん
げ
ん
）
の
肉
體
（
に
く
た
い
）
に
す
ら
夜
叉
（
や
し
ゃ
）
の
魂
（
た
ま
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し
ひ
）
を
宿
（
や
ど
）
ら
せ
た
な
ら
、
地
獄
（
ぢ
ご
く
）
の
夜
叉
（
や
し
ゃ
）
の
肉

體
（
か
ら
だ
）
に
は
何
者
（
な
に
も
の
）
を
住
（
す
）
ま
せ
う
と
や
？　

あ
ん
な
内

容
（
な
か
み
）
に
あ
の
や
う
な
表
紙
（
へ
う
し
）
を
附
（
つ
）
け
た
書
（
ほ
ん
）
が

あ
ら
う
か
？　

あ
ん
な
華
麗
（
り
っ
ぱ
）
な
宮
殿
（
き
ゅ
う
で
ん
）
に
虚
僞
（
う
そ
）

譎
詐
（
い
つ
は
り
）
が
棲
（
す
ま
）
は
う
と
は
！

乳
母　
　

さ
ゝ
、頼
（
た
の
）
ま
れ
ぬ
、信
（
し
ん
）
ぜ
ら
れ
ぬ
、不
正
直
（
ふ
し
ゃ

う
ぢ
き
）
は
男
（
を
と
こ
）
の
習
（
な
ら
）
ひ
ぢ
ゃ
。
ど
れ
も
／
＼
※(

「
言
＋
墟

の
つ
く
り
」、第4

水
準2-88-74)
吐（
う
そ
つ
き
）、誓
言
破（
せ
い
ご
ん
や
ぶ
）り
、

ろ
く
で
な
し
の
詐
僞
者
（
い
つ
は
り
も
の
）
ぢ
ゃ
。
あ
ゝ
、
彼
僮
（
あ
い
つ
）
め
は

何
處
（
ど
こ
）
へ
往
（
い
）
に
を
っ
た
ぞ
？　

火
酒
（
し
ゃ
う
ち
ゅ
う
）
を
持
（
も
）

て
來
（
き
）
て
く
り
ゃ
。
此
（
こ
の
）
苦
（
く
る
）
し
み
、此
（
こ
の
）
歎
（
な
げ
）
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き
、
此
（
こ
の
）
悲
（
か
な
）
し
み
で
、
わ
し
ゃ
齡
（
と
し
）
を
取
（
と
）
っ
て
し

ま
ふ
わ
い
の
。
ロ
ミ
オ
の
奴
（
や
つ
）、
恥
掻
（
は
ぢ
か
）
き
を
れ
！

ヂ
ュ
リ　

そ
の
や
う
な
こ
と
を
言（
い
）ふ
汝（
そ
ち
）の
舌（
し
た
）こ
そ
腐（
く
さ
）

り
を
れ
！　

恥
（
は
ぢ
）
を
掻
（
か
）
か
し
ゃ
る
身
分
（
み
ぶ
ん
）
か
い
の
、彼
方
（
あ

の
か
た
）
の
額
（
ひ
た
ひ
）
に
は
恥
（
は
ぢ
）
な
ど
は
恥
（
は
づ
）
か
し
が
っ
て
能
（
よ
）

う
坐
（
す
わ
）
ら
ぬ
。
あ
れ
こ
そ
は
此
世
（
こ
の
よ
）
の
名
譽
（
め
い
よ
）
と
い
ふ

名
譽
（
め
い
よ
）
が
、只
（
た
）
っ
た
一
人
（
ほ
と
り
）
王
樣
（
わ
う
さ
ま
）
と
な
っ

て
、坐
（
す
わ
）
る
帝
座
（
て
い
ざ
）
ぢ
ゃ
。
お
ゝ
、何
（
な
ん
）
と
い
ふ
獸
物
（
け

だ
も
の
）
ぢ
ゃ
予
（
わ
し
）
は
、か
り
に
も
彼
（
あ
）
の
方
（
か
た
）
を
惡
（
わ
る
）

う
い
ふ
と
は
！

乳
母　
　

從
兄
（
い
と
こ
）
ど
の
を
殺
（
こ
ろ
）
し
た
人
（
ひ
と
）
を
お
前
（
ま
へ
）
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は
善
（
よ
）
う
言
（
い
）
は
う
で
な
？

ヂ
ュ
リ　

殿
御
（
と
の
ご
）
ぢ
ゃ
、
惡
（
わ
る
）
う
言
（
い
）
う
て
な
ら
う
か
！　

あ
ゝ
、
我
（
わ
が
）
夫
（
つ
ま
）、
ど
の
舌
（
し
た
）
で
滑
（
す
べ
）
ッ
こ
う
せ
う

ぞ
、
つ
い
三
時
（
み
と
き
）
が
程
（
ほ
ど
）
連
添
（
つ
れ
そ
）
う
た
妻
（
つ
ま
）
の

口
（
く
ち
）
で
創
（
き
ず
）
だ
ら
け
に
し
た
お
前
（
ま
へ
）
の
名
（
な
）
を
？　

と

は
言
（
い
）
ひ
な
が
ら
何
故
（
な
ぜ
）
殺
（
こ
ろ
）
し
た
汝
（
お
の
れ
）
は
、予
（
わ

し
）
の
從
兄
（
い
と
こ
）
を
？　

さ
ア
、
お
前
（
ま
へ
）
を
ば
從
兄
（
い
と
こ
）
め

が
殺
（
こ
ろ
）
し
た
で
も
あ
ら
う
に
よ
っ
て
。
戻
（
も
ど
）
れ
、
お
ろ
か
な
涙
（
な

み
だ
）
め
、
元
（
も
と
）
の
泉
（
い
づ
み
）
へ
戻
（
も
ど
）
り
を
れ
。
悲
歎
（
か
な

し
み
）
に
献
（
さ
ゝ
）
ぐ
る
貢
（
み
つ
ぎ
）
を
間
違
（
ま
ち
が
）
へ
て
喜
悦
（
よ
ろ

こ
び
）
に
献
上
（
ま
ゐ
ら
）
せ
を
る
。
チ
ッ
バ
ル
ト
が
殺
（
こ
ろ
）
し
た
で
も
あ
ら
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う
我
（
わ
が
）
夫
（
つ
ま
）
は
生
存
（
い
き
な
が
ら
）
へ
て
、我
（
わ
が
）
夫
（
つ
ま
）

を
殺
（
こ
ろ
）
し
た
で
も
あ
ら
う
チ
ッ
バ
ル
ト
が
死
（
し
）
ん
だ
の
ぢ
ゃ
。
す
れ
ば
、

嬉
（
う
れ
）
し
い
こ
と
ば
か
り
、予
（
わ
し
）
ゃ
何
（
な
ん
）
で
泣
（
な
）
く
の
ぢ
ゃ
？

　

最
前
（
さ
い
ぜ
ん
）
聞
（
き
）
い
た
一
言
（
ひ
と
こ
と
）
が
、
そ
の
一
言
（
ひ
と

こ
と
）
が
、チ
ッ
バ
ル
ト
が
死
（
し
）
に
ゃ
っ
た
よ
り
も
悲
（
か
な
）
し
い
の
ぢ
ゃ
。

辛
（
つ
ら
）
い
、
忘
（
わ
す
）
れ
た
い
。
お
ゝ
、
そ
れ
が
切
實
（
ひ
し
／
＼
）
と
思

（
お
も
）
ひ
出
（
だ
）
さ
る
ゝ
、
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
罪
惡
（
ざ
い
あ
く
）
を
罪
人

（
ざ
い
に
ん
）
が
忘
（
わ
す
）
れ
ぬ
や
う
に
。「
チ
ッ
バ
ル
ト
は
死
（
し
）
な
し
ゃ
れ

た
、
そ
し
て
ロ
ミ
オ
は
…
…
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
！
」
…
…
「
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）」

…
…
其
（
そ
の
）「
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）」
と
い
ふ
一
言
（
ひ
と
こ
と
）
が
チ
ッ
バ
ル

ト
を
一
萬
人
（
ま
ん
に
ん
）
も
殺
（
こ
ろ
）
し
て
の
け
た
。
チ
ッ
バ
ル
ト
が
死
（
し
）
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に
ゃ
っ
た
ば
か
り
で
も
可
（
よ
）
い
程
（
ほ
ど
）
の
不
幸
（
ふ
し
あ
は
せ
）
で
あ
っ

た
も
の
を
。
若
（
も
）
し
又
（
ま
た
）
不
幸
（
ふ
し
あ
は
せ
）
は
同
伴
（
つ
れ
）
を

好
（
こ
の
）
み
、
是
非
（
ぜ
ひ
）
と
も
他
（
ほ
か
）
の
不
幸
（
ふ
し
あ
は
せ
）
を
同

伴
（
つ
れ
だ
）
っ
て
來
（
こ
）
ね
ば
な
ら
ぬ
な
ら
、「
チ
ッ
バ
ル
ト
が
死
（
し
）
な
し
ゃ

れ
た
」
と
い
う
た
次
（
つ
ぎ
）
に
、父
（
と
ゝ
）
さ
ま
と
か
、母
（
は
ゝ
）
さ
ま
と
か
、

乃
至
（
な
い
し
）
お
二
人
（
ふ
た
り
）
も
ろ
と
も
と
か
、乳
母
（
う
ば
）
が
何
故
（
な

ぜ
）
言
（
い
）
ひ
を
ら
ぬ
。
す
れ
ば
ま
だ
し
も
尋
常
（
ひ
と
と
ほ
り
）
の
憂
悲
歎
（
う

き
か
な
し
み
）
で
濟
（
す
）
ま
う
も
の
を
。
チ
ッ
バ
ル
ト
が
お
死
（
し
）
に
ゃ
っ
た

上
（
う
へ
）
に
、殿
（
し
ん
が
）
り
に
「
ロ
ミ
オ
は
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）」。
追
放
（
つ

ゐ
は
う
）
と
聞
（
き
）
く
か
ら
は
、
父
母
（
ち
ゝ
は
ゝ
）
も
チ
ッ
バ
ル
ト
も
ロ
ミ
オ

も
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
も
皆
々
（
み
ん
な
／
＼
）
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
て
し
ま
う
た
の
ぢ
ゃ
。
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「
ロ
ミ
オ
は
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
！
」
其
（
そ
の
）
一
言
（
ひ
と
こ
と
）
が
人
（
ひ
と
）

を
殺
（
こ
ろ
）
す
力
（
ち
か
ら
）
に
は
際
（
は
て
）
も
量
（
は
か
り
）
も
限
（
き
り
）

も
界
（
さ
か
ひ
）
も
無
（
な
）
い
わ
い
の
。
言
葉
（
こ
と
ば
）
で
は
言
（
い
）
ひ
盡
（
つ

く
）
さ
れ
ぬ
不
幸
（
ふ
し
あ
は
せ
）
ぢ
ゃ
。
…
…
な
う
、
父
樣
（
と
ゝ
さ
ま
）
や
母

樣
（
は
ゝ
さ
ま
）
は
何
處
（
ど
こ
）
に
ぢ
ゃ
。

乳
母　
　

チ
ッ
バ
ル
ト
ど
の
ゝ
死
骸（
な
き
が
ら
）に
取
着（
と
り
つ
）い
て
お
泣（
な
）

き
ゃ
っ
て
で
ご
ざ
り
ま
す
。
彼
方
（
あ
ち
）
へ
往
（
い
）
か
し
ゃ
る
な
ら
案
内
（
あ

ん
な
い
）
を
し
ま
せ
う
。

ヂ
ュ
リ　

涙
（
な
み
だ
）
で
創
口
（
き
ず
ぐ
ち
）
を
洗
（
あ
ら
）
は
し
ゃ
る
が
よ
い
、

其
（
そ
の
）
涙
（
な
み
だ
）
の
乾
（
ひ
）
る
頃
（
こ
ろ
）
に
は
ロ
ミ
オ
の
追
放
（
つ

ゐ
は
う
）
を
悔
（
く
や
）
む
予
（
わ
し
）
の
涙
（
な
み
だ
）
も
大
概
（
た
い
が
い
）
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盡
（
つ
け
）
う
。
其
（
そ
の
）
綱
（
つ
な
）
を
拾
（
ひ
ろ
）
う
て
た
も
。
…
…
て
も

憫
然
（
ふ
び
ん
）
な
綱
（
つ
な
）
よ
の
、
汝
等
（
お
ぬ
し
ら
）
は
欺
（
だ
ま
）
さ
れ

た
な
う
、汝
等
（
お
ぬ
し
ら
）
も
予
（
わ
し
）
も
ぢ
ゃ
、ロ
ミ
オ
が
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）

に
な
り
ゃ
っ
た
に
よ
っ
て
。
ロ
ミ
オ
は
汝
等
（
お
ぬ
し
ら
）
を
ば
寢
室
（
ね
ま
）
へ

の
通
路
（
か
よ
ひ
ぢ
）
に
せ
う
と
お
思
（
お
も
）
や
っ
た
に
、
予
（
わ
し
）
は
志
望

（
お
も
ひ
）
を
能
（
え
）
い
遂
（
と
）
げ
い
で
、處
女
（
を
と
め
）
の
ま
ゝ
で
世
（
よ
）

を
去
（
さ
）
る
の
ぢ
ゃ
。
さ
、
綱
（
つ
な
）
よ
。
さ
、
乳
母
（
う
ば
）
よ
。
こ
れ
か

ら
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
の
床
（
と
こ
）
へ
往
（
ゆ
）
か
う
。
ロ
ミ
オ
で
は
な
い
死
神

（
し
に
が
み
）
よ
、予
（
わ
し
）
は
此
身
（
こ
の
み
）
を
任
（
ま
か
）
さ
う
わ
い
の
！

乳
母　
　

速
（
は
や
）
う
居
間
（
ゐ
ま
）
へ
ゆ
か
し
ゃ
れ
。
お
前
（
ま
へ
）
を
喜
（
よ

ろ
こ
）
ば
す
眞
實
（
ほ
ん
／″
＼
）
の
ロ
ミ
オ
を
搜
（
さ
が
）
し
て
來
（
こ
）
う
。
其
（
そ
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の
）
居
處
（
ゐ
ど
こ
）
は
知
（
し
）
っ
て
を
る
。
こ
れ
の
、こ
ち
の
ロ
ミ
オ
ど
の
は
、

今
宵
（
こ
よ
ひ
）
こ
ゝ
へ
來
（
き
）
や
し
ゃ
る
筈
（
は
ず
）
ぢ
ゃ
。
わ
し
が
往
（
い
）

て
呼
（
よ
）
ん
で
來
（
こ
）
う
。
は
て
、ロ
レ
ン
ス
さ
ま
の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）
に
、

ロ
ミ
オ
は
隱
（
か
く
）
れ
て
ご
ざ
ら
ッ
し
ゃ
り
ま
す
。

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、速
（
は
や
）
う
逢
（
あ
）
う
て
！　

そ
し
て
此
（
こ
の
）
指
輪
（
ゆ

び
わ
）
を
予
（
わ
し
）
の
勳
爵
士
（
ナ
イ
ト
）
ど
の
に
手
渡
（
て
わ
た
）
し
て
、
訣

別
（
い
と
ま
ご
ひ
）
に
ご
ざ
る
や
う
傳
（
つ
た
）
へ
て
た
も
。

二
人
（
ふ
た
り
）
と
も
に
入
る
。

第
（
だ
い
）
三
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）

の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。
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ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
出
る
。

ロ
レ　
　

ロ
ミ
オ
よ
、
出
（
で
）
て
ご
ざ
れ
、
出
（
で
）
て
ご
ざ
れ
よ
、
こ
り
ゃ
人

目
（
ひ
と
め
）
を
怕
（
お
そ
）
れ
憚
（
は
ゞ
か
）
る
男
（
を
と
こ
）。
あ
ゝ
、卿
（
そ

な
た
）
は
憂
苦
勞
（
う
き
く
ら
う
）
に
見
込
（
み
こ
）
ま
れ
て
、
不
幸
（
ふ
し
あ
は

せ
）
と
縁
組
（
え
ん
ぐ
み
）
を
お
爲
（
し
）
や
っ
た
の
ぢ
ゃ
わ
。

ロ
ミ
オ
出
る
。

ロ
ミ
オ　

師
（
し
）
の
御
坊
（
ご
ば
う
）
か
、
消
息
（
た
よ
り
）
は
何
（
な
ん
）
と

ぢ
ゃ
？　

殿
（
と
の
）
の
宣
告
（
い
ひ
わ
た
し
）
は
何
（
な
ん
）
と
あ
っ
た
ぞ
？　

ま
だ
知
（
し
）
ら
ぬ
何
樣
（
ど
の
や
う
）
な
不
幸
（
ふ
し
あ
は
せ
）
が
、予
（
わ
し
）

と
知
合
（
し
り
あ
ひ
）
に
な
ら
う
と
い
ふ
の
ぢ
ゃ
？
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ロ
レ　
　

さ
れ
ば
、
其
（
そ
の
）
可
厭
（
い
や
な
）
友
達
衆
（
と
も
だ
ち
し
ゅ
）
に

和
子
（
わ
こ
）
は
親
（
し
た
）
し
み
が
多
過
（
お
ほ
す
）
ぎ
る
わ
い
。
お
宣
告
（
い

ひ
わ
た
し
）
を
知
（
し
）
ら
せ
に
來
（
き
）
た
。

ロ
ミ
オ　

一
定
（
ぢ
ゃ
う
）、
命
（
い
の
ち
）
を
召
（
め
）
さ
れ
う
で
な
？

ロ
レ　
　

い
や
、寛
大
（
く
わ
ん
だ
い
）
な
お
宣
告
（
い
ひ
わ
た
し
）、一
命
（
め
い
）

は
召
（
め
）
さ
れ
い
で
、追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
に
せ
い
と
の
命
令
（
お
ほ
せ
）
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

な
に
、
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
！　

慈
悲
（
じ
ひ
）
ぢ
ゃ
、
死
罪
（
し
ざ
い
）

と
言
（
い
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
謫
竄
（
さ
す
ら
へ
）
の
身
（
み
）
と
な
る
は

死
（
し
）
ぬ
る
よ
り
も
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
。
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
と
言
（
い
）
う

て
下
（
く
だ
）
さ
る
な
。

ロ
レ　
　

い
や
、
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
か
ら
は
追
放
（
つ
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ゐ
は
う
）
ぢ
ゃ
が
、
世
界
（
せ
か
い
）
は
廣
（
ひ
ろ
）
い
、
ま
ゝ
、
落
着
（
お
ち
つ
）

い
て
ご
ざ
れ
。

ロ
ミ
オ　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
の
市
（
ま
ち
）
を
離
（
は
な
）

れ
て
は
世
界
（
せ
か
い
）
は
無
（
な
）
い
、
有
（
あ
）
る
も
の
は
只
（
た
ゞ
）
煉
獄

（
れ
ん
ご
く
）
ぢ
ゃ
、
苛
責
（
か
し
ゃ
く
）
ぢ
ゃ
、
地
獄
（
ぢ
ご
く
）
ぢ
ゃ
。
此
處

（
こ
ゝ
）
か
ら
逐
（
お
）
は
る
ゝ
は
世
界
（
せ
か
い
）
か
ら
逐
（
お
）
は
る
ゝ
も
同
（
お

な
）
じ
事
（
こ
と
）、世
界
（
せ
か
い
）
か
ら
逐
（
お
）
は
る
ゝ
は
殺
（
こ
ろ
）
さ
る
ゝ

も
同
（
お
な
）
じ
事
（
こ
と
）、
す
れ
ば
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
と
は
死
罪
（
し
ざ
い
）

の
隱
（
か
く
）
し
名
（
な
）
ぢ
ゃ
。
死
罪
（
し
ざ
い
）
の
事
（
こ
と
）
を
追
放
（
つ

ゐ
は
う
）
と
い
は
ッ
し
ゃ
る
は
、黄
金
（
わ
う
ご
ん
）
の
斧
鉞
（
ま
さ
か
り
）
で
予
（
わ

し
）
の
首
（
く
び
）
を
刎
（
は
）
ね
て
お
い
て
、汝
（
そ
ち
）
は
幸
福
（
し
あ
は
せ
）
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ぢ
ゃ
と
笑
（
わ
ら
）
う
て
ご
ざ
る
や
う
な
も
の
ぢ
ゃ
。

ロ
レ　
　

お
ゝ
、罪
深（
つ
み
ふ
か
）や
／
＼
！　

お
ゝ
、作
法
知（
さ
は
ふ
し
）ら
ず
、

恩
知
（
お
ん
し
）
ら
ず
！　

こ
れ
、
卿
（
そ
な
た
）
の
罪
科
（
ざ
い
く
わ
）
は
國
法

（
こ
く
は
ふ
）
で
は
死
罪
（
し
ざ
い
）
と
あ
る
、
然
（
し
か
）
る
に
慈
悲
深
（
じ
ひ

ぶ
か
）
い
御
領
主
（
ご
り
ゃ
う
し
ゅ
）
が
卿
（
そ
な
た
）
の
肩
（
か
た
）
を
持
（
も
）

ち
、
御
法
（
ご
は
ふ
）
を
曲
（
ま
）
げ
、
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
死
罪
（
し
ざ
い
）
の

名
（
な
）
を
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
と
は
變
（
か
）
へ
さ
せ
ら
れ
た
。
其
（
そ
の
）
難

有
（
あ
り
が
た
）
い
お
慈
悲
（
じ
ひ
）
が
分
（
わ
か
）
ら
ぬ
か
！

ロ
ミ
オ　

慈
悲（
じ
ひ
）で
は
な
う
て
、そ
り
ゃ
苛
責（
か
し
ゃ
く
）ぢ
ゃ
。ヂ
ュ
リ
エ
ッ

ト
が
ゐ
や
る
此
處
（
こ
ゝ
）
は
天
國
（
て
ん
ご
く
）、こ
ゝ
に
住
（
す
）
む
限
（
か
ぎ
）

り
は
猫
（
ね
こ
）
も
犬
（
い
ぬ
）
も
※(

「
鼬
」
の
「
由
」
に
代
え
て
「
奚
」、
第4
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水
準2-94-69)

鼠
（
は
つ
か
ね
ず
み
）
も
、
ど
の
や
う
な
屑
々
物
（
は
か
な
い
も

の
）
も
、姫
（
ひ
め
）
の
顏
（
か
ほ
）
が
見
（
み
）
ら
る
ゝ
ゆ
ゑ
天
國
（
て
ん
ご
く
）

に
ゐ
る
の
ぢ
ゃ
が
、ロ
ミ
オ
に
は
そ
れ
が
能
（
か
な
）
は
ぬ
。
腐
肉
（
く
さ
れ
に
く
）

に
集
（
た
か
）
る
蒼
蠅
（
あ
を
ば
へ
）
で
も
ロ
ミ
オ
に
は
優
（
ま
）
す
幸
福
者
（
し

あ
は
せ
も
の
）
ぢ
ゃ
、風
雅
（
み
や
）
び
た
分
際
（
ぶ
ん
ざ
い
）
ぢ
ゃ
。
彼
奴
等
（
あ

い
つ
ら
）
は
可
憐
（
い
と
）
し
い
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
手
（
て
）
の
白
玉
（
は
く
ぎ
ょ

く
）
を
掴
（
つ
か
）
む
こ
と
も
出
來
（
で
く
）
る
、
ま
た
姫
（
ひ
め
）
の
脣
（
く
ち

び
る
）
か
ら
…
…
其
（
そ
の
）
上
下
（
う
へ
し
た
）
の
脣
（
く
ち
び
る
）
が
、淨
（
き

よ
）
い
温
淑
（
し
と
や
か
）
な
處
女
氣
（
を
ぼ
こ
ぎ
）
で
、互
（
た
が
）
ひ
に
密
接
（
ひ

た
）
と
合
（
あ
）
ふ
の
を
さ
へ
惡
（
わ
る
）
い
こ
と
ゝ
思
（
お
も
）
う
て
か
、
い
つ

も
眞
赤
（
ま
っ
か
）
に
な
っ
て
ゐ
る
…
…
其
（
そ
の
）
姫
（
ひ
め
）
の
脣
（
く
ち
び
る
）
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か
ら
永
劫（
え
い
が
う
）死（
し
）な
ぬ
天
福（
て
ん
ぷ
く
）を
窃（
そ
っ
）と
盜（
ぬ
す
）

む
こ
と
も
出
來
（
で
く
）
る
、
ロ
ミ
オ
に
は
そ
れ
が
能
（
か
な
）
は
ぬ
。
ロ
ミ
オ
は

追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
の
身
（
み
）
の
上
（
う
へ
）
ぢ
ゃ
。
蒼
蠅
（
あ
を
ば
へ
）
で
も

能
（
よ
）
う
す
る
こ
と
を
ロ
ミ
オ
ば
か
り
は
能
（
よ
）
う
せ
ぬ
、
彼
奴
等
（
あ
い
つ

ら
）
は
自
由
（
じ
い
う
）
の
身
（
み
）、吾
等
（
わ
れ
ら
）
は
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
！

　

こ
れ
で
も
足
下
（
お
ぬ
し
）
は
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
を
死
罪
（
し
ざ
い
）
で
な
い

と
お
し
ゃ
る
か
い
の
？　

調
合
（
て
う
が
ふ
）
し
た
毒
（
ど
く
）
は
な
い
か
、研
（
と
）

ぎ
す
ま
し
た
刃
（
や
い
ば
）
は
な
い
か
、
如
何
（
い
か
）
に
卑
（
い
や
）
し
う
て
も

大
事
（
だ
い
じ
）
な
い
、
一
思
（
ひ
と
お
も
）
ひ
に
死
（
し
）
ぬ
法
（
は
ふ
）
は
無

（
な
）
い
か
？
…
…
「
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）」
…
…
「
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）」
で
殺
（
こ

ろ
）
さ
る
ゝ
の
は
俺
（
お
れ
）
ゃ
否
（
い
や
）
ぢ
ゃ
！　

お
ゝ
、御
坊
（
ご
ば
う
）
よ
、
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追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
と
は
墮
獄
（
だ
ご
く
）
の
輩
（
や
か
ら
）
が
用
（
も
ち
）
ふ
る

語
（
こ
と
ば
）、
唸
（
う
な
）
り
聲
（
ご
ゑ
）
が
附
物
（
つ
き
も
の
）。
そ
の
や
う
な

語
（
こ
と
ば
）
を
聞
（
き
）
か
せ
て
予
（
わ
し
）
を
切
（
き
）
り
さ
い
な
む
と
は
酷

（
む
ご
）
い
わ
い
、つ
れ
な
い
わ
い
、そ
れ
で
も
高
僧
（
か
う
そ
う
）
か
、司
悔
僧
（
し

く
わ
い
そ
う
）
か
、教
導
師
（
け
う
ど
う
し
）
か
、莫
逆
（
ば
く
ぎ
ゃ
く
）
と
誓
（
ち

か
）
う
た
信
友
（
し
ん
い
う
）
か
？

ロ
レ　
　

は
て
さ
て
、
愚
（
お
ろ
か
）
な
狂
人
（
き
ち
が
ひ
）
ど
の
、
ま
、
予
（
わ

し
）
の
言
（
い
）
ふ
こ
と
を
聽
（
き
）
か
っ
し
ゃ
れ
。

ロ
ミ
オ　

き
っ
と
ま
た
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
と
い
ふ
こ
と
を
被
言
（
お
し
ゃ
）
る
で

あ
ら
う
。

ロ
レ　
　

い
や
、其
（
そ
の
）
語
（
こ
と
ば
）
の
鋭
鋒
（
き
っ
さ
き
）
を
防
（
ふ
せ
）
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ぐ
甲
胄
（
よ
ろ
ひ
）
を
與
（
お
ま
）
さ
う
。
逆
境
（
ぎ
ゃ
く
き
ゃ
う
）
の
甘
（
あ
ま
）

い
乳（
ち
ゝ
）ぢ
ゃ
と
謂（
い
）ふ
哲
學（
て
つ
が
く
）こ
そ
は
人（
ひ
と
）の
心（
こ
ゝ

ろ
）
の
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
草
（
ぐ
さ
）
ぢ
ゃ
、よ
し
や
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
の
身
（
み
）

と
な
ら
う
と
。

ロ
ミ
オ　

そ
れ
、ま
た
「
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）」
と
！　

え
ゝ
、哲
學
（
て
つ
が
く
）
め
、

腐
（
く
さ
）
り
を
れ
！　

哲
學
（
て
つ
が
く
）
で
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
出
來
（
で
き
）、

市
（
ま
ち
）
が
移
（
う
つ
）
さ
れ
、
領
主
（
り
ゃ
う
し
ゅ
）
の
宣
告
（
せ
ん
こ
く
）

が
取
消
（
と
り
け
）
さ
る
れ
ば
知
（
し
）
ら
ぬ
こ
と
、哲
學
（
て
つ
が
く
）
が
何
（
な
ん
）

の
役
（
や
く
）
に
立
（
た
）
つ
、何
（
な
ん
）
に
な
ら
う
？　

も
う
聽
（
き
）
か
ぬ
。

ロ
レ　
　

お
ゝ
、
す
れ
ば
狂
人
（
き
ち
が
ひ
）
に
は
耳
（
み
ゝ
）
が
無
（
な
）
い
と

見
（
み
）
え
る
。
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ロ
ミ
オ　

無
（
な
）
い
筈
（
は
ず
）
ぢ
ゃ
、
賢
（
か
し
こ
）
い
人
（
ひ
と
）
に
さ
へ

目
（
め
）
が
無
（
な
）
い
世
（
よ
）
ぢ
ゃ
。

ロ
レ　
　

い
や
、
卿
（
そ
な
た
）
の
今
（
い
ま
）
の
身
（
み
）
の
上
（
う
へ
）
に
つ

い
て
、
談
（
だ
ん
）
じ
た
い
事
（
こ
と
）
が
あ
る
の
ぢ
ゃ
。

ロ
ミ
オ　

身
（
み
）
に
感
（
か
ん
）
じ
て
お
ゐ
や
ら
ぬ
事
（
こ
と
）
を
、何
（
な
ん
）

で
談
（
だ
ん
）
ず
る
こ
と
が
出
來
（
で
け
）
う
。
足
下
（
こ
な
た
）
が
予
程
（
わ
し

ほ
ど
）
に
齡
（
と
し
）
が
若
（
わ
か
）
う
て
、
あ
の
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
戀
人
（
こ
ひ

び
と
）
で
、
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
の
式
（
し
き
）
を
擧
（
あ
）
げ
て
只
（
た
ん
だ
）

一
時
（
と
き
）
も
經
（
た
）
た
ぬ
う
ち
に
チ
ッ
バ
ル
ト
を
ば
殺
（
こ
ろ
）
し
て
、予
（
わ

し
）
の
や
う
に
戀
（
こ
）
ひ
焦
（
こ
が
）
れ
、
予
（
わ
し
）
の
や
う
に
あ
さ
ま
し
う

追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
さ
れ
た
上
（
う
へ
）
で
な
ら
、
予
（
わ
し
）
に
談
（
だ
ん
）
ず
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る
こ
と
も
出
來
（
で
け
）
う
ず
れ
、
こ
の
や
う
に
頭
髮
（
か
み
の
け
）
を
掻
毟
（
か

き
む
し
）
っ
て
、ま
此
樣
（
こ
の
や
う
）
に
地
上
（
ぢ
び
た
）
に
倒
（
た
ふ
）
れ
て
、

ま
だ
掘
（
ほ
）
ら
ぬ
墓
穴
（
は
か
あ
な
）
の
尺
（
し
ゃ
く
）
を
取
（
と
）
る
こ
と
も

出
來
（
で
け
）
う
ず
れ
！

ロ
ミ
オ
頭
髮
（
か
み
の
け
）
を
掻
毟
（
か
き
む
し
）
り
仰
向
（
あ
ふ
む
け
）
に
倒
（
た

ふ
）
れ
て
歎
（
な
げ
）
く
。
此
時
（
こ
の
と
き
）
奧
（
お
く
）
に
て
戸
（
と
）
を
叩

（
た
ゝ
）
く
音
（
お
と
）。

ロ
レ　
　

起
（
た
）
ち
ゃ
れ
。
案
内
（
あ
ん
な
い
）
が
あ
る
。
ロ
ミ
オ
や
、
速
（
は

や
）
う
身
（
み
）
を
匿
（
か
く
）
し
ゃ
れ
。

ロ
ミ
オ　

俺
（
お
れ
）
ゃ
匿
（
か
く
）
れ
ぬ
。
胸
（
む
ね
）
の
惱
悶
（
な
や
み
）
の

唸
（
う
め
）
き
の
息
（
い
き
）
が
霧
（
き
り
）
の
や
う
に
立
籠
（
た
ち
こ
）
め
て
追
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手
（
お
っ
て
）
の
目
（
め
）
を
塞
（
ふ
さ
）
い
だ
ら
知
（
し
）
ら
ぬ
こ
と
。

戸
（
と
）
を
叩
（
た
ゝ
）
く
音
（
お
と
）。

ロ
レ　
　

あ
れ
、
あ
の
叩
（
た
ゝ
）
く
こ
と
は
！
…
…
誰
（
た
）
れ
ぢ
ゃ
な
！
…
…

速
（
は
や
）
う
起
（
た
）
ち
ゃ
。
捕
（
と
ら
）
へ
ら
れ
う
ぞ
よ
。
…
…
暫
（
し
ば
ら
）

く
／
＼
！
…
…
立
（
た
）
ち
ゃ
／
＼
。

叩
（
た
ゝ
）
く
音
（
お
と
）。

予
（
わ
し
）
の
書
齋
（
し
ょ
さ
い
）
へ
。
…
…
只
今
々
々
（
た
ゞ
い
ま
／
＼
）
！

…
…
は
て
さ
て
、
愚
（
お
ろ
）
か
に
も
程
（
ほ
ど
）
が
あ
る
わ
！
…
…
は
い
／
＼
、

只
今
（
た
ゞ
い
ま
）
參
（
ま
ゐ
）
り
ま
す
！

叩
（
た
ゝ
）
く
音
（
お
と
）。

け
た
ゝ
ま
し
う
お
叩
（
た
ゝ
）
き
ゃ
る
は
何
人
（
ど
な
た
）
ぢ
ゃ
？　

ど
こ
か
ら
見



－ 263 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

（
み
）
え
た
ぞ
？　

何
（
な
ん
）
の
御
用
（
ご
よ
う
）
ぢ
ゃ
？

乳
母　
（
内
に
て
）
用
（
よ
う
）
は
入
（
は
ひ
）
っ
て
か
ら
申
（
ま
う
）
し
ま
す
る
、

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
さ
ま
か
ら
で
ご
ざ
り
ま
す
。

ロ
レ　
　

な
れ
ば
、
よ
う
こ
そ
。

戸
（
と
）
を
開
（
あ
）
く
る
、
乳
母
（
う
ば
）
入
來
（
い
り
き
た
）
る
。

乳
母　
　

お
ゝ
、
御
坊
（
ご
ば
う
）
さ
ま
、
御
坊
（
ご
ば
う
）
さ
ま
、
姫
（
ひ
め
）

さ
ま
の
殿
御
（
と
の
ご
）
は
何
處
（
ど
こ
）
に
ご
ざ
ら
ッ
し
ゃ
り
ま
す
、
ロ
ミ
オ
さ

ま
は
何
處
（
ど
こ
）
に
？

ロ
レ　
　

そ
れ
、そ
こ
に
地
上
（
ち
じ
ゃ
う
）
に
、お
の
が
涙
（
な
み
だ
）
に
醉
（
ゑ
）

う
て
。

乳
母　
　

お
ゝ
／
＼
、
こ
ち
の
姫
（
ひ
め
）
さ
ま
も
、
ま
、
ち
ょ
う
ど
其
通
（
そ
の
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と
ほ
）
り
ぢ
ゃ
が
な
！

ロ
レ　
　

て
も
、い
た
ま
し
い
悲
哀
（
ひ
あ
ひ
）
の
感
應
（
か
ん
お
う
）
！　

氣
（
き
）

の
毒
（
ど
く
）
な
境
遇
（
き
ゃ
う
ぐ
う
）
！

乳
母　
　

こ
ち
の
も
其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り
に
平
伏
（
へ
た
ば
）
っ
て
、
泣
面
（
べ

そ
）
か
い
て
、哭
立
（
な
き
た
）
て
ゝ
ぢ
ゃ
。
立
（
た
）
た
ッ
し
ゃ
れ
／
＼
。
男
（
を

と
こ
）
な
ら
立
（
た
）
た
ッ
し
ゃ
り
ま
せ
。
姫
（
ひ
め
）
の
爲
（
た
め
）
ぢ
ゃ
、ヂ
ュ

リ
エ
ッ
ト
ど
の
の
爲
（
た
め
）
ぢ
ゃ
、
起
（
お
）
き
さ
ッ
し
ゃ
れ
、
立
（
た
）
た
し

ま
せ
。（
此
時
ロ
ミ
オ
唸
（
う
め
）
く
。）
何
（
な
ん
）
で
其
樣
（
そ
の
や
う
）
に
歎
（
な

げ
）
か
ッ
し
ゃ
る
の
ぢ
ゃ
、
何
（
な
ん
）
で
其
樣
（
そ
の
や
う
）
に
大
業
（
お
ほ
げ

ふ
）
に
？

ロ
ミ
オ　
（
俄
に
起
ち
上
り
て
）
お
ゝ
、
乳
母
（
お
ん
ば
）
！
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乳
母　
　

あ
ゝ
、
も
し
！　

こ
れ
さ
、
も
し
！　

は
て
、
死
（
し
）
ぬ
れ
ば
何
（
な

に
）
も
か
も
結
局
（
お
し
ま
ひ
）
ぢ
ゃ
が
な
。

ロ
ミ
オ　

今
（
い
ま
）
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
っ
た
の
？　

姫
（
ひ
め
）

は
何
（
な
ん
）
と
し
て
ぢ
ゃ
？　

姫
（
ひ
め
）
は
予
（
わ
し
）
を
二
人
（
ふ
た
り
）

が
中
（
な
か
）
の
歡
樂
（
く
わ
ん
ら
く
）
の
其
（
そ
の
）
水
子
（
み
づ
ご
）
を
姫
（
ひ
め
）

の
身
内
（
み
う
ち
）
の
血
（
ち
）
で
汚
（
よ
ご
）
し
た
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
殺
人
者

（
ひ
と
ご
ろ
し
）
と
思
（
お
も
）
う
て
は
ゐ
や
ら
ぬ
か
？　

何
處
（
ど
こ
）
に
ぢ
ゃ
？

　

何
（
な
ん
）
と
し
て
ぢ
ゃ
？　

わ
し
の
内
密
妻
（
な
い
し
ょ
づ
ま
）
は
破
（
や
ぶ
）

れ
た
互
（
た
が
）
ひ
の
誓
文
（
せ
い
も
ん
）
を
何
（
な
ん
）
と
言
（
い
）
う
て
ぢ
ゃ
？

乳
母　
　

お
ゝ
、何
（
な
に
）
も
言
（
い
）
は
ッ
し
ゃ
ら
い
で
、泣
（
な
）
い
て
ば
っ

か
り
。
寢
床
（
ね
ど
こ
）
の
上
（
う
へ
）
に
倒
（
た
ふ
）
れ
さ
っ
し
ゃ
る
か
と
思
（
お
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も
）
ふ
と
、
即
（
や
が
）
て
又
（
ま
た
）
飛
（
と
）
び
起
（
お
）
き
て
チ
ッ
バ
ル
ト

と
呼
（
よ
）
ば
ら
っ
し
ゃ
る
、
か
と
思
（
お
も
）
ふ
と
、
ロ
ミ
オ
と
呼
（
よ
）
ば
っ

て
、
又
（
ま
た
）
横
倒
（
よ
こ
た
ふ
）
し
に
な
ら
っ
し
ゃ
り
ま
す
。

ロ
ミ
オ　

す
り
ゃ
、其
（
そ
の
）
名
前
（
な
ま
へ
）
に
胸
板
（
む
な
い
た
）
を
射
拔
（
い

ぬ
）
か
れ
た
や
う
に
思
（
お
も
）
う
て
、其
（
そ
の
）
名
前
（
な
ま
へ
）
の
持
主
（
も

ち
ぬ
し
）
が
大
事
（
だ
い
じ
）
の
近
親
（
う
か
ら
）
を
殺
（
こ
ろ
）
し
た
ゆ
ゑ
。
お
ゝ
、

御
坊
（
ご
ば
う
）、
を
し
へ
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、
此
（
こ
の
）
肉
體
（
に
く
た
い
）

の
何
（
ど
）
の
あ
た
り
に
、
予
（
わ
し
）
の
醜
穢
（
け
が
ら
は
）
し
い
名
（
な
）
は

宿
（
や
ど
）
っ
て
ゐ
る
ぞ
？　

さ
、
を
し
へ
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、
其
（
そ
の
）
憎

（
に
く
）
い
居
所
（
ゐ
ど
こ
ろ
）
を
切
裂
（
霧
さ
）
い
て
く
れ
う
。

劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
く
。
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ロ
レ　
　

ま
ゝ
ゝ
、
滅
相
（
め
っ
そ
う
）
な
こ
と
を
す
ま
い
。
こ
れ
、
男
（
を
と
こ
）

で
は
な
い
か
？　

姿
（
す
が
た
）
を
見
（
み
）
れ
ば
男
（
を
と
こ
）
ぢ
ゃ
が
、其
（
そ

の
）
涙
（
な
み
だ
）
は
宛
然
（
さ
な
が
ら
）
の
女
子
（
を
な
ご
）
ぢ
ゃ
。
狂
氣
（
き

ち
が
ひ
）
め
い
た
其
（
そ
の
）
振
舞
（
ふ
る
ま
ひ
）
は
理
性
（
り
せ
い
）
の
な
い
獸

類
同
然
（
け
だ
も
の
ど
う
ぜ
ん
）。
男
（
を
と
こ
）
ら
し
う
も
女
（
を
な
ご
）
ら
し

う
も
見
（
み
）
え
て
、
獸
類
（
け
だ
も
の
）
ら
し
う
も
見
（
み
）
ゆ
る
見
（
み
）
と

も
な
い
振
舞
（
ふ
る
ま
ひ
）
！　

は
て
さ
て
、
呆
（
あ
き
）
れ
果
（
は
）
て
た
。
誓

文
（
せ
い
も
ん
）、予
（
わ
し
）
は
今
少
（
も
す
こ
）
し
立
派
（
り
っ
ぱ
）
な
氣
質
（
き

だ
て
）
ぢ
ゃ
と
思
（
お
も
）
う
て
ゐ
た
に
。
チ
ッ
バ
ル
ト
を
殺
（
こ
ろ
）
し
た
上
（
う

へ
）
に
、
お
の
が
身
（
み
）
を
も
殺
（
こ
ろ
）
さ
う
と
や
？　

自
（
み
づ
か
）
ら
墮

地
獄
（
だ
ぢ
ご
く
）
の
罪
（
つ
み
）
を
犯
（
を
か
）
し
て
、
卿
（
そ
な
た
）
ゆ
ゑ
に
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こ
そ
生
（
い
）
き
て
ゐ
や
る
あ
の
姫
（
ひ
め
）
を
も
殺
（
こ
ろ
）
さ
う
と
や
？　

何

（
な
ん
）
で
卿
（
そ
な
た
）
は
出
生
（
し
ゅ
っ
し
ゃ
う
）
を
呪
（
の
ろ
）
ひ
、天
（
て

ん
）
を
、
地
（
ち
）
を
呪
（
の
ろ
）
ふ
の
ぢ
ゃ
？　

生
（
せ
い
）
と
天
（
て
ん
）
と

地
（
ち
）
と
此
（
こ
の
）
三
（
み
）
つ
が
相
合
（
あ
ひ
あ
）
う
て
出
來
（
で
き
）
た

身
（
み
）
を
ば
、
つ
い
無
分
別
（
む
ふ
ん
べ
つ
）
に
棄
（
す
）
て
う
で
な
？　

馬
鹿

（
ば
か
）
な
、馬
鹿
（
ば
か
）
な
！　

姿
（
す
が
た
）
を
、戀
（
こ
ひ
）
を
、分
別
（
ふ

ん
べ
つ
）
を
辱
（
は
づ
か
し
）
む
る
振
舞
（
ふ
る
ま
ひ
）
と
い
ふ
も
の
ぢ
ゃ
。
譬
（
た

と
）
へ
ば
、
吝
嗇
者
（
り
ん
し
ょ
く
も
の
）
の
や
う
に
貨
（
た
か
ら
）
は
夥
（
お
び

た
ゞ
）
し
う
有
（
も
）
っ
て
を
っ
て
も
、
正
（
た
ゞ
）
し
う
用
（
も
ち
）
ふ
る
こ
と

を
知
（
し
）
ら
ぬ
、
姿
（
す
が
た
）
を
も
、
戀
（
こ
ひ
）
を
も
、
分
別
（
ふ
ん
べ
つ
）

を
も
、
其
身
（
そ
の
み
）
の
盛
飾
（
か
ざ
り
）
と
な
る
や
う
に
は
。
卿
（
そ
な
た
）
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の
其
（
そ
の
）
氣
高
（
け
だ
か
）
い
姿
（
す
が
た
）
は
徒
（
ほ
ん
）
の
蝋
細
工
同
樣

（
ら
う
ざ
い
く
ど
う
や
う
）、男
（
を
と
こ
）
の
勇
氣
（
ゆ
う
き
）
か
ら
は
外
（
は
づ
）

れ
た
も
の
ぢ
ゃ
。
卿
（
そ
な
た
）
の
戀
（
こ
ひ
）
の
盟
約
（
ち
か
ひ
）
は
内
容
（
な

か
み
）
の
無
（
な
）
い
空
誓
文
（
か
ら
ぜ
い
も
ん
）、
な
り
ゃ
こ
そ
養
育
（
は
ご
く
）

ま
う
と
誓
（
ち
か
）
う
た
戀
（
こ
ひ
）
を
も
殺
（
こ
ろ
）
し
て
の
け
う
と
爲
（
し
）

や
る
の
ぢ
ゃ
、卿
（
そ
な
た
）
の
分
別
（
ふ
ん
べ
つ
）
は
姿
（
す
が
た
）
や
戀
（
こ
ひ
）

の
飾
（
か
ざ
り
）
ぢ
ゃ
が
、本
體
（
ほ
ん
た
い
）
が
善
（
よ
）
う
な
い
の
で
不
具
（
か

た
は
）
と
な
り
、
愚
（
お
ろ
か
）
な
卒
（
そ
つ
）
が
藥
筐
（
く
す
り
い
れ
）
の
火
藥

（
く
わ
や
く
）
の
や
う
に
、扱
（
あ
つ
か
）
ひ
か
た
が
わ
る
い
の
で
爆
發
（
ば
く
は
つ
）

し
、我
（
わ
）
れ
と
我
（
わ
）
が
武
器
（
ぶ
き
）
で
身
（
み
）
を
滅
（
ほ
ろ
ぼ
）
す
。

こ
り
ゃ
、
し
っ
か
り
と
お
爲
（
し
）
や
ら
う
！　

つ
い
最
前
（
い
ま
が
た
）
ま
で
戀
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（
こ
ひ
）
し
さ
に
死
（
し
）
ぬ
る
苦
（
く
る
）
し
み
を
爲
（
し
）
て
ご
ざ
っ
た
其
（
そ

の
）
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
の
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
恙
（
つ
ゝ
が
）
な
い
。
す
れ
ば
、
そ

れ
が
先
（
ま
）
づ
幸
福
（
し
あ
は
せ
）。
ま
た
チ
ッ
バ
ル
ト
は
卿
（
そ
な
た
）
を
殺
（
こ

ろ
）
し
た
で
も
あ
ら
う
ず
に
、卿
（
そ
な
た
）
が
チ
ッ
バ
ル
ト
を
殺
（
こ
ろ
）
し
た
。

そ
れ
も
ま
た
一
（
ひ
と
）
つ
の
幸
福
（
し
あ
は
せ
）。
次
（
つ
ぎ
）
に
死
罪
（
し
ざ

い
）
と
も
あ
る
べ
き
國
法
（
こ
く
は
ふ
）
は
卿
（
そ
な
た
）
の
身
方
（
み
か
た
）
と

な
っ
て
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
で
事
濟
（
こ
と
ず
）
み
。
そ
れ
も
ま
た
一
（
ひ
と
）
つ

の
幸
福
（
し
あ
は
せ
）。
天
（
て
ん
）
の
恩
惠
（
め
ぐ
み
）
は
重
（
か
さ
）
ね
／″
＼

脊
（
せ
）
に
下
（
く
だ
）
り
、
幸
福
（
か
う
ふ
く
）
が
餘
所
行
姿
（
よ
そ
ゆ
き
す
が

た
）
で
言
寄
（
い
ひ
よ
）
り
を
る
。
そ
れ
に
何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
、
意
地
（
い
ぢ
）
く

ね
の
曲
（
ま
が
）
っ
た
少
女
（
こ
め
ら
う
）
の
や
う
に
、
口
先
（
く
ち
さ
き
）
を
尖
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（
と
が
）
ら
せ
て
運
命
（
う
ん
め
い
）
を
呪
（
の
ろ
）
ひ
、戀
（
こ
ひ
）
を
呪
（
の
ろ
）

ふ
。
氣
（
き
）
を
附
（
つ
）
け
ゃ
、氣
（
き
）
を
附
（
つ
）
け
ゃ
、さ
う
い
ふ
輩
（
や

か
ら
）
が
あ
さ
ま
し
い
最
期
（
さ
い
ご
）
を
遂
（
と
）
ぐ
る
。
さ
ゝ
、
豫
定
通
（
さ

だ
め
ど
ほ
）
り
、
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
の
許
（
も
と
）
へ
往
（
い
）
て
、
居
間
（
ゐ

ま
）
へ
攀
（
よ
）
ぢ
登
（
の
ぼ
）
り
、
速
（
は
や
）
う
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
て
や
り
め

さ
れ
。
し
た
が
、
夜
番
（
よ
ば
ん
）
の
置
（
お
）
か
れ
ぬ
う
ち
に
別
（
わ
か
）
れ
ま

せ
う
ぞ
、
マ
ン
チ
ュ
ア
へ
往
（
ゆ
）
か
れ
ぬ
や
う
に
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
マ
ン
チ
ュ

ア
に
蟄
（
ち
っ
）
し
て
ゐ
や
る
間
（
あ
ひ
だ
）
に
、わ
し
が
機
（
を
り
）
を
見
（
み
）

て
二
人
（
ふ
た
り
）
が
内
祝
言
（
な
い
し
う
げ
ん
）
の
顛
末
（
も
と
す
ゑ
）
を
公
（
お

ほ
や
け
）
に
し
、兩
家
（
り
ゃ
う
け
）
の
確
執
（
か
く
し
つ
）
を
調
停
（
て
う
て
い
）
し
、

御
領
主
（
ご
り
ゃ
う
し
ゅ
）
の
赦
（
ゆ
る
し
）
を
乞
（
こ
）
ひ
、
や
が
て
卿
（
そ
な
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た
）
を
呼
返
（
よ
び
か
へ
）
す
こ
と
に
せ
う
、
其
折
（
そ
の
を
り
）
の
喜
悦
（
よ
ろ

こ
び
）
は
出
（
で
）
て
行
（
ゆ
）
く
今
（
い
ま
）
の
悲
痛
（
か
な
し
み
）
の
千
萬
倍

（
せ
ん
ま
ん
ば
い
）
で
あ
ら
う
ぞ
よ
。
…
…
乳
母
（
お
ん
ば
）、先
（
さ
き
）
へ
往
（
ゆ
）

き
ゃ
れ
。
姫
（
ひ
め
）
に
よ
う
傳
（
つ
た
）
へ
た
も
れ
、家
内
中
（
か
な
い
ぢ
ゅ
う
）

を
早
（
は
や
）
う
就
褥
（
ね
か
）
し
め
さ
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
れ
、
歎
（
な
げ
）
き

に
疲
（
つ
か
）
れ
た
れ
ば
眠
（
ね
）
む
る
は
定
（
ぢ
ゃ
う
）
ぢ
ゃ
。
ロ
ミ
オ
は
今
直

（
い
ま
す
ぐ
）
參
（
ま
ゐ
）
ら
る
ゝ
。

乳
母　
　

は
れ
ま
、
結
構
（
け
っ
こ
う
）
な
お
教
訓
（
け
う
く
ん
）
ぢ
ゃ
、
夜
（
よ
）

す
が
ら
此
處
（
こ
ゝ
）
に
居
殘
（
ゐ
の
こ
）
っ
て
も
、
聽
聞
（
ち
ゃ
う
も
ん
）
が
し

た
い
わ
い
の
。
て
も
ま
、
學
問
（
が
く
も
ん
）
は
偉
（
き
つ
）
い
も
の
ぢ
ゃ
な
！　

殿
（
と
の
）
さ
ん
、
貴
方
（
こ
な
た
）
が
來
（
き
）
さ
し
ま
す
こ
と
を
姫
（
ひ
い
）
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さ
ま
に
申
（
ま
う
）
し
ま
し
ょ
。

ロ
ミ
オ　

さ
う
い
う
て
、
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
に
、
叱
（
し
か
）
る
準
備
（
し
た
し

ら
べ
）
を
さ
せ
て
た
も
れ
。

乳
母　
　

も
し
え
、こ
の
指
輪（
ゆ
び
わ
）は
姫（
ひ
い
）さ
ま
か
ら
、わ
し
に
貴
下（
こ

な
た
）
へ
上
（
あ
）
げ
ま
せ
い
と
言
（
い
）
う
て
。
さ
、
速
（
は
や
）
う
、
急
（
い

そ
）
が
し
ゃ
れ
、
甚
（
い
か
）
う
夜
（
よ
）
が
深
（
ふ
）
け
た
に
よ
っ
て
。

乳
母
（
う
ば
）
入
る
。

ロ
ミ
オ　

お
ゝ
、
こ
れ
で
心
（
こ
ゝ
ろ
）
が
安
（
や
す
）
ら
い
だ
わ
！

ロ
レ　
　

さ
、速
（
は
や
）
う
往
（
ゆ
）
き
ゃ
れ
。
さ
ら
ば
ぢ
ゃ
。
貴
下
（
こ
な
た
）

の
幸
運
（
か
う
う
ん
）
は
只
（
た
ゞ
）
此
（
こ
の
）
一
（
ひ
と
）
つ
に
繋
（
か
ゝ
）
る
、

夜
番
（
よ
ば
ん
）
の
置
（
お
）
か
れ
ぬ
う
ち
に
出
立
（
し
ゅ
っ
た
つ
）
す
る
か
、
さ
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な
く
ば
夜
明
（
よ
あ
）
く
る
頃
（
こ
ろ
）
姿
（
す
が
た
）
を
窶
（
や
つ
）
し
て
此
（
こ

の
）
市
（
ま
ち
）
を
遠
（
と
ほ
）
ざ
か
る
か
、二
（
ふ
た
）
つ
に
一
（
ひ
と
）
つ
ぢ
ゃ
。

マ
ン
チ
ュ
ア
に
蟄
（
ち
っ
）
し
て
ご
ざ
れ
、
忠
實
（
ま
め
や
か
）
な
僕
（
を
と
こ
）

を
求
（
も
と
）
め
、時
折
（
と
き
お
り
）、其
（
そ
の
）
男
（
を
と
こ
）
し
て
此
方
（
こ

な
た
）
の
吉
左
右
（
き
ッ
さ
う
）
を
知
（
し
）
ら
せ
う
。
さ
、
手
（
て
）
を
。
も
う

晩
（
お
そ
）
い
。
さ
ら
ば
ぢ
ゃ
、
機
嫌
（
き
げ
ん
）
よ
う
。

ロ
ミ
オ　

此
上
（
こ
の
う
へ
）
も
無
（
な
）
い
歡
樂
（
よ
ろ
こ
び
）
が
予
（
わ
し
）

を
呼
（
よ
）
ぶ
の
で
な
か
っ
た
ら
、斯
（
こ
）
う
早
急
（
さ
っ
き
ふ
）
に
別
（
わ
か
）

る
ゝ
の
は
悲
（
か
な
）
し
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
恙
（
つ
ゝ
が
）
な
う
ご
ざ
り
ま
せ
。

二
人
（
ふ
た
り
）
左
右
（
さ
い
う
）
に
別
（
わ
か
）
れ
て
入
る
。
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第
（
だ
い
）
四
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）

の
一
室
（
し
つ
）。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）、同
（
お
な
）
じ
く
夫
人
（
ふ
じ
ん
）
及
（
お

よ
）
び
パ
リ
ス
出
る
。

カ
ピ
長　

か
や
う
な
珍
變
（
ち
ん
ぺ
ん
）
が
起
（
お
こ
）
っ
た
に
よ
っ
て
、
女
（
む

す
め
）
に
説
（
と
）
き
聞
（
き
か
）
す
暇
（
い
と
ま
）
も
ご
ざ
ら
な
ん
だ
。
女
（
む

す
め
）
も
チ
ッ
バ
ル
ト
を
甚
（
き
つ
）
う
懷
（
な
つ
か
）
し
う
思
（
お
も
）
う
て
を
っ

た
に
、
ま
た
吾
等
（
わ
れ
ら
）
と
て
も
同
樣
（
ど
う
や
う
）
ぢ
ゃ
に
。
さ
り
な
が
ら

人
（
ひ
と
）
は
皆
（
み
な
）
死
（
し
）
ぬ
る
や
う
に
生
（
う
ま
）
れ
た
も
の
。
も
う

今
宵
（
こ
よ
ひ
）
は
晩
（
お
そ
）
う
ご
ざ
る
、
女
（
む
す
め
）
は
降
（
お
）
り
て
は
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參
（
ま
ゐ
）
る
ま
い
ぢ
ゃ
ま
で
。
貴
下
（
こ
な
た
）
が
ご
ざ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
さ
も

な
く
ば
吾
等
（
わ
れ
ら
）
と
て
も
、
一
時
（
と
き
）
も
前
（
さ
き
）
に
、
臥
床
（
や

す
）
ん
だ
で
ご
ざ
ら
う
。

パ
リ
ス　

か
う
い
ふ
愁
傷
（
な
げ
き
）
の
最
中
（
さ
な
か
）
に
は
祝
言
（
し
う
げ
ん
）

の
話
（
は
な
し
）
も
出
來
（
で
き
）
ま
い
。
お
内
（
う
ち
）
か
た
、
お
さ
ら
ば
で
ご

ざ
る
。
娘
御
（
む
す
め
ご
）
に
よ
ろ
し
う
傳
（
つ
た
）
へ
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。

カ
ピ
妻　

心
得
（
こ
ゝ
ろ
え
）
ま
し
た
、女
（
む
す
め
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
は
明
日
（
あ

す
）
早
（
は
や
）
う
質
（
た
ゞ
）
し
ま
し
ょ
。
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
は
悲
嘆
（
な
げ
き
）

に
囚
（
と
ら
）
は
れ
て
、
閉
籠
（
と
ぢ
こ
）
め
て
の
み
居
（
ゐ
）
ま
す
る
。

パ
リ
ス
行
（
ゆ
）
き
か
く
る
。

カ
ピ
長　

い
や
、
な
う
、
パ
リ
ス
ど
の
、
女
（
む
す
め
）
は
敢
（
あ
へ
）
て
献
（
け
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ん
）
じ
ま
す
る
。
彼
（
か
）
れ
め
は
何
事
（
な
に
ご
と
）
た
り
と
も
吾
等
（
わ
れ
ら
）

の
意
志
（
こ
ゝ
ろ
ざ
し
）
に
は
背
（
そ
む
）
く
ま
い
で
ご
ざ
る
、
い
や
、
其
儀
（
そ

の
ぎ
）
は
聊
（
い
さ
ゝ
か
）
も
疑
（
う
た
が
）
ひ
申
（
ま
う
）
さ
ぬ
。
…
…
奧
（
お

く
）
よ
、其
許
（
そ
な
た
）
は
寢
（
ね
）
る
前
（
ま
へ
）
に
女
（
む
す
め
）
に
逢
（
あ
）

う
て
、
婿
（
む
こ
）
が
ね
パ
リ
ス
ど
の
ゝ
深
（
ふ
か
）
い
心
入
（
こ
ゝ
ろ
い
れ
）
の

程
（
ほ
ど
）
を
知
（
し
）
ら
せ
て
、
よ
い
か
の
、
次
（
つ
ぎ
）
の
水
曜
日
（
す
ゐ
え

う
び
）
に
は
…
…
い
や
、待
（
ま
）
ち
ゃ
れ
、け
ふ
は
何
曜
日
（
な
に
え
う
び
）
ぢ
ゃ
？

パ
リ
ス　

月
曜
日
（
げ
つ
え
う
び
）
で
ご
ざ
る
。

カ
ピ
長　

月
曜
日
（
げ
つ
え
う
び
）
！　

は
ゝ
ア
！　

か
う
ッ
と
、
水
曜
日
（
す
ゐ

え
う
び
）
は
ち
と
急
（
き
ふ
）
ぢ
ゃ
。
木
曜
日
（
も
く
え
う
び
）
に
せ
う
。
…
…
女

（
む
す
め
）
に
、木
曜
日
（
も
く
え
う
び
）
に
は
此
（
こ
の
）
殿
（
と
の
）
と
祝
言
（
し
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ふ
げ
ん
）さ
す
る
と
被
言（
お
し
ゃ
）れ
。
よ
う
ご
ざ
る
か
？　

此（
こ
の
）早
急（
さ
っ

き
ふ
）
に
異
議
（
い
ぎ
）
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
？　

業
々
（
げ
ふ
／
＼
）
し
う
は
す
ま
い
、

ほ
ん
の
近
（
ち
か
）
し
い
輩
（
や
か
ら
）
一
兩
名
（
り
ゃ
う
め
い
）、は
て
、何
故
（
な

ぜ
）
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
れ
、
近
親
（
き
ん
し
ん
）
チ
ッ
バ
ル
ト
が
殺
（
こ
ろ
）
さ

れ
て
間
（
ま
）
が
な
い
こ
と
ゆ
ゑ
、
盛
宴
（
せ
い
ゑ
ん
）
を
催
（
も
よ
ふ
）
す
と
き

は
無
情
（
む
じ
ゃ
う
）
な
行
爲
（
し
こ
な
し
）
と
も
思
（
お
も
）
は
れ
う
に
よ
っ
て
。

さ
れ
ば
、
近
（
ち
か
）
し
い
友
達
（
と
も
だ
ち
）
を
ば
只
（
た
ん
だ
）
五
六
名
（
め

い
）
限
（
か
ぎ
）
り
招
（
ま
ね
）
く
こ
と
に
し
ま
せ
う
。
…
…
し
た
が
、
貴
下
（
こ

な
た
）、
木
曜
日
（
も
く
え
う
び
）
で
よ
う
ご
ざ
る
か
？

パ
リ
ス　

吾
等
（
わ
れ
ら
）
は
其
（
そ
の
）
木
曜
日
（
も
く
え
う
び
）
が
明
日
（
あ

す
）
で
あ
っ
て
ほ
し
う
ご
ざ
る
。
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カ
ピ
長　

さ
ら
ば
、
先
（
ま
）
づ
お
歸
（
か
へ
）
り
あ
れ
。
な
れ
ば
木
曜
日
（
も
く

え
う
び
）
と
定
（
き
）
め
ま
す
る
。
…
…
卿
（
そ
な
た
）
は
寢
（
ね
）
る
前
（
ま
へ
）

に
女
（
む
す
め
）
に
逢
（
あ
）
う
て
、
當
日
（
た
う
じ
つ
）
の
準
備
（
こ
ゝ
ろ
ま
う

け
）
を
さ
せ
た
が
よ
い
。
…
…
お
さ
ら
ば
で
ご
ざ
る
。
予
（
わ
し
）
が
居
間
（
ゐ
ま
）

へ
燭
火
（
あ
か
し
）
を
持
（
も
）
て
！　

は
れ
や
れ
、晩
（
お
そ
）
う
な
っ
た
わ
い
、

こ
り
ゃ
軈
（
や
が
）
て
お
早
（
は
や
）
う
と
言
（
い
）
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
…
…
さ
ゝ
、

お
休
（
や
す
）
み
な
さ
れ
。

パ
リ
ス
と
夫
婦
（
ふ
う
ふ
）
と
左
右
（
さ
い
う
）
に
分
（
わ
か
）
れ
て
入
る
。

第
（
だ
い
）
五
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
庭
園

（
て
い
ゑ
ん
）。
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ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
樓
上
（
ろ
う
じ
ゃ
う
）
の
窓
口
（
ま
ど
ぐ
ち
）
に
現
（
あ

ら
は
）
る
ゝ
。

ヂ
ュ
リ　

去（
い
な
）う
と
や
？　

夜（
よ
）は
ま
だ
明（
あ
）き
ゃ
せ
ぬ
の
に
。
怖（
こ

は
が
）
っ
て
ご
ざ
る
お
前
（
ま
へ
）
の
耳
（
み
ゝ
）
に
聞
（
き
こ
）
え
た
は
雲
雀
（
ひ

ば
り
）で
は
な
う
て
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
で
あ
っ
た
も
の
。
夜
毎（
よ
ご
と
）に
彼
處（
あ

そ
こ
）
の
柘
榴
（
じ
ゃ
く
ろ
）
へ
來
（
き
）
て
、
あ
の
や
う
に
囀
（
さ
へ
ず
）
り
を

る
。
な
ア
、
今
（
い
ま
）
の
は
一
定
（
き
っ
と
）
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
で
あ
ら
う
ぞ
。

ロ
ミ
オ　

い
や
／
＼
、
旦
（
あ
さ
）
を
知
（
し
）
ら
す
る
雲
雀
（
ひ
ば
り
）
ぢ
ゃ
、

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
聲
（
こ
ゑ
）
で
は
な
い
。
戀
人
（
こ
ひ
び
と
）
よ
、
あ
れ
、
お

見
（
み
）
や
れ
、意
地
（
い
ぢ
）
の
惡
（
わ
る
）
い
横
縞
（
よ
こ
じ
ま
）
め
が
東
（
ひ
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が
し
）
の
空
（
そ
ら
）
の
雲
（
く
も
）
の
裂
目
（
さ
け
め
）
に
あ
の
や
う
な
縁
（
へ

り
）
を
附
（
つ
）
け
を
る
。
夜
（
よ
る
）
の
燭
火
（
と
も
し
び
）
は
燃
（
も
）
え
盡

（
つ
）
き
て
、嬉
（
う
れ
）
し
げ
な
旦
（
あ
し
た
）
め
が
霧
立
（
き
り
た
）
つ
山
（
や
ま
）

の
巓
（
い
た
ゞ
き
）
に
も
う
足
（
あ
し
）
を
爪
立
（
つ
ま
だ
）
て
ゝ
ゐ
る
。
速
（
は

や
）
う
往
（
い
）
ぬ
れ
ば
命
（
い
の
ち
）
助
（
た
す
）
か
り
、
停
（
と
ゞ
）
ま
れ
ば

死
（
し
）
な
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ヂ
ュ
リ　

あ
の
光
明
（
ひ
か
り
）
は
朝
（
あ
さ
）
ぢ
ゃ
な
い
、い
え
／
＼
、朝
日
（
あ

さ
ひ
）
で
は
な
い
わ
い
の
。
あ
り
ゃ
太
陽
（
た
い
や
う
）
が
お
前
（
ま
へ
）
の
爲
（
た

め
）
に
、
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
マ
ン
チ
ュ
ア
へ
の
道
案
内
（
み
ち
し
る
べ
）
に
炬
火
持

（
た
い
ま
つ
も
ち
）
の
役
（
や
く
）
さ
し
ょ
と
て
、
急
（
き
ふ
）
に
呼
出
（
よ
び
だ
）

し
た
光
（
ひ
か
）
り
物
（
も
の
）
ぢ
ゃ
。
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、大
事
（
だ
い
じ
）
な
い
、
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ま
だ
去
（
い
な
）
し
ゃ
る
に
は
及
（
お
よ
）
ば
ぬ
。

ロ
ミ
オ　

捕
（
と
ら
）
は
れ
う
と
、
死
罪
（
し
ざ
い
）
に
な
ら
う
と
、
恨
（
う
ら
み
）

は
な
い
、
卿
（
そ
も
じ
）
の
望
（
の
ぞ
み
）
と
あ
れ
ば
。
あ
の
灰
色
（
は
ひ
い
ろ
）

は
朝
（
あ
さ
）
の
眼
（
め
）
で
無
（
な
）
い
と
も
言
（
い
）
は
う
、あ
り
ゃ
嫦
娥
（
シ

ン
シ
ヤ
）の
額（
ひ
た
ひ
）か
ら
照
返（
て
り
か
へ
）す
白
光（
び
ゃ
く
く
わ
う
）ぢ
ゃ
。

ま
た
吾
等
（
わ
れ
ら
）
の
頭
（
か
し
ら
）
の
上
（
う
へ
）
で
大
空
（
お
ほ
ぞ
ら
）
高

（
た
か
）
う
鳴
響
（
な
り
ひ
ゞ
）
く
あ
の
奏
樂
（
そ
う
が
く
）
も
、
雲
雀
（
ひ
ば
り
）

の
聲
（
こ
ゑ
）
で
は
無
（
な
）
い
と
言
（
い
）
は
う
。
去
（
い
）
に
た
い
よ
り
も
此

處
（
こ
ゝ
）
に
居
（
ゐ
）
た
い
が
幾
層
倍
（
い
く
そ
う
ば
い
）
ぢ
ゃ
。
さ
、死
（
し
）

よ
、來
（
き
た
）
れ
、喜
（
よ
ろ
こ
）
ん
で
迎
（
む
か
）
へ
う
！　

そ
れ
が
ヂ
ュ
リ
エ
ッ

ト
の
望
（
の
ぞ
み
）
ぢ
ゃ
。
さ
、戀
人
（
こ
ひ
び
と
）、ど
う
ぢ
ゃ
？　

も
っ
と
話
（
は
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な
）
さ
う
。
朝
（
あ
さ
）
で
は
な
い
。

ヂ
ュ
リ　

い
や
、朝
（
あ
さ
）
ぢ
ゃ
、朝
（
あ
さ
）
ぢ
ゃ
。
速
（
は
や
）
う
去
（
い
な
）

し
ま
せ
、
速
（
は
や
）
う
／
＼
！　

聞
辛
（
き
ゝ
づ
ら
）
い
、
蹴
立
（
け
た
）
た
ま

し
い
高
調
子
（
た
か
て
う
し
）
で
、調
子
外
（
て
う
し
は
づ
）
れ
に
啼
立
（
な
き
だ
）

つ
る
は
、あ
り
ゃ
雲
雀
（
ひ
ば
り
）
ぢ
ゃ
。
雲
雀
（
ひ
ば
り
）
の
聲
（
こ
ゑ
）
は
懷
（
な

つ
か
）
し
い
と
は
虚
僞
（
い
つ
は
り
）、な
つ
か
し
い
人
（
ひ
と
）
を
引
分
（
ひ
き
わ
）

け
を
る
。
蟇
（
ひ
き
）
と
目
（
め
）
を
交
換
（
と
り
か
）
へ
た
と
は
事
實
（
ま
こ
と
）

か
？　

な
ら
ば
何
故
（
な
ぜ
）
聲
（
こ
ゑ
）
ま
で
も
交
換
（
と
り
か
）
へ
な
ん
だ
ぞ
？

　

あ
の
聲
（
こ
ゑ
）
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
抱
（
い
だ
）
き
あ
う
た
腕
（
か
ひ
な
）
と
腕

（
か
ひ
な
）
を
引
離
（
ひ
き
は
な
）
し
、朝
彦
（
あ
さ
び
こ
）
覺
（
さ
ま
）
す
歌
聲
（
う

た
ご
ゑ
）
で
、可
愛
（
い
と
）
し
い
お
前
（
ま
へ
）
を
追
立
（
お
ひ
た
）
て
を
る
。
お
ゝ
、
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速
（
は
や
）
う
去
（
い
な
）
し
ま
せ
、だ
ん
／″
＼
明
（
あ
か
）
る
う
な
っ
て
來
（
く
）

る
。

ロ
ミ
オ　

明
（
あ
か
）
る
う
な
れ
ば
な
る
程
（
ほ
ど
）、暗
（
く
ら
）
う
な
る
二
人
（
ふ

た
り
）
が
身
（
み
）
の
上
（
う
へ
）。

乳
母
（
う
ば
）
出
る
。

乳
母　
　

姫
（
ひ
い
）
さ
ま
！

ヂ
ュ
リ　

乳
母
（
う
ば
）
か
？

乳
母　
　

御
方
樣
（
お
ん
か
た
さ
ま
）
が
只
今
（
た
ゞ
い
ま
）
お
居
間
（
ゐ
ま
）
へ

入
（
い
）
ら
せ
ら
れ
ま
す
。
夜
（
よ
）
は
明
（
あ
）
け
た
、
も
し
、
油
斷
（
ゆ
だ
ん
）

な
う
心
（
こ
ゝ
ろ
）
を
配
（
く
ば
）
っ
て
。

ヂ
ュ
リ　

な
り
ゃ
、
窓
（
ま
ど
）
よ
、
日
光
（
ひ
）
を
内
（
う
ち
）
へ
、
命
（
い
の
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ち
）
を
外
（
そ
と
）
へ
。

ロ
ミ
オ　

お
さ
ら
ば
、お
さ
ら
ば
！　

こ
れ
を
名
殘
（
な
ご
り
）
に
（
と
接
吻
し
て
）

降
（
お
）
り
て
去
（
い
な
）
う
。

樓
（
ろ
う
）
を
下
（
お
）
り
か
く
る
。

ヂ
ュ
リ　
（
樓
上
よ
り
）
お
前
（
ま
へ
）
も
う
去
（
い
な
）
し
ま
す
か
？　

あ
ゝ
、

戀
人
（
こ
ひ
び
と
）
よ
、
殿
御
（
と
の
ご
）
よ
、
わ
が
夫
（
つ
ま
）
よ
、
戀
人
（
こ

ひ
び
と
）
よ
！　

き
っ
と
毎
日
（
ま
い
に
ち
）
消
息
（
た
よ
り
）
し
て
下
（
く
だ
）

さ
れ
。
こ
れ
、一
時
（
と
き
）
も
百
日
（
に
ち
）
な
れ
ば
、一
分
（
ぷ
ん
）
も
百
日
（
に

ち
）
ぢ
ゃ
。
お
ゝ
、
そ
ん
な
風
（
ふ
う
）
に
勘
定
（
か
ん
ぢ
ゃ
う
）
し
た
ら
、
ま
た

逢
（
あ
）
ふ
ま
で
に
は
予
（
わ
し
）
は
老
年
（
と
し
よ
り
）
に
な
っ
て
し
ま
は
う
！

ロ
ミ
オ　

さ
ら
ば
ぢ
ゃ
！　

か
り
そ
め
に
も
機
會
（
き
く
わ
い
）
さ
へ
あ
れ
ば
消
息
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（
た
よ
り
）
を
怠
（
お
こ
た
）
る
こ
と
で
は
な
い
。

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、
ま
た
逢
（
あ
）
は
れ
う
か
い
の
？

ロ
ミ
オ　

念
（
ね
ん
）
に
は
及
（
お
よ
）
ば
ぬ
。
今
（
い
ま
）
の
此
（
こ
の
）
憂
苦

勞
（
う
き
く
ら
う
）
は
、後
（
の
ち
）
の
樂
（
た
の
）
し
い
昔
語
（
む
か
し
が
た
り
）

ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、
如
何
（
ど
う
）
せ
う
ぞ
！　

心
（
こ
ゝ
ろ
）
め
が
忌
（
い
ま
は
）

し
い
取
越
苦
勞
（
と
り
こ
し
ぐ
ら
う
）
を
さ
せ
を
る
。
下
（
し
た
）
に
ゐ
や
し
ゃ
る

の
を
此
處
（
こ
ゝ
）
か
ら
見
（
み
）
る
と
、
ど
う
や
ら
墓
（
は
か
）
の
底
（
そ
こ
）

の
死
人
（
し
に
ん
）
の
や
う
。
目
（
め
）
の
故
（
せ
ゐ
）
か
知
（
し
）
ら
ね
ど
も
、

お
前
（
ま
へ
）
の
顏
（
か
ほ
）
が
蒼
（
あ
を
）
う
見
（
み
）
ゆ
る
。

ロ
ミ
オ　

眞
實
（
し
ん
じ
つ
）、
予
（
わ
し
）
の
目
（
め
）
に
も
、
卿
（
そ
も
じ
）
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の
顏
（
か
ほ
）
が
然
（
さ
）
う
見
（
み
）
ゆ
る
。
憂
悲
愁
（
う
き
か
な
し
み
）
が
互
（
た

が
）
ひ
の
血
汐
（
ち
し
ほ
）
を
涸
（
か
）
ら
し
た
の
ぢ
ゃ
。
お
さ
ら
ば
、お
さ
ら
ば
！

ロ
ミ
オ
入
る
。

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、運
命
神
（
う
ん
め
い
）
よ
、運
命
神
（
う
ん
め
い
）
よ
！　

皆
（
み

な
）
が
汝
（
そ
ち
）
を
浮
氣
者
（
う
は
き
も
の
）
ぢ
ゃ
と
い
ふ
。
い
か
に
汝
（
そ
ち
）

が
浮
氣
（
う
は
き
）
で
あ
ら
う
と
、世
（
よ
）
に
聞
（
き
こ
）
え
た
堅
實
（
か
た
ぎ
）

な
人
（
ひ
と
）
を
何
（
な
ん
）
と
す
る
こ
と
も
出
來
（
で
き
）
ま
い
。
い
や
、
や
っ

ぱ
り
浮
氣
（
う
は
き
）
が
よ
い
、そ
し
た
ら
彼
（
あ
）
の
人
（
ひ
と
）
を
直
（
す
ぐ
）

※(

「
厭
／
（
餮
－
殄
）」、第4

水
準2-92-73)

（
あ
）
い
て
予
（
わ
し
）
へ
返
（
か

へ
）
し
て
た
も
ら
う
に
よ
っ
て
。

カ
ピ
妻　
（
内
に
て
）
女
（
む
す
め
）
や
／
＼
！　

起
（
お
）
き
て
か
い
の
？
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ヂ
ュ
リ　

誰
（
た
）
れ
ぢ
ゃ
呼
（
よ
）
ぶ
は
？　

母
（
か
ゝ
）
さ
ま
か
知
（
し
）
ら
ぬ
。

晩
（
お
そ
）
う
ま
で
眠
（
ね
ぶ
）
ら
い
で
か
、
早
（
は
や
）
う
か
ら
目
（
め
）
を
覺

（
さ
ま
）
し
て
か
？　

何
事
（
な
に
ご
と
）
が
あ
っ
て
、
見
（
み
）
え
た
や
ら
？

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
夫
人
（
ふ
じ
ん
）
出
る
。

カ
ピ
妻　

ま
、
其
方
（
そ
な
た
）、
如
何
（
ど
う
）
ぞ
し
や
っ
た
か
？

ヂ
ュ
リ　

心
地
（
こ
ゝ
ち
）
が
わ
る
う
ご
ざ
り
ま
す
。

カ
ピ
妻　

い
つ
ま
で
も
從
兄
（
い
と
こ
）
ど
の
ゝ
の
こ
と
を
悔
（
く
や
）
ん
で
ゐ
や

る
か
？　

こ
れ
の
、涙
（
な
み
だ
）
で
洗
（
あ
ら
）
う
た
ら
墓
（
は
か
）
か
ら
出
（
で
）

て
來
（
き
）
や
る
と
思
（
お
も
）
う
て
か
？　

出
（
で
）
て
來
（
き
）
や
っ
た
と
て

も
生
（
い
）
か
す
こ
と
は
出
來
（
で
き
）
ま
い
。
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、
思
（
お
も
）
ひ

切
（
き
）
り
ゃ
。
歎
（
な
げ
）
く
は
愛
情
（
ま
ご
ゝ
ろ
）
の
深
（
ふ
か
）
い
證
（
し
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る
し
）
ぢ
ゃ
が
、
餘
（
あ
ま
）
り
に
深
（
ふ
か
）
う
歎
（
な
げ
）
く
は
分
別
（
ふ
ん

べ
つ
）
の
足
（
た
ら
）
は
ぬ
證
（
し
る
し
）
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ　

で
も
此
樣
（
こ
の
や
う
）
な
不
幸
（
ふ
し
あ
は
せ
）
は
存
分
（
ぞ
ん
ぶ
ん
）

に
泣
（
な
）
い
て
の
け
た
い
。

カ
ピ
妻　

存
分
（
ぞ
ん
ぶ
ん
）
に
お
泣
（
な
）
き
ゃ
ら
う
と
、不
幸
（
ふ
し
あ
は
せ
）

な
人
（
ひ
と
）
が
歸
（
か
へ
）
り
は
せ
ぬ
。

ヂ
ュ
リ　

返
（
か
へ
）
ら
ぬ
こ
と
ゝ
思
（
お
も
）
う
て
も
、
存
分
（
ぞ
ん
ぶ
ん
）
に

泣
（
な
）
か
い
で
は
を
ら
れ
ぬ
。

カ
ピ
妻　

で
は
、其
方
（
そ
な
た
）
は
、殺
（
こ
ろ
）
し
た
當
（
た
う
）
の
惡
黨
（
あ

く
た
う
）
が
尚
（
ま
だ
）
存
（
な
が
ら
）
へ
て
ゐ
く
さ
る
の
を
、
然
程
（
さ
ほ
ど
）

に
は
お
泣
（
な
）
き
ゃ
ら
ぬ
な
？
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ヂ
ュ
リ　

え
、
惡
黨
（
あ
く
た
う
）
と
は
え
？

カ
ピ
妻　

あ
の
ロ
ミ
オ
の
惡
黨
（
あ
く
た
う
）。

ヂ
ュ
リ　
（
傍
を
向
き
）惡
黨（
あ
く
た
う
）と
彼（
あ
）の
人（
ひ
と
）で
は
大（
お
ほ
）

き
な
相
違
（
ち
が
ひ
）
ぢ
ゃ
！
…
…
神
樣
（
か
み
さ
ま
）、あ
の
者
（
も
の
）
を
赦
（
ゆ

る
）
さ
せ
ら
れ
ま
せ
！　

わ
た
し
は
眞
實
（
し
ん
じ
つ
）
赦
（
ゆ
る
）
し
て
ゐ
ま
す
。

と
は
言
（
い
）
へ
、
思
（
お
も
）
ひ
出
（
だ
）
す
と
、
悲
（
か
な
）
し
う
て
な
り
ま

せ
ぬ
。

カ
ピ
妻　

と
言
（
い
）
ふ
の
も
、
あ
の
二
心
（
ふ
た
ご
こ
ろ
）
の
下
手
人
（
げ
し
ゅ

に
ん
）
め
が
生
存
（
い
き
な
が
ら
）
へ
て
を
る
か
ら
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ　

あ
い
、
さ
う
ぢ
ゃ
、
わ
た
し
の
此
（
こ
の
）
手
（
て
）
が
能
（
よ
）
う
達

（
と
ゞ
）
か
ぬ
遠
（
と
ほ
）
い
處
（
と
こ
ろ
）
に
。
わ
た
し
の
手
（
て
）
一
（
ひ
と
）
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つ
で
從
兄
（
い
と
こ
）
ど
の
ゝ
敵
（
か
た
き
）
が
討
（
う
）
ち
た
い
。

カ
ピ
妻　

敵
（
か
た
き
）
は
一
定
（
き
っ
と
）
取
（
と
）
っ
て
や
り
ま
す
。
懸
念
（
け

ね
ん
）
に
は
及
（
お
よ
）
ば
ぬ
。
す
れ
ば
、
最
早
（
も
う
）
泣
（
な
）
き
ゃ
ん
な
。

あ
の
追
放
人
（
お
ひ
は
ら
は
れ
）
の
無
頼
漢
（
な
ら
ず
も
の
）
が
住
（
す
）
ん
で
ゐ

る
マ
ン
チ
ュ
ア
に
使
（
つ
か
ひ
）
を
送
（
お
く
）
り
、さ
る
男
（
を
と
こ
）
に
言
（
い
）

ひ
含
（
ふ
く
）
め
て
尋
常
（
よ
の
つ
ね
）
な
ら
ぬ
飮
物
（
の
み
も
の
）
を
彼
奴
（
あ

い
つ
）
め
に
飮
（
の
）
ま
せ
ま
せ
う
、
す
れ
ば
即
（
や
が
）
て
チ
ッ
バ
ル
ト
が
冥
途

（
め
い
ど
）
の
道
伴
（
み
ち
づ
れ
）。
さ
う
な
れ
ば
其
方
（
そ
な
た
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）

も
慰
（
な
ぐ
さ
）
ま
う
。

ヂ
ュ
リ　

ほ
ん
に
ロ
ミ
オ
の
顏
（
か
ほ
）
を
…
…
死
顏
（
し
に
が
ほ
）
を
…
…
見
（
み
）

る
ま
で
は
、妾
（
わ
た
し
）
ゃ
如
何
（
ど
う
）
し
て
も
心
（
こ
ゝ
ろ
）
が
勇
（
い
さ
）
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ま
ぬ
、
從
兄
（
い
と
こ
）
が
お
死
（
し
）
に
ゃ
っ
た
の
が
、
そ
れ
程
（
ほ
ど
）
に
心

（
こ
ゝ
ろ
）
に
沁
（
し
）
み
て
悲
（
か
な
）
し
い
。
母
（
か
ゝ
）
さ
ま
、
其
（
そ
の
）

毒
（
ど
く
）
を
持
（
も
）
っ
て
行
（
ゆ
）
く
使
（
つ
か
ひ
）
の
男
（
を
と
こ
）
と
や

ら
が
定
（
き
ま
）
っ
た
ら
、藥
（
く
す
り
）
は
妾
（
わ
た
し
）
が
調
合
（
て
う
が
ふ
）

せ
う
、
ロ
ミ
オ
が
そ
れ
を
手
（
て
）
に
入
（
い
）
れ
た
ら
、
直
（
す
ぐ
）
に
も
安
眠

（
あ
ん
み
ん
）
し
を
る
や
う
に
。
お
ゝ
、
彼
奴
（
あ
い
つ
）
の
名
（
な
）
を
聞
（
き
）

く
と
身
（
み
）
が
顫
（
ふ
る
へ
）
る
。
も
ど
か
し
い
な
ア
、
チ
ッ
バ
ル
ト
を
殺
（
こ

ろ
）
し
を
っ
た
彼
奴
（
あ
い
つ
）
の
肉
體
（
か
ら
だ
）
を
ば
掻
毟
（
か
き
む
し
）
っ

て
、
懷
（
な
つ
か
）
し
い
／
＼
從
兄
（
い
と
こ
）
へ
の
此
（
こ
の
）
眞
情
（
ま
ご
ゝ

ろ
）
を
見
（
み
）
す
る
こ
と
も
出
來
（
で
き
）
ぬ
か
！

カ
ピ
妻　

方
法
（
て
だ
て
）
は
自
身
（
じ
し
ん
）
で
工
夫
（
く
ふ
う
）
し
や
れ
、
使
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者
（
つ
か
ひ
）
は
予
（
わ
し
）
が
搜
（
さ
が
）
し
ま
せ
う
。
そ
れ
は
さ
う
と
、
め
で

た
い
報
道
（
し
ら
せ
）
を
持
（
も
）
っ
て
來
（
き
）
た
ぞ
や
。

ヂ
ュ
リ　

め
で
た
い
事
（
こ
と
）
と
は
耳
寄
（
み
ゝ
よ
）
り
な
、此
樣
（
こ
の
や
う
）

な
辛
（
つ
ら
）
い
時
（
と
き
）
に
。
そ
れ
は
何
樣
（
ど
の
や
う
）
な
事
（
こ
と
）
で

ご
ざ
り
ま
す
？

カ
ピ
妻　

は
て
、其
方
（
そ
な
た
）
は
仁
情
深
（
な
さ
け
ぶ
か
）
い
父
御
（
て
ゝ
ご
）

を
お
有
（
も
）
ち
ゃ
っ
て
ぢ
ゃ
。
其
方
（
そ
な
た
）
に
愁
歎
（
な
げ
き
）
を
忘
（
わ

す
）
れ
さ
せ
う
と
て
、
俄
（
に
は
か
）
に
め
で
た
い
日
（
ひ
）
を
お
定
（
さ
だ
）
め

な
さ
れ
た
、
予
（
わ
し
）
も
其
方
（
そ
な
た
）
も
曾
（
つ
ひ
）
ぞ
思
（
お
も
）
ひ
が

け
ぬ
め
で
た
い
日
（
ひ
）
を
。

ヂ
ュ
リ　

は
れ
ま
、
母
樣
（
か
ゝ
さ
ま
）、
そ
れ
は
ま
た
何
樣
（
ど
の
や
う
）
な
？
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カ
ピ
妻　

は
て
、
女
（
む
す
め
）
よ
、
次
（
つ
ぎ
）
の
木
曜
日
（
も
く
え
う
び
）
の

朝
（
あ
さ
）
早
（
は
や
）
う
、
あ
の
風
流
（
み
や
び
）
な
、
立
派
（
り
っ
ぱ
）
な
若

殿
（
わ
か
と
の
）
の
パ
リ
ス
ど
の
が
、
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
の
會
堂
（
く
わ
い
だ
う
）

で
、
め
で
た
う
其
方
（
そ
な
た
）
を
花
嫁
御
（
は
な
よ
め
ご
）
に
お
爲
（
し
）
や
る

筈
（
は
ず
）
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ　

そ
の
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
の
會
堂（
く
わ
い
だ
う
）懸（
か
）け
て
、い
ゝ
や
、

ピ
ー
タ
ー
ど
の
を
も
誓
言
（
ち
か
ひ
）
に
か
け
て
、
何
（
な
ん
）
の
そ
れ
が
め
で
た

か
ら
う
！　

嫁
入
（
よ
め
い
り
）
は
せ
ぬ
わ
い
の
。
何
（
な
ん
）
と
い
ふ
早
急
（
さ
っ

き
ふ
）
ぢ
ゃ
。
申
入
（
ま
う
し
い
れ
）
も
聞
（
き
）
か
ぬ
う
ち
に
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）

と
は
何
事
（
な
に
ご
と
）
ぢ
ゃ
？　

父
（
と
ゝ
）
さ
ま
に
言
（
い
）
う
て
下
（
く
だ
）

さ
れ
、
わ
た
し
は
嫁
入
（
よ
め
い
り
）
は
ま
だ
し
ま
せ
ぬ
。
嫁
入
（
よ
め
い
り
）
す
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れ
ば
如
何
（
ど
う
）
あ
っ
て
も
ロ
ミ
オ
へ
往
（
ゆ
）
く
、憎
（
に
く
）
い
と
思
（
い
）

ふ
あ
の
ロ
ミ
オ
へ
、パ
リ
ス
ど
の
へ
往
（
ゆ
）
く
よ
り
は
。
ま
ア
、ほ
ん
に
、思
（
お

も
）
ひ
が
け
な
い
！

カ
ピ
妻　

あ
れ
、
父
御
（
ち
ゝ
ご
）
が
わ
せ
た
。
自
身
（
じ
し
ん
）
で
然
（
さ
）
う

言
（
い
）
う
て
、
父
御
（
ち
ゝ
ご
）
が
そ
れ
を
其
方
（
そ
な
た
）
か
ら
聞
（
き
）
い

て
、
何
（
な
ん
）
と
思
（
お
も
）
は
し
ゃ
る
か
を
見
（
み
）
た
が
よ
い
。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
先
（
さ
き
）
に
乳
母
（
う
ば
）
從
（
つ
）

い
て
出
る
。

カ
ピ
長　

日
（
ひ
）
が
沈
（
し
ず
）
む
と
露
（
つ
ゆ
）
が
降
（
お
）
り
る
は
尋
常
（
よ

の
つ
ね
）
ぢ
ゃ
が
、甥
（
を
ひ
）
の
日
沒
（
ひ
の
い
り
）
に
は
如
瀧
雨
（
ど
し
ゃ
ぶ
り
）

ぢ
ゃ
。
ど
う
ぢ
ゃ
！　

噴
水
像
（
み
づ
ふ
き
）
ど
の
！　

え
、
ま
だ
泣
（
な
）
い
て
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お
ぢ
ゃ
る
か
？　

え
、い
つ
ま
で
も
雨
天
（
し
け
）
つ
ゞ
き
か
？　

其
許
（
お
ぬ
し
）

は
只
（
た
ん
だ
）
一
（
ひ
と
）
つ
の
小
（
ち
ひ
）
さ
い
身
體
（
か
ら
だ
）
で
、船
（
ふ
ね
）

に
も
な
れ
ば
、海
（
う
み
）
に
も
風
（
か
ぜ
）
に
も
な
り
ゃ
る
。
先
（
ま
）
づ
目
（
め
）

は
海
（
う
み
）
ぢ
ゃ
、
終
始
（
た
え
ず
）
涙
（
な
み
だ
）
の
滿
干
（
み
ち
ひ
き
）
が

あ
る
、身
體
（
か
ら
だ
）
は
船
（
ふ
ね
）、其
（
そ
の
）
鹽
辛
（
し
ほ
か
ら
）
い
浪
（
な
み
）

を
走
（
は
し
）
る
、
溜
息
（
た
め
い
き
）
は
風
（
か
ぜ
）
ぢ
ゃ
、
涙
（
な
み
だ
）
の

浪
（
な
み
）
と
共
（
と
も
）
に
荒
※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

（
あ
れ

ま
は
）
り
、
涙
（
な
み
だ
）
は
ま
た
そ
れ
を
得
（
え
）
て
倍
※(

二
の
字
点
、1-2-

22)

（
ま
す
／
＼
）
荒
（
あ
）
る
ゝ
、は
て
、和
（
な
ぎ
）
が
急
（
き
ふ
）
に
來
（
こ
）

な
ん
だ
ら
、
命
（
い
の
ち
）
の
船
（
ふ
ね
）
が
顛
覆
（
ひ
っ
く
り
か
へ
）
っ
て
し
ま

ふ
わ
い
。
…
…
何
（
な
ん
）
と
ぢ
ゃ
、
卿
（
そ
な
た
）
！　

吩
咐
（
い
ひ
つ
）
け
た
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通
（
と
ほ
）
り
を
お
語
（
か
た
）
り
ゃ
っ
た
か
？

カ
ピ
妻　

は
い
、
申
（
ま
う
）
し
ま
し
た
な
れ
ど
、
有
難
（
あ
り
が
た
）
う
は
ご
ざ

り
ま
す
が
、
望
（
の
ぞ
）
ま
ぬ
と
言
（
い
）
う
て
ゐ
ま
す
。
阿
呆
（
あ
は
う
）
め
は

墓
（
は
か
）
へ
嫁
入
（
よ
め
い
り
）
し
た
が
よ
う
ご
ざ
り
ま
す
！

カ
ピ
長　

ま
、待
（
ま
）
た
し
ま
せ
！　

如
何
（
ど
う
）
し
た
と
言
（
い
）
は
し
ま
す
、

い
さ
や
、ど
う
し
た
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
る
の
ぢ
ゃ
？　

え
！　

望
（
の
ぞ
）
ま
ぬ
？

　

有
難
（
あ
り
が
た
）
い
と
は
思
（
お
も
）
は
ぬ
か
？　

其
（
そ
の
）
身
（
み
）
の

名
譽
（
め
い
よ
）
ぢ
ゃ
と
思
（
お
も
）
は
ぬ
か
？　

お
の
れ
、
嬉
（
う
れ
）
し
い
と

も
思
（
お
も
）
ひ
を
ら
ぬ
か
、
あ
の
や
う
な
、
分
不
相
應
（
ぶ
ん
ふ
さ
う
お
う
）
の

貴
人
（
き
に
ん
）
を
親
（
お
や
）
が
婿
（
む
こ
）
に
し
て
と
ら
し
た
を
ば
？

ヂ
ュ
リ　

さ
ア
、
名
譽
（
め
い
よ
）
ぢ
ゃ
と
は
思
（
お
も
）
は
ね
ど
、
嬉
（
う
れ
）
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し
い
と
は
思
（
お
も
）
ひ
ま
す
る
。
嫌
（
い
や
）
な
も
の
を
名
譽
（
め
い
よ
）
に
は

能
（
よ
）
う
せ
ね
ど
、
其
（
そ
の
）
嫌
（
い
や
）
な
こ
と
も
妾
（
わ
た
し
）
を
可
愛

（
か
わ
ゆ
）
さ
に
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
た
と
思
（
お
も
）
へ
ば
嬉
（
う
れ
）
し
い
。

カ
ピ
長　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
、何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
！　

小
理
窟
屋
（
こ
り
く
つ
や
）
が
！

　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
そ
れ
は
？　
「
名
譽
（
め
い
よ
）
ぢ
ゃ
」、「
嬉
（
う
れ
）
し
い

と
思
（
お
も
）
ひ
ま
す
る
」、「
嬉
（
う
れ
）
し
い
と
思
（
お
も
）
ひ
ま
せ
ぬ
」。
し

か
も
尚
（
な
ほ
）「
名
譽
（
め
い
よ
）
ぢ
ゃ
と
は
思
（
お
も
）
ひ
ま
せ
ぬ
」
は
て
、こ
ゝ

な
我
儘
（
わ
が
ま
ゝ
）
ど
の
、
嬉
（
う
れ
）
し
が
っ
た
り
名
譽
（
め
い
よ
）
が
っ
た

り
す
る
間
（
ひ
ま
）
に
、
其
（
そ
の
）
上
等
（
け
っ
こ
う
）
な
脚
節
（
す
ね
ふ
し
）

で
も
調
査
（
し
ら
）
べ
て
お
き
ゃ
、
次
（
つ
ぎ
）
の
木
曜
日
（
も
く
え
う
び
）
に
パ

リ
ス
と
一
し
ょ
に
會
堂
（
く
わ
い
だ
う
）
へ
行
（
ゆ
）
く
た
め
に
。
さ
う
で
な
い
と
、
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簀
子
（
す
の
こ
）
の
上
（
う
へ
）
へ
叩
（
た
ゝ
）
き
伏
（
ふ
）
せ
て
、
引
摺
（
ひ
き

ず
）
っ
て
行
（
ゆ
）
か
う
ぞ
よ
。
お
の
れ
、萎
黄
病
（
ゐ
わ
う
び
ゃ
う
）
で
死
（
し
）

ん
だ
や
う
な
面
（
つ
ら
）
を
し
を
っ
て
！　

う
ぬ
／
＼
、
碌
（
ろ
く
）
で
な
し
！　

お
の
れ
、
白
蝋
面
（
び
ゃ
く
ろ
う
づ
ら
）
め
が
！

長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
立
（
た
）
ち
か
ゝ
る
。

カ
ピ
妻　

あ
さ
ま
し
い
！　

貴
下
（
こ
な
た
）
は
氣
（
き
）
で
も
狂
（
く
る
）
う
た

か
？

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
父
（
ち
ゝ
）
の
前
（
ま
へ
）
に
膝
（
ひ
ざ
）
ま
づ
く
。

ヂ
ュ
リ　

も
う
し
、
父
上
（
ち
ゝ
う
へ
）、
膝
（
ひ
ざ
）
を
つ
い
て
願
（
ね
が
）
ひ

ま
す
る
、
た
っ
た
一
言
（
ひ
と
こ
と
）
堪
忍
（
か
ん
に
ん
）
し
て
聽
（
き
）
い
て
下

（
く
だ
）
さ
れ
。
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カ
ピ
長　

く
た
ば
り
を
れ
、
碌
（
ろ
く
）
で
な
し
め
が
！　

不
孝
千
萬
（
ふ
か
う
せ

ん
ば
ん
）
な
奴
（
や
つ
）
ぢ
ゃ
！　

こ
り
ゃ
や
い
、
次
（
つ
ぎ
）
の
木
曜
日
（
も
く

え
う
び
）
に
教
會
堂
（
け
う
く
わ
い
だ
う
）
へ
往
（
ゆ
）
き
を
ら
う
。
往
（
ゆ
）
か

ず
ば
、又
（
ま
た
）
と
此
（
こ
の
）
顏
（
か
ほ
）
を
見
（
み
）
る
な
。
言
（
い
）
ふ
な
、

答
（
こ
た
）
へ
る
な
、
返
答
（
へ
ん
た
ふ
）
す
る
な
。
此
（
こ
の
）
指
（
ゆ
び
）
が

む
づ
／
＼
す
る
わ
い
。
…
…
奧
（
お
く
）
よ
、子
（
こ
）
を
ば
神
（
か
み
）
が
只
（
た
ゞ
）

一
人
（
ひ
と
り
）
し
か
賜
（
た
ま
は
）
ら
な
ん
だ
の
を
不
足
（
ふ
そ
く
）
ら
し
う
思
（
お

も
）
う
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、今
（
い
ま
）
と
な
っ
て
は
此
奴
（
こ
や
つ
）
一
人
（
ひ

と
り
）
す
ら
多
過
（
お
ほ
す
）
ぎ
る
、取
（
と
）
り
も
直
（
な
ほ
）
さ
ず
、呪
咀
（
じ
ゅ

そ
）
ぢ
ゃ
、禍
厄
（
わ
ざ
は
ひ
）
ぢ
ゃ
、う
ぬ
／
＼
、賤
婢
（
は
し
た
を
ん
な
）
め
！

乳
母　
　

は
れ
ま
ア
、可
愛
相
（
か
は
い
さ
う
）
に
！　

其
樣
（
そ
の
や
う
）
に
叱
（
し
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か
）
ら
し
ゃ
り
ま
す
は
、殿
（
と
の
）
さ
ま
、そ
れ
は
貴
下
（
こ
な
た
）
が
無
理
（
む

り
）
で
ご
ざ
り
ま
す
。

カ
ピ
長　

な
ゝ
、
な
ぜ
ぢ
ゃ
、
賢
女
（
け
ん
ぢ
ょ
）
ど
の
！　

聰
明
樣
（
お
り
こ
う

さ
ま
）、ま
ゝ
、お
默
（
だ
ま
）
り
な
さ
れ
。
喋
々
語
（
べ
ち
ゃ
つ
）
き
た
く
ば
、と
っ

と
ゝ
彼
方
（
あ
ち
）
へ
往
（
い
）
て
、冗
口
仲
間
（
む
だ
ぐ
ち
な
か
ま
）
と
饒
舌
（
し
ゃ

べ
）
れ
。

乳
母　
　

お
爲
（
た
め
）
に
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
（
い
）
ひ
ま
せ
ぬ
わ
い
の
。

カ
ピ
長　

は
い
、
さ
や
う
な
ら
、
御
機
嫌
（
ご
き
げ
ん
）
よ
う
！

乳
母　
　

物
言
（
も
の
い
）
う
て
は
、
わ
る
い
か
い
な
？

カ
ピ
長　

默（
だ
ま
）れ
、む
が
／
＼
む
が
／
＼
と
、阿
呆（
あ
は
う
）め
！　

其
許（
お

ぬ
し
）
の
御
託
宣
（
ご
た
く
せ
ん
）
は
、冗
口
仲
間
（
む
だ
ぐ
ち
な
か
ま
）
と
酒
（
さ
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け
）
で
も
飮
合
（
の
み
あ
）
ふ
時
（
と
き
）
に
被
言
（
お
し
ゃ
）
れ
、
こ
ゝ
に
は
用

（
よ
う
）
は
無
（
な
）
い
わ
。

乳
母　
　

貴
下
（
こ
な
た
）
は
餘
（
あ
ま
）
り
逆
上
（
の
ぼ
）
せ
て
ご
ざ
る
。

カ
ピ
長　

は
て
、氣
（
き
）
ち
が
ひ
に
も
な
る
わ
さ
。
晝
（
ひ
る
）
も
夜
（
よ
る
）
も
、

季
（
き
）
も
節
（
せ
つ
）
も
、
念
々
刻
々
（
ね
ん
／
＼
こ
く
／
＼
）、
働
（
は
た
ら
）

い
て
ゐ
よ
が
、
遊
（
あ
そ
）
ん
で
ゐ
よ
が
、
只
（
た
ゞ
）
一
人
（
ひ
と
り
）
ゐ
よ
が
、

多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
と
共
（
と
も
）
に
ゐ
よ
が
、
女
（
む
す
め
）
め
が
縁
邊
（
え
ん

ぺ
ん
）
を
苦
勞
（
く
ら
う
）
に
せ
な
ん
だ
時
（
と
き
）
は
無
（
な
）
い
。
や
っ
と
の

事
（
こ
と
）
で
、
門
閥
家
（
も
ん
ば
つ
か
）
の
、
良
（
よ
）
い
領
地
有
（
り
ゃ
う
ち

も
ち
）
の
、年
（
と
し
）
の
若
（
わ
か
）
い
、教
育
（
け
う
い
く
）
も
立
派
（
り
っ
ぱ
）

な
、
何
樣
（
な
に
さ
ま
）
才
徳
（
さ
い
と
く
）
の
具
足
（
ぐ
そ
く
）
し
た
男
（
を
と
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こ
）
は
斯
（
か
）
う
も
あ
り
た
い
も
の
、
と
望
（
の
ぞ
）
ま
る
ゝ
通
（
と
ほ
）
り
に

出
來
上
（
で
き
あ
が
）
っ
て
ゐ
る
婿
（
む
こ
）
を
搜
（
さ
が
）
し
て
、
供
給
（
あ
て

が
）
へ
ば
、
見
（
み
）
と
も
な
い
、
吠
面
（
ほ
え
づ
ら
）
さ
か
い
て
、
泣
偶
人
（
な

き
に
ん
ぎ
ゃ
う
）
め
、
幸
福
（
し
あ
は
せ
）
を
ば
幸
福
（
し
あ
は
せ
）
と
も
思
（
お

も
）
ひ
を
ら
い
で
、「
嫁
入
（
よ
め
い
り
）
は
せ
ぬ
」
の
、「
戀
（
こ
ひ
）
は
知
（
し
）

ら
ぬ
」
の
、「
ま
だ
年
齡
（
と
し
は
）
が
ゆ
か
ぬ
」
の
、「
赦
（
ゆ
る
）
し
て
下
（
く

だ
）
さ
れ
い
」
の
、
と
吐
（
ぬ
か
）
し
を
る
。
し
た
が
、
嫁
入
（
よ
め
い
り
）
を
せ

ぬ
と
な
ら
ば
、
赦
（
ゆ
る
）
し
て
も
く
れ
う
。
好
（
す
）
き
な
處
（
と
こ
ろ
）
で
草

食
（
く
さ
は
）
み
を
れ
、
此
處
（
こ
ゝ
）
に
は
住
（
す
ま
）
さ
ぬ
わ
い
。
や
い
、
よ

う
思
（
お
も
）
へ
、よ
う
考
（
か
ん
が
）
へ
を
れ
、戲
言
（
た
は
ぶ
れ
ご
と
）
は
言
（
い
）

は
ぬ
乃
公
（
お
れ
）
ぢ
ゃ
。
木
曜
日
（
も
く
え
う
び
）
は
今
（
い
ま
）
の
間
（
ま
）、
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胸
（
む
ね
）
に
手
（
て
）
を
置
（
お
）
い
て
思
案
（
し
あ
ん
）
せ
い
。
我
子
（
わ
が

こ
）
な
ら
ば
親
友
（
し
ん
い
う
）
の
許
（
も
と
）
へ
遣
（
や
）
る
、さ
な
く
ば
首
（
く

び
）
を
縊
（
く
ゝ
）
ら
う
と
、
乞
食
（
こ
じ
き
）
を
せ
う
と
、
餓
（
う
）
ゑ
て
途
上

死
（
の
た
れ
じ
に
）
を
し
を
ら
う
と
ま
ゝ
ぢ
ゃ
、
誓
文
（
せ
い
も
ん
）、
我
子
（
わ

が
こ
）
と
は
思
（
お
も
）
は
ぬ
わ
い
、ま
た
何
一
（
な
に
ひ
と
）
つ
た
り
と
、汝
（
お

の
れ
）
に
は
與
（
く
）
れ
ま
い
ぞ
よ
。
よ
い
か
、
二
言
（
ご
ん
）
は
無
（
な
）
い
ぞ

よ
。
誓
言
（
せ
い
ご
ん
）
は
破
（
や
ぶ
）
ら
ぬ
ぞ
よ
。

長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
入
（
は
ひ
）
る
。
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
泣
倒
（
な
き
た
ふ
）
る
ゝ
。

ヂ
ュ
リ　

大
空（
お
ほ
ぞ
ら
）の
雲（
く
も
）の
中（
な
か
）に
も
此（
こ
の
）悲
痛（
か

な
し
み
）
の
底
（
そ
こ
）
を
見
透
（
み
と
ほ
）
す
慈
悲
（
じ
ひ
）
は
無
（
な
）
い
か
？

　

お
ゝ
、
母
（
か
ゝ
）
さ
ま
、
わ
た
し
を
見
棄
（
み
す
）
て
ゝ
下
（
く
だ
）
さ
り
ま
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す
な
！　

此
（
こ
の
）
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
を
延
（
の
ば
）
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、

せ
め
て
一
月
（
ひ
と
つ
き
）、一
週
間
（
し
う
か
ん
）。
そ
れ
も
能
（
か
な
）
は
ぬ
な
ら
、

チ
ッ
バ
ル
ト
が
臥
（
ね
）
て
ゐ
や
る
薄
昏
（
う
す
ぐ
ら
）
い
廟
（
べ
う
）
の
中
（
な

か
）
に
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
の
床
（
と
こ
）
を
設
（
ま
う
）
け
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。

カ
ピ
妻　

わ
し
に
物（
も
の
）を
被
言（
お
し
ゃ
）ん
な
、わ
し
は
最
早（
も
う
）何（
な

に
）
も
言
（
い
）
ひ
ま
す
ま
い
ほ
ど
に
。
好
（
す
）
き
に
し
や
、
も
う
其
方
（
そ
な

た
）
に
は
關
（
か
ま
）
ひ
ま
せ
ぬ
ほ
ど
に
。

夫
人
（
ふ
じ
ん
）
入
る
。

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
！
…
…
お
ゝ
、
乳
母
（
う
ば
）
や
！　

如
何
（
ど
う
）
し
た
ら
よ
い

で
あ
ら
う
ぞ
？　

夫
（
を
っ
と
）
は
地
上
（
ち
じ
ゃ
う
）、
誓
約
（
ち
か
ひ
）
は
天

上
（
て
ん
じ
ゃ
う
）。
何
（
な
ん
）
と
し
て
其
（
そ
の
）
誓
約
（
ち
か
ひ
）
が
再
（
ふ
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た
ゝ
）
び
地
上
（
ち
じ
ゃ
う
）
に
戻
（
も
ど
）
ら
う
ぞ
、
其
（
そ
の
）
夫
（
つ
ま
）

が
地
（
ち
）
を
離
（
は
な
）
れ
て
天
（
て
ん
）
か
ら
取
戻
（
と
り
も
ど
）
し
て
た
も

ら
ず
ば
？
…
…
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
て
た
も
、
教
（
を
し
）
へ
て
た
も
。
…
…
か
な
し

や
／
＼
、
此
身
（
こ
の
み
）
の
や
う
な
孱
弱
（
か
よ
わ
）
い
者
（
も
の
）
を
天
（
て

ん
）
ま
で
が
陰
謀
（
た
く
ら
）
ん
で
責
（
せ
）
め
さ
い
な
む
！
…
…
こ
れ
、乳
母
（
う

ば
）、
ど
う
せ
う
？　

嬉
（
う
れ
）
し
い
こ
と
を
言
（
い
）
う
て
た
も
。
何
（
な
ん
）

ぞ
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
は
な
い
か
い
の
？

乳
母　
　

誓
文
（
せ
い
も
ん
）、
ご
ざ
り
ま
す
。
ロ
ミ
オ
ど
の
は
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）

の
身
（
み
）
ぢ
ゃ
ほ
ど
に
、世
界
（
せ
か
い
）
が
崩
（
く
づ
）
れ
う
と
、戻
（
も
ど
）
っ

て
來
（
き
）
て
何
（
な
ん
）
の
か
の
と
言
（
い
）
は
ッ
し
ゃ
ら
う
筈
（
は
ず
）
は
無

（
な
）
い
。
よ
し
や
戻
（
も
ど
）
ら
ッ
し
ゃ
る
に
せ
い
、
ほ
ん
の
窃
々
（
こ
つ
そ
り
）
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の
内
密
沙
汰
（
な
い
し
ょ
ざ
た
）
ぢ
ゃ
。
す
れ
ば
、
か
う
な
っ
て
し
ま
う
た
上
（
う

へ
）
は
、あ
の
若
殿
（
わ
か
と
の
）
へ
嫁
入
（
よ
め
い
）
ら
ッ
し
ゃ
る
が
最
（
い
っ
）

ち
良
（
よ
）
い
分
別
（
ふ
ん
べ
つ
）
ぢ
ゃ
。
お
ゝ
、
ほ
ん
に
可
憐
（
か
は
い
ら
）
し

い
お
方
（
か
た
）。
彼
方
（
あ
な
た
）
に
比
（
く
ら
）
べ
て
は
ロ
ミ
オ
ど
の
は
雜
巾
（
ざ

ふ
き
ん
）
ぢ
ゃ
。
萠
黄
色
（
も
え
ぎ
い
ろ
）
の
、活
々
（
い
き
／
＼
）
と
し
た
美
（
う

つ
く
）
し
い
眼
附
（
め
つ
き
）、
鷲
（
わ
し
）
の
目
（
め
）
よ
り
も
立
派
（
り
っ
ぱ
）

ぢ
ゃ
。
ほ
ん
に
／
＼
、
こ
ん
ど
の
お
配
偶
（
つ
れ
あ
ひ
）
こ
そ
貴
孃
（
こ
な
た
）
の

お
幸
福（
し
あ
は
せ
）で
あ
ら
う
ぞ
、前（
ま
へ
）の
よ
り
は
ず
っ
と
優（
ま
し
）ぢ
ゃ
。

よ
し
然
（
さ
）
う
で
な
い
に
せ
い
、前
（
ま
へ
）
の
は
最
早
（
も
う
）
絶
滅
（
だ
め
）

ぢ
ゃ
、
い
や
、
絶
滅
（
だ
め
）
も
同
樣
（
ど
う
や
う
）
ぢ
ゃ
、
離
（
は
な
）
れ
て
住

（
す
）
ん
で
ご
ざ
っ
て
、
貴
孃
（
こ
な
た
）
の
ま
ゝ
に
な
ら
ぬ
に
よ
っ
て
。
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ヂ
ュ
リ　

そ
り
や
［
＃
「
そ
り
や
」
は
マ
マ
］
其
方
（
そ
な
た
）
本
氣
（
ほ
ん
き
）

で
言
（
い
）
や
る
か
？

乳
母　
　

は
い
、
本
氣
（
ほ
ん
き
）
で
も
本
心
（
ほ
ん
し
ん
）
で
も
ご
ざ
り
ま
す
、

で
な
く
ば
罰
（
ば
ち
）
が
當
（
あ
）
た
れ
！

ヂ
ュ
リ　

其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り
に
！

乳
母　
　

え
ゝ
？

ヂ
ュ
リ　

な
に
、あ
の
、其
方
（
そ
な
た
）
の
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
で
不
思
議
（
ふ
し
ぎ
）

に
心
（
こ
ゝ
ろ
）
が
安
堵
（
お
ち
つ
）
い
た
。
奧
（
お
く
）
へ
往
（
い
）
て
、
母
樣

（
は
ゝ
さ
ま
）
に
言
（
い
）
う
て
た
も
、父
上
（
ち
ゝ
う
へ
）
の
御
不
興
（
ご
ふ
き
ょ

う
）
を
受
（
う
）
け
た
ゆ
ゑ
、懺
悔
（
ざ
ん
げ
）
を
し
て
罪
（
つ
み
）
を
赦
（
ゆ
る
）

し
て
貰
（
も
ら
）
は
う
と
て
、
ロ
レ
ン
ス
ど
の
ゝ
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）
へ
わ
し
が
往
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（
い
）
ん
だ
と
。

乳
母　
　

は
い
／
＼
、
心
得
（
こ
ゝ
ろ
え
）
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
賢
（
か
し
こ
）
い

御
分
別
（
ご
ふ
ん
べ
つ
）
ぢ
ゃ
。

乳
母
（
う
ば
）
入
る
。
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
じ
っ
と
行
方
（
ゆ
く
か
た
）
を
見
送
（
み
お

く
）
っ
て

ヂ
ュ
リ　

罰
當
（
ば
ち
あ
た
）
り
の
夜
叉
（
や
し
ゃ
）
め
！　

お
ゝ
、
惡
魔
（
あ
く

ま
）
め
！　

予
（
わ
し
）
に
誓
約
（
ち
か
ひ
）
を
破
（
や
ぶ
）
ら
せ
う
と
し
を
る
ば

か
り
か
、前
（
ま
へ
）
に
は
幾
千
度
（
い
く
せ
ん
た
び
）
も
比
（
く
ら
）
べ
物
（
も
の
）

の
無
（
な
）
い
や
う
に
褒
（
ほ
）
め
ち
ぎ
っ
た
予
（
わ
し
）
の
殿
御
（
と
の
ご
）
を

其
（
そ
の
）
同
（
お
な
）
じ
舌
（
し
た
）
で
惡
口
（
あ
く
こ
う
）
し
を
る
。
…
…
去
（
い
）

ね
、
相
談
敵
手
（
さ
う
だ
ん
あ
ひ
て
）
に
し
た
其
方
（
そ
ち
）
ぢ
ゃ
が
、
其
方
（
そ
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ち
）
と
予
（
わ
し
）
と
は
今
（
い
ま
）
か
ら
は
心
（
こ
ゝ
ろ
）
は
別
々
（
べ
つ
／
＼
）。

…
…
御
坊
（
ご
ば
う
）
の
許
（
と
こ
ろ
）
へ
往
（
い
）
て
救
（
す
く
）
ひ
を
乞
（
こ
）

は
う
。
事
（
こ
と
）
が
皆
（
み
な
）
破
（
や
ぶ
）
れ
て
も
、
死
（
し
）
ぬ
る
力
（
ち

か
ら
）
は
此
身
（
こ
の
み
）
に
有
（
あ
）
る
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
入
る
。
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第
四
幕

第
（
だ
い
）
一
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
と
パ
リ
ス
と
出
る
。

ロ
レ　
　

木
曜
日（
も
く
え
う
び
）と
仰（
お
ほ
）せ
ら
る
ゝ
か
？　

で
は
早
急（
さ
っ

き
ふ
）
な
事
（
こ
と
）
ぢ
ゃ
。

パ
リ
ス　

舅
（
し
う
と
）
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
ど
の
が
其
樣
（
そ
の
や
う
）
に
し
た
い

と
被
言
（
お
し
ゃ
）
る
。
予
（
わ
し
）
と
て
も
そ
れ
を
遲
（
お
そ
）
う
し
た
い
と
は

思
（
お
も
）
ひ
ま
せ
ぬ
。
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ロ
レ　
　

姫
（
ひ
め
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
は
ま
だ
知
（
し
）
ら
ぬ
と
仰
（
お
ほ
）
せ

ら
る
ゝ
。
す
れ
ば
段
取
（
だ
ん
ど
り
）
が
素
直
（
す
な
ほ
）
で
な
い
、
吾
等
（
わ
れ

ら
）
は
好
（
こ
の
）
も
し
う
思
（
お
も
）
ひ
ま
せ
ぬ
。

パ
リ
ス　

チ
ッ
バ
ル
ト
の
落
命
（
ら
く
め
い
）
を
い
み
じ
う
歎
（
な
げ
）
い
て
ゞ
あ
っ

た
ゆ
ゑ
、
涙
（
な
み
だ
）
の
宿
（
や
ど
）
に
は
戀
神
（
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヰ
、

1-7-83)

ー
ナ
ス
）
は
笑
（
ゑ
）
ま
ぬ
も
の
と
、
縁
談
（
え
ん
だ
ん
）
を
差
控
（
さ

し
ひ
か
）
へ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
餘
（
あ
ま
）
り
甚
（
き
つ
）
う
歎
（
な
げ
）
い
て
は

姫
（
ひ
め
）
の
身
（
み
）
が
心
元
（
こ
ゝ
ろ
も
と
）
な
い
、
獨
（
ひ
と
り
）
で
ゐ
れ

ば
洪
水
（
こ
う
ず
ゐ
）
の
や
う
に
出
（
で
）
る
涙
（
な
み
だ
）
も
、
交
（
ま
じ
）
ら

ふ
者
（
も
の
）
が
あ
れ
ば
堰
止
（
せ
き
と
）
む
る
こ
と
も
出
來
（
で
き
）
る
も
の
と
、

舅
御
（
し
う
と
ご
）
の
才
覺
（
さ
い
か
く
）
に
て
、
急
（
き
ふ
）
に
婚
禮
（
こ
ん
れ



い
）
と
事
（
こ
と
）
が
決
（
き
ま
）
っ
た
。
速
（
は
や
）
う
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
仔
細
（
わ

け
）
を
、
何
（
な
ん
）
と
會
得
（
ゑ
と
く
）
め
さ
れ
た
か
？

ロ
レ　
　
（
傍
を
向
き
て
）
そ
れ
は
遲
（
お
そ
）
う
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
仔
細
（
わ
け
）
が
、

此
方
（
こ
ち
）
に
解
（
わ
か
）
っ
て
を
ら
な
ん
だ
ら
な
ア
！
…
…
あ
れ
、
御
覽
（
ご

ら
う
）
ぜ
、
姫
（
ひ
め
）
が
此
庵
（
こ
ゝ
）
に
わ
せ
ら
れ
た
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
出
る
。

パ
リ
ス　

嬉
（
う
れ
）
し
う
逢
（
あ
）
ひ
ま
し
た
、
我
妻
（
わ
が
つ
ま
）。

ヂ
ュ
リ　

妻
（
つ
ま
）
と
も
呼
（
よ
）
ば
し
ま
せ
、
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
が
叶
（
か

な
）
ふ
な
ら
。

パ
リ
ス　

叶
（
か
な
）
は
い
で
な
ら
う
か
、
此
次
（
こ
の
つ
ぎ
）
の
木
曜
日
（
も
く

え
う
び
）
に
は
？
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ヂ
ュ
リ　

叶
（
か
な
）
は
い
で
な
ら
ぬ
こ
と
は
叶
（
か
な
）
ふ
筈
（
は
ず
）
ぢ
ゃ
。

ロ
レ　
　

こ
り
ゃ
格
言
（
か
く
げ
ん
）
ぢ
ゃ
わ
い
。

パ
リ
ス　

今
日
（
け
ふ
）
は
師
（
し
）
の
御
坊
（
ご
ば
う
）
に
懺
悔
（
ざ
ん
げ
）
を

ば
し
よ
う
爲
（
た
め
）
に
わ
せ
ら
れ
た
か
？

ヂ
ュ
リ　

は
い
、
と
い
う
た
な
ら
、
貴
下
（
こ
な
た
）
へ
自
白
（
ざ
ん
げ
）
を
し
た

こ
と
に
な
り
ま
せ
う
ぞ
。

パ
リ
ス　

吾
等
（
わ
れ
ら
）
を
思
（
お
も
）
う
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
御
坊
（
ご

ば
う
）
に
打
明
（
う
ち
あ
）
け
て
言
（
い
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。

ヂ
ュ
リ　

で
は
、
打
明
（
う
ち
あ
）
け
て
申
（
ま
う
）
し
ま
せ
う
、
わ
た
し
は
御
坊

樣
（
ご
ば
う
さ
ま
）
を
思
（
お
も
）
う
て
ゐ
ま
す
。

パ
リ
ス　

吾
等
（
わ
れ
ら
）
を
も
同
（
お
な
）
じ
や
う
に
思
（
お
も
）
う
て
ゐ
る
、
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と
言
（
い
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
う
が
な
。

ヂ
ュ
リ　

さ
ア
、
言
（
い
）
ふ
に
せ
い
、
そ
れ
は
背
（
せ
）
で
言
（
い
）
う
て
こ
そ

價
値
（
ね
う
ち
）
も
あ
れ
、面
（
か
ほ
）
を
見
合
（
み
あ
）
せ
て
言
（
い
）
は
う
よ
り
。

パ
リ
ス　

や
れ
、笑
止
（
き
の
ど
く
）
や
、卿
（
そ
な
た
）
の
面
（
か
ほ
）
は
涙
（
な

み
だ
）
で
甚
（
い
か
）
う
汚
（
よ
ご
）
れ
て
ゐ
る
。

ヂ
ュ
リ　

涙
（
な
み
だ
）
が
何
程
（
ど
れ
ほ
ど
）
の
事
（
こ
と
）
を
し
ま
せ
う
、
生

得
（
う
ま
れ
つ
き
）、
見
（
み
）
と
も
な
い
面
（
か
ほ
）
ぢ
ゃ
も
の
。

パ
リ
ス　

其
樣
（
そ
の
よ
）
な
こ
と
を
被
言
（
お
し
ゃ
）
る
の
は
、
わ
れ
か
ら
我
面

（
わ
が
か
ほ
）
を
讒
訴
（
ざ
ん
そ
）
す
る
の
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ　

眞
（
ほ
ん
）
の
事
（
こ
と
）
は
讒
訴
（
ざ
ん
そ
）
と
は
言
（
い
）
は
れ
ぬ
、

ま
し
て
こ
れ
は
後
言
（
か
げ
ご
と
）
で
は
な
い
、
直
（
ぢ
か
）
に
面
（
か
ほ
）
に
對
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（
む
か
）
う
て
言
（
い
）
う
て
ゐ
る
の
ぢ
ゃ
も
の
。

パ
リ
ス　

い
や
、
卿
（
こ
な
た
）
の
面
（
か
ほ
）
は
今
（
い
ま
）
で
は
予
（
わ
し
）

の
有
（
も
の
）
ぢ
ゃ
に
、そ
れ
を
ば
其
樣
（
そ
の
や
う
）
に
惡
（
あ
）
し
う
被
言
（
お

し
ゃ
）
る
の
は
讒
訴
（
ざ
ん
そ
）
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ　

ほ
ん
に
然
（
さ
う
）
も
あ
ら
う
か
、
妾
（
わ
た
し
）
の
有
（
も
の
）
で
は

な
い
ゆ
ゑ
。
…
…
（
ロ
レ
ン
ス
に
）
御
坊
樣
（
ご
ぼ
う
さ
ま
）、今
（
い
ま
）
お
暇
（
ひ

ま
）
で
ご
ざ
り
ま
す
か
、
改
（
あ
ら
た
）
め
て
晩
（
ば
ん
）
の
お
祈
祷
頃
（
い
の
り

ご
ろ
）
に
參
（
ま
ゐ
）
り
ま
せ
う
か
？

ロ
レ　
　

い
や
、
今
（
い
ま
）
で
も
故
障
（
こ
し
ゃ
う
）
は
無
（
な
）
い
。
…
…
若

殿
（
わ
か
と
の
）、
憚
（
は
ゞ
か
）
り
ぢ
ゃ
が
、
暫
（
し
ば
ら
）
く
の
間
（
あ
ひ
だ
）、

こ
ゝ
を
吾
等
（
わ
れ
ら
）
に
。
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パ
リ
ス　

お
ゝ
、
か
り
そ
め
に
も
勤
行
（
ご
ん
ぎ
ゃ
う
）
の
お
妨
（
さ
ま
た
）
げ
を

し
て
は
な
ら
ぬ
！
…
…
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
ど
の
、木
曜
日
（
も
く
え
う
び
）
に
は
朝
（
あ

さ
）
早
（
は
や
）
う
お
迎
（
む
か
へ
）
に
行
（
ゆ
）
き
ま
せ
う
ぜ
。
そ
れ
ま
で
は
、

お
さ
ら
ば
。
此
（
こ
の
）
聖
（
き
よ
）
い
接
吻
（
キ
ッ
ス
）
を
保
有
（
し
ま
）
っ
て

お
い
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。

パ
リ
ス
入
る
。

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、
早
（
は
や
）
う
扉
（
と
）
を
閉
（
し
）
め
て
、
そ
し
て
し
め
て
ま

う
た
ら
、
わ
た
し
と
一
し
ょ
に
泣
（
な
）
い
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
も
う
絶
望
（
だ

め
）
ぢ
ゃ
！　

絶
望
（
だ
め
）
ぢ
ゃ
、
絶
望
（
だ
め
）
ぢ
ゃ
！

ロ
レ　
　

あ
ゝ
、
こ
れ
、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
や
、
其
（
そ
）
の
悲
歎
（
か
な
し
み
）
は

善
（
よ
）
う
知
（
し
）
っ
て
を
る
！　

何
（
な
ん
）
ぼ
う
搾
（
し
ぼ
）
っ
て
も
予
（
わ
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し
）
の
智
慧
（
ち
ゑ
）
に
は
能
（
あ
た
）
は
ぬ
。
次
（
つ
ぎ
）
の
木
曜
（
も
く
え
う
）

に
は
、
寸
分
（
す
ん
ぶ
ん
）
の
猶
豫
（
ゆ
う
よ
）
も
な
う
、
彼
（
あ
）
の
若
（
わ
か
）

と
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
を
爲
（
し
）
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
聞
（
き
）
い
た
。

ヂ
ュ
リ　

い
ゝ
え
／
＼
、そ
れ
を
中
止
（
や
め
）
に
す
る
方
便
（
て
だ
て
）
が
無
（
な
）

い
な
ら
、聞
（
き
）
い
た
な
ぞ
と
お
ッ
し
ゃ
る
な
。
お
前
（
ま
へ
）
の
智
慧
（
ち
え
）

に
も
能
（
あ
た
）
は
ぬ
な
ら
、つ
い
予
（
わ
し
）
の
覺
悟
（
か
く
ご
）
を
ば
良
（
よ
）

い
分
別
（
ふ
ん
べ
つ
）
ぢ
ゃ
と
讃
（
ほ
）
め
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、す
れ
ば
此
（
こ
の
）

懷
劒
（
く
わ
い
け
ん
）
で
今
直
（
い
ま
す
ぐ
）
に
敢
行
（
し
て
の
）
け
う
。
ロ
ミ
オ

と
わ
し
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
と
心
（
こ
ゝ
ろ
）
を
結
（
む
す
）
び
合
（
あ
）
は
せ
た
は

神
樣
（
か
み
さ
ま
）、手
（
て
）
と
手
（
て
）
を
繋
（
つ
な
）
い
だ
は
お
前
（
ま
へ
）。

す
れ
ば
、お
前（
ま
へ
）が
ロ
ミ
オ
へ
の
封
印
代（
ふ
い
ん
が
は
）り
に
し
た
此（
こ
の
）
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手
（
て
）
を
、他
（
あ
だ
）
し
證
書
（
し
ょ
う
し
ょ
）
の
封
印
（
ふ
う
い
ん
）
に
使
（
つ

か
）
は
う
よ
り
、又
（
ま
た
）
僞
（
い
つ
は
）
り
の
無
（
な
）
い
此
（
こ
の
）
心
（
こ
ゝ

ろ
）
を
操
（
み
さ
を
）
に
背
（
そ
む
）
い
て
他
（
あ
だ
）
し
男
（
を
と
こ
）
に
向
（
む
）

け
う
よ
り
、
此
（
こ
の
）
懷
劒
（
く
わ
い
け
ん
）
で
手
（
て
）
も
心
（
こ
ゝ
ろ
）
も

突
殺（
つ
き
こ
ろ
）し
て
の
け
う
。
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
今
直（
い
ま
す
ぐ
）に
お
前（
ま
へ
）

の
長
（
な
が
）
い
年
功
（
ね
ん
こ
う
）
で
良
（
よ
）
い
思
案
（
し
あ
ん
）
を
し
て
下
（
く

だ
）
さ
れ
。
さ
も
な
く
ば
、此
（
こ
の
）
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
懷
劒
（
く
わ
い
け
ん
）

を
難
儀
（
な
ん
ぎ
）
の
瀬
戸
際
（
せ
ど
ぎ
は
）
の
行
司
（
ぎ
ゃ
う
じ
）
に
し
て
、年
（
と

し
）
の
功
（
こ
う
）
も
智
慧
（
ち
え
）
の
力
（
ち
か
ら
）
も
如
何
（
ど
う
）
と
も
能
（
よ
）

う
せ
ぬ
女
一
人
（
を
ん
な
ひ
と
り
）
の
面
目
（
め
ん
も
く
）
を
今
（
い
ま
）
こ
ゝ
で

裁
決
（
と
り
さ
ば
）
か
す
、
見
（
み
）
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
さ
、
早
（
は
や
）
う
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何
（
な
ん
）
と
な
と
言
（
い
）
う
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。
わ
し
ゃ
早
（
は
や
）
う
死

（
し
）
に
た
い
、
お
前
（
ま
へ
）
の
言
（
い
）
ふ
こ
と
が
何
（
な
ん
）
の
役
（
や
く
）

に
も
立
（
た
）
た
ぬ
や
う
な
ら
。

ロ
レ　
　

ま
ア
、お
待
（
ま
）
ち
ゃ
れ
。
助
（
た
す
）
か
る
術
（
す
べ
）
を
思
（
お
も
）

ひ
つ
い
た
わ
。
必
死
（
ひ
っ
し
）
の
厄
（
や
く
）
を
脱
（
の
が
）
れ
う
た
め
ゆ
ゑ
必

死（
ひ
っ
し
）の
振
舞（
ふ
る
ま
ひ
）を
も
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
パ
リ
ス
ど
の
と
祝
言（
し

う
げ
ん
）
す
る
よ
り
も
寧
（
い
っ
）
そ
自
害
（
じ
が
い
）
せ
う
と
程
（
ほ
ど
）
の
逞

（
た
く
ま
）
し
い
意
志
（
こ
ゝ
ろ
ざ
し
）
が
お
り
ゃ
る
な
ら
、
い
ゝ
や
さ
、
恥
辱
（
は

ぢ
）
を
免
（
ま
ぬ
か
）
れ
う
た
め
に
死
（
し
）
な
う
と
さ
へ
お
爲
（
し
）
や
る
な
ら
ば
、

同
（
お
な
）
じ
望
（
の
ぞ
み
）
の
た
め
に
死
（
し
）
ぬ
る
に
似
（
に
）
た
一
事
（
あ

る
こ
と
）
を
ば
多
分
（
た
ぶ
ん
）
敢
行
（
し
て
の
）
く
る
こ
と
が
出
來
（
で
け
）
う
。
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敢
行
（
し
て
の
）
け
う
意
（
こ
ゝ
ろ
）
な
ら
救
（
す
く
）
は
る
ゝ
術
（
す
べ
）
を
授

（
さ
づ
）
け
う
。

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、
パ
リ
ス
ど
の
と
祝
言
（
し
う
げ
ん
）
を
せ
う
程
（
ほ
ど
）
な
ら
、

あ
の
塔
（
た
ふ
）
の
上
（
う
へ
）
か
ら
飛
（
と
）
ん
で
見
（
み
）
い
、
山
賊
（
や
ま

だ
ち
）
の
跳
梁
（
は
び
こ
）
る
夜
道
（
よ
み
ち
）
を
行
（
ゆ
）
け
、
蛇
（
へ
び
）
の

棲
（
す
）
む
叢
（
く
さ
む
ら
）
に
身
（
み
）
を
潛
（
ひ
そ
）
め
い
と
も
言
（
い
）
は
ッ

し
ゃ
れ
。
吼
（
ほ
）
ゆ
る
荒
熊
（
あ
ら
く
ま
）
と
一
し
ょ
に
も
繋
（
つ
な
）
が
れ
う
、

墓
（
は
か
）
の
中
（
な
か
）
に
も
幽
閉
（
お
し
こ
）
め
ら
れ
う
、か
ら
／
＼
と
鳴
（
な
）

る
骸
骨
（
が
い
こ
つ
）
や
穢
（
む
さ
）
い
臭
（
く
さ
）
い
向
脛
（
む
か
は
ぎ
）
や
黄

（
き
）
ば
ん
だ
頤
（
あ
ご
）
の
な
い
髑
髏
（
し
ゃ
れ
か
う
べ
）
が
夜
々
（
よ
る
／
＼
）

掩
（
お
ほ
）
ひ
被
（
か
ぶ
さ
）
ら
う
と
。
又
（
ま
た
）
昨
日
（
き
の
ふ
）
今
日
（
け
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ふ
）
の
新
墓
（
し
ん
ば
か
）
で
死
人
（
し
び
と
）
の
墓
衣
（
は
か
ぎ
）
に
苞
（
く
る
）

ま
っ
て
隱
（
か
く
）
れ
て
ゐ
よ
と
も
言
（
い
）
は
ッ
し
ゃ
れ
。
聞
（
き
）
い
た
ば
か

り
で
も
、
例
（
つ
ね
）
は
身
毛
（
み
の
け
）
が
彌
立
（
よ
だ
）
っ
た
が
、
大
事
（
だ

い
じ
）
の
操
（
み
さ
を
）
を
立
（
た
）
つ
る
爲
（
た
め
）
な
ら
、躊
躇
（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）

せ
い
で
敢
行
（
し
て
の
）
け
う
。

ロ
レ　
　

で
は
、待（
ま
）ち
ゃ
れ
。
先（
ま
）づ
今
日（
け
ふ
）は
立
歸（
た
ち
か
へ
）っ

て
、
嬉
（
う
れ
）
し
さ
う
に
も
て
な
し
、
パ
リ
ス
ど
の
と
の
祝
言
（
し
う
げ
ん
）
を

承
諾
（
し
ょ
う
だ
く
）
し
や
れ
。
明
日
（
あ
す
）
は
水
曜
日
（
す
い
え
う
び
）
ぢ
ゃ
。

明
日
（
あ
す
）
は
何
（
な
ん
）
と
か
し
て
一
人
（
ひ
と
り
）
で
お
臥
（
ね
）
や
れ
、

乳
母
（
う
ば
）
を
も
同
（
お
な
）
じ
間
（
ま
）
に
は
臥
（
ね
）
か
さ
ッ
し
ゃ
る
な
。

床
（
と
こ
）
に
お
入
（
は
ひ
）
り
ゃ
っ
た
ら
、（
小
さ
き
藥
瓶
を
取
出
し
）
此
（
こ
の
）
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瓶
（
び
ん
）
を
取
（
と
）
っ
て
此
（
こ
れ
）
な
る
藥
水
（
や
く
す
ゐ
）
を
ば
お
飮
（
の
）

み
ゃ
れ
。
す
る
と
、
即
（
や
が
）
て
慄
然
（
ぞ
っ
）
と
し
て
眠
（
ね
む
）
た
い
や
う

な
氣
持
（
き
も
ち
）
が
血
管
中
（
け
っ
く
わ
ん
ぢ
ゅ
う
）
に
行
渡
（
ゆ
き
わ
た
）
り
、

脈
搏
（
み
ゃ
く
は
く
）
も
例
（
い
つ
も
）
の
や
う
で
は
な
う
て
、
全
（
ま
っ
た
）
く

止
（
や
）
み
、
生
（
い
）
き
て
を
る
と
は
思
（
お
も
）
は
れ
ぬ
程
（
ほ
ど
）
に
呼
吸

（
こ
き
ふ
）
も
止
（
と
ま
）
り
、體
温
（
ぬ
く
み
）
も
失
（
う
）
す
る
。
頬
（
ほ
ゝ
）、

唇
（
く
ち
び
る
）
の
薔
薇
（
ば
ら
）
も
褪
（
あ
）
せ
て
、蒼
白
（
あ
を
じ
ろ
）
い
灰
（
は

ひ
）
と
變
（
か
は
）
る
。
目
（
め
）
の
窓
（
ま
ど
）
も
は
た
と
閉
（
と
）
づ
る
、
生

活
（
い
の
ち
）
の
日
（
ひ
）
が
つ
い
暮
（
く
）
れ
て
行
（
ゆ
）
く
時
（
と
き
）
の
や

う
に
。
ど
こ
も
／
＼
硬
固
（
し
ゃ
ち
こ
ば
）
っ
て
、
冷
（
つ
め
た
）
う
な
っ
て
、
自

在
（
じ
ざ
い
）
な
活
動
（
は
た
ら
き
）
を
ば
失
（
う
し
な
）
う
て
、死
切
（
し
に
き
）
っ
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た
や
う
に
も
見
（
み
）
え
う
。
さ
て
、
此
（
こ
の
）
死
切
（
し
に
き
）
っ
た
ら
し
い

相
（
す
が
た
）
で
四
十
二
時
（
と
き
）
經
（
た
）
つ
と
き
は
、
氣
持
（
き
も
ち
）
の

好
（
よ
）
い
睡
（
ね
む
り
）
か
ら
醒
（
さ
）
む
る
や
う
に
、
自
然
（
し
ね
ん
）
と
起

（
お
）
き
さ
ッ
し
ゃ
ら
う
。
然
（
し
か
）
る
に
、
翌
朝
（
あ
く
る
あ
さ
）、
あ
の
新
郎

殿
（
む
こ
ど
の
）
が
卿
（
お
こ
と
）
を
迎
（
む
か
）
ひ
に
と
て
來
（
わ
）
す
る
こ
ろ
は
、

卿
（
お
こ
と
）
は
恰
（
ち
ゃ
う
）
ど
死
（
し
）
ん
で
ゐ
る
。
す
れ
ば
、
當
國
（
こ
の

く
に
）
の
風
習
通
（
な
ら
は
し
ど
ほ
）
り
に
、顏
（
か
ほ
）
は
故
（
わ
ざ
）
と
隱
（
か
く
）

さ
い
で
、最
（
い
っ
ち
）
良
（
よ
）
い
晴
衣
（
は
れ
ぎ
）
を
着
（
き
）
せ
、柩
車
（
ひ

つ
ぎ
ぐ
る
ま
）
に
載
（
の
）
せ
て
、カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）
代
々
（
だ
い
／
＼
）

の
古
（
ふ
る
）
い
廟
舍
（
た
ま
や
）
へ
送
（
お
く
）
ら
れ
さ
ッ
し
ゃ
ら
う
。
其
間
（
そ

の
ひ
ま
）
に
、
予
（
わ
し
）
の
消
息
（
し
ら
せ
）
で
、
ロ
ミ
オ
が
此
（
こ
の
）
計
畫
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（
け
い
く
わ
く
）
を
知
（
し
）
り
、卿
（
お
こ
と
）
が
覺
（
さ
）
め
さ
ッ
し
ゃ
る
前
（
ま

へ
）
に
、此
方
（
こ
ち
）
へ
來
（
く
）
る
こ
と
と
な
ら
う
。
予
（
わ
し
）
も
共
々
（
と

も
／″
＼
）
目
覺
（
め
さ
め
）
ま
で
番
（
ば
ん
）
を
し
て
、其
夜
（
そ
の
よ
）
の
中
（
う

ち
）
に
ロ
ミ
オ
が
卿
（
お
こ
と
）
を
ば
マ
ン
チ
ュ
ア
へ
伴
（
つ
）
れ
て
行
（
い
な
）
う
。

卿
（
お
こ
と
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
さ
へ
變
（
か
は
）
ら
ず
ば
、
女
々
（
め
ゝ
）
し
い

臆
病
心
（
お
く
び
ゃ
う
ご
ゝ
ろ
）
の
爲
（
た
め
）
に
、
敢
行
（
し
て
の
）
く
る
勇
氣

（
ゆ
う
き
）
さ
へ
弛
（
ゆ
る
）
ま
な
ん
だ
ら
、
此
度
（
こ
の
た
び
）
の
耻
辱
（
は
ぢ
）

は
脱
（
の
が
）
れ
ら
れ
う
ぞ
。

ヂ
ュ
リ　

下
（
く
だ
）
さ
れ
、さ
、そ
れ
を
。
早
（
は
や
）
う
そ
れ
を
！　

お
ゝ
、何
（
な

ん
）
の
臆
病
心
（
お
く
び
ゃ
う
ご
ゝ
ろ
）
！

ロ
レ　
　

ま
ゝ
、
歸
（
か
へ
）
ら
し
め
。（
藥
瓶
を
渡
し
）
さ
ら
ば
、
逞
（
た
く
ま
）
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し
う
覺
悟
（
か
く
ご
）
し
て
、首
尾
（
し
ゅ
び
）
よ
う
事
（
こ
と
）
を
爲
遂
（
し
と
）

げ
さ
ッ
し
ゃ
れ
。
予
（
わ
し
）
は
ま
た
一
（
さ
る
）
法
師
（
ほ
ふ
し
）
に
、
卿
（
お

こ
と
）
の
殿
御
（
と
の
ご
）
へ
の
書
面
（
し
ょ
め
ん
）
を
持
（
も
）
た
せ
、
急
（
い

そ
）
い
で
マ
ン
チ
ュ
ア
ま
で
遣
（
や
）
り
ま
せ
う
。

ヂ
ュ
リ　

戀
（
こ
ひ
）
よ
、
予
（
わ
し
）
に
力
（
ち
か
ら
）
を
く
れ
い
！　

力
（
ち

か
ら
）
さ
へ
あ
れ
ば
事
（
こ
と
）
は
成
（
な
）
ら
う
。
…
…
御
坊
（
ご
ば
う
）
さ
ま
、

さ
ら
ば
。

左
右
（
さ
い
う
）
へ
別
（
わ
か
）
れ
て
入
る
。

第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
邸
（
て

い
）
の
一
室
（
し
つ
）。



－ 327 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
を
先
（
さ
き
）
に
、
同
（
お
な
）
じ
く
夫

人
（
ふ
じ
ん
）、
乳
母
（
う
ば
）、
并
（
な
ら
）
び
に
下
人
（
げ
に
ん
）
甲
（
か
ふ
）、

乙
（
お
つ
）、
從
（
つ
）
い
て
出
る
。

カ
ピ
長　

こ
ゝ
に
書
（
か
）
い
て
あ
る
だ
け
の
客
人
（
き
ゃ
く
じ
ん
）
を
招
待
（
せ

う
だ
い
）
せ
い
。
…
…

甲
（
か
ふ
）
の
下
人
（
げ
に
ん
）
入
（
は
ひ
）
る
。
乙
（
お
つ
）
の
下
人
（
げ
に
ん
）

に
向
（
む
か
）
ひ

や
い
、
汝
（
そ
ち
）
は
料
理
人
（
れ
う
り
に
ん
）
の
老
練
（
ら
う
れ
ん
）
な
奴
（
や

つ
）
を
二
十
人
（
に
ん
）
ば
か
り
雇
（
や
と
）
う
て
來
（
こ
）
い
。

乙
下
人　

御
懸
念
（
ご
け
ね
ん
）
な
さ
れ
ま
す
な
、
先
（
ま
）
づ
指
（
ゆ
び
）
を
嘗
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（
な
）
め
さ
せ
て
見
（
み
）
て
雇
（
や
と
）
ひ
ま
す
る
。

カ
ピ
長　

そ
れ
は
ま
た
如
何
（
ど
う
）
し
た
理
由
（
わ
け
）
ぢ
ゃ
？

乙
下
人　

は
て
、う
ぬ
が
指
（
ゆ
び
）
を
能
（
よ
）
う
嘗
（
な
）
め
ぬ
や
う
な
奴
（
や

つ
）
は
不
可
（
い
け
）
ぬ
料
理
人
（
れ
う
り
に
ん
）
で
ご
ざ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
ゑ
指

（
ゆ
び
）
を
能
（
よ
）
う
嘗
（
な
）
め
ぬ
奴
（
や
つ
）
は
採
用
（
と
り
あ
）
げ
ま
せ
ぬ
。

カ
ピ
長　

往
（
ゆ
）
け
／
＼
。
…
…

乙
（
お
つ
）
の
下
人
（
げ
に
ん
）
入
る
。

必
定
（
ひ
つ
ぢ
ゃ
う
）、
何
（
な
に
）
か
と
行
屆
（
ゆ
き
と
ゞ
）
か
ぬ
が
ち
で
あ
ら

う
わ
い
。
え
、
こ
り
ゃ
、
女
（
む
す
め
）
は
ロ
レ
ン
ス
御
坊
（
ご
ば
う
）
の
許
（
と

こ
ろ
）
へ
往
（
い
）
た
か
？

乳
母　
　

さ
よ
で
ご
ざ
り
ま
す
。
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カ
ピ
長　

う
ゝ
、
御
坊
（
ご
ば
う
）
の
庇
（
か
げ
）
で
、
ち
と
料
簡
（
れ
う
け
ん
）

も
直
（
な
ほ
）
り
を
ら
う
わ
い
。
氣
儘
（
き
ま
ゝ
）
な
、沒
分
曉
的
（
わ
か
ら
ず
や
）

の
賤
婦
（
あ
ま
っ
ち
ゃ
）
め
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
出
る
。

乳
母　
　

あ
れ
、
孃
（
ぢ
ゃ
う
）
が
嬉
（
う
れ
）
し
さ
う
な
顏
（
か
ほ
）
し
て
、
お

懺
悔
（
ざ
ん
げ
）
か
ら
歸
（
か
へ
）
ら
し
ゃ
れ
た
。

カ
ピ
長　

ど
う
ぢ
ゃ
、
剛
情
張
（
が
う
じ
ょ
ッ
ぱ
り
）
が
？　

ど
こ
を
漫
歩
（
ほ
つ

き
あ
る
）
い
て
？　

何
處
（
ど
こ
）
に
ゐ
た
の
ぢ
ゃ
？

ヂ
ュ
リ　

父
（
と
ゝ
）
さ
ま
の
命
令
（
お
ほ
せ
ご
と
）
に
省
（
そ
む
）
い
た
不
孝
（
ふ

か
う
）の
罪（
つ
み
）を
悔（
く
や
）む
こ
と
を
習（
な
ら
）う
た
處（
と
こ
ろ
）に
。（
膝

ま
づ
き
て
）
か
う
し
て
地
（
ち
）
に
平
伏
（
ひ
れ
ふ
）
し
て
父
（
と
ゝ
）
さ
ま
の
赦
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（
ゆ
る
し
）
を
乞
（
こ
）
へ
い
と
、
あ
の
ロ
レ
ン
ス
ど
の
が
言
（
い
）
は
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
堪
忍
（
か
ん
に
ん
）
し
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
！　

こ
れ
か
ら
は
善
（
よ
）
う

命
令
（
お
ほ
せ
つ
け
）
を
聽
（
き
）
き
ま
す
る
。

カ
ピ
長　

そ
れ
、パ
リ
ス
ど
の
を
呼
（
よ
）
び
に
や
っ
て
、速
（
は
や
）
う
此
事
（
こ

の
こ
と
）
を
知
（
し
）
ら
せ
い
。
明
日
（
あ
す
）
は
朝
（
あ
さ
）
の
間
（
ま
）
に
此

（
こ
の
）
縁
結
（
え
ん
む
す
）
び
を
濟
（
す
ま
）
さ
う
わ
い
。

ヂ
ュ
リ　

そ
の
若
（
わ
か
）
に
ロ
レ
ン
ス
ど
の
ゝ
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）
で
逢
（
あ
）

う
た
ゆ
ゑ
、女
（
を
な
ご
）
の
謹
愼
（
つ
ゝ
し
み
）
に
障
（
さ
は
）
ら
ぬ
限
（
か
ぎ
）

り
の
、
ふ
さ
は
し
い
會
釋
（
ゑ
し
ゃ
く
）
を
し
て
お
き
ま
し
た
。

カ
ピ
長　

は
て
、
そ
れ
は
重
疉
々
々
（
ち
ょ
う
で
う
／
＼
）。
よ
し
／
＼
。
起
（
た
）

ち
ゃ
／
＼
。（
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
扶
け
起
し
）さ
う
な
う
て
は
な
ら
ぬ
筈（
は
ず
）ぢ
ゃ
。
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…
…
ま
、と
も
か
く
も
若
（
わ
か
）
に
逢
（
あ
）
は
う
わ
、さ
う
ぢ
ゃ
、は
て
、速
（
は
や
）

う
往
（
い
）
て
彼
（
か
）
の
人
（
ひ
と
）
を
伴
（
つ
）
れ
て
來
（
こ
）
い
と
い
ふ
に
。

…
…
さ
て
は
や
、實
（
じ
つ
）
に
高
徳
（
か
う
と
く
）
の
あ
の
上
人
（
し
ゃ
う
に
ん
）、

此
（
こ
の
）
市
中
（
ま
ち
ぢ
ゅ
う
）
の
者
（
も
の
）
で
、誰
（
た
）
れ
一
人
（
ひ
と
り
）、

彼
（
か
）
の
人
（
ひ
と
）
の
庇
（
か
げ
）
を
蒙
（
か
う
む
）
ら
ぬ
も
の
は
な
い
わ
い
。

ヂ
ュ
リ　

乳
母
（
う
ば
）
や
、一
し
ょ
に
部
屋
（
へ
や
）
へ
來
（
き
）
て
、明
日
（
あ

す
）
被
（
き
）
ね
ば
な
ら
ぬ
最
（
い
っ
）
ち
似
合
（
に
あ
）
ふ
晴
衣
（
は
れ
ぎ
）
を

手
傳
（
て
つ
だ
）
う
て
撰
（
え
ら
）
ん
で
く
り
ゃ
。

カ
ピ
妻　

木
曜
日
（
も
く
え
う
び
）
ま
で
は
急
（
い
そ
）
ぐ
に
及
（
お
よ
）
ば
ぬ
。

ま
だ
澤
山
（
た
く
さ
ん
）
間
（
ま
）
が
あ
る
が
な
。

カ
ピ
長　

乳
母
（
う
ば
）
よ
、
往
（
ゆ
）
け
一
し
ょ
に
。
…
…
明
日
（
あ
す
）
教
會
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（
け
う
く
わ
い
）
へ
往
（
ゆ
）
く
こ
と
に
せ
う
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
乳
母
（
う
ば
）
と
入
る
。

カ
ピ
妻　

で
は
、準
備
（
よ
う
い
）
を
す
る
暇
（
ひ
ま
）
も
あ
る
ま
い
。
も
う
即
（
や

が
）
て
夜
（
よ
る
）
ぢ
ゃ
。

カ
ピ
長　

な
に
さ
／
＼
、乃
公
（
お
れ
）
が
馳
驅
奔
走
（
か
け
ず
り
ま
は
）
る
わ
さ
、

さ
す
れ
ば
、大
丈
夫
（
だ
い
ぢ
ゃ
う
ぶ
）、ど
う
に
か
な
る
わ
さ
。
卿
（
そ
な
た
）
は
、

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
許
（
と
こ
）
へ
往
（
い
）
て
、着
（
き
）
る
物
（
も
の
）
を
手
傳
（
て

つ
だ
）
う
て
や
り
ゃ
。
乃
公
（
お
れ
）
は
今
夜
（
こ
ん
や
）
は
寢
（
や
す
）
む
ま
い
。

は
て
、
任
（
ま
か
）
せ
て
お
き
ゃ
。
今
夜
（
こ
ん
や
）
ほ
ど
は
女
房
役
（
に
ょ
う
ば

う
や
く
）
を
せ
う
わ
い
。
…
…
（
奧
に
向
ひ
て
）
こ
り
ゃ
、誰
（
た
）
れ
か
ゐ
ぬ
か
！

…
…
皆
（
み
な
）
出
拂
（
で
は
ら
）
う
て
し
ま
う
た
。
む
ゝ
、
自
身
（
じ
し
ん
）
で
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パ
リ
ス
ど
の
ゝ
邸
（
や
し
き
）
へ
往
（
い
）
て
、
明
朝
（
あ
す
）
の
準
備
（
こ
ゝ
ろ

が
ま
へ
）
を
さ
せ
て
來
（
こ
）
う
。
心
（
こ
ゝ
ろ
）
が
お
そ
ろ
し
う
輕
（
か
る
）
う

な
っ
た
わ
い
、
あ
の
我
儘
者
（
わ
が
ま
ゝ
も
の
）
め
が
改
心
（
か
い
し
ん
）
し
を
っ

た
に
よ
っ
て
。

二
人
（
ふ
た
り
）
と
も
に
入
る
。

第
（
だ
い
）
三
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
居
間
（
ゐ

ま
）。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
先
（
さ
き
）
に
乳
母
（
う
ば
）
從
（
つ
）
い
て
出
る
。

ヂ
ュ
リ　

あ
い
、
其
（
そ
の
）
晴
着
（
は
れ
ぎ
）
が
最
（
い
っ
）
ち
佳
（
よ
）
い
。



－ 334 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

そ
れ
は
さ
う
と
、
乳
母
（
う
ば
）
や
、
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
は
予
（
わ
し
）
を
ど
う
ぞ

一
人
（
ひ
と
り
）
で
寢
（
ね
）
か
し
て
く
り
ゃ
。
知
（
し
）
っ
て
ゐ
や
る
通
（
と
ほ
）

り
の
、
執
拗
（
ね
ぢ
く
）
れ
た
、
此
（
こ
の
）
罪
深
（
つ
み
ふ
か
）
い
心
（
こ
ゝ
ろ
）

を
、
神
樣
（
か
み
さ
ま
）
に
赦
（
ゆ
る
）
し
て
貰
（
も
ら
）
ふ
た
め
、
い
ろ
／
＼
と

お
祷
（
い
の
り
）
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
の
夫
人
（
ふ
じ
ん
）
出
る
。

カ
ピ
妻　

え
、
何
（
な
ん
）
と
、
忙
（
い
そ
が
）
し
う
お
ぢ
ゃ
る
な
ら
、
手
傳
（
て

つ
だ
）
ひ
ま
せ
う
か
？

ヂ
ュ
リ　

い
ゝ
え
、母
樣
（
か
ゝ
さ
ま
）、明
日
（
あ
す
）
の
式
（
し
き
）
に
相
應
（
ふ

さ
は
）
し
い
入
用
（
い
り
よ
う
）
な
品
程
（
し
な
ほ
ど
）
は
既
（
も
）
う
撰
出
（
え

り
だ
）
し
て
お
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
妾
（
わ
た
し
）
に
は
お
介
意
（
か
ま
ひ
）
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な
う
、
乳
母
（
う
ば
）
は
お
傍
（
そ
ば
）
で
夜
中
（
よ
ぢ
ゅ
う
）
お
使
（
つ
か
）
ひ

下
（
く
だ
）
さ
れ
ま
せ
。
か
う
し
た
早
急
（
さ
っ
き
ふ
）
な
取
込
（
と
り
こ
み
）
ゆ

ゑ
、
嘸
（
さ
ぞ
）
お
手
（
て
）
が
足
（
た
）
り
ま
す
ま
い
。

カ
ピ
妻　

で
は
、機
嫌
（
き
げ
ん
）
よ
う
、床
（
と
こ
）
に
就
（
つ
）
い
て
お
休
（
や

す
）
み
、
そ
れ
が
何
（
な
に
）
よ
り
も
大
切
（
た
い
せ
つ
）
ぢ
ゃ
ほ
ど
に
。

夫
人
（
ふ
じ
ん
）
乳
母
（
う
ば
）
を
伴
（
つ
）
れ
て
入
る
。

ヂ
ュ
リ　

さ
や
う
な
ら
！
…
…
又（
ま
た
）い
つ
逢（
あ
）は
る
ゝ
や
ら
。
…
…
お
ゝ
、

總
身
（
そ
う
み
）
が
寒
（
さ
む
）
け
立
（
だ
）
っ
て
、
血
管
中
（
け
っ
く
わ
ん
ぢ
ゅ

う
）
に
沁
（
し
）
み
徹
（
と
ほ
）
る
怖
（
お
そ
）
ろ
し
さ
に
、
命
（
い
の
ち
）
の
熱

（
ね
つ
）
も
凍
結
（
こ
ゞ
）
え
さ
う
な
！　

寧
（
い
っ
）
そ
皆
（
み
な
）
を
呼
戻
（
よ

び
も
ど
）
さ
う
か
？　

乳
母
（
う
ば
）
！
…
…
え
ゝ
、乳
母
（
う
ば
）
が
何
（
な
ん
）
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の
役
（
や
く
）
に
立
（
た
）
つ
？　

怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
此
（
こ
の
）
一
場
（
ば
）
は
、

一
人
（
ひ
と
り
）
で
如
何
（
ど
う
）
あ
っ
て
も
勤
（
つ
と
）
め
に
ゃ
な
ら
ぬ
。
…
…

さ
ア
、
來
（
こ
）
い
、
瓶
（
び
ん
）
よ
。

藥
瓶
（
く
す
り
び
ん
）
を
取
上
（
と
り
あ
）
げ
る
。

と
は
い
へ
、若
（
も
）
し
此
（
こ
の
）
藥
（
く
す
り
）
に
、何
（
な
ん
）
の
效
力
（
き
ゝ

め
）
も
無
（
な
）
か
っ
た
な
ら
？　

す
れ
ば
、明
日
（
あ
す
）
の
朝
（
あ
さ
）
と
な
っ
て
、

結
婚（
け
っ
こ
ん
）を
爲（
し
）よ
う
で
な
？　

い
や
／
＼
。
…
…
そ
れ
は
此
劍（
こ
れ
）

が
（
と
懷
劍
を
取
り
上
げ
）
さ
せ
ぬ
。
…
…
や
い
、其
處
（
そ
こ
）
に
さ
う
し
て
ゐ
い
。

（
と
懷
劍
を
下
に
置
く
）。
…
…
萬
（
ま
ん
）
一
、
此
（
こ
の
）
藥
（
く
す
り
）
が
毒

藥
（
ど
く
や
く
）
で
あ
っ
た
ら
？　

ロ
ミ
オ
ど
の
と
縁
組
（
え
ん
ぐ
み
）
さ
せ
て
お

き
な
が
ら
、
此
（
こ
）
の
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
を
さ
す
と
き
は
、
宗
門
（
し
ゅ
う
も
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ん
）
の
恥
（
は
ぢ
）
と
な
る
に
よ
っ
て
、
そ
れ
で
予
（
わ
し
）
を
殺
（
こ
ろ
）
さ
う

と
い
ふ
深
（
ふ
か
）
い
陰
謀
（
た
く
み
）
の
毒
藥
（
ど
く
や
く
）
で
は
あ
る
ま
い
も

の
で
も
な
い
。
い
や
／
＼
、
よ
も
や
其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
こ
と
も
あ
る
ま
い
、
不

斷
（
ふ
だ
ん
）
か
ら
上
人
（
し
ゃ
う
に
ん
）
と
人
（
ひ
と
）
に
崇
（
あ
が
）
め
ら
れ

た
彼
（
あ
の
）
法
師
（
ほ
ふ
し
）
ぢ
ゃ
。
…
…
し
た
が
、墓
（
は
か
）
の
中
（
な
か
）

に
臥
（
ね
）
て
ゐ
る
時
分
（
じ
ぶ
ん
）、ま
だ
ロ
ミ
オ
が
お
來
（
き
）
や
ら
ぬ
う
ち
に
、

若
（
も
）
し
目
（
め
）
が
覺
（
さ
）
め
た
ら
何
（
な
ん
）
と
せ
う
？　

さ
ア
、
そ
れ

が
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
！　

其
（
そ
の
）
窖
（
あ
な
む
ろ
）
で
呼
吸
（
い
き
）
が
塞

（
つ
ま
）
っ
て
は
し
ま
や
せ
ぬ
か
？　

其
（
そ
の
）
穢
（
む
さ
）
い
穴
（
あ
な
）
の

中
（
な
か
）
へ
は
清
（
き
よ
）
い
空
氣
（
く
う
き
）
は
些
程
（
つ
ゆ
ほ
ど
）
も
通
（
か

よ
）
は
ぬ
ゆ
ゑ
、
ロ
ミ
オ
ど
の
が
來
（
わ
）
す
る
頃
（
こ
ろ
）
に
は
予
（
わ
し
）
ゃ
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死
（
し
）
ん
で
し
ま
う
て
ゐ
ね
ば
な
る
ま
い
。
若
（
も
）
し
生
（
い
）
き
て
ゐ
る
や

う
な
ら
…
…
時
（
と
き
）
も
時
（
と
き
）、處
（
と
こ
ろ
）
も
處
（
と
こ
ろ
）、墓
（
は
か
）

も
墓
（
は
か
）、年
（
と
し
）
を
經
（
へ
）
た
埋
葬
所
（
は
ふ
む
り
ど
こ
ろ
）、何
（
な
ん
）

百
年
（
ね
ん
）
の
其
間
（
そ
の
あ
ひ
だ
）
の
先
祖
（
せ
ん
ぞ
）
の
骨
（
ほ
ね
）
が
填

充
（
つ
ま
）
っ
て
あ
り
、
ま
だ
此
間
（
こ
の
あ
ひ
だ
）
埋
（
う
）
め
た
ば
か
り
の
彼

（
あ
）
の
チ
ッ
バ
ル
ト
も
血
（
ち
）
ま
ぶ
れ
の
墓
衣
（
は
か
ぎ
）
の
ま
ゝ
で
、定
（
さ
だ
）

め
て
腐
（
く
さ
）
り
か
け
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
し
、
ま
た
眞
夜
中
（
ま
よ
な
か
）
の
幾

時
（
い
く
と
き
）
か
は
幽
靈
（
い
う
れ
い
）
も
出
（
で
）
る
と
い
ふ
…
…
え
ゝ
、
ど

う
し
ょ
う
、目
（
め
）
が
覺
（
さ
）
め
た
ら
？
…
…
厭
（
い
や
）
ら
し
い
其
（
そ
の
）

臭
（
に
ほ
ひ
）
と
、
聞
（
き
）
け
ば
必
然
（
き
っ
と
）
狂
亂
（
き
ち
が
ひ
）
に
な
る

と
い
ふ
彼
（
あ
の
）
曼
陀
羅
華
（
ま
ん
だ
ら
げ
）
を
根
（
ね
）
び
く
や
う
な
、凄
（
す
ご
）
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い
氣
味
（
き
み
）
の
わ
る
い
聲
（
こ
ゑ
）
を
聞
（
き
）
い
た
ら
…
…
お
ゝ
、早
（
は
や
）

ま
っ
て
覺
（
さ
）
め
た
時
分
（
じ
ぶ
ん
）
に
、其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
怖
（
お
そ
ろ
）

し
い
、畏
（
こ
は
）
い
も
の
に
取
卷
（
と
り
ま
）
か
れ
た
ら
、氣
（
き
）
が
違
（
ち
が
）

は
い
で
を
ら
れ
う
か
？　

先
祖（
せ
ん
ぞ
）の
衆（
し
ゅ
う
）の
手（
て
）や
足（
あ
し
）

や
を
偶
（
ふ
）
と
玩
具
（
も
て
あ
そ
び
）
に
は
し
は
す
ま
い
か
？　

手
傷
（
て
き
ず
）

だ
ら
け
の
チ
ッ
バ
ル
ト
を
血
（
ち
）
み
ど
ろ
の
墓
衣
（
は
か
ぎ
）
か
ら
引
出
（
ひ
き
だ
）

し
ゃ
せ
ぬ
か
？　

狂
氣
（
き
ゃ
う
き
）
の
餘
（
あ
ま
）
り
、世
（
よ
）
に
聞
（
き
こ
）

え
た
或
（
さ
る
）
親
族
（
う
か
ら
）
の
骨
（
ほ
ね
）
を
取
上
（
と
り
あ
）
げ
、棍
棒
（
ば

う
ぎ
れ
）
の
や
う
に
揮
※(

「
廴
＋
囘
」、第4

水
準2-12-11)

（
ふ
り
ま
は
）
し
て
、

我
（
わ
れ
）
と
我
手
（
わ
が
て
）
で
此
（
こ
の
）
腦
天
（
な
う
て
ん
）
を
ば
摧
（
く
だ
）

き
ゃ
せ
ぬ
か
？　

あ
れ
／
＼
！　

チ
ッ
バ
ル
ト
の
怨
靈（
を
ん
り
ゃ
う
）が
、細
刃（
ほ
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そ
み
）で
斫（
き
）ら
れ
た
返
報（
へ
ん
ぽ
う
）を
し
よ
う
と
て
、ロ
ミ
オ
を
追
※(

「
廴

＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

（
お
ひ
ま
は
）
し
て
ゐ
る
の
が
見
（
み
）
ゆ
る
や
う

ぢ
ゃ
！　

あ
、
あ
れ
、
待
（
ま
）
っ
て
た
べ
、
チ
ッ
バ
ル
ト
！
…
…
ロ
ミ
オ
、
わ
し

ぢ
ゃ
！　

こ
れ
は
お
前
（
ま
へ
）
を
思
（
お
も
）
う
て
飮
（
の
）
む
の
ぢ
ゃ
。

と
藥
水
（
や
く
す
ゐ
）
を
飮
干
（
の
み
ほ
）
す
と
や
が
て
眩
暈
（
げ
ん
う
ん
）
し
た

る
思
入
（
お
も
ひ
い
れ
）
に
て
、寢
臺
（
し
ん
だ
い
）
の
上
（
う
へ
）、帳
（
と
ば
り
）

の
内
（
う
ち
）
へ
倒
（
た
ふ
）
れ
込
（
こ
）
む
。

第
（
だ
い
）
四
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
邸
（
て

い
）
の
廣
間
（
ひ
ろ
ま
）。
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カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
夫
人
（
ふ
じ
ん
）
と
乳
母
（
う
ば
）
と
出
る
。

カ
ピ
妻　

待
（
ま
）
ち
ゃ
、乳
母
（
う
ば
）、此
（
こ
の
）
鍵
（
か
ぎ
）
を
持
（
も
）
っ

て
往
（
い
）
て
、も
そ
っ
と
藥
味
（
や
く
み
）
を
取
（
と
）
っ
て
來
（
き
）
て
た
も
。

乳
母　
　

お
庖
厨
（
だ
い
ど
こ
ろ
）
で
は
、
棗
（
な
つ
め
）
や
榲
※(

「
木
＋
孛
」、

第3

水
準1-85-67)
（
ま
る
め
ろ
）
を
與
（
く
）
れ
い
と
呼
（
よ
）
ん
で
ゐ
ま
す
。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
出
る
。

カ
ピ
長　

さ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
、
働
（
は
た
ら
）
け
／
＼
！　

二
番
鷄
（
ば
ん
ど
り
）
が
啼

（
な
）
い
た
ぞ
、深
夜
鐘
（
カ
ア
ヒ
ウ
）
が
鳴
（
な
）
っ
た
わ
、も
う
三
時
（
じ
）
ぢ
ゃ
。

こ
り
ゃ
ア
ン
ヂ
ェ
リ
カ
、
燒
饅
頭
（
や
き
ま
ん
ぢ
う
）
は
よ
い
か
の
？　

費
用
（
つ

ひ
え
）
は
介
意
（
か
ま
）
ふ
な
、
費
用
（
つ
ひ
え
）
は
。

乳
母　
　

ま
た
し
て
も
お
干
渉
（
せ
っ
か
ひ
）
を
爲
（
し
）
や
し
ゃ
り
ま
す
、さ
ゝ
、
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お
就
褥（
や
す
み
）な
さ
れ
ま
せ
。
誓
文（
せ
い
も
ん
）、明
日（
あ
す
）は
病
人（
び
ゃ

う
に
ん
）
に
な
ら
し
ゃ
り
ま
せ
う
ぞ
え
、此
夜
（
こ
よ
ひ
）
寢
（
ね
）
や
し
ゃ
ら
ぬ
と
。

カ
ピ
長　

う
ん
に
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
も
ぢ
ゃ
。
は
て
、
其
前
（
そ
の
ぜ
ん
）
に
は
、
も

そ
っ
と
些
細
（
さ
さ
い
）
な
事
（
こ
と
）
で
、幾
（
い
く
）
た
び
も
夜
明
（
よ
あ
か
）

し
を
し
た
も
の
ぢ
ゃ
が
、
曾
（
つ
ひ
）
ぞ
病
氣
（
び
ゃ
う
き
）
な
ぞ
に
な
っ
た
こ
と

は
無
（
な
）
い
わ
い
。

カ
ピ
妻　

さ
い
の
、其
時
分
（
そ
の
じ
ぶ
ん
）
に
は
甚
（
き
つ
）
い
鼠
捕
（
ね
ず
み
と
）

り
で
あ
っ
た
さ
う
な
。
し
た
が
、
わ
た
し
が
不
寢
（
ね
ず
）
の
番
（
ば
ん
）
を
す
る

ゆ
ゑ
、
今
（
い
ま
）
は
其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
鼠
（
ね
ず
み
）
を
ば
捕
（
と
）
ら
す

こ
と
ぢ
ゃ
な
い
。

夫
人
（
ふ
じ
ん
）
と
乳
母
（
う
ば
）
と
入
る
。
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カ
ピ
長　

妬
（
や
）
き
を
る
わ
い
、
妬
（
や
）
き
を
る
わ
い
！
…
…

下
人
（
げ
に
ん
）
三
四
人
（
に
ん
）、炙
串
（
う
を
ぐ
し
）、薪
（
ま
き
）、籃
（
て
か
ご
）

な
ど
を
携
（
た
づ
さ
）
へ
て
出
る
。

や
い
／
＼
、
そ
り
ゃ
何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
？

甲
下
人　

料
理
番
（
れ
う
り
ば
ん
）
の
で
ご
ざ
り
ま
す
、
が
、
何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
や

ら
存
（
ぞ
ん
）
じ
ま
せ
ぬ
。

カ
ピ
長　

急
（
い
そ
）
げ
／
＼
。

甲
（
か
ふ
）
の
下
人
（
げ
に
ん
）
入
る
。

や
い
、も
そ
っ
と
枯
（
か
）
れ
た
薪
（
ま
き
）
を
取
（
と
）
っ
て
來
（
こ
）
い
。
ピ
ー

タ
ー
に
聞
（
き
）
け
、
す
る
と
、
在
處
（
あ
り
し
ょ
）
を
ば
教
（
を
し
）
へ
る
わ
い
。

乙
下
人　

眼
（
め
）
が
ご
ざ
り
ま
す
か
ら
、薪
位
（
ま
き
ぐ
ら
ゐ
）
は
見
附
（
み
つ
）
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け
ま
す
る
、
へ
い
、
ピ
ー
タ
ー
に
は
及
（
お
よ
）
び
ま
せ
ぬ
。

乙
（
お
つ
）
の
下
人
（
げ
に
ん
）
入
る
。

カ
ピ
長　

南
無
三
（
な
む
さ
ん
）、
や
り
を
る
わ
い
。
お
も
し
ろ
い
下
司
野
郎
（
げ

す
や
ら
う
）
め
！　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
、薪
（
ま
き
）
を
見
（
み
）
る
眼
（
め
）
ぢ
ゃ
？

　

乃
公
（
お
れ
）
ゃ
ま
た
薪
目
（
ま
き
め
）
く
ら
か
と
思
（
お
も
）
う
た
。
…
…
は

れ
や
れ
、夜
（
よ
）
が
明
（
あ
）
け
た
わ
。
今
（
い
ま
）
に
彼
（
あ
）
の
若
（
わ
か
）

が
樂
人
共
（
が
く
じ
ん
ど
も
）
を
將
（
ゐ
）
て
來
（
わ
）
す
る
で
あ
ら
う
、
さ
う
せ

う
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
っ
た
に
よ
っ
て
。

樂
（
が
く
）
の
音
（
ね
）
聞
（
き
こ
）
ゆ
る
。

も
う
來
（
わ
）
せ
た
わ
、…
…
（
奧
に
向
ひ
て
）
乳
母
（
う
ば
）
…
…
奧
（
お
く
）
よ
！

　

こ
り
ゃ
、
や
い
！
…
…
こ
り
ゃ
乳
母
（
う
ば
）、
乳
母
（
う
ば
）
と
い
へ
ば
！
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乳
母
（
う
ば
）
又
（
ま
た
）
出
る
。

さ
ゝ
、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
起
（
お
こ
）
し
て
、
着
飾
（
き
か
ざ
）
ら
せ
い
。
俺
（
お

れ
）
は
往
（
い
）
て
パ
リ
ス
ど
の
に
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）
せ
う
。
…
…
さ
ゝ
、急
（
い

そ
）
げ
／
＼
。
婿
（
む
こ
）
ど
の
は
最
早
（
も
う
）
來
（
わ
）
せ
た
わ
。
急
（
い
そ
）

げ
急
（
い
そ
）
げ
。

皆
（
み
な
）
入
る
。

第
（
だ
い
）
五
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
居
間
（
ゐ

ま
）。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
前
（
ま
へ
）
の
場
（
ば
）
の
儘
（
ま
ゝ
）
に
寢
床
（
ね
ど
こ
）
に
倒
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（
た
ふ
）
れ
臥
（
ふ
）
し
て
ゐ
る
。
床
（
と
こ
）
に
は
帳
（
と
ば
り
）
が
か
け
て
あ
る
。

乳
母
（
う
ば
）
出
る
。

乳
母　
　

孃
（
ぢ
ゃ
う
）
さ
ま
！　

こ
れ
さ
、孃
（
ぢ
ゃ
う
）
さ
ま
！　

ヂ
ュ
リ
エ
ッ

ト
さ
ま
！　

ぐ
っ
す
り
と
睡
入
（
ね
い
）
っ
て
ぢ
ゃ
な
、定
（
ぢ
ゃ
う
）
？　

は
て
、

仔
羊
（
こ
ひ
つ
じ
）
さ
ん
え
！　

は
て
、
姫
（
ひ
い
）
さ
ま
え
！　

ま
、
こ
ゝ
な
お

寢
坊
（
ね
ば
う
）
さ
ん
え
！　

は
て
、
可
憐
（
い
と
し
ぼ
）
さ
ん
！　

こ
れ
の
、
お

姫
（
ひ
い
）
さ
ま
！　

戀
人
（
こ
ひ
び
と
）
さ
ん
え
！　

は
て
ま
、
花
嫁
御
（
は
な

よ
め
ご
）
さ
ん
え
！　

え
ゝ
も
、
う
ん
と
も
言
（
い
）
は
っ
し
ゃ
ら
ぬ
。
も
う
三
文

（
も
ん
）が
た
眠（
ね
）よ
う
で
な
？　

な
り
ゃ
一
週
間（
し
う
か
ん
）が
た
も
眠（
ね
）

や
っ
し
ゃ
れ
、
明
日
（
あ
す
）
の
晩
（
ば
ん
）
と
な
る
と
眠
（
ね
）
ら
る
ゝ
こ
と
で

は
な
い
、
あ
の
若
（
わ
か
）
が
お
前
（
ま
へ
）
を
眠
（
ね
）
か
さ
ぬ
と
根
（
ね
）
を
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据
（
す
）
ゑ
て
ぢ
ゃ
。
…
…
南
無
三
寶
（
な
む
さ
ん
ぼ
う
）、
ほ
ん
に
ま
ア
善
（
よ
）

う
眠
込（
ね
こ
）ん
で
ご
ざ
る
こ
と
ぢ
ゃ
！　

で
も
是
非（
ぜ
ひ
）起（
お
こ
）さ
に
ゃ

な
ら
ぬ
。
…
…
孃
（
ぢ
ゃ
う
）
さ
ま
孃
（
ぢ
ゃ
う
）
さ
ま
／
＼
！　

其
（
そ
の
）
床
（
と

こ
）
の
中
（
な
か
）
へ
あ
の
若
（
わ
か
）
が
這
入
（
は
ひ
）
ら
し
ゃ
っ
て
も
よ
い
か

や
？　

そ
し
た
ら
飛
起
（
と
び
お
）
き
さ
っ
し
ゃ
ら
う
が
な
。
何
（
な
ん
）
と
然
（
さ
）

う
で
あ
ら
う
が
な
？
（
寢
床
の
帳
を
開
く
）。
ま
、
支
度
（
し
た
く
）
ま
で
爲
（
し
）

や
し
ゃ
れ
て
！　

着
衣
（
め
）
し
た
ま
ゝ
で
！　

そ
れ
で
ま
た
寢
（
ね
）
た
の
か
い

な
！　

ど
う
し
て
も
起
（
お
こ
）
さ
に
ゃ
な
り
ま
せ
ぬ
わ
い
！
（
ゆ
す
ぶ
り
な
が
ら
）

姫
（
ひ
い
）
さ
ま
！　

姫
（
ひ
い
）
さ
ま
！
…
…
あ
ゝ
、
か
な
し
や
！　

は
れ
、
誰

（
た
）
れ
ぞ
來
（
き
）
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
、た
れ
ぞ
！　

姫
（
ひ
い
）
さ
ま
が
死
（
し
）

な
し
ゃ
っ
て
ぢ
ゃ
！　

お
ゝ
、
悲
（
か
な
）
し
や
／
＼
、
生
（
う
ま
）
れ
な
ん
だ
が
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優（
ま
し
）で
あ
っ
た
も
の
を
！　

速（
は
や
）う
火
酒（
し
ゃ
う
ち
う
）を
持（
も
）っ

て
來
（
き
）
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
！　

殿
（
と
の
）
さ
ま
え
、
奧
（
お
く
）
さ
ま
！

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
夫
人
（
ふ
じ
ん
）
出
る
。

カ
ピ
妻　

ま
、
何
（
な
ん
）
と
い
ふ
騷
（
さ
わ
）
ぎ
ぢ
ゃ
？

乳
母　
　

お
ゝ
、
か
な
し
や
／
＼
！

カ
ピ
妻　

如
何
（
ど
う
）
し
た
の
ぢ
ゃ
？

乳
母　
　

あ
れ
を
、
あ
れ
を
！　

お
ゝ
、
悲
（
か
な
）
し
や
／
＼
！

カ
ピ
妻　
（
立
寄
り
て
）
お
ゝ
、お
ゝ
！　

女
（
む
す
め
）
よ
、我
子
（
わ
が
こ
）
よ
、

こ
れ
、
生
（
い
）
き
て
た
も
、
目
（
め
）
を
開
（
あ
）
い
て
た
も
、
其
方
（
そ
な
た
）

が
死
（
し
）
に
ゃ
る
と
、予
（
わ
し
）
も
一
し
ょ
に
死
（
し
）
に
ま
す
わ
い
の
。
誰
（
た
）

れ
ぞ
來
（
き
）
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
！　

人
（
ひ
と
）
を
呼
（
よ
）
び
ゃ
、
人
（
ひ
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と
）
を
。

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）
出
る
。

カ
ピ
長　

ど
う
し
た
も
の
ぢ
ゃ
、さ
、速
（
は
や
）
う
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
、殿
御
（
と

の
ご
）
が
來
（
わ
）
せ
た
に
。

乳
母　
　

姫
（
ひ
い
）
さ
ま
は
亡
（
な
）
く
な
ら
し
ゃ
っ
た
、
死
（
し
）
な
し
ゃ
り

ま
し
た
、
亡
（
な
）
く
な
ら
ッ
し
ゃ
っ
た
。
あ
ら
、
か
な
し
や
／
＼
！

カ
ピ
妻　

あ
ら
、
悲
（
か
な
）
し
や
、
女
（
む
す
め
）
は
死
（
し
）
に
ま
し
た
、
死

（
し
）
に
ま
し
た
、
死
（
し
）
に
ま
し
た
わ
い
な
う
！

カ
ピ
長　

や
ッ
！　

ど
れ
、
ど
こ
に
。
…
…
や
れ
、
悲
（
か
な
）
し
や
！　

こ
り
ゃ

冷
（
つ
め
た
）
い
わ
、
血
（
ち
）
が
沈
（
し
ず
）
ん
で
、
節
々
（
ふ
し
／
＼
）
が
固

硬
（
し
ゃ
ち
こ
ば
）
っ
て
、こ
り
ゃ
此
（
こ
の
）
唇
（
く
ち
び
る
）
か
ら
息
（
い
き
）
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が
離
（
は
な
）
れ
て
か
ら
最
早
（
も
う
）
久
（
ひ
さ
）
し
い
。
廣
（
ひ
ろ
）
い
野
邊

（
の
べ
）
に
も
又
（
ま
た
）
と
無
（
な
）
い
其
（
そ
の
）
花
（
は
な
）
に
、時
（
と
き
）

な
ら
ぬ
霜
（
し
も
）
が
降
（
お
）
り
た
が
や
う
に
、
死
（
し
）
ん
で
行
（
ゆ
）
く
女

（
む
す
め
）、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
！

乳
母　
　

お
ゝ
、
か
な
し
や
／
＼
！

カ
ピ
妻　

お
ゝ
、
な
さ
け
な
や
／
＼
！

カ
ピ
長　

女
（
む
す
め
）
を
奪
（
う
ば
）
う
て
泣
（
な
）
か
せ
を
る
死
神
（
し
に
が

み
）
め
に
、
此
（
こ
の
）
舌
（
し
た
）
を
縛
（
し
ば
）
ら
れ
て
、
物
（
も
の
）
を
言

（
い
）
ふ
こ
と
が
能
（
か
な
）
は
ぬ
わ
い
。

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
と
パ
リ
ス
、樂
人
（
が
く
じ
ん
）
ら
を
引
連
（
ひ
き
つ
）

れ
て
出
る
。
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ロ
レ　
　

さ
ゝ
、
嫁
御
寮
（
よ
め
ご
れ
う
）
の
教
會
行
（
け
う
く
わ
い
ゆ
き
）
の
身

支
度
（
み
じ
た
く
）
は
整
（
と
ゝ
の
）
ひ
ま
し
た
か
の
？

カ
ピ
長　

い
か
に
も
、往
（
ゆ
）
き
て
再
（
ふ
た
ゝ
）
び
還
（
か
へ
）
ら
ぬ
支
度
（
し

た
く
）
が
。
お
ゝ
、
婿
（
む
こ
）
ど
の
、
い
ざ
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
の
前
（
ま
へ
）

の
夜
（
よ
）
に
、
死
神
（
し
に
が
み
）
め
が
貴
下
（
こ
な
た
）
の
妻
（
つ
ま
）
を
寢

取
（
ね
と
）
り
を
っ
た
。
あ
れ
、
あ
の
や
う
に
花
（
は
な
）
の
相
（
す
が
た
）
の
色

（
い
ろ
）
も
褪
（
あ
）
せ
た
わ
。
死
神
（
し
に
が
み
）
が
吾
等
（
わ
れ
ら
）
の
婿
（
む

こ
）、
死
神
（
し
に
が
み
）
が
吾
等
（
わ
れ
ら
）
の
嗣
子
（
あ
と
つ
ぎ
）、
此
上
（
こ

の
う
へ
）
は
吾
等
（
わ
れ
ら
）
も
死
（
し
）
ん
で
何
（
な
に
）
も
か
も
彼
奴
（
あ
い

つ
）
に
與
（
く
）
れ
う
、
命
（
い
の
ち
）
も
財
産
（
し
ん
だ
い
）
も
何
（
な
に
）
も

か
も
死
神
（
し
に
が
み
）
め
に
與
（
く
）
れ
ま
せ
う
わ
い
。
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パ
リ
ス　

今
朝
（
け
さ
）、面
（
か
ほ
）
を
見
（
み
）
る
嬉
（
う
れ
）
し
さ
を
ば
、久
（
ひ

さ
）
し
う
待
焦
（
ま
ち
こ
が
）
れ
て
を
っ
た
に
、此
樣
（
こ
の
や
う
）
な
樣
（
さ
ま
）

を
見
（
み
）
よ
う
と
は
！

カ
ピ
妻　

憎
（
に
く
）
や
、
か
な
し
や
、
あ
さ
ま
し
や
、
怨
（
う
ら
）
め
し
や
！　

休
（
や
す
）
む
間
（
ま
）
も
な
う
※(

「
廴
＋
囘
」、
第4

水
準2-12-11)

（
め
ぐ
）

り
行（
ゆ
）く
長（
な
が
）い
年
月（
と
し
つ
き
）の
間（
あ
ひ
だ
）に
も
、又（
ま
た
）と
、

こ
ん
な
情
（
な
さ
け
）
な
い
日
（
ひ
）
が
あ
ら
う
か
い
の
！　

只
（
た
ゞ
）
一
人
（
ひ

と
り
）
の
、
可
愛
（
か
は
ゆ
）
い
一
人
（
ひ
と
り
）
の
、
大
事
（
だ
い
じ
）
の
／
＼

祕
藏
兒
（
ほ
ん
そ
ご
）
を
ば
、樂
（
た
の
し
）
み
と
も
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
と
も
思
（
お

も
）
う
て
ゐ
た
を
、
取
（
と
）
っ
て
ゆ
か
れ
て
し
ま
う
た
と
思
（
お
も
）
へ
ば
、
も

う
二
度
（
ど
）
と
は
逢
（
あ
）
は
れ
ぬ
處
（
と
こ
ろ
）
へ
！
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乳
母　
　

お
ゝ
、
悲
（
か
な
）
し
や
！　

お
ゝ
、
か
な
し
や
／
＼
／
＼
！　

こ
ん
な

情
（
な
さ
け
）
な
い
、
こ
ん
な
あ
さ
ま
し
い
日
（
ひ
）
に
は
、
わ
し
ゃ
曾
（
つ
ひ
）

ぞ
遭
（
あ
）
う
た
こ
と
が
な
い
！　

お
ゝ
、
こ
ん
な
！　

こ
ん
な
！　

こ
ん
な
！　

こ
ん
な
怨
（
う
ら
）
め
し
い
！　

こ
ん
な
忌
（
い
ま
）
は
し
い
惡
日
（
あ
く
に
ち
）
は
、

わ
し
ゃ
曾
（
つ
ひ
）
ぞ
／
＼
。
お
ゝ
、
悲
（
か
な
）
し
や
／
＼
！

パ
リ
ス　

欺
（
だ
ま
）
さ
れ
て
、中
（
な
か
）
を
裂
（
さ
）
か
れ
て
、侮
辱
（
ぶ
じ
ょ

く
）
さ
れ
て
、
賤
蔑
（
さ
げ
す
）
ま
れ
て
、
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
て
し
ま
う
た
の
ぢ
ゃ
。

憎
（
に
く
）
い
死
神
（
し
に
が
み
）
め
に
欺
（
だ
ま
）
さ
れ
た
の
ぢ
ゃ
。
慘
酷
（
む

ご
）
い
／
＼
汝
（
お
の
れ
）
め
に
は
滅
（
ほ
ろ
ぼ
）
さ
れ
た
の
ぢ
ゃ
！　

お
ゝ
、
戀

人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
よ
！　

我
（
わ
が
）
命
（
い
の
ち
）
よ
！　

い
や
／
＼
、
命
（
い

の
ち
）
と
は
言
（
い
）
は
れ
ぬ
、
死
（
し
）
ん
で
し
ま
う
て
ゐ
や
る
我
（
わ
が
）
戀
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人
（
こ
ひ
び
と
）
！

カ
ピ
長　

さ
げ
す
ま
れ
、困
（
く
る
し
）
め
ら
れ
、憎
（
に
く
）
ま
れ
て
、何
（
な
ん
）

の
罪
（
つ
み
）
も
な
う
て
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
て
し
ま
う
た
の
ぢ
ゃ
！　

あ
さ
ま
し
い

惡
日
（
あ
く
に
ち
）
め
、
何
（
な
ん
）
で
汝
（
お
の
れ
）
は
吾
家
（
わ
が
や
）
へ
は

來
（
き
）
を
っ
た
ぞ
、此
（
こ
の
）
め
で
た
い
式
（
し
き
）
を
殺
（
こ
ろ
）
さ
う
と
て
、

此
（
こ
の
）
め
で
た
い
式
（
し
き
）
を
殺
（
こ
ろ
）
さ
う
と
て
！　

お
ゝ
、
女
（
む

す
め
）
よ
！　

お
ゝ
、女
（
む
す
め
）
よ
！　

女
（
む
す
め
）
ど
こ
ろ
か
い
、我
（
わ

が
）
靈
魂
（
た
ま
し
ひ
）
よ
！　

其
方
（
そ
な
た
）
は
死
（
し
）
に
ゃ
っ
た
！　

あ
ゝ
、

あ
ゝ
！　

女
（
む
す
め
）
は
死
（
し
）
ん
で
し
ま
う
た
、女
（
む
す
め
）
が
死
（
し
）

ね
ば
俺
（
お
れ
）
の
樂
（
た
の
し
）
み
も
最
早
（
も
う
）
絶
（
た
）
え
た
わ
。

ロ
レ　
　

し
づ
ま
り
め
さ
れ
！　

如
何
（
ど
う
）
し
た
も
の
ぢ
ゃ
！　

起
（
お
こ
）
っ
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て
し
ま
う
た
騷
（
さ
わ
）
ぎ
は
、
騷
（
さ
わ
）
げ
ば
と
て
治
（
を
さ
ま
）
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
も
／
＼
此
（
こ
の
）
娘
御
（
む
す
め
ご
）
は
天
（
て
ん
）
と
貴
下
（
こ

な
た
）
の
兩
有
（
り
ゃ
う
も
ち
）
ぢ
ゃ
、
今
（
い
ま
）
や
天
（
て
ん
）
の
獨
有
（
ひ

と
り
も
ち
）と
な
っ
た
は
娘
御（
む
す
め
ご
）の
爲（
た
め
）に
は
幸
福（
し
あ
は
せ
）。

貴
下
（
こ
な
た
）
の
有
分
（
も
ち
ぶ
ん
）
は
死
（
し
）
が
取
（
と
）
る
と
い
へ
ば
與

（
や
）
ら
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
が
、天
（
て
ん
）
の
分
（
ぶ
ん
）
は
永
劫
（
え
い
ご
ふ
）

不
滅
（
ふ
め
つ
）
ぢ
ゃ
。
娘
御
（
む
す
め
ご
）
の
出
世
（
し
ゅ
っ
せ
）
を
願
（
ね
が
）

ひ
、
其
（
そ
の
）
昇
進
（
し
ょ
う
し
ん
）
を
ば
此
世
（
こ
の
よ
）
の
天
國
（
て
ん
ご

く
）
と
も
思
（
お
も
）
は
し
ゃ
っ
た
貴
下
（
こ
な
た
）
が
、
只
今
（
た
ゞ
い
ま
）
娘

御
（
む
す
め
ご
）
が
雲
（
く
も
）
の
上
（
う
へ
）
の
眞
（
ま
こ
と
）
の
天
國
（
て
ん

ご
く
）
へ
昇
進
（
し
ゃ
う
し
ん
）
せ
ら
れ
た
の
を
、何
（
な
ん
）
と
し
て
歎
（
な
げ
）
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か
し
ゃ
る
ぞ
！　

お
ゝ
、
安
（
や
す
）
ら
か
に
な
ら
し
ゃ
れ
た
を
、
其
樣
（
そ
の
や

う
）
に
取
亂
（
と
り
み
だ
）
し
て
悲
嘆
（
な
げ
）
か
し
ゃ
る
は
、
正
（
た
ゞ
）
し
う

愛
（
あ
い
）
さ
っ
し
ゃ
る
所
以
（
ゆ
ゑ
ん
）
で
無
（
な
）
い
。
婚
（
こ
ん
）
し
て
壽

（
じ
ゅ
）
な
る
は
必
（
か
な
ら
）
ず
し
も
良
縁
（
り
ゃ
う
ゑ
ん
）
な
ら
ず
、婚
（
こ
ん
）

し
て
夭
折
（
え
う
せ
つ
）
す
、却
（
か
へ
）
っ
て
良
縁
（
り
ゃ
う
え
ん
）。
さ
、涙
（
な

み
だ
）
を
乾
（
か
わ
）
か
し
て
、迷
迭
香
（
ま
ん
ね
ん
く
わ
う
）
を
死
骸
（
な
き
が
ら
）

に
※(

「
插
」
で
つ
く
り
の
縦
棒
が
下
に
突
き
抜
け
て
い
る
、
第4

水
準2-13-28)

（
は
さ
）
ま
し
ゃ
れ
。
そ
し
て
習
慣
通
（
な
ら
は
し
ど
ほ
）
り
、最
（
い
っ
）
ち
佳
（
よ
）

い
晴
衣
（
は
れ
ぎ
）
を
着
（
き
）
せ
て
、教
會
（
け
う
く
わ
い
）
へ
送
（
お
く
）
ら
っ

し
ゃ
れ
。
涙
（
な
み
だ
）
を
禁
（
と
ど
）
め
あ
へ
ぬ
は
痴
（
お
ろ
か
）
な
情
（
じ
ゃ

う
）
の
自
然
（
し
ぜ
ん
）
な
れ
ど
も
、
理
性
（
り
せ
い
）
の
眼
（
ま
な
こ
）
か
ら
は
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笑
草
（
わ
ら
ひ
ぐ
さ
）
で
ご
ざ
る
ぞ
よ
。

カ
ピ
長　

婚
儀
（
こ
ん
ぎ
）
の
爲
（
た
め
）
に
と
準
備
（
よ
う
い
）
し
た
一
切
（
さ

い
）
が
役
目
（
や
く
め
）
を
變
（
か
）
へ
て
葬
儀
（
さ
う
ぎ
）
の
用
（
よ
う
）。
祝

（
い
は
）
ひ
の
樂
（
が
く
）
は
哀
（
か
な
）
し
い
鐘
（
か
ね
）
の
音
（
ね
）、
め
で
た

い
盛
宴
（
ち
さ
う
）
が
法
事
（
ほ
ふ
じ
）
の
饗
應
（
も
て
な
し
）、
樂
（
た
の
）
し

い
頌
歌
（
し
ょ
う
か
）
は
哀
（
あ
は
）
れ
な
挽
歌
（
ば
ん
か
）、
新
床
（
に
ひ
ど
こ
）

に
撒
（
ま
）
く
花
（
は
な
）
は
葬
（
は
ふ
む
）
る
死
骸
（
な
き
が
ら
）
の
用
（
よ
う
）

に
立
（
た
）
つ
。
何
事
（
な
に
ご
と
）
も
、
皆
（
み
な
）
う
ら
は
ら
。

ロ
レ　
　

先
（
ま
）
づ
奧
（
お
く
）
に
入
（
い
）
ら
せ
ら
れ
い
。
…
…
内
室
（
お
く

が
た
）
も
一
し
ょ
に
入
（
い
）
ら
せ
ら
れ
い
。
…
…
パ
リ
ス
ど
の
に
も
。
…
…
何
（
い

づ
）
れ
も
亡
姫
（
な
き
ひ
め
）
の
隨
行
（
と
も
）
を
し
て
墓
場
（
は
か
ば
）
へ
行
（
ゆ
）
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く
準
備
（
し
た
く
）
を
な
さ
れ
。
こ
り
ゃ
何
（
な
に
）
か
仔
細
（
し
さ
い
）
あ
っ
て

天
（
て
ん
）
の
お
咎
（
と
が
）
め
、此
上
（
こ
の
う
へ
）、天
意
（
て
ん
い
）
に
逆
（
さ

か
ら
）
う
て
、ゆ
め
／
＼
御
赫
怒
（
み
い
か
り
）
を
ば
招
（
ま
ね
）
か
せ
ら
る
ゝ
な
。

皆
々
（
み
な
／
＼
）
入
る
。
樂
人
（
が
く
じ
ん
）
ら
と
乳
母
（
う
ば
）
と
殘
（
の
こ
）

る
。

甲
樂
人　

こ
り
ゃ
最
早
（
も
う
）
樂
器
（
が
く
き
）
を
し
ま
う
て
歸
（
か
へ
）
っ
て

も
よ
い
で
あ
ら
う
。

乳
母　
　

ほ
ん
に
、
御
苦
勞
（
ご
く
ら
う
）
で
ご
ざ
っ
た
が
、
ま
、
し
ま
は
ッ
し
ゃ

れ
／
＼
。
し
て
見
（
み
）
よ
う
も
な
い
「
事
（
こ
と
）」
に
な
っ
た
の
ぢ
ゃ
わ
い
の
。

乳
母
（
う
ば
）
入
る
。

甲
樂
人　

成
程
（
な
る
ほ
ど
）、御
道
理
（
ご
も
っ
と
も
）
で
ご
ざ
り
ま
す
、し
た
が
、
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今
（
い
ま
）
に
如
何
（
ど
う
）
に
か
な
る
「
琴
（
こ
と
）」
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
。

ピ
ー
タ
ー
出
（
で
）
る
。

ピ
ー
タ　

樂
人
（
が
く
じ
ん
）
さ
ん
、お
ゝ
、樂
人
（
が
く
じ
ん
）
さ
ん
、「
心
（
こ
ゝ

ろ
）
の
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
、心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
」。
乃
公
（
お
い
ら
）

を
陽
氣
（
や
う
き
）
に
さ
せ
て
く
れ
る
氣
（
き
）
な
ら
、
頼
（
た
の
）
む
、
聽
（
き
）

か
せ
て
く
れ
、
例
（
れ
い
）
の
「
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
」
を
。

甲
樂
人　

何
故
（
な
ぜ
）「
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
」
を
で
ご
ざ
り
ま
す
？

ピ
ー
タ　

は
て
、樂
人
（
が
く
じ
ん
）
さ
ん
、何
故
（
な
ぜ
）
と
言
（
い
）
う
て
、今
（
い

ま
）、乃
公
（
お
れ
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
中
（
な
か
）
で
は
「
予
（
わ
し
）
の
心
（
こ
ゝ

ろ
）
は
悲
哀
（
か
な
し
み
）
に
…
…
」
が
始
（
は
じ
）
ま
っ
て
ゐ
る
最
中
（
さ
い
ち
ゅ

う
）
ぢ
ゃ
。
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、何
（
な
に
）
か
可
笑
（
を
か
）
し
悲
哀
（
な
さ
け
な
）
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い
奴
（
や
つ
）
を
ば
聽
（
き
）
か
せ
て
く
り
ゃ
、
乃
公
（
お
れ
）
は
怏
々
（
く
さ
／

＼
）
し
て
か
な
は
ぬ
に
よ
っ
て
。

甲
樂
人　

い
や
、
滅
相
（
め
っ
さ
う
）
な
、
そ
ん
な
氣
分
（
き
ぶ
ん
）
ぢ
ゃ
ご
ざ
り

ま
せ
ぬ
。

ピ
ー
タ　

否
（
い
や
）
ぢ
ゃ
と
被
言
（
お
し
ゃ
）
る
か
？

甲
樂
人　

さ
や
う
。

ピ
ー
タ　

よ
い
わ
、
今
（
い
ま
）
に
見
（
み
）
い
、
身
體
中
（
か
ら
だ
ぢ
ゅ
う
）
に

鳴
響
（
な
り
ひ
び
）
く
や
う
に
支
拂
（
し
は
ら
）
う
て
く
れ
う
ぞ
。

甲
樂
人　

何
（
な
に
）
を
支
拂
（
し
は
ら
）
は
ッ
し
ゃ
り
ま
す
？

ピ
ー
タ　

金
（
か
ね
）
ぢ
ゃ
無
（
な
）
い
ぞ
、
輕
蔑
（
べ
っ
か
っ
こ
う
）
を
ぢ
ゃ
。

太
鼓
持
扱
（
た
い
こ
も
ち
あ
つ
か
）
ひ
に
し
て
く
れ
る
わ
。
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甲
樂
人　

す
れ
ば
、
此
方
（
こ
ち
）
も
卿
（
こ
な
た
）
を
ば
從
僕
扱
（
さ
ん
ぴ
ん
あ

つ
か
）
ひ
に
し
て
く
れ
う
。

ピ
ー
タ　

す
れ
ば
、
其
（
そ
の
）
從
僕
（
さ
ん
ぴ
ん
）
さ
ま
の
お
帶
劍
（
こ
し
の
も

の
）
を
汝
等
（
ぬ
し
ら
）
の
賤
頭
（
ど
た
ま
）
へ
上
（
の
）
せ
て
く
れ
う
。（
短
き

鈍
劍
を
拔
い
て
揮
り
※(

「
廴
＋
囘
」、第4

水
準2-12-11)

し
）
こ
れ
、大
概
（
た

い
が
い
）
で
大
言
（
ぶ
う
／
＼
）
を
止
（
や
）
め
ぬ
と
、
其
（
そ
の
）
太
鼓
面
（
た

い
こ
づ
ら
）
を
は
り
ま
げ
て
地
（
つ
ち
）
ん
中
（
な
か
）
へ
め
り
こ
ま
す
ぞ
よ
、
は

如
何
（
ど
う
）
だ
？

甲
樂
人　

そ
れ
、そ
の
め
っ
た
り
は
っ
た
り
が
音
樂（
ぶ
う
／
＼
）（
律
呂
）と
謂（
い
）

ふ
も
の
ぢ
ゃ
。

乙
樂
人　

も
し
／
＼
、も
う
好
（
よ
）
い
加
減
（
か
げ
ん
）
に
其
（
そ
の
）
鈍
劍
（
な
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ま
く
ら
）
を
藏
（
し
ま
）
は
っ
し
ゃ
れ
、
駄
洒
落
（
だ
し
ゃ
れ
）
も
最
早
（
も
う
）

ぬ
き
に
さ
っ
し
ゃ
れ
。

ピ
ー
タ　

何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
、
劍
（
け
ん
）
を
藏
（
し
ま
）
う
て
洒
落
（
し
ゃ
れ
）

を
拔
（
ぬ
）
け
？　

よ
し
！　

す
れ
ば
、
名
劍
（
め
い
け
ん
）
を
藏
（
し
ま
）
う
て

名
洒
落
（
め
い
じ
ゃ
れ
）
で
打
挫
（
う
ち
ひ
し
）
い
で
く
れ
う
。
さ
、男
（
を
と
こ
）

ら
し
う
試
合
（
し
あ
）
う
て
見
（
み
）
い
。

（
歌
ふ
）
鋭
（
す
る
ど
）
き
悲
愁
（
か
な
し
み
）
に
心
（
こ
ゝ
ろ
）
傷
（
い
た
）
み

　
　

我
胸
（
わ
が
む
ね
）
堪
難
（
た
へ
が
た
）
く
沈
（
し
づ
）
め
る
時
（
と
き
）、

　
　

其
時
（
そ
の
と
き
）
音
樂
（
お
ん
が
く
）
の
銀
（
ぎ
ん
）
の
調
（
し
ら
べ
）
は

…
…

何
故
（
な
ぜ
）「
銀
（
ぎ
ん
）
の
調
（
し
ら
べ
）」
ぢ
ゃ
？　

何
故
（
な
ぜ
）「
音
樂
（
お
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ん
が
く
）
の
銀
（
ぎ
ん
）
の
調
（
し
ら
べ
）」
ぢ
ゃ
？
…
…
猫
腸
絃
子
（
サ
イ
モ
ン
・

キ
ャ
ト
リ
ン
グ
）
ど
ん
、
さ
、
何
（
な
ん
）
と
ぢ
ゃ
？

甲
樂
人　

は
て
、
銀
（
ぎ
ん
）
は
好
（
よ
）
い
音
色
（
ね
い
ろ
）
を
出
（
だ
）
す
か

ら
で
ご
ざ
り
ま
す
。

ピ
ー
タ　

中
等（
ち
ゅ
う
）ぢ
ゃ
な
！
…
…
三
絃
胡
弓
子（
ヒ
ュ
ー
・
レ
ベ
ッ
ク
）ど
ん
、

足
下
（
お
ぬ
し
）
は
？

乙
樂
人　

銀
（
ぎ
ん
）
の
調
（
し
ら
べ
）
と
言
（
い
）
ふ
の
は
、
は
て
、
樂
人
（
が

く
じ
ん
）
は
賃
銀
（
ち
ん
ぎ
ん
）
を
儲
（
も
う
）
く
る
か
ら
ぢ
ゃ
。

ピ
ー
タ　

こ
れ
も
中
等
（
ち
ゅ
う
）
ぢ
ゃ
！
…
…
提
琴
柱
子
（
ヂ
ェ
ー
ム
ズ
・
サ
ウ

ン
ド
ポ
ス
ト
）
ど
ん
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
は
？

丙
樂
人　

予
（
わ
し
）
ゃ
如
何
（
ど
う
）
言
（
い
）
う
て
よ
い
か
知
（
し
）
ら
ぬ
。
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ピ
ー
タ　

ほ
い
、
眞
平
御
免
（
ま
っ
ぴ
ら
ご
め
ん
）
な
れ
ぢ
ゃ
。
足
下
（
お
ぬ
し
）

は
唄
方（
う
た
か
た
）で
あ
っ
た
も
の
を
。
乃
公（
お
れ
）が
代（
か
は
）っ
て
言（
い
）

は
う
。
そ
も
／
＼「
音
樂（
お
ん
が
く
）の
銀（
ぎ
ん
）の
調（
し
ら
べ
）」と
謂（
い
）っ

ぱ
、
は
て
、
と
か
く
樂
人
（
が
く
じ
ん
）
は
金
貨
に
は
能
（
よ
）
う
あ
り
つ
か
ぬ
か

ら
ぢ
ゃ
。

（
歌
ふ
）
其
時
（
そ
の
と
き
）
音
樂
（
お
ん
が
く
）
の
銀
（
ぎ
ん
）
の
調
（
し
ら
べ
）

は
　
　

た
ち
ま
ち
欝
結
（
む
す
ぼ
）
れ
し
憂
思
（
お
も
ひ
）
を
解
（
と
）
く
。

ピ
ー
タ
ー
歌
（
う
た
）
ひ
な
が
ら
入
る
。

甲
樂
人　

何
（
な
ん
）
と
い
ふ
煩
（
う
る
さ
）
い
奴
（
や
つ
）
ぢ
ゃ
彼
奴
（
あ
い
つ
）

は
！



乙
樂
人　

は
ッ
つ
け
野
郎
（
や
ら
う
）
め
！
…
…
さ
、奧
（
お
く
）
へ
往
（
い
）
て
、

會
葬
者
（
く
わ
い
さ
う
じ
ゃ
）
の
來
（
く
）
る
ま
で
待
（
ま
）
っ
て
ゐ
て
食
事
（
も

て
な
し
）
に
あ
り
つ
か
う
。

皆
（
み
な
）
入
る
。
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第
五
幕

第
（
だ
い
）
一
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

マ
ン
チ
ュ
ア
。
街
上
（
が
い
じ
ゃ
う
）。

ロ
ミ
オ
出
る
。

ロ
ミ
オ　

頼
（
た
の
）
も
し
ら
し
い
夢
（
ゆ
め
）
の
告
（
つ
げ
）
が
實
（
ま
こ
と
）

な
ら
ば
、や
が
て
喜（
よ
ろ
こ
）ば
し
い
消
息（
た
よ
り
）が
あ
ら
う
。
わ
が
胸（
む
ね
）

の
主
（
ぬ
し
）（
戀
の
神
）
も
い
と
安
靜
（
や
す
ら
）
か
に
鎭
座
（
ち
ん
ざ
）
め
さ
れ
た
、

さ
れ
ば
例
（
い
つ
）
に
な
く
嬉
（
う
れ
）
し
う
て
／
＼
、
日
（
ひ
）
が
な
一
日
（
ひ

と
ひ
）
心
（
こ
ゝ
ろ
）
が
浮
（
う
）
か
る
ゝ
。
俺
（
お
れ
）
が
死
（
し
）
ん
で
ゐ
る
と
、

姫
（
ひ
め
）
が
來
（
き
）
て
、
俺
（
お
れ
）
の
脣
（
く
ち
び
る
）
に
接
吻
（
せ
っ
ぷ
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ん
）
し
て
命
（
い
の
ち
）
の
息
（
い
き
）
を
吹
込
（
ふ
き
こ
）
ん
で
く
れ
た
と
見
（
み
）

た
…
…
死
（
し
）
ん
だ
者
（
も
の
）
が
思
案
（
し
あ
ん
）
す
る
と
は
不
思
議
（
ふ
し

ぎ
）
な
夢
（
ゆ
め
）
！
…
…
す
る
と
、
即
（
や
が
）
て
蘇
生
（
い
き
か
へ
）
っ
て
帝

王
（
て
い
わ
う
）
と
な
っ
た
夢
（
ゆ
め
）。
あ
ゝ
／
＼
！　

戀
（
こ
ひ
）
の
影
坊
師
（
か

げ
ば
う
し
）
で
さ
へ
此
位
（
こ
の
く
ら
ゐ
）
嬉
（
う
れ
）
し
い
と
す
る
と
、遂
（
と
）

げ
ら
れ
た
眞
（
ま
こ
と
）
の
戀
（
こ
ひ
）
は
、
ま
ア
、
ど
ん
な
に
樂
（
た
の
）
し
か

ら
う
ぞ
？

ロ
ミ
オ
の
下
人
（
げ
に
ん
）
バ
ル
タ
ー
ザ
ー
長
靴
（
な
が
ぐ
つ
）
の
旅
裝
（
り
ょ
さ

う
）
に
て
出
る
。

や
、
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)
ロ
ー
ナ
か
ら
の
音
信
（
た
よ
り
）
ぢ
ゃ
！

　

ど
う
ぢ
ゃ
、
バ
ル
タ
ー
ザ
ー
！　

御
坊
（
ご
ば
う
）
か
ら
の
消
息
（
た
よ
り
）
は
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無
（
な
）
か
っ
た
か
？　

姫
（
ひ
め
）
は
如
何
（
ど
う
）
ぢ
ゃ
、父
上
（
ち
ゝ
う
へ
）

は
御
無
事
（
ご
ぶ
じ
）
か
？　

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
何
（
な
に
）
と
し
て
お
ゐ
や
る
？

　

先
（
ま
）
づ
、
そ
れ
を
聞
（
き
）
か
う
、
姫
（
ひ
め
）
さ
へ
安
穩
（
あ
ん
の
ん
）

な
ら
何
事
（
な
に
ご
と
）
も
大
事
（
だ
い
じ
）
な
い
わ
い
。

バ
ル　
　

す
れ
ば
、
何
事
（
な
に
ご
と
）
も
大
事
（
だ
い
じ
）
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
、
姫

（
ひ
い
）
さ
ま
は
御
安
穩
（
ご
あ
ん
の
ん
）
に
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）
代
々
（
だ

い
／
＼
）
の
お
墓
所
（
は
か
ど
こ
ろ
）
に
お
休
（
や
す
）
み
、
朽
（
く
）
ち
ぬ
靈
魂

（
み
た
ま
）
は
天
使
（
て
ん
し
）
が
た
と
御
（
ご
）
一
し
ょ
に
ご
ざ
り
ま
す
。
手
前
（
て

ま
へ
）
は
姫
（
ひ
い
）
さ
ま
が
御
親
類
（
ご
し
ん
る
ゐ
）
が
た
の
お
廟
所
（
た
ま
や
）

へ
入
（
い
）
ら
せ
ら
る
ゝ
を
見
（
み
）
る
や
否
（
い
な
）
や
、
驛
馬
（
は
や
う
ま
）

に
飛
乘
（
と
び
の
）
っ
て
お
知
（
し
）
ら
せ
に
參
（
ま
ゐ
）
り
ま
し
た
。
此
樣
（
こ
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の
や
う
）
な
惡
（
あ
）
し
い
お
使
（
つ
か
ひ
）
も
命
置
（
お
ほ
せ
お
）
か
せ
ら
れ
た

役
目
（
や
く
め
）
ゆ
ゑ
で
ご
ざ
り
ま
す
、
御
免
（
ご
め
ん
）
な
さ
れ
ま
せ
い
。

ロ
ミ
オ　

そ
り
ゃ
實
（
ま
こ
と
）
か
？
…
…
お
の
れ
、怨
（
う
ら
）
め
し
い
運
星
（
う

ん
せ
い
）
め
ら
！
…
…
俺
（
お
れ
）
の
宿
（
や
ど
）
を
知
（
し
）
っ
て
ゐ
よ
う
な
。

筆
（
ふ
で
）
と
紙
（
か
み
）
と
を
手
（
て
）
に
入
（
い
）
れ
て
、
そ
し
て
驛
馬
（
は

や
う
ま
）
を
も
傭
（
や
と
）
う
て
く
れ
。
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
の
う
ち
に
出
發
（
た
）

た
う
わ
。

バ
ル　
　

ま
ゝ
、
お
耐
（
こ
ら
）
へ
な
さ
れ
ま
せ
い
、
甚
（
い
か
）
う
お
色
（
い
ろ
）

も
蒼
（
あ
を
）
ざ
め
て
、物
狂
（
も
の
ぐ
る
）
ほ
し
げ
な
御
樣
子
（
ご
や
う
す
）、ひ
ょ

ん
な
事
（
こ
と
）
で
も
遊
（
あ
そ
）
ば
し
さ
う
な
。

ロ
ミ
オ　

馬
鹿
（
ば
か
）
な
、何
（
な
ん
）
の
、そ
ん
な
事
（
こ
と
）
を
！　

俺
（
お
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れ
）
に
は
介
意
（
か
ま
）
は
い
で
吩
咐
（
い
ひ
つ
）
く
る
こ
と
を
せ
い
。
御
坊
（
ご

ば
う
）
か
ら
の
書
状
（
し
ょ
じ
ゃ
う
）
は
無
（
な
）
か
っ
た
か
？

バ
ル　
　

い
え
、
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。

ロ
ミ
オ　

よ
し
／
＼
。
早
（
は
や
）
う
往
（
い
）
て
、
馬
（
う
ま
）
ど
も
を
傭
（
や

と
）
う
て
く
れ
、
や
が
て
會
（
あ
）
は
う
。

バ
ル
タ
ー
ザ
ー
入
る
。
ロ
ミ
オ
獨
（
ひ
と
り
）
殘
（
の
こ
）
る
。

は
て
、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
は
一
し
ょ
に
臥
（
ね
）
よ
う
ぞ
。
…
…

そ
こ
で
、
其
（
そ
の
）
方
法
（
て
だ
て
）
ぢ
ゃ
が
…
…
お
ゝ
、
害
心
（
が
い
し
ん
）

よ
、て
も
速
（
は
や
）
う
入
（
は
ひ
）
っ
て
來
（
き
）
を
る
な
ア
、絶
望
（
ぜ
つ
ば
う
）

し
た
者
（
も
の
）
の
胸
（
む
ね
）
へ
は
！
…
…
思
（
お
も
）
ひ
出
（
だ
）
す
は
彼
（
あ

の
）
藥
種
屋
（
や
く
し
ゅ
や
）
…
…
た
し
か
此
邊
（
こ
の
あ
た
り
）
に
住
（
す
）
ん
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で
ゐ
る
筈
（
は
ず
）
…
…
い
つ
ぞ
や
見
（
み
）
た
折
（
を
り
）
は
、
身
（
み
）
に
襤

褸
（
つ
ゞ
れ
）
を
着
（
ゆ
）
て
、藥
草
類
（
や
く
さ
う
る
ゐ
）
を
撰
（
え
）
っ
て
を
っ

た
が
、
顏
（
か
ほ
）
は
痩
枯
（
や
せ
が
）
れ
、
眉
毛
（
ま
ゆ
げ
）
は
蔽
（
お
ほ
）
い

被
（
か
ぶ
さ
）
り
、
鋭
（
す
る
ど
）
い
貧
（
ひ
ん
）
に
躯
（
み
）
を
削
（
け
づ
）
ら

れ
て
、
殘
（
の
こ
）
っ
た
は
骨
（
ほ
ね
）
と
皮
（
か
は
）。
貧
（
ま
づ
）
し
い
店
前

（
み
せ
さ
き
）
に
は
※
（
お
ほ
が
め
）［
＃
「（
口
＋
口
）
／
田
／
一
／
黽
」、202-

2

］
の
甲
（
か
ふ
）、
鰐
（
わ
に
）
の
剥
製
（
は
く
せ
い
）、
不
恰
好
（
ぶ
か
っ
か
う
）

な
魚
（
う
を
）
の
皮
（
か
は
）
を
吊
（
つ
る
）
し
て
、周
圍
（
ま
は
り
）
の
棚
（
た
な
）

に
は
空
箱
（
か
ら
ば
こ
）、緑
色
（
り
ょ
く
し
ょ
く
）
の
土
（
つ
ち
）
の
壺
（
つ
ぼ
）、

及
（
お
よ
）
び
膀
胱
（
ば
う
く
わ
う
）、
黴
（
か
）
び
た
種
子
（
た
ね
）、
使
（
つ
か
）

ひ
殘
（
の
こ
）
り
の
結
繩
（
ゆ
は
へ
な
は
）、
乾
枯
（
ひ
か
ら
）
び
た
薔
薇
（
ば
ら
）
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な
ど
を
口
實
（
い
ひ
わ
け
）
ほ
ど
に
取
散
（
と
り
ち
）
ら
し
て
貧
羸
（
み
す
ぼ
）
ら

し
う
飾
（
か
ざ
）
っ
た
店
附
（
み
せ
つ
き
）。
其
（
そ
の
）
貧
（
ま
づ
）
し
さ
を
見
（
み
）

る
ま
ゝ
に
、
思
（
お
も
）
は
ず
獨
語
（
ひ
と
り
ご
）
っ
て
、
此
（
こ
の
）
マ
ン
チ
ュ

ア
で
毒
（
ど
く
）
を
賣
（
う
）
れ
ば
、直
（
す
ぐ
）
に
も
命
（
い
の
ち
）
を
取
（
と
）

ら
る
れ
ど
も
、
若
（
も
）
し
も
毒
（
ど
く
）
が
欲
（
ほ
）
し
け
れ
ば
賣
（
う
）
り
さ

う
な
の
は
此
奴
（
こ
い
つ
）
め
、
と
思
（
お
も
）
う
た
が
、
今
日
（
け
ふ
）
あ
る
知

（
し
）
ら
せ
で
あ
っ
た
ま
で
。
む
ゝ
、
あ
の
貧
人
（
ひ
ん
じ
ん
）
か
ら
是
非
（
ぜ
ひ
）

毒
（
ど
く
）
を
買
（
も
と
）
め
う
わ
い
。
…
…
何
（
な
ん
）
で
も
此
（
こ
）
の
邊
（
へ

ん
）
で
あ
っ
た
。
祭
日
（
さ
い
じ
つ
）
ゆ
ゑ
貧
乏
店
（
び
ん
ば
ふ
み
せ
）
が
閉
（
し

ま
）
っ
て
あ
る
。
…
…
い
や
、
な
う
／
＼
！　

藥
種
屋
（
や
く
し
ゅ
や
）
は
お
り
ゃ

る
か
？
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藥
種
屋
（
や
く
し
ゅ
や
）
出
る
。

藥
種
屋　

か
し
ま
し
う
呼
（
よ
）
ば
ッ
し
ゃ
る
は
誰
（
た
れ
）
ぢ
ゃ
？

ロ
ミ
オ　

ま
、こ
ゝ
へ
來（
き
）や
れ
。
か
う
見（
み
）た
と
こ
ろ
不
如
意（
ふ
に
ょ
い
）

さ
う
な
。
こ
り
ゃ
此
處
（
こ
ゝ
）
に
四
十
兩
（
り
ゃ
う
）
あ
る
、
予
（
わ
し
）
に
毒

藥
（
ど
く
や
く
）
を
一
匁
（
も
ん
め
）
ほ
ど
賣
（
う
）
っ
て
く
り
ゃ
れ
、直
（
す
ぐ
）

に
血
管
（
け
っ
く
わ
ん
）
に
行
渡
（
ゆ
き
わ
た
）
っ
て
世
（
よ
）
に
※(

「
厭
／
（
餮

－
殄
）」、
第4

水
準2-92-73)
果
（
あ
き
は
）
て
た
飮
主
（
の
み
ぬ
し
）
を
立
地

（
た
ち
ど
こ
ろ
）
に
死
（
し
）
な
す
や
う
な
、
又
（
ま
た
）、
射
出
（
う
ち
だ
）
さ
れ

た
焔
硝
（
え
ん
せ
う
）
が
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
大
砲
（
た
い
は
う
）
の
胴
中
（
ど
う

な
か
）
か
ら
激
（
は
げ
）
し
う
急
（
き
ふ
）
に
走
（
は
し
）
り
出
（
で
）
る
や
う
に
、

息
（
い
き
）
を
ば
此
（
こ
の
）
體
内
（
み
う
ち
）
か
ら
逐
出
（
お
ひ
だ
）
し
て
く
れ
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る
毒
（
ど
く
）
が
欲
（
ほ
）
し
い
。

藥
種
屋　

さ
れ
ば
、其
樣
（
そ
の
や
う
）
な
大
毒
藥
（
だ
い
ど
く
や
く
）
を
ば
貯
（
た

く
は
）
へ
て
は
を
り
ま
す
る
が
、
マ
ン
チ
ュ
ア
の
御
法
度
（
ご
は
っ
と
）
で
は
、
賣

（
う
）
っ
た
り
ゃ
、
命
（
い
の
ち
）
が
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。

ロ
ミ
オ　

其
樣
（
そ
の
や
う
）
に
貧
（
ま
づ
）
し
う
あ
さ
ま
し
う
暮
（
く
ら
）
し
て

ゐ
て
も
、汝
（
お
ぬ
し
）
は
死
（
し
）
ぬ
る
の
が
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
か
？　

飢
（
う

ゑ
）
は
頬
（
ほ
ゝ
）
に
、
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
は
眼
（
め
）
に
、
侮
辱
（
ぶ
じ
ょ
く
）

貧
窮
（
ひ
ん
き
う
）
は
背
（
せ
）
に
懸
（
か
ゝ
）
っ
て
あ
る
。
無
情
（
つ
れ
な
）
い

此
（
こ
の
）
浮
世
（
う
き
よ
）
に
法
度
（
は
っ
と
）
は
あ
っ
て
も
、
つ
ゆ
汝
（
お
ぬ

し
）
の
爲
（
た
め
）
に
は
な
ら
ぬ
。
な
ら
ば
、
貧
（
ひ
ん
）
を
守
（
ま
も
）
る
に
も

及
（
お
よ
）
ば
ぬ
。
法
度
（
は
っ
と
）
を
犯
（
を
か
）
し
て
之
（
こ
れ
）
を
取
（
と
）
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り
ゃ
れ
。

藥
種
屋　

意
（
こ
ゝ
ろ
）
は
好
（
す
ゝ
）
み
ま
せ
ね
ど
、
貧
苦
（
ひ
ん
く
）
め
が
お

言
葉
（
こ
と
ば
）
に
從
（
し
た
が
）
ひ
ま
す
る
。

ロ
ミ
オ　

此
方
（
こ
ち
）
も
其
（
そ
の
）
貧
苦
（
ひ
ん
く
）
に
こ
そ
拂
（
は
ら
）
へ
、

意
（
こ
ゝ
ろ
）
に
は
拂
（
は
ら
）
は
ぬ
わ
い
。

藥
種
屋　
（
藥
瓶
を
渡
し
な
が
ら
）
こ
れ
を
ば
お
好
（
こ
の
）
み
の
飮
料
（
い
ん
れ
う
）

に
入
（
い
）
れ
て
飮
（
の
）
ま
せ
ら
れ
い
。
た
と
ひ
二
十
人
力
（
に
ん
り
き
）
お
じ
ゃ

ら
し
ま
せ
う
と
も
、立
地
（
た
ち
ど
こ
ろ
）
に
片
附
（
か
た
づ
）
か
ッ
し
ゃ
り
ま
せ
う
。

ロ
ミ
オ　

此
（
こ
の
）
黄
金
（
こ
が
ね
）
を
遣
（
つ
か
は
）
す
ぞ
、こ
れ
こ
そ
は
人
（
ひ

と
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
大
毒
藥
（
だ
い
ど
く
や
く
）
ぢ
ゃ
、汝
（
お
ぬ
し
）
が
賣
（
う
）

り
か
ぬ
る
此
（
こ
の
）
些
末
（
さ
ま
つ
）
な
る
藥
種
（
や
く
し
ゅ
）
よ
り
も
此
（
こ
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の
）
濁
世
（
ぢ
ょ
く
せ
）
で
は
遙
（
は
る
か
）
に
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
人
殺
（
ひ
と

ご
ろ
）
し
を
す
る
も
の
。
汝
（
お
ぬ
し
）
で
は
無
（
な
）
う
て
予
（
わ
し
）
こ
そ
は

毒
（
ど
く
）
を
賣
（
う
）
る
の
ぢ
ゃ
。
さ
ら
ば
。
食
物
（
た
べ
も
の
）
を
買
（
も
と
）

め
て
些
（
ち
）
と
肉
（
に
く
）
を
附
（
つ
）
け
た
が
よ
い
。
…
…
（
行
き
か
け
て
藥

瓶
を
見
て
）
毒
（
ど
く
）
で
は
な
い
興
奮
劑
（
き
つ
け
ぐ
す
り
）
よ
、
さ
ア
一
し
ょ

に
、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
墓
（
は
か
）
へ
來
（
こ
）
い
、
あ
そ
こ
で
汝
（
そ
ち
）
を
使

（
つ
か
）
は
に
ゃ
な
ら
ぬ
。

二
人
（
ふ
た
り
）
と
も
に
入
る
。

第
（
だ
い
）
二
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
。

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
の
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）。
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フ
ラ
ン
シ
ス
派
（
は
）
の
僧
（
そ
う
）
ヂ
ョ
ン
出
る
。

ヂ
ョ
ン　

フ
ラ
ン
シ
ス
宗
（
し
ゅ
う
）
の
御
僧
（
お
ん
そ
う
）
は
ゐ
さ
し
ま
す
か
！

　

な
う
／
＼
、
御
坊
（
ご
ば
う
）
！

ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
出
る
。

ロ
レ　
　

あ
れ
は
ヂ
ョ
ン
坊
（
ば
う
）
の
聲
（
こ
ゑ
）
ぢ
ゃ
。
…
…
さ
て
よ
う
こ
そ

お
戻
（
も
ど
）
り
ゃ
っ
た
マ
ン
チ
ュ
ア
か
ら
。
し
て
ロ
ミ
オ
は
何
（
な
ん
）
と
被
言

（
お
し
ゃ
）
っ
た
？　

若
（
も
）
し
筆
（
ふ
で
）
に
物
（
も
の
）
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、

其
（
そ
の
）
書
面
（
し
ょ
め
ん
）
を
見
（
み
）
せ
や
れ
、

ヂ
ョ
ン　

い
や
の
、
同
伴
者
（
ど
う
ば
ん
し
ゃ
）
に
連
立
（
つ
れ
だ
）
た
う
と
て
、

同
門
跣
足
（
ど
う
も
ん
せ
ん
そ
く
）
の
或
（
あ
る
）
御
坊
（
ご
ば
う
）
を
尋
（
た
づ
）
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ね
て
、
町
（
ま
ち
）
で
或
（
あ
る
）
病
家
（
び
ゃ
う
か
）
を
お
見
舞
（
み
ま
）
や
っ

て
ゐ
る
の
に
逢
（
あ
）
う
た
と
こ
ろ
、
町
（
ま
ち
）
の
檢
疫
（
け
ん
え
き
）
の
役
人

衆
（
や
く
に
ん
し
ゅ
う
）
に
兩
人
（
ふ
た
り
）
な
が
ら
時
疫
（
じ
え
き
）
の
家
（
う

ち
）
に
ゐ
た
も
の
ぢ
ゃ
と
疑
（
う
た
が
）
は
れ
て
、
戸
外
（
そ
と
）
へ
出
（
づ
）
る

こ
と
を
禁
（
と
ゞ
）
め
ら
れ
た
、
そ
れ
ゆ
ゑ
マ
ン
チ
ュ
ア
の
急
用
（
き
ふ
よ
う
）
も

其
場
（
そ
の
ば
）
で
止
（
と
）
め
ら
れ
て
し
ま
う
た
わ
い
の
。

ロ
レ　
　

す
れ
ば
誰
（
た
れ
）
が
持
（
も
）
っ
て
往
（
い
）
ん
だ
ぞ
、
ロ
ミ
オ
へ
の

予
（
わ
し
）
の
書
状
（
し
ょ
じ
ゃ
う
）
は
？

ヂ
ョ
ン　

は
て
、
屆
（
と
ゞ
）
け
る
こ
と
を
能
（
よ
）
う
せ
な
ん
だ
の
ぢ
ゃ
。
…
…

こ
れ
、
此
通
（
こ
の
と
ほ
）
り
持
（
も
）
っ
て
戻
（
も
ど
）
っ
た
。
…
…
此
庵
（
こ

ち
）
へ
屆
（
と
ゞ
）
け
う
と
思
（
お
も
）
う
て
も
な
、
皆
（
み
な
）
が
傳
染
（
で
ん
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せ
ん
）
を
怖
（
こ
は
）
が
り
を
る
に
よ
っ
て
、
使
（
つ
か
ひ
）
の
男
（
を
と
こ
）
さ

へ
も
雇
（
や
と
）
へ
な
ん
だ
わ
い
の
。

ロ
レ　
　

は
れ
、
そ
れ
は
物
怪
（
も
っ
け
）
の
不
運
（
ふ
う
ん
）
の
！　

眞
實
（
し

ん
じ
つ
）、
重
大
（
ぢ
ゅ
う
だ
い
）
な
容
易
（
よ
う
ゐ
）
な
ら
ぬ
用
向
（
よ
う
む
き
）

の
其
（
そ
の
）
書
面
（
し
ょ
め
ん
）、そ
れ
が
等
閑
（
な
ほ
ざ
り
）
に
な
っ
た
上
（
う

へ
）
は
、ど
の
や
う
な
一
大
事
（
だ
い
じ
）
が
出
來
（
で
け
）
う
も
知
（
し
）
れ
ぬ
。

御
坊
（
ご
ば
う
）
よ
、早
（
は
や
）
う
往
（
い
）
て
、何
處
（
ど
こ
）
ぞ
で
、鐵
梃
（
か

な
て
こ
）
を
才
覺
（
さ
い
か
く
）
し
て
、急
（
い
そ
）
い
で
此
處
（
こ
ゝ
）
へ
持
（
も
）
っ

て
來
（
き
）
て
下
（
く
だ
）
さ
れ
。

ヂ
ョ
ン　

う
ゝ
、
す
れ
ば
、
往
（
い
）
て
持
來
（
も
て
こ
）
う
。

ヂ
ョ
ン
坊
（
ば
う
）
入
る
。
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ロ
レ　
　

此
上
（
こ
の
う
へ
）
は
、
そ
っ
と
墓
所
（
は
か
し
ょ
）
ま
で
往
（
ゆ
）
か

ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
（
こ
の
）
三
時
（
み
と
き
）
が
間
（
あ
ひ
だ
）
に
、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ

ト
は
目
（
め
）
を
覺
（
さ
ま
）
さ
う
。
始
終
（
し
じ
ゅ
う
）
を
ロ
ミ
オ
に
知
（
し
）

ら
せ
な
ん
だ
と
お
知
（
し
）
り
ゃ
っ
た
ら
嘸
（
さ
ぞ
）
予
（
わ
し
）
を
怨
（
う
ら
）

む
で
あ
ら
う
。
し
た
が
、マ
ン
チ
ュ
ア
へ
は
改
（
あ
ら
た
）
め
て
書
送
（
か
き
お
く
）

り
、
ロ
ミ
オ
が
お
來
（
き
）
や
る
ま
で
は
、
姫
（
ひ
め
）
を
庵
室
（
あ
ん
じ
つ
）
に

か
く
ま
っ
て
お
か
う
。
不
便
（
ふ
び
ん
）
や
、生
（
い
）
き
た
骸
（
む
く
ろ
）
と
な
っ

て
、死
人
（
し
に
ん
）
の
墓
（
は
か
）
の
中
（
な
か
）
に
埋
（
う
も
）
れ
て
ゐ
や
る
！

ロ
レ
ン
ス
入
る
。
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第
（
だ
い
）
三
場
（
ぢ
ゃ
う
）　　

同
處
（
ど
う
し
ょ
）。
墓
場
（
は
か
ば
）。（
此
裡

（
こ
の
う
ち
）
に
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
家
（
け
）
代
々
（
だ
い
／″
＼
）
の
廟
所
（
べ
う

し
ょ
）
あ
る
體
（
て
い
））。
深
夜
（
し
ん
や
）。

パ
リ
ス
先
（
さ
き
）
に
、
侍
童
（
こ
わ
ら
は
）
從
（
つ
）
い
て
、
草
花
（
く
さ
ば
な
）

と
炬
火
（
た
い
ま
つ
）
と
を
携
（
た
づ
さ
）
へ
て
出
（
い
）
で
來
（
き
た
）
る
。

パ
リ
ス　

侍
童
（
わ
ら
は
）
よ
、
其
（
そ
の
）
炬
火
（
た
い
ま
つ
）
を
お
こ
せ
。
彼

方
（
あ
ち
）
へ
往
（
い
）
て
、
つ
ッ
と
離
（
は
な
）
れ
て
ゐ
い
。
…
…
い
や
、
そ
れ

を
消
（
け
）
せ
、
人
目
（
ひ
と
め
）
に
掛
（
か
ゝ
）
り
た
う
な
い
。
あ
の
水
松
（
い

ち
ゐ
）
の
下
（
し
た
）
で
、長
々
（
な
が
／
＼
）
と
横
（
よ
こ
）
に
な
っ
て
、此
（
こ
の
）

洞
（
ほ
ら
）
め
い
た
地
（
ち
）
の
上
（
う
へ
）
に
直
（
ひ
た
）
と
耳
（
み
ゝ
）
を
附
（
つ
）
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け
て
ゐ
い
、
穴
（
あ
な
）
を
掘
（
ほ
）
る
の
で
、
土
（
つ
ち
）
が
緩
（
ゆ
る
）
ん
で
、

和
（
や
は
ら
）
い
で
ゐ
る
に
よ
っ
て
、
踏
（
ふ
）
め
ば
直
（
す
ぐ
）
に
足
音
（
あ
し

あ
と
）
が
聞
（
き
こ
）
え
う
。
し
た
ら
、人
（
ひ
と
）
が
來
（
き
）
た
と
い
ふ
知
（
し
）

ら
せ
に
、口
笛
（
く
ち
ぶ
え
）
を
吹
（
ふ
）
か
う
ぞ
。
そ
の
花
（
は
な
）
も
お
こ
せ
。

吩
附
（
い
ひ
つ
）
け
た
や
う
に
せ
い
、
さ
。

侍
童　
　
（
傍
を
向
き
て
）こ
ん
な
墓
原（
は
か
は
ら
）に
一
人（
ひ
と
り
）立（
た
）っ

て
ゐ
る
の
は
怖
（
こ
は
）
ら
し
い
、
が
、
ま
、
や
っ
て
見
（
み
）
よ
う
。

侍
童
（
こ
わ
ら
は
）
物
※(

「
蔭
」
の
「
陰
の
つ
く
り
」
に
代
え
て
「
人
が
し
ら
／

髟
の
へ
ん
」、
第4

水
準2-86-78)

（
も
の
か
げ
）
へ
退
（
さ
が
）
る
。

パ
リ
ス　
（
廟
の
前
へ
進
み
て
）
な
つ
か
し
い
花
（
は
な
）
の
我
妹
子
（
わ
ぎ
も
こ
）、

花
（
は
な
）
を
此
（
こ
の
）
新
床
（
に
ひ
ど
こ
）
の
上
（
う
へ
）
に
撒
（
ま
）
い
て
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…
…
あ
ゝ
、天
蓋
（
て
ん
が
い
）
は
石
（
い
し
）
や
土
塊
（
つ
ち
く
れ
）
…
…
其
（
そ

の
）
撒
（
ま
）
い
た
草
花
（
く
さ
は
な
）
に
夜
毎
（
よ
ご
と
）
に
香
（
か
ほ
）
る
水

（
み
づ
）
を
注
（
そ
ゝ
）
が
う
。
若
（
も
）
し
そ
れ
が
盡
（
つ
）
き
た
な
ら
、歎
（
な
げ
）

き
に
搾
（
し
ぼ
）
る
予
（
わ
し
）
が
涙
（
な
み
だ
）
を
。
和
女
（
そ
も
じ
）
へ
の
夜

毎
（
よ
ご
と
）
の
手
向
（
た
む
け
）
は
、
か
う
し
て
花
（
は
な
）
を
撒
（
ま
）
い
て

泣
（
な
）
く
こ
と
ぢ
ゃ
わ
い
。

此
時
（
こ
の
と
き
）、侍
童
（
こ
わ
ら
は
）
あ
な
た
に
て
口
笛
（
く
ち
ぶ
え
）
を
吹
（
ふ
）

く
。

む
ゝ
、侍
童
（
こ
わ
ら
は
）
め
が
何
（
な
に
）
か
來
（
き
）
た
と
知
（
し
）
ら
せ
を
る
。

い
ま
／
＼
し
い
、
何
者
（
な
に
も
の
）
で
あ
ら
う
、
今
頃
（
い
ま
ご
ろ
）
此
邊
（
こ

の
あ
た
り
）
へ
彷
徨
（
さ
ま
よ
）
う
て
、
俺
（
お
れ
）
が
眞
情
（
ま
ご
ゝ
ろ
）
の
囘



－ 384 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

向
（
ゑ
か
う
）
を
ば
妨
（
さ
ま
た
）
げ
を
る
。
や
、炬
火
（
た
い
ま
つ
）
を
持
（
も
）
っ

て
來（
く
）る
わ
！
…
…
夜（
よ
る
）よ
、ち
っ
と
の
間（
ま
）、俺（
お
れ
）を
包（
つ
ゝ
）

ん
で
く
れ
い
。

パ
リ
ス
退
（
さ
が
）
る
。

ロ
ミ
オ
先
（
さ
き
）
に
、
バ
ル
タ
ー
ザ
ー
炬
火
（
た
い
ま
つ
）、
鶴
嘴
等
（
つ
る
は

し
と
う
）
を
携
（
た
づ
さ
）
へ
て
出
る
。

ロ
ミ
オ　

其
（
そ
の
）
鶴
嘴
（
つ
る
は
し
）
と
鐵
梃
（
か
な
て
こ
）
を
此
方
（
こ
ち
）

へ
。
こ
り
ゃ
、
此
（
こ
の
）
書
状
（
し
ょ
じ
ゃ
う
）
を
ば
、
明
日
（
あ
す
）
早
（
は

や
）
う
父
上
（
ち
ゝ
う
へ
）
へ
屆
（
と
ゞ
）
け
て
く
れ
。
其
（
そ
の
）
炬
火
（
た
い

ま
つ
）
を
こ
ち
へ
。
さ
て
、
確
（
し
か
）
と
申
附
（
ま
う
し
つ
）
く
る
、
如
何
（
い

か
）
な
事
（
こ
と
）
を
見
聞
（
み
き
ゝ
）
せ
う
と
も
、悉
（
こ
と
／″
＼
）
く
立
離
（
た
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ち
は
な
）
れ
、
予
（
わ
し
）
が
仕
事
（
し
ご
と
）
の
妨
碍
（
さ
ま
た
げ
）
を
ば
す
ま

い
ぞ
よ
。
予
（
わ
し
）
が
廟
（
た
ま
や
）
へ
降
（
お
）
り
る
は
、
姫
（
ひ
め
）
の
面

（
か
ほ
）
を
見
（
み
）
よ
う
が
た
め
で
も
あ
る
が
、そ
れ
よ
り
も
姫
（
ひ
め
）
が
身
（
み
）

に
着
（
つ
）
け
た
貴
（
た
ふ
と
）
い
指
輪
（
ゆ
び
わ
）
を
或
（
あ
る
）
大
切
（
た
い

せ
つ
）
な
用
（
よ
う
）
に
使
（
つ
か
）
は
う
た
め
取
外
（
と
り
は
づ
）
し
て
來
（
く
）

る
の
が
主
（
お
も
）
な
目
的
（
も
く
て
き
）
ぢ
ゃ
に
よ
っ
て
、早
（
は
や
）
う
往
（
い
）

ね
。
若
（
も
）
し
疑
（
う
た
が
）
う
て
立
戻
（
た
ち
も
ど
）
り
、
予
（
わ
し
）
が
所

行
（
し
ょ
ぎ
ゃ
う
）
を
窺
（
う
か
ゝ
）
ひ
な
ど
致
（
い
た
）
さ
う
な
ら
、天
（
て
ん
）

も
照
覽
（
せ
う
ら
ん
）
あ
れ
、汝
（
お
の
れ
）
が
四
肢
（
し
）
五
體
（
た
い
）
を
寸
々

（
す
ん
／″
＼
）
に
切
裂
（
き
り
さ
）
き
、飽
（
あ
）
く
こ
と
を
知
（
し
）
ら
ぬ
此
（
こ

の
）
墓
（
は
か
）
を
肥
（
こ
や
）
す
べ
く
撒
（
ま
）
き
散
（
ち
）
ら
さ
う
ぞ
よ
。
時
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刻
（
じ
こ
く
）
が
時
刻
（
じ
こ
く
）
ゆ
ゑ
、
俺
（
お
れ
）
の
心
（
こ
ゝ
ろ
）
は
殘
忍

（
ざ
ん
に
ん
）、
兇
暴
（
き
ょ
う
ば
う
）、
餓
（
う
）
ゑ
た
る
虎
（
と
ら
）、
鳴
渡
（
な

り
わ
た
）
る
荒
海
（
あ
ら
う
み
）
よ
り
も
猛
（
た
け
）
し
い
ぞ
よ
。

バ
ル
タ　

は
い
／
＼
、
立
去
（
た
ち
さ
）
り
ま
す
る
、
お
妨
碍
（
さ
ま
た
げ
）
は
仕

（
つ
か
ま
つ
）
り
ま
せ
ぬ
。

ロ
ミ
オ　

そ
れ
で
こ
そ
予（
わ
し
）へ
の
忠
節（
ち
ゅ
う
せ
つ
）。
こ
れ
を
取（
と
）れ
。

（
と
金
子
を
與
へ
）
末
長
（
す
ゑ
な
が
）
う
め
で
た
う
暮
（
く
ら
）
せ
。
さ
ら
ば
ぢ
ゃ
。

バ
ル
タ　
（
傍
を
向
き
て
）
あ
ゝ
は
言
（
い
）
は
せ
ら
れ
る
が
、
ま
、
此
邊
（
こ
の

あ
た
り
）
に
か
く
れ
て
ゐ
よ
う
。
お
顏
（
か
ほ
）
の
色
（
い
ろ
）
も
心
懸
（
こ
ゝ
ろ

が
ゝ
）
り
、
お
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
中
（
う
ち
）
も
疑
（
う
た
が
）
は
し
い
。

物
※(

「
蔭
」
の
「
陰
の
つ
く
り
」
に
代
え
て
「
人
が
し
ら
／
髟
の
へ
ん
」、
第4
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水
準2-86-78)

（
も
の
か
げ
）
へ
退
（
さ
が
）
る
。

ロ
ミ
オ　
（
廟
の
前
に
進
み
て
）
汝
（
お
の
れ
）、死
（
し
）
の
母
胎
（
ぼ
た
い
）
め
、

世
（
よ
）
に
又
（
ま
た
）
と
な
い
珍
羞
（
ち
ん
し
ゅ
う
）
を
貪
（
む
さ
ぼ
）
り
食
（
く
）

ひ
を
っ
た
憎
（
に
ッ
く
）
い
胃
（
ゐ
）
の
腑
（
ふ
）
め
、
汝
（
お
の
れ
）
の
腐
（
く

さ
）
っ
た
顎
（
あ
ぎ
と
）
を
ば
、ま
ッ
此
（
こ
）
の
や
う
に
押
開
（
お
し
ひ
ら
）
い
て
、

（
と
廟
の
扉
を
抉
（
こ
）
ぢ
あ
け
な
が
ら
）
汝
（
お
の
れ
）
へ
の
面
當
（
つ
ら
あ
て
）

に
、
無
理
（
む
り
）
に
食
餌
（
ゑ
ぢ
き
）
を
填
充
（
つ
め
こ
）
ま
う
。

廟
扉
（
べ
う
ひ
）
を
開
（
ひ
ら
）
く
。

パ
リ
ス　

あ
り
ゃ
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
さ
れ
た
高
慢
（
か
う
ま
ん
）
な
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー

め
ぢ
ゃ
。
彼
奴
（
あ
い
つ
）
が
從
兄
（
い
と
こ
）
を
殺
（
こ
ろ
）
し
た
ゆ
ゑ
、美
（
う

つ
く
）
し
い
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
が
、
愁
歎
（
し
う
た
ん
）
の
餘
（
あ
ま
）
り
に
お
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死
（
し
）
に
ゃ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
。
こ
ゝ
へ
來
（
き
）
を
っ
た
は
、死
骸
（
し
が
い
）

に
侮
辱
（
は
づ
か
し
め
）
を
加
（
く
は
）
へ
よ
う
爲
（
た
め
）
で
が
な
。
捉
（
と
ら
）

へ
て
く
れ
う
。
…
…
や
い
、モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
め
、破
廉
恥（
は
れ
ん
ち
）な
所
行（
し
ょ

ぎ
ゃ
う
）
を
止
（
や
）
め
い
。
怨
（
う
ら
み
）
を
死
骸
（
む
く
ろ
）
に
ま
で
及
（
お

よ
）
ぼ
さ
う
と
は
、
墮
地
獄
（
だ
ぢ
ご
く
）
の
人
非
人
（
に
ん
ぴ
に
ん
）
め
、
引
立

（
ひ
き
た
）
つ
る
、尋
常
（
じ
ん
じ
ゃ
う
）
に
從
（
つ
）
い
て
來
（
こ
）
い
。
生
（
い
）

け
て
は
お
か
ぬ
ぞ
。

ロ
ミ
オ　

い
か
に
も
、
生
（
い
）
き
て
を
ら
れ
ぬ
身
（
み
）
ぢ
ゃ
。
な
れ
ば
こ
そ
此

墓
（
こ
ゝ
）
へ
は
來
（
き
）
た
。
い
や
な
う
、
若
（
わ
か
）、
命
知
（
い
の
ち
し
）

ら
ず
の
者
（
も
の
）
に
手
出
（
て
だ
）
し
を
な
さ
る
な
。
早
（
は
や
）
う
お
迯
（
に
）

げ
な
さ
れ
。
此
（
こ
の
）
亡
者
達
（
も
う
じ
ゃ
た
ち
）
の
事
（
こ
と
）
を
思
（
お
も
）
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う
て
怖
（
お
そ
）
れ
た
が
よ
い
。
予
（
わ
し
）
を
腹
立
（
は
ら
だ
）
た
せ
て
、又
（
ま
た
）

の
罪
惡
（
ざ
い
あ
く
）
を
犯
（
を
か
）
さ
せ
て
下
（
く
だ
）
さ
る
な
。
お
ゝ
、速
（
は

や
）
う
去
（
い
）
な
し
ゃ
れ
。
眞
實
（
し
ん
じ
つ
）、予
（
わ
し
）
は
自
分
（
じ
ぶ
ん
）

よ
り
も
足
下
（
お
ぬ
し
）
を
可
愛
（
い
と
）
し
う
思
（
お
も
）
う
て
ゐ
る
、
予
（
わ

し
）
は
自
殺
（
じ
さ
つ
）
を
し
よ
う
と
覺
悟
（
か
く
ご
）
し
て
此
處
（
こ
ゝ
）
へ
來

（
き
）
た
者
（
も
の
）
で
あ
る
に
依
（
よ
）
っ
て
。
さ
ゝ
、
速
（
は
や
）
う
去
（
い
）

な
し
ゃ
れ
。
生
存
（
い
き
な
が
ら
）
へ
て
、後
日
（
ご
じ
つ
）、自
分
（
じ
ぶ
ん
）
は
、

狂
人
（
き
ち
が
ひ
）
の
仁
情
（
な
さ
け
）
で
、
危
（
あ
や
ふ
）
い
所
（
と
こ
ろ
）
を

助
（
た
す
）
か
っ
た
と
お
言
（
い
）
ひ
な
さ
れ
。

パ
リ
ス　

ど
う
頼
（
た
の
）
ま
う
と
も
聽
（
き
）
か
ぬ
わ
い
。
重
罪
人
（
ぢ
ゅ
う
ざ

い
に
ん
）
と
し
て
引
立
（
ひ
き
た
）
つ
る
は
。
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ロ
ミ
オ　

で
は
俺
（
お
れ
）
を
怒
（
い
か
）
ら
す
氣
（
き
）
か
？　

な
ら
ば
、
覺
悟

（
か
く
ご
）
せ
い
！

二
人
（
ふ
た
り
）
劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
い
て
戰
（
た
ゝ
か
）
ふ
。

侍
童　
　

大
變
（
た
い
へ
ん
）
ぢ
ゃ
、
戰
（
た
ゝ
か
）
う
て
ぢ
ゃ
！　

速
（
は
や
）

う
夜
番
（
よ
ば
ん
）
の
衆
（
し
ゅ
う
）
を
呼
（
よ
）
ん
で
來
（
こ
）
よ
う
。

侍
童
（
こ
わ
ら
は
）
入
る
。
此
中
（
こ
の
う
ち
）
に
パ
リ
ス
手
（
て
）
を
負
（
お
）

う
て
倒
（
た
ふ
）
る
ゝ
。

パ
リ
ス　

お
ゝ
、
し
ま
う
た
！
…
…
仁
情
（
な
さ
け
）
が
あ
る
な
ら
廟
（
べ
う
）
を

開
（
ひ
ら
）
い
て
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
一
し
ょ
に
埋
（
う
づ
）
め
て
く
れ
い
。

パ
リ
ス
息
絶
（
い
き
た
）
ゆ
る
。

ロ
ミ
オ　

お
ゝ
、承
引
（
し
ょ
う
い
ん
）
し
た
ぞ
。
…
…
面
（
お
も
て
）
を
檢
（
し
ら
）
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べ
て
見
（
み
）
よ
う
。
…
…
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
ー
の
親
戚
（
し
ん
せ
き
）
の
パ
リ
ス

殿
（
ど
の
）
ぢ
ゃ
！　

馬
（
う
ま
）
に
騎
（
の
）
っ
て
來
（
く
）
る
途
中
（
と
ち
ゅ
う
）、

家
來
（
け
ら
い
）
め
が
何
（
な
ん
）
と
か
言
（
い
）
う
た
、心
（
こ
ゝ
ろ
）
が
亂
（
み

だ
）
れ
て
ゐ
て
善
（
よ
）
う
聽
（
き
）
い
て
は
ゐ
な
ん
だ
が
？　

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と

此
（
こ
の
）
パ
リ
ス
と
が
婚
禮
（
こ
ん
れ
い
）
を
す
る
筈
（
は
ず
）
で
あ
っ
た
と
か

言
（
い
）
う
た
。
い
や
、
さ
う
は
言
（
い
）
は
な
ん
だ
か
？　

夢
（
ゆ
め
）
か
？　

今
（
い
ま
）
が
た
パ
リ
ス
が
、ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
事
（
こ
と
）
を
言
（
い
）
う
た
ゆ
ゑ
、

そ
れ
で
此
樣
（
こ
ん
）
な
こ
と
を
思
（
お
も
）
ふ
の
か
？　

此
（
こ
の
）
心
（
こ
ゝ
ろ
）

が
狂
（
く
る
）
う
た
か
？
…
…
お
ゝ
お
手
（
て
）
を
お
こ
し
ゃ
れ
、
薄
運
（
は
く
う

ん
）
の
名
簿
（
め
い
ぼ
）
の
裡
（
う
ち
）
に
、俺
（
お
れ
）
と
並
（
な
ら
）
べ
書
（
が

き
）
に
せ
ら
れ
た
足
下
（
お
ぬ
し
）
ぢ
ゃ
！　

予
（
わ
し
）
が
今
（
い
ま
）
埋
（
う
）
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め
て
進
（
し
ん
）
ぜ
よ
う
名
譽
（
め
い
よ
）
の
墓
（
は
か
）
に
。
墓
（
は
か
）
か
？

　

い
や
／
＼
、
こ
り
ゃ
墓
（
は
か
）
で
は
な
い
、
明
（
あ
か
）
り
窓
（
ま
ど
）
ぢ
ゃ
、

な
ア
、足
下
（
き
み
）。
は
て
、ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
居
（
ゐ
）
る
ゆ
ゑ
に
、其
（
そ
の
）

艶
麗
（
あ
て
や
か
）
さ
で
、此
（
こ
の
）
窖
（
あ
な
む
ろ
）
が
光
（
ひ
か
）
り
輝
（
か
ゞ

や
）
く
宴
席
（
え
ん
せ
き
）
と
も
見
（
み
）
ゆ
る
わ
い
。
…
…
死
人
（
し
に
ん
）
ど

の
よ
、
死
人
（
し
に
ん
）
の
手
（
て
）
で
埋
（
う
）
め
ら
れ
て
、
其
處
（
そ
こ
）
で

臥
（
ね
）
や
れ
。

パ
リ
ス
の
死
骸
（
し
が
い
）
を
廟
（
べ
う
）
の
中
（
な
か
）
に
横
（
よ
こ
）
た
へ
る
。

人
（
ひ
と
）
は
動
（
や
ゝ
）
も
す
れ
ば
、其
（
そ
の
）
最
期
（
い
ま
は
）
に
心
（
こ
ゝ
ろ
）

が
浮（
う
）か
る
ゝ
！　

そ
れ
を
看
護
人（
か
ん
ご
に
ん
）が
死（
し
）ぬ
る
前（
ま
へ
）

の
電
光
（
い
な
づ
ま
）
と
命
（
よ
）
ん
で
ゐ
る
。
お
ゝ
、こ
れ
が
電
光
（
い
な
づ
ま
）
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と
言
（
い
）
は
れ
よ
う
か
？
…
…
お
ゝ
、
戀
人
（
こ
ひ
び
と
）
よ
！　

我
妻
（
わ
が

つ
ま
）
よ
！　

卿
（
そ
な
た
）
の
息
（
い
き
）
の
蜜
（
み
つ
）
を
吸
（
す
）
ひ
盡
（
つ

く
）
し
た
死
神
（
し
に
が
み
）
も
、
卿
（
そ
な
た
）
の
艶
麗
（
あ
て
や
か
）
さ
に
は

能
（
え
）
い
勝
（
か
）
た
い
で
か
、
其
（
そ
の
）
蒼
白
（
あ
を
じ
ろ
）
い
旗
影
（
は

た
か
げ
）
は
な
う
て
美
（
び
）
の
旗
章
（
は
た
じ
る
し
）
の
鮮
（
あ
ざ
や
）
な
此
（
こ

の
）
唇
（
く
ち
び
る
）、
此
（
こ
の
）
兩
頬
（
り
ゃ
う
ほ
ゝ
）。
…
…
お
ゝ
、
チ
ッ
バ

ル
ト
、
足
下
（
お
ぬ
し
）
も
其
處
（
そ
こ
）
に
ゐ
る
か
、
血
（
ち
）
に
染
（
そ
）
み

た
ま
ゝ
で
？　

ま
だ
嫩
若
（
う
ら
わ
か
）
い
足
下
（
お
ぬ
し
）
を
眞
二
（
ま
ッ
ぷ
た
）

つ
に
し
た
其
（
そ
の
）
同
（
お
な
）
じ
手
（
て
）
で
、當
（
た
う
）
の
敵
（
か
た
き
）

を
切
殺
（
き
り
こ
ろ
）
し
て
進
（
し
ん
）
ぜ
る
が
、せ
め
て
も
の
追
善
（
つ
ゐ
ぜ
ん
）

ぢ
ゃ
。
從
兄
（
い
と
こ
）
ど
の
、赦
（
ゆ
る
）
し
て
く
れ
い
。
…
…
あ
ゝ
、戀
（
こ
ひ
）
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し
い
、懷
（
な
つ
か
）
し
い
、ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、何
（
な
ん
）
と
し
て
今
尚
（
い
ま
な
）

ほ
斯
（
か
）
う
も
艶
麗
（
あ
て
や
か
）
ぢ
ゃ
？　

若
（
も
）
し
や
形
（
か
た
ち
）
の

な
い
死
神
（
し
に
が
み
）
が
卿
（
そ
な
た
）
の
色
香
（
い
ろ
か
）
に
迷
（
ま
よ
）
う

て
、
あ
の
骨
（
ほ
ね
）
ば
か
り
の
怪
物
（
く
わ
い
ぶ
つ
）
め
が
、
己
（
お
の
）
が
嬖

妾
（
お
も
ひ
も
の
）
に
し
よ
う
た
め
に
、此
（
こ
の
）
黒
闇
（
く
ら
や
み
）
に
蓄
（
か
こ
）

う
て
お
く
の
で
は
な
い
か
知
（
し
）
ら
ぬ
。
そ
れ
が
氣
懸
（
き
が
ゝ
）
り
ゆ
ゑ
、俺
（
お

れ
）
ゃ
も
う
決
（
け
っ
）
し
て
此
（
こ
の
）
暗
（
や
み
）
の
館
（
や
か
た
）
を
離
（
は
な
）

れ
ぬ
。
卿
（
そ
な
た
）
の
侍
女
（
こ
し
も
と
）
の
蛆
共
（
う
じ
ど
も
）
と
一
し
ょ
に

俺（
お
れ
）ゃ
永
久（
い
つ
ま
で
）も
此
處（
こ
ゝ
）に
ゐ
よ
う
。
お
ゝ
、今（
い
ま
）こ
ゝ

で
永
劫
安
處
（
え
い
が
ふ
あ
ん
じ
ょ
）
の
法
（
は
ふ
）
を
定
（
さ
だ
）
め
、憂
世
（
う

き
よ
）
に
※(

「
厭
／
（
餮
－
殄
）」、
第4

水
準2-92-73)

（
あ
）
き
果
（
は
）
て



－ 395 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

た
此
（
こ
の
）
肉
體
（
か
ら
だ
）
か
ら
薄
運
（
ふ
し
あ
は
せ
）
の
軛
（
く
び
き
）
を

振
落
（
ふ
り
お
と
）
さ
う
。
…
…
眼
（
め
）
よ
、
見
（
み
）
よ
、
こ
れ
が
最
後
（
な

ご
り
）
ぢ
ゃ
ぞ
！　

腕
（
か
ひ
な
）
よ
、抱
（
だ
）
け
、こ
れ
が
最
後
（
な
ご
り
）
ぢ
ゃ
！

　

お
ゝ
、息
（
い
き
）
の
戸
（
と
）
の
脣
（
く
ち
び
る
）
よ
、人
（
ひ
と
）
の
命
（
い

の
ち
）
を
長
永
（
と
こ
し
な
へ
）
に
買
占
（
か
ひ
し
）
む
る
死
（
し
）
の
證
文
（
し
ょ

う
も
ん
）
に
天
下
（
て
ん
が
）
晴
（
は
）
れ
た
接
吻
（
せ
っ
ぷ
ん
）
の
奧
印
（
お
く

い
ん
）
せ
よ
！
…
…
（
毒
藥
の
瓶
を
取
り
出
し
）
さ
、來
（
こ
）
い
、苦
（
に
が
）
い
、

飮
（
の
）
み
ぐ
る
し
い
案
内
者
（
あ
ん
な
い
じ
ゃ
）
よ
！　

や
い
、命
知
（
い
の
ち
し
）

ら
ず
の
舵
手
（
か
ん
ど
り
）
よ
、苦
（
く
る
）
し
い
海
（
う
み
）
に
病
（
や
）
み
疲
（
つ

か
）
れ
た
此
（
こ
の
）
小
船
（
こ
ぶ
ね
）
を
、速
（
は
や
）
う
巖
礁
角
（
い
は
か
ど
）

へ
乘
上
（
の
り
あ
）
げ
て
く
れ
！
…
…
さ
、
戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
に
！
（
と
飮
む
）。
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お
ゝ
、
眞
實
（
し
ん
じ
つ
）
な
彼
（
あ
の
）
藥
種
屋
（
や
く
し
ゅ
や
）、
效
力
（
き
ゝ

め
）
は
忽
（
た
ち
ま
）
ち
…
…
か
う
接
吻
（
せ
っ
ぷ
ん
）
し
て
俺
（
お
れ
）
ゃ
死
（
し
）

ぬ
る
わ
。

ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
へ
臥
（
ふ
）
し
重
（
か
さ
）
な
る
や
う
に
し
て
息
絶
（
い
き
た
ゆ
）
る
。

此
時
（
こ
の
と
き
）、一
方
（
ぱ
う
）
へ
ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）
が
提
燈
（
ち
ゃ

う
ち
ん
）、鶴
嘴
（
つ
る
は
し
）、鋤
等
（
す
き
と
う
）
を
携
（
た
づ
さ
）
へ
て
出
（
い
）

で
來
（
き
た
）
る
。

ロ
レ　
　

南
無
（
な
む
）
や
フ
ラ
ン
シ
ス
上
人
（
し
ゃ
う
に
ん
）、
護
（
ま
も
）
ら

せ
ら
れ
い
！　

は
れ
、
け
っ
た
い
な
、
今
宵
（
こ
よ
ひ
）
此
（
こ
の
）
老
脚
（
ら
う

き
ゃ
く
）
が
幾
（
い
く
）
た
び
墓
穴
（
は
か
あ
な
）
に
蹉
躓
（
け
つ
ま
づ
）
い
た
こ

と
や
ら
！
…
…
誰
（
た
）
れ
ぢ
ゃ
、
そ
こ
に
ゐ
る
の
は
？
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バ
ル
タ　

怪
（
け
）
し
う
は
無
（
な
）
い
者
（
も
の
）、貴
僧
（
こ
な
た
）
を
善
（
よ
）

う
存
（
ぞ
ん
）
じ
て
を
る
者
（
も
の
）
で
ご
ざ
る
。

ロ
レ　
　

ほ
い
、
其
許
（
そ
の
も
と
）
か
！　

さ
ら
ば
問
（
と
）
は
う
が
、
あ
し
こ

の
あ
の
炬
火
（
た
い
ま
つ
）
は
、
あ
り
ゃ
何
（
な
ん
）
で
お
じ
ゃ
る
、
蛆
蟲
（
う
じ

む
し
）
や
目
（
め
）
も
無
（
な
）
い
髑
髏
（
ど
く
ろ
）
を
空
（
む
な
）
し
う
照
（
て
ら
）

す
あ
の
光
（
ひ
か
り
）
は
？　

か
う
見
（
み
）
た
と
こ
ろ
、
カ
ペ
ル
家
（
け
）
の
廟

舍
（
た
ま
や
）
の
前
（
ま
へ
）
ぢ
ゃ
が
。

バ
ル
タ　

其
通
（
そ
の
と
ほ
）
り
に
ご
ざ
り
ま
す
。
あ
そ
こ
に
主
人
（
し
ゅ
じ
ん
）

が
居
（
を
）
ら
れ
ま
す
る
、
御
坊
（
ご
ば
う
）
の
可
憐
（
い
と
）
し
う
思
（
お
も
）

は
せ
ら
る
ゝ
。

ロ
レ　
　

と
は
誰
（
た
）
れ
ぢ
ゃ
？
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バ
ル
タ　

ロ
ミ
オ
さ
ま
で
ご
ざ
り
ま
す
。

ロ
レ　
　

え
、
こ
ゝ
へ
參
（
ま
ゐ
）
ら
れ
て
久
（
ひ
さ
）
し
い
か
？

バ
ル
タ　

半
時
餘
（
は
ん
と
き
あ
ま
）
り
に
な
り
ま
す
る
。

ロ
レ　
　

な
り
ゃ
墓
穴
（
は
か
あ
な
）
ま
で
一
し
ょ
に
お
じ
ゃ
れ
。

バ
ル
タ　

い
や
、僕
（
ぼ
く
）
は
能
（
え
）
い
行
（
ゆ
）
き
ま
せ
ぬ
。
主
人
（
し
ゅ
じ
ん
）

は
僕
（
わ
た
く
し
）
を
ば
既
（
は
や
）
往
（
い
）
ん
だ
と
の
み
思
（
お
も
）
う
て
を

ら
れ
ま
す
。
若
（
も
）
し
も
此
處
（
こ
ゝ
）
に
止
（
と
ゞ
）
ま
っ
て
樣
子
（
や
う
す
）

な
ど
窺
（
う
か
ゞ
）
は
う
な
ら
ば
、
斬
殺
（
き
り
こ
ろ
）
し
て
の
け
う
と
、
怖
（
お

そ
ろ
）
し
い
見
脈
（
け
ん
み
ゃ
く
）
で
嚇
（
お
ど
）
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
レ　
　

な
ら
ば
、此
處（
こ
ゝ
）に
ご
ざ
れ
。
予（
わ
し
）が
獨（
ひ
と
り
）で
往（
ゆ
）

か
う
。
は
て
、氣
懸
（
き
が
ゝ
り
）
に
な
っ
て
來
（
き
）
た
わ
。
お
ゝ
、こ
り
ゃ
何
（
な
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に
）
か
不
祥
（
ふ
し
ゃ
う
）
な
事
（
こ
と
）
が
出
來
（
し
ゅ
つ
ら
い
）
し
た
の
で
は

無
（
な
）
い
か
知
（
し
）
ら
ぬ
ま
で
い
。

バ
ル
タ　

最
前
（
さ
い
ぜ
ん
）、
此
（
こ
の
）
水
松
（
い
ち
ゐ
）
の
蔭
（
か
げ
）
で

居
眠
（
ゐ
ね
む
）
っ
て
ゐ
ま
す
う
ち
に
、
夢
（
ゆ
め
）
う
つ
ゝ
に
、
主
人
（
し
ゅ
じ

ん
）
と
さ
る
人
（
ひ
と
）
と
が
戰
（
た
ゝ
か
）
う
て
、
主
人
（
し
ゅ
じ
ん
）
が
其
人

（
そ
の
ひ
と
）
を
ば
殺
（
こ
ろ
）
し
た
と
見
（
み
）
ま
し
た
。

ロ
レ
ン
ス
は
廟
（
べ
う
）
の
方
（
は
う
）
へ
進
（
す
ゝ
）
む
。

ロ
レ　
　

ロ
ー
ミ
オ
ー
！　

あ
ら
、
あ
ら
、
何
事
（
な
に
ご
と
）
ぢ
ゃ
此
（
こ
の
）

血
汐
（
ち
し
ほ
）
は
、
こ
れ
、
此
（
こ
の
）
廟
舍
（
た
ま
や
）
の
入
口
（
い
り
く
ち
）

の
石
（
い
し
）
を
染
（
そ
）
め
た
此
（
こ
の
）
血
汐
（
ち
し
ほ
）
は
？　

主
（
ぬ
し
）

も
な
い
此
（
こ
の
）
劍
（
つ
る
ぎ
）
は
？　

此
樣
（
こ
の
や
う
）
な
平
和
（
へ
い
わ
）
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の
場
所
（
ば
し
ょ
）
に
血
（
ち
）
ま
ぶ
れ
に
し
て
棄
（
す
）
て
ゝ
あ
る
は
、
こ
り
ゃ

何
（
な
ん
）
と
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
？

と
廟
（
べ
う
）
の
中
（
な
か
）
へ
進
（
す
ゝ
）
み
入
（
い
）
る
。

や
、
ロ
ー
ミ
オ
ー
！　

お
ゝ
、
色
（
い
ろ
）
は
蒼
白
（
ま
ッ
さ
を
）
！
…
…
外
（
ほ

か
）
に
も
誰
（
た
れ
）
や
ら
？　

や
、
パ
リ
ス
ど
の
ま
で
？　

剩
（
あ
ま
つ
）
さ
へ

血
汐
（
ち
し
ほ
）
に
浸
（
ひ
た
）
っ
て
？
…
…
あ
ゝ
／
＼
、
何
（
な
ん
）
と
い
ふ
無

慚
（
む
ざ
ん
）
な
時
刻
（
じ
こ
く
）
ぢ
ゃ
、如
是
（
こ
ん
な
）
あ
さ
ま
し
い
事
（
こ
と
）

を
ば
一
時
（
と
き
）
に
爲
出
來
（
し
で
か
）
す
と
は
！
…
…
や
、
姫
（
ひ
め
）
が
身

動
（
み
う
ご
き
）
爲
（
し
）
や
る
。

此
時
（
こ
の
と
き
）
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
目
（
め
）
を
開
（
ひ
ら
）
く
。

ヂ
ュ
リ　

お
ゝ
、
嬉
（
う
れ
）
し
や
御
坊
樣
（
ご
ば
う
さ
ま
）
か
！　

殿
御
（
と
の
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ご
）
は
何
處
（
ど
こ
）
に
ぢ
ゃ
？　

行
（
ゆ
）
き
處
（
ど
こ
）
は
記
（
お
ぼ
）
え
て

ゐ
る
、
お
ゝ
、
さ
う
ぢ
ゃ
、
そ
こ
へ
予
（
わ
し
）
は
來
（
き
）
て
ゐ
る
の
ぢ
ゃ
？

ロ
ミ
オ
は
何
處
（
ど
こ
）
に
ぢ
ゃ
？

奧
（
お
く
）
に
て
多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
の
人
聲
（
ひ
と
ご
ゑ
）
す
る
。

ロ
レ　
　

人
聲
（
ひ
と
ご
ゑ
）
が
す
る
。
…
…
こ
り
ゃ
姫
（
ひ
め
）
よ
、ま
、早
（
は

や
）
う
出
（
で
）
て
ご
ざ
れ
、そ
こ
は
死
（
し
）
や
疫
癘
（
え
き
れ
い
）
や
無
理
（
む

り
）
な
睡
眠
（
す
ゐ
み
ん
）
の
宿
（
や
ど
）
ぢ
ゃ
ほ
ど
に
。
人
間
以
上
（
に
ん
げ
ん

い
じ
ゃ
う
）
の
力
（
ち
か
ら
）
の
爲
（
た
め
）
に
折
角
（
せ
っ
か
く
）
の
計
畫
（
は

か
り
ご
と
）
が
皆
（
み
な
）
敗
（
や
ぶ
）
れ
た
、
さ
、
早
（
は
や
）
う
ご
ざ
れ
。
和

女
（
そ
も
じ
）
の
殿
御
（
と
の
ご
）
は
、
そ
れ
、
其
處
（
そ
こ
）
に
胸
元
（
む
な
も

と
）
に
お
死
（
し
）
に
ゃ
っ
て
ぢ
ゃ
。
パ
リ
ス
ど
の
も
ぢ
ゃ
。
さ
ゝ
、
尼
御
達
（
あ
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ま
ご
た
ち
）
の
仲
間
中
（
う
ち
）
へ
、頼
（
た
の
）
う
で
和
女
（
そ
も
じ
）
を
入
（
い
）

れ
て
お
か
う
。
あ
れ
、
夜
番
（
よ
ば
ん
）
が
來
（
く
）
る
わ
、
委
細
（
ゐ
さ
い
）
の

事
（
こ
と
）
は
後
（
あ
と
）
で
／
＼
。
さ
ゝ
、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
ご
ざ
れ
／
＼
。
予

（
わ
し
）
ゃ
も
う
此
處
（
こ
ゝ
）
に
は
能
（
よ
）
う
を
ら
ぬ
わ
。

ロ
レ
ン
ス
狼
狽
（
う
ろ
た
）
へ
て
入
る
。

ヂ
ュ
リ　

さ
、
速
（
は
や
）
う
去
（
い
な
）
し
ゃ
れ
、
予
（
わ
し
）
は
去
（
い
な
）

ぬ
ほ
ど
に
。
…
…
こ
り
ゃ
何
（
な
ん
）
ぢ
ゃ
？　

戀
人
（
こ
ひ
ゞ
と
）
が
手
（
て
）

に
握
（
に
ぎ
）
り
ゃ
っ
た
は
盃
（
さ
か
づ
き
）
か
？　

さ
て
は
毒
（
ど
く
）
を
飮

（
の
）
ん
で
非
業
（
ひ
ご
ふ
）
の
最
期
（
さ
い
ご
）
を
お
爲
（
し
）
や
っ
た
の
ぢ
ゃ
な
。

…
…
ま
ア
、あ
た
じ
け
な
い
！　

皆
（
み
ん
）
な
飮
（
の
）
ん
で
し
ま
う
て
、隨
（
つ
）

い
て
行
（
ゆ
）
か
う
予
（
わ
た
し
）
の
爲
（
た
め
）
に
只
（
た
ゞ
）
一
滴
（
て
き
）



－ 403 －

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
『
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

を
も
殘
（
の
こ
）
し
て
お
い
て
は
く
れ
ぬ
。
…
…
お
前
（
ま
へ
）
の
脣
（
く
ち
び
る
）

を
吸
（
す
）
は
う
ぞ
。
毒
（
ど
く
）
が
ま
だ
殘
（
の
こ
）
っ
て
居
（
ゐ
）
た
ら
、
そ

れ
こ
そ
は
假
（
か
り
）
の
命
（
い
の
ち
）
か
ら
實
（
ま
こ
と
）
の
命
（
い
の
ち
）
へ

囘
（
か
へ
）
ら
す
る
大
妙
藥
（
だ
い
め
う
や
く
）
！
…
…
ま
だ
温
（
ぬ
く
）
い
、
お

前
（
ま
へ
）
の
脣
（
く
ち
び
る
）
！

と
ロ
ミ
オ
の
死
骸
（
し
が
い
）
に
接
吻
（
せ
っ
ぷ
ん
）
す
る
。

此
時
（
こ
の
と
き
）
奧
（
お
く
）
に
て
又
（
ま
た
）
多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
の
人
聲
（
ひ

と
ご
ゑ
）
す
る
。

番
甲　
　
（
奧
に
て
）
案
内
（
あ
ん
な
い
）
せ
い
。
ど
ち
ら
ぢ
ゃ
。

ヂ
ュ
リ　

や
、
人
聲
（
ひ
と
ご
ゑ
）
？　

な
り
ゃ
、
片
時
（
へ
ん
し
）
も
早
（
は
や
）

う
。
…
…
お
ゝ
、
嬉
（
う
れ
）
し
や
、
短
劍
（
た
ん
け
ん
）
！
（
ロ
ミ
オ
が
佩
び
た
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る
短
劍
を
取
り
て
）
さ
、鞘
（
さ
や
）
は
こ
ゝ
に
。（
と
胸
を
貫
き
）
そ
こ
に
居
附
（
ゐ

つ
）
い
て
、
予
（
わ
し
）
を
死
（
し
）
な
せ
て
く
れ
。

と
息
（
い
き
）
絶
（
た
）
ゆ
る
。

夜
番
（
よ
ば
ん
）
の
者
（
も
の
）
甲
（
か
ふ
）、乙
（
お
つ
）、丙
（
へ
い
）、其
他
（
そ

の
た
）
多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
パ
リ
ス
の
侍
童
（
こ
わ
ら
は
）
を
案
内
者
（
あ
ん
な
い

じ
ゃ
）
に
し
て
出
る
。

侍
童　
　

こ
ゝ
ぢ
ゃ
。
あ
の
炬
火
（
た
い
ま
つ
）
が
燃
（
も
）
え
て
を
る
處
（
と
こ

ろ
）
が
そ
れ
ぢ
ゃ
。

番
甲　
　

此
邊
（
こ
の
あ
た
り
）
は
血
（
ち
）
だ
ら
け
ぢ
ゃ
。
墓
場
（
は
か
ば
）
の

界
隈
（
か
い
わ
い
）
を
探
（
さ
が
）
さ
っ
し
ゃ
い
。
さ
ゝ
、見
（
み
）
つ
け
次
第
（
し

だ
い
）
に
、
か
ま
う
た
こ
と
は
無
（
な
）
い
、
引
立
（
ひ
き
た
）
て
め
さ
。
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二
三
人
（
に
ん
）
入
る
。

は
れ
、
無
慚
（
む
ざ
ん
）
な
！　

こ
ゝ
に
若
殿
（
わ
か
と
の
）
が
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ

て
ご
ざ
る
、
の
み
な
ら
ず
、
既
（
も
）
う
二
日
（
ふ
つ
か
）
も
葬
（
は
ふ
む
）
ら
れ

て
ご
ざ
っ
た
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
ど
の
が
、
つ
い
今
（
い
ま
）
が
た
死
（
し
）
な
っ
し
ゃ

れ
た
や
う
に
血
（
ち
）
を
流
（
な
が
）
し
て
、温
（
ぬ
く
）
い
ま
ゝ
で
。
…
…
誰
（
た
）

れ
ぞ
早（
は
や
）う
御
領
主
樣（
ご
り
ゃ
う
し
ゅ
さ
ま
）へ
。
カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
ど
の
ゝ

邸
（
や
し
き
）
へ
も
走
（
は
し
）
っ
た
。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
ど
の
を
起
（
お
こ
）
し
て

來
（
こ
）
い
。
他
（
あ
と
）
の
者
（
も
の
）
は
、
探
（
さ
が
）
せ
／
＼
。

夜
番
頭
（
よ
ば
ん
か
し
ら
）
の
甲
（
か
ふ
）
の
み
殘
（
の
こ
）
り
て
皆
々
（
み
な
／

＼
）
入
る
。

不
運
（
ふ
う
ん
）
な
人
達
（
ひ
と
た
ち
）
が
臥
（
ね
）
て
お
り
ゃ
る
地
盤
（
グ
ラ
ウ
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ン
ド
）
だ
け
は
善
（
よ
）
う
見
（
み
）
え
る
が
、
此
（
こ
の
）
不
運
（
ふ
う
ん
）
の

眞
（
ほ
ん
）
の
原
因
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
は
、
よ
う
査
（
し
ら
）
べ
て
見
（
み
）
ぬ
う

ち
は
分
（
わ
か
）
ら
ぬ
わ
い
。

夜
番
（
よ
ば
ん
）
の
乙
（
お
つ
）、
外
（
ほ
か
）
一
二
人
（
に
ん
）
バ
ル
タ
ー
ザ
ー

を
引
立
（
ひ
き
た
）
て
ゝ
出
る
。

番
乙　
　

こ
れ
は
ロ
ミ
オ
ど
の
ゝ
家
來
（
め
し
つ
か
ひ
）
で
お
り
ゃ
る
。
墓
場
（
は

か
ば
）
で
見
付
（
み
つ
）
け
ま
し
た
。

番
甲　
　

殿
（
と
の
）
さ
ま
の
渡
（
わ
た
）
ら
せ
ら
る
ゝ
ま
で
、
逃
（
に
が
）
さ
ぬ

や
う
に
護
（
ま
も
）
っ
て
ご
ざ
れ
。

他
（
た
）
の
夜
番
（
よ
ば
ん
）
の
者
（
も
の
）
丙
（
へ
い
）、ロ
レ
ン
ス
法
師
（
ほ
ふ
し
）

を
引
立
（
ひ
き
た
）
て
ゝ
出
る
。
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番
丙　
　

こ
れ
な
る
老
僧
（
ら
う
そ
う
）
は
、顫
（
ふ
る
）
へ
な
が
ら
溜
息
（
と
い
き
）

を
吐
（
つ
）
き
、
涙
（
な
み
だ
）
を
流
（
な
が
）
し
て
を
り
ま
す
る
。
只
今
（
た
ゞ

い
ま
）
墓
場
（
は
か
ば
）
か
ら
參
（
ま
ゐ
）
る
と
こ
ろ
を
取
押
（
と
り
を
さ
）
へ
て
、

こ
れ
な
る
鋤
（
す
き
）
と
鶴
嘴
（
つ
る
は
し
）
と
を
取
上
（
と
り
あ
）
げ
ま
し
た
。

番
甲　
　

甚
（
い
か
）
う
胡
散
（
う
さ
ん
）
な
。
そ
の
僧
（
ぼ
う
ず
）
を
も
留
（
と
）

め
て
お
か
っ
し
ゃ
い
。

領
主
（
り
ゃ
う
し
ゅ
）、多
勢
（
お
ほ
ぜ
い
）
の
從
者
（
じ
ゅ
う
し
ゃ
）
を
引
連
（
ひ

き
つ
）
れ
て
出
る
。

領
主　
　

朝（
あ
さ
）ま
だ
き
に
如
何（
い
か
）な
る
珍
事（
ち
ん
じ
）が
出
來（
し
ゅ
っ

た
い
）
し
た
の
ぢ
ゃ
、予
（
よ
）
が
夢
（
ゆ
め
）
を
驚
（
お
ど
ろ
）
か
し
て
呼
出
（
よ

び
い
）
だ
す
は
？
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カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
長
者
夫
婦
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
ふ
う
ふ
）、
其
他
（
そ
の
た
）
出
る
。

カ
ピ
長　

何
（
な
ん
）
と
し
た
事
（
こ
と
）
ぢ
ゃ
、
街
上
（
そ
と
）
に
て
人
々
（
ひ

と
／
＼
）
の
叫
（
わ
め
）
き
立
（
た
）
つ
る
は
？

カ
ピ
妻　

往
來
（
わ
う
ら
い
）
の
人
々
（
ひ
と
／″
＼
）
は
、
或
（
あ
る
）
ひ
は
ロ

ミ
オ
と
呼
（
よ
）
び
、
或
（
あ
る
）
ひ
は
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、
或
（
あ
る
）
ひ
は
パ
リ

ス
と
呼
（
よ
）
び
か
は
し
て
、聲
々
（
こ
ゑ
／″
＼
）
に
叫
（
わ
め
）
き
立
（
た
）
て
、

吾
屋
（
わ
が
や
）
の
廟
屋
（
た
ま
や
）
へ
と
急
（
い
そ
）
ぎ
ま
す
る
。

領
主　
　

吾
等
（
わ
れ
ら
）
の
耳
（
み
ゝ
）
を
驚
（
お
ど
ろ
）
か
す
變
事
（
へ
ん
じ
）

と
は
何
事
（
な
に
ご
と
）
ぢ
ゃ
？

番
甲　
　

申
上
（
ま
う
し
あ
）
げ
ま
す
る
、
こ
ゝ
に
パ
リ
ス
樣
（
さ
ま
）
が
殺
（
こ

ろ
）
さ
れ
て
居
（
ゐ
）
さ
せ
ら
れ
ま
す
、
ま
た
ロ
ミ
オ
に
も
、
ま
た
其
以
前
（
そ
の
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い
ぜ
ん
）
に
死
去
（
み
ま
か
）
り
ま
し
た
筈
（
は
ず
）
の
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に
も
、
體

温
（
ぬ
く
も
り
）
の
あ
る
ま
ゝ
、
新
（
あ
た
ら
）
し
く
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
て
を
ら
れ

ま
す
る
。

領
主　
　

あ
く
ま
で
も
手
（
て
）
を
盡
（
つ
く
）
し
て
此
（
こ
の
）
虐
殺
（
ぎ
ゃ
く

さ
つ
）
の
所
因
（
し
ょ
い
ん
）
を
査
（
し
ら
）
べ
い
。

番
甲　
　

こ
れ
に
を
り
ま
す
る
老
僧
（
ら
う
そ
う
）、
ま
た
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
ま
し

た
る
ロ
ミ
オ
の
僕
（
し
も
べ
）
一
人
（
に
ん
）、
何
（
い
づ
）
れ
も
墓
（
は
か
）
を

發
（
あ
ば
）
き
ま
す
る
に
屈
竟
（
く
っ
き
ゃ
う
）
の
道
具
（
だ
う
ぐ
）
を
ば
携
（
た

づ
さ
）
へ
て
を
り
ま
す
る
。

カ
ピ
長　

や
ゝ
、
こ
れ
は
！　

お
ゝ
、
我
妻
（
わ
が
つ
ま
）
よ
、
あ
れ
、
見
（
み
）

さ
し
ま
せ
、愛
女
（
む
す
め
）
の
體
内
（
み
う
ち
）
か
ら
血
（
ち
）
が
流
（
な
が
）
る
ゝ
！
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え
ゝ
、
此
（
こ
の
）
劍
（
け
ん
）
は
住
家
（
す
み
か
）
を
ば
間
違
（
ま
ち
が
）
へ

を
っ
た
わ
。
こ
や
つ
が
住
（
す
）
む
べ
き
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
が
腰
（
こ
し
）
な
る
宿
（
や

ど
）
は
裳
脱
（
も
ぬ
け
）
の
殼
（
か
ら
）
で
、
無
慚
（
む
ざ
ん
）
や
、
愛
女
（
む
す

め
）
の
胸
（
む
ね
）
が
鞘
（
さ
や
）
！

カ
ピ
妻　

お
ゝ
、悲
（
か
な
）
し
や
！　

此
（
こ
の
）
慘
（
い
た
ま
）
し
い
死
樣
（
し

に
ざ
ま
）
は
、老
（
お
）
い
ゆ
く
此
身
（
こ
の
み
）
を
ば
墓
（
は
か
）
へ
急
（
い
そ
）

が
す
死
鐘
（
し
に
が
ね
）
ぢ
ゃ
。

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
長
者
（
ち
ゃ
う
じ
ゃ
）、
其
他
（
そ
の
た
）
出
る
。

領
主　
　

さ
、こ
ゝ
へ
、モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
。
時（
と
き
）な
ら
ず
早（
は
や
）う
起
出（
お

き
い
）
で
め
さ
れ
た
が
、
目
（
め
）
に
入
（
い
）
る
も
の
は
、
時
（
と
き
）
な
ら
ず

早
（
は
や
）
う
臥
（
ね
）
た
息
子
（
む
す
こ
）
ど
の
ゝ
寐
姿
（
ね
す
が
た
）
ぢ
ゃ
。
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モ
ン
長　

な
う
、
情
（
な
さ
け
）
な
や
、
我
君
（
わ
が
き
み
）
！　

我
子
（
わ
が
こ
）

の
追
放
（
つ
ゐ
は
う
）
を
歎
悲
（
な
げ
き
）
の
餘
（
あ
ま
）
り
に
衰
（
お
と
ろ
）
へ
て
、

妻
（
つ
ま
）
は
昨
夜
（
や
ぜ
ん
）
相
果
（
あ
ひ
は
て
）
ま
し
た
。
尚
（
な
ほ
）
此
上

（
こ
の
う
へ
）
に
も
老
人
（
ら
う
じ
ん
）
を
さ
い
な
む
は
如
何
（
い
か
）
な
る
不
幸
（
ふ

か
う
）
ぢ
ゃ
。

領
主　
　

あ
れ
、
あ
れ
を
お
見
（
み
）
ゃ
れ
［
＃
「
お
見
（
み
）
ゃ
れ
」
は
マ
マ
］。

モ
ン
長　

お
ゝ
、汝（
お
の
れ
）、不
所
存
者（
ふ
し
ょ
ぞ
ん
も
の
）め
が
！　

父（
ち
ゝ
）

を
押
退
（
お
し
の
）
け
て
先
（
さ
き
）
へ
墓
（
は
か
）
へ
入
（
は
ひ
）
ら
う
と
は
、

何
（
な
ん
）
と
い
ふ
作
法
知
（
さ
は
ふ
し
）
ら
ず
ぢ
ゃ
、
汝
（
お
の
れ
）
！

領
主　
　

暫
時
（
し
ば
ら
く
）
叫
喚
（
け
う
く
わ
ん
）
の
口
（
く
ち
）
を
閉
（
と
）

ぢ
よ
、先
（
ま
）
づ
此
（
こ
の
）
疑
惑
（
ぎ
わ
く
）
を
明
（
あ
き
ら
）
か
に
し
て
其
（
そ
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の
）
源
流
（
げ
ん
り
う
）
を
取
調
（
と
り
し
ら
）
べ
ん
。
然
（
し
か
）
る
後
（
の
ち
）、

わ
れ
將
（
は
）
た
卿
等
（
お
ん
み
ら
）
の
悲
歎
（
な
げ
き
）
を
率
（
ひ
き
）
ゐ
て
、

敵
（
か
た
き
）
の
命
（
い
の
ち
）
を
も
取
遣
（
と
り
つ
か
）
は
さ
ん
。
先
（
ま
）
づ

そ
れ
ま
で
は
悲
歎
（
ひ
た
ん
）
を
忍
（
し
の
）
ん
で
、此
（
こ
の
）
不
祥
事
（
ふ
し
ゃ

う
じ
）
の
吟
味
（
ぎ
ん
み
）
を
主
（
し
ゅ
）
と
せ
い
。
…
…
嫌
疑
（
け
ん
ぎ
）
の
徒

輩
（
と
も
が
ら
）
を
引
出
（
ひ
き
だ
）
せ
。

ロ
レ　
　

手
前
（
て
ま
へ
）
こ
そ
は
、
力
量
（
り
き
り
ゃ
う
）
は
最
（
い
っ
）
ち
不

足
（
ふ
そ
く
）
な
が
ら
、
時
（
と
き
）
も
處
（
と
こ
ろ
）
も
手
前
（
て
ま
へ
）
に
不

利
（
ふ
り
）
で
ご
ざ
る
ゆ
ゑ
、
此
（
こ
の
）
怖
（
お
そ
ろ
）
し
い
殺
人
（
ひ
と
ご
ろ

し
）
の
第
（
だ
い
）
一
番
（
ば
ん
）
の
嫌
疑
者
（
け
ん
ぎ
し
ゃ
）
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
。

只
今
（
た
ゞ
い
ま
）
此
處
（
こ
れ
）
に
て
呪
（
の
ろ
）
は
る
べ
く
も
あ
り
、
恕
（
ゆ
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る
）
さ
る
べ
く
も
あ
る
手
前
（
て
ま
へ
）
の
所
行
（
し
ょ
ぎ
ゃ
う
）
を
告
發
（
こ
く

は
つ
）
も
し
、
辯
解
（
べ
ん
か
い
）
も
仕
（
つ
か
ま
つ
）
り
ま
せ
う
。

領
主　
　

さ
ら
ば
、汝
（
そ
ち
）
が
存
（
ぞ
ん
）
じ
を
る
限
（
か
ぎ
）
り
を
疾
（
と
）

く
申
（
ま
う
）
せ
。

ロ
レ　
　

手
短
（
て
み
じ
か
）
に
申
（
ま
う
）
し
ま
せ
う
、管
（
く
だ
）
々
し
う
申
（
ま

う
）
さ
う
に
は
命
（
い
の
ち
）
が
覺
束
（
お
ぼ
つ
か
）
な
う
ご
ざ
り
ま
す
る
。
…
…

そ
こ
に
お
死
（
し
）
に
ゃ
っ
た
る
ロ
ミ
オ
こ
そ
は
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
正
（
た
ゞ
）
し

い
夫
（
を
っ
と
）、
ま
た
そ
こ
に
お
死
（
し
）
に
ゃ
っ
た
る
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
こ
そ
は

そ
の
ロ
ミ
オ
が
貞
節
（
て
い
せ
つ
）
な
る
宿
（
や
ど
）
の
妻
（
つ
ま
）、
二
人
（
ふ

た
り
）
を
嫁
（
め
あ
は
）
し
た
は
手
前
（
て
ま
へ
）。
ま
た
二
人
（
ふ
た
り
）
が
内

祝
言
（
な
い
し
う
げ
ん
）
の
日
（
ひ
）
は
チ
ッ
バ
ル
ト
ど
の
ゝ
大
厄
日
（
だ
い
や
く
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じ
つ
）、非
業
（
ひ
ご
ふ
）
の
最
期
（
さ
い
ご
）
が
因
（
も
と
）
と
な
っ
て
新
婿
（
に

い
む
こ
）
ど
の
に
は
當
市
（
た
う
し
）
お
構
（
か
ま
）
ひ
の
身
（
み
）
の
上
（
う
へ
）

と
な
り
、
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
ど
の
ゝ
悲
歎
（
ひ
た
ん
）
の
種
（
た
ね
）、
さ
う
と
は
知

（
し
）
ら
ず
チ
ッ
バ
ル
ト
ど
の
を
お
歎
（
な
げ
）
き
ゃ
る
と
の
み
思
召
（
お
ぼ
し
め
）

さ
れ
、
其
（
そ
の
）
歎
（
な
げ
き
）
を
除
（
の
ぞ
）
か
う
と
て
パ
リ
ス
ど
の
へ
無
理

強
（
む
り
じ
）
ひ
の
婚
禮
沙
汰
（
こ
ん
れ
い
ざ
た
）、其
時
（
そ
の
と
き
）
姫
（
ひ
め
）

が
庵
室
（
い
ほ
り
）
へ
わ
せ
ら
れ
、此
（
こ
の
）
二
度
（
ど
）
の
祝
言
（
し
う
げ
ん
）

を
脱
（
の
が
）
る
ゝ
手
段
（
す
べ
）
を
教
（
を
し
）
へ
て
く
れ
い
、
然
（
さ
）
な
く

ば
此
處
（
こ
ゝ
）
で
自
害
（
じ
が
い
）
す
る
と
半
狂
亂
（
は
ん
き
ゃ
う
ら
ん
）
の
面

持
（
お
も
ゝ
ち
）、
是
非
（
ぜ
ひ
）
な
く
、
自
得
（
じ
と
く
）
の
法
（
は
ふ
）
に
よ

り
、
眠
劑
（
ね
む
り
ぐ
す
り
）
を
授
（
さ
づ
）
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
案
（
あ
ん
）
の
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如
（
ご
と
）
く
に
效
力
（
き
ゝ
め
）
あ
り
て
、
死
（
し
）
せ
る
に
ひ
と
し
き
其
（
そ

の
）
容
態
（
よ
う
だ
い
）、手
前
（
て
ま
へ
）
其
間
（
そ
の
あ
ひ
だ
）
に
書
状
（
し
ょ

じ
ゃ
う
）
し
て
、藥
力
（
や
く
り
き
）
の
盡
（
つ
く
）
る
は
今
宵
（
こ
よ
ひ
）、姫
（
ひ

め
）
を
ば
假
（
か
り
）
の
墓
所
（
は
か
し
ょ
）
よ
り
、來
（
き
た
）
り
て
救
（
す
く
）

ひ
出
（
だ
）
さ
れ
よ
、と
ロ
ミ
オ
方
（
か
た
）
へ
申
（
ま
う
）
し
遣
（
や
）
り
し
に
、

使
僧
（
し
そ
う
）
ヂ
ョ
ン
と
申
（
ま
う
）
す
者
（
も
の
）、
不
慮
（
ふ
り
ょ
）
の
事

（
こ
と
）
に
て
抑
留
（
ひ
き
と
）
め
ら
れ
、夜
前
（
や
ぜ
ん
）
其
（
そ
の
）
書
（
し
ょ
）

を
持
歸
（
も
ち
か
へ
）
っ
て
ご
ざ
り
ま
す
る
ゆ
ゑ
、
目
覺
（
め
ざ
）
め
な
ば
嘸
（
さ

ぞ
）
當
惑
（
た
う
わ
く
）、と
姫
（
ひ
め
）
を
救
（
す
く
）
ひ
出
（
い
だ
）
さ
ん
た
め
、

只
（
た
ゞ
）
一
人
（
ひ
と
り
）
に
て
參
（
ま
ゐ
）
り
し
は
、窃
（
ひ
そ
か
）
に
庵
室
（
い

ほ
り
）
に
か
く
ま
ひ
お
き
、
後
日
（
ご
じ
つ
）
機
（
を
り
）
を
見
（
み
）
て
、
ロ
ミ
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オ
へ
送
（
お
く
）
り
屆
（
と
ゞ
）
け
ん
存
念
（
ぞ
ん
ね
ん
）、然
（
し
か
）
る
に
參
（
ま
ゐ
）

り
見
（
み
）
れ
ば
、姫
（
ひ
め
）
の
目
覺
（
め
ざ
）
む
る
少
（
す
こ
）
し
き
前
方
（
ま

へ
か
た
）、
非
業
（
ひ
が
ふ
）
の
最
期
（
さ
い
ご
）
は
パ
リ
ス
ど
の
と
ロ
ミ
オ
ど
の
。

其
中
（
そ
の
う
ち
）、
姫
（
ひ
め
）
の
目
覺
（
め
ざ
）
め
［
＃
「
目
覺
（
め
ざ
）
め
」

は
底
本
で
は
「
目
覺
（
め
さ
）
め
」］
し
ゆ
ゑ
、天
（
て
ん
）
の
爲
（
な
）
せ
る
業
（
わ

ざ
）
は
是
非
（
ぜ
ひ
）
に
及
（
お
よ
）
ば
ず
、
と
も
か
く
出
（
で
）
て
ご
ざ
れ
、
と

勸
（
す
ゝ
）
む
る
う
ち
に
、
近
（
ち
か
）
づ
く
人
聲
（
ひ
と
ご
ゑ
）、
予
（
わ
れ
ら
）

駭
（
お
ど
ろ
）
き
逃
出
（
に
げ
い
で
）
ま
し
た
が
、
絶
望
（
ぜ
つ
ば
う
）
の
餘
（
あ

ま
り
）
に
や
、
姫
（
ひ
め
）
は
續
（
つ
ゞ
）
い
て
參
（
ま
ゐ
）
り
も
せ
ず
、
や
が
て

自
害
（
じ
が
い
）
を
致
（
い
た
）
し
た
と
相
見
（
あ
ひ
み
）
え
ま
す
る
。
手
前
（
て

ま
へ
）
が
存
（
ぞ
ん
）
じ
を
り
ま
す
る
は
是
限
（
こ
れ
ぎ
）
り
。
内
祝
言
（
な
い
し
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う
げ
ん
）
の
儀
（
ぎ
）
は
乳
母
（
う
ば
）
が
善
（
よ
）
う
承
知
（
し
ょ
う
ち
）
の
筈

（
は
ず
）。
何
事
（
な
に
ご
と
）
に
ま
れ
、
予
（
わ
れ
ら
）
が
不
埓
（
ふ
ら
ち
）
と
御

檢
斷
（
ご
け
ん
だ
ん
）
遊
（
あ
そ
）
ば
れ
う
な
ら
ば
、
餘
命
（
よ
め
い
）
幾
何
（
い

く
ば
く
）
も
な
き
老
骨
（
ら
う
こ
つ
）、
如
何
（
い
か
）
な
御
嚴
刑
（
ご
げ
ん
け
い
）

に
も
處
（
し
ょ
）
せ
ら
れ
ま
せ
う
。

領
主　
　

予
（
よ
）
は
常
（
つ
ね
）
に
足
下
（
お
ぬ
し
）
を
ば
正
（
た
ゞ
）
し
い
僧

（
そ
う
）
と
信
（
し
ん
）
じ
て
を
っ
た
わ
。
…
…
ロ
ミ
オ
の
僕
（
し
も
べ
）
は
何
處
（
い

ず
こ
）
に
を
る
？　

彼
（
か
）
れ
は
此
儀
（
こ
の
ぎ
）
に
對
（
た
い
）
し
て
何
（
な

ん
）
と
申
（
ま
う
）
す
ぞ
？

バ
ル
タ　

僕
（
わ
た
く
し
）
め
は
、ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
樣
（
さ
ま
）
お
死
去
（
し
き
ょ
）

の
事
（
こ
と
）
を
ば
、
マ
ン
チ
ュ
ア
の
主
人
方
（
し
ゅ
じ
ん
が
た
）
へ
傳
（
つ
た
）
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へ
ま
し
た
る
と
こ
ろ
、
主
人
（
し
ゅ
じ
ん
）
は
直
（
す
ぐ
）
に
驛
馬
（
は
や
う
ま
）

に
て
、
彼
處
（
か
し
こ
）
か
ら
御
廟
所
（
ご
べ
う
し
ょ
）
ま
で
參
（
ま
ゐ
）
ら
れ
、

墓
（
は
か
）
へ
入
（
は
ひ
）
ら
れ
ま
す
る
前
（
ま
へ
）
に
、此
（
こ
の
）
書
面
（
し
ょ

め
ん
）
を
朝
（
あ
さ
）
早
（
は
や
）
う
親
御
樣
（
お
や
ご
さ
ま
）
へ
渡
（
わ
た
）
し

て
く
れ
い
と
申
（
ま
う
）
さ
れ
、
速
（
す
み
や
）
か
に
此
處
（
こ
ゝ
）
を
立
去
（
た

ち
さ
）
ら
ず
ば
殺
（
こ
ろ
）
し
て
し
ま
ふ
ぞ
と
嚇
（
お
ど
）
さ
れ
ま
し
た
。

領
主　
　

其
（
そ
の
）
書
面
（
し
ょ
め
ん
）
見
（
み
）
よ
う
わ
。
こ
れ
へ
。
…
…
し

て
、
夜
番
（
よ
ば
ん
）
を
呼
起
（
よ
び
お
こ
）
し
た
伯
（
は
く
）
の
侍
童
（
こ
わ
ら

は
）
と
や
ら
は
何
處
（
ど
こ
）
に
居
（
を
）
る
？
…
…
こ
り
や
［
＃
「
こ
り
や
」
は

マ
マ
］、其
方
（
そ
ち
）
の
主
人
（
し
ゅ
じ
ん
）
は
此
處
（
こ
の
と
こ
ろ
）
へ
は
何
（
な

に
）
し
に
わ
せ
た
ぞ
？
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侍
童　
　

御
方
（
お
ん
か
た
）
の
墓
（
は
か
）
へ
撒
（
ま
か
）
う
と
て
花
（
は
な
）

を
持
（
も
）
っ
て
わ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
遠
（
と
ほ
）
く
へ
離
（
は
な
）
れ
て
ゐ
い
と

仰
（
お
ほ
）
せ
ら
れ
ま
し
た
ゆ
ゑ
、
僕
（
わ
た
く
し
）
は
さ
や
う
致
（
い
た
）
し
ま

し
た
。
や
が
て
燈
火
（
あ
か
り
）
を
持
（
も
）
っ
た
人
（
ひ
と
）
が
わ
せ
て
、墓
（
は

か
）
を
發
（
ひ
ら
）
か
う
と
爲
（
し
）
や
し
ゃ
る
や
い
な
、御
主
人
（
ご
し
ゅ
じ
ん
）

は
劍
（
け
ん
）
を
拔
（
ぬ
）
か
し
ゃ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
僕
（
わ
た
く
し
）
は
走
出

（
か
け
い
だ
）
し
て
夜
番
（
よ
ば
ん
）
の
衆
（
し
ゅ
う
）
を
呼
（
よ
）
び
ま
し
た
。

領
主　
　

此
（
こ
の
）
書
面
（
し
ょ
め
ん
）
に
て
僧
（
そ
う
）
が
申
條
（
ま
う
し
で
う
）

の
證
（
あ
か
り
）
は
立
（
た
）
っ
た
り
、情
事
（
じ
ゃ
う
じ
）
の
顛
末
（
て
ん
ま
つ
）、

女
（
を
ん
な
）
が
死
去
（
し
き
ょ
）
の
報
告
（
し
ら
せ
）
ま
た
貧
窮
（
ひ
ん
き
う
）

な
る
藥
種
屋
（
や
く
し
ゅ
や
）
よ
り
毒
藥
（
ど
く
や
く
）
を
買
求
（
か
ひ
も
と
）
め
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て
そ
れ
を
持
參
（
じ
さ
ん
）
し
、此
處
（
こ
れ
）
な
る
女
（
を
ん
な
）
の
墓
（
は
か
）

の
中
（
な
か
）
に
て
自
殺
（
じ
さ
つ
）
な
さ
ん
底
意
（
そ
こ
い
）
ま
で
、
明
白
（
め

い
は
く
）と
相
成（
あ
ひ
な
）っ
た
わ
。
…
…
仇
敵
同
士（
か
た
き
ど
う
し
）は
何（
い

づ
）
れ
に
あ
る
ぞ
？　

カ
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ト
！　

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
！
…
…
見
（
み
）
い
、

是
（
こ
れ
）
皆
（
み
な
）
汝
等
（
お
ぬ
し
た
ち
）
が
相
憎
惡
（
に
く
み
あ
ひ
）
の
懲

罰
（
こ
ら
し
め
）、天
（
て
ん
）
は
故
（
わ
ざ
）
と
子
供
等
（
こ
ど
も
ら
）
を
愛
（
あ
い
）

し
あ
は
せ
、以
（
も
っ
）
て
汝
等
（
お
ぬ
し
ら
）
が
歡
樂
（
よ
ろ
こ
び
）
を
ば
殺
（
こ

ろ
）
さ
せ
ら
れ
た
わ
。
予
（
わ
れ
）
將
（
は
）
た
汝
等
（
お
ぬ
し
ら
）
の
確
執
（
な

か
た
が
ひ
）
を
等
閑
（
な
ほ
ざ
り
）
に
視
過
（
み
す
ご
）
し
た
る
罪
（
つ
み
）
に
よ
っ

て
、近
親
（
う
か
ら
）
を
二
人
（
ふ
た
り
）
ま
で
も
失
（
う
し
な
）
う
た
。
御
罰
（
ご

ば
つ
）
に
漏
（
も
）
れ
た
る
者
（
も
の
）
は
な
い
。
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カ
ピ
長　

お
ゝ
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
ど
の
、
御
手
（
お
ん
て
）
を
ば
與
（
あ
た
）
へ
さ

せ
ら
れ
い
。
こ
れ
を
こ
そ
愛
女
（
む
す
め
）
へ
の
御
結
納
（
ご
ゆ
ひ
な
う
）
と
も
思

（
お
も
）
ひ
ま
す
る
、
他
（
ほ
か
）
に
望
（
の
ぞ
み
）
と
て
は
ご
ざ
ら
ぬ
わ
い
。

モ
ン
長　

い
や
、
こ
な
た
よ
り
は
ま
だ
參
（
ま
ゐ
）
ら
す
る
も
の
が
お
ぢ
ゃ
る
。
吾

等
（
わ
れ
ら
）
純
金
（
じ
ゅ
ん
き
ん
）
に
て
姫
（
ひ
め
）
の
像
（
ざ
う
）
を
建
（
た
）

て
申
（
ま
う
）
し
、
此
（
こ
の
）
※(

濁
点
付
き
片
仮
名
ヱ
、1-7-84)

ロ
ー
ナ
が

同
（
お
な
）
じ
呼
名
（
よ
び
な
）
で
知
（
し
）
ら
る
ゝ
限
（
か
ぎ
）
り
、
貞
節
（
て

い
せ
つ
）
な
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
ど
の
ゝ
黄
金
（
こ
が
ね
）
の
像
（
ざ
う
）
を
ば
上
無
（
う

へ
な
）
き
記
念
（
か
た
み
）
と
崇
（
あ
が
）
め
さ
せ
ん
。

カ
ピ
長　

女
（
む
す
め
）
と
並
（
な
ら
）
べ
て
ロ
ミ
オ
ど
の
ゝ
黄
金
（
こ
が
ね
）
の

像
（
ざ
う
）
を
も
建
（
た
）
て
申
（
ま
う
）
そ
う
、互
（
た
が
）
ひ
の
不
和
（
ふ
わ
）
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の
憫
然
（
ふ
び
ん
）
な
犧
牲
（
い
け
に
え
）
！

領
主　
　

物
悲
（
も
の
が
な
）
し
げ
な
る
靜
（
し
づ
）
け
さ
を
ば
此
（
こ
の
）
朝
景

色
（
あ
さ
げ
し
き
）
が
齎
（
も
た
ら
）
す
る
。
日
（
ひ
）
も
悲
（
か
な
）
し
み
て
か
、

面
（
お
も
て
）
を
見
（
み
）
せ
ぬ
わ
。
い
ざ
、
共
（
と
も
）
に
彼
方
（
か
な
た
）
へ

往
（
い
）
て
、盡
（
つ
）
き
ぬ
愁
歎
（
な
げ
き
）
を
語
（
か
た
）
り
合
（
あ
）
は
ん
。

赦
（
ゆ
る
）
す
べ
き
者
（
も
の
）
も
あ
れ
ば
、
罰
（
ば
っ
）
す
べ
き
者
（
も
の
）
も

あ
る
。
哀
（
あ
は
）
れ
な
る
物
語
（
も
の
が
た
り
）
は
多
（
お
ほ
）
け
れ
ど
も
、
此

（
こ
の
）
ロ
ミ
オ
と
ヂ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
戀
物
語
（
こ
ひ
も
の
が
た
り
）
に
優
（
ま
さ
）

る
は
な
い
わ
い
。

皆
々
（
み
な
／
＼
）
徐
（
し
ず
）
か
に
入
る
。
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完
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